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　本学は今年、創立５０周年を迎える。本学が属する

吉備学園は、１００年余り前に閑谷学校分校を岡山市に

設けることからスタートした経緯がある。当時、岡山に普

通科を擁する学校はあったが実業学校がなかったことか

ら、勢い黎明期の日本の発展のために、実業に長けた

人材育成を担うという理念の下、吉備商業学校が創設

（のちに吉備商工学校を経て、吉備高等学校、岡山

商科大学附属高等学校となる）されたのである。当時、

実業に不可欠な実践教育の場として喜多屋という百貨店

を擁し、商活動の実学を体験する機会が設けられ、工

業科では外部からの委託事業を引き受け、工場（こうば）

で製品づくりが行われていたことを記憶している。さらに

は、車社会の到来を予知し、早くから自動車科を設けた

のも実学・実業を重視した理念の表れである。

　時とともに、大学社会は閉鎖的な体質から解放的な

体制へ変貌をきたし、日本社会の成熟化に伴う高学歴

社会の台頭とともに、大学はごく少数のエリートのための

教育の場から、万人が学ぶ教育の場へと教育の域が拡

げられてきた。このような時代の流れとともに本学園でも

高等学校の上に短期大学が設立され、さらに短期大学

が４年制大学に昇格し、法、経済、経営学部の３つの

学部を擁する総合大学へと発展してきた。そして、今や

学部の上に３つの研究科を擁する社会科学系に特化し

た県内唯一の総合私立大学にまでなった。

　今でこそ、教育現場にはインターンシップやフィールドス

タディという言葉が飛び交っているが、本学園は創設時

から既に実学重視の教育を行っており、実業に長けた人

材育成という精神は、今日においてもなお生き続けている。

そして、地域、産業との結びつきという面においても、

本学は常に時代の先を読み、様 な々組織改革を行ってき

た。その一つが早くからの経営研究所の設置（今日の

社会総合研究所）である。この研究所を大学と社会と

のインターフェイスとして位置付け、外部情報を受け入れ

るとともに、内部情報を外に向けて発信することで地域と

の連携を強め、地場産業をけん引してきた。

　産学官連携という新しい流れは我が国の大学におけ

る活動の主流となってきているが、本学は早くからこの研

究所を設けていたことを考えると、社会における本学の

位置付けを早くから認識していたことを裏付けるものであ

り、創設理念が現在に至るまで正しく継承されてきたと自

負しているところである。

　今日、地方再生という政策が施されているが、本学の

置かれている立場、中央に対する地方、国公立に対す

る私学等、ポジショニングを見極め、「知」のセンターと

して一段と飛躍を遂げたい。

岡山商科大学　学長
経営学博士

井尻　昭夫　

創立５０周年に際して思う
─社会科学研究所の使命と役割─
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　昨年の我が国経済は、「アベノミクス」が２年目に入り、

財政政策・金融政策・成長戦略のいわゆる「三本の矢」

の効果により経済が本格的な回復基調に乗るかに非常

に注目が集まった。年初は４月の消費増税を前にした駆

け込み需要に沸いたが、一方で増税後の反動による景

気の落ち込みがいつ回復するかが焦点となった。当初

は、影響は想定より小さく、比較的早期に反動減が収ま

るとの見方が大勢であったが、７～９月期の国内総生産

が２四半期連続でマイナス成長となるなど、消費増税後

の景気の足踏みが予想外に長引く結果となった。そのよ

うな中、１０月末には追加金融緩和が決定され大幅に株

高・円安が進行するとともに、平成２７年１０月に予定さ

れていた消費税率の１０％への引き上げ延期が決定され

るなど経済情勢は年末にかけて大きく変化した。

　地元経済についても、全体的なトレンドとしては景気は

回復基調にあるとされているものの、消費増税後の反動

減による影響もあり、企業の収益増が家計の所得増につ

ながり、消費が拡大するという好循環に向けては、まだ

道半ばの状態にあるといえる。

　こうした厳しい経済環境が続く中、地元企業において

は、収益確保にむけて企業努力を日々重ねている。弊

行でも、地域の発展なくして弊行の発展はないとの理念

のもと、地域のお客さまに「選ばれ」「信頼される」銀

行を目指し、企業活動を行っている。その企業活動の

基盤として、『コンプライアンスモラル』と、『心のサービス』

の周知と実践に注力している。

　コンプライアンスモラルは全ての業務に優先し、社会

常識を念頭に、常に問題意識を持った業務を行うこと。

そしてお客さま本意の心のこもったサービスにより、満足

と感動を与える銀行を目指すこと。これらの積み重ねが

業績に自ずと繋がるものと私は考えている。

　私は会議、示達等で行員にメッセージを発し、これら

の徹底を呼びかけているが、今以上に浸透し、自発的

な行動のできる組織にするためには何が必要だろうか。

　これらについて、先人たちは幾多の教えを我々に残し

てくれている。渋沢栄一氏は「論語と算盤」の中で、

利潤と道徳を調和させるという経済人がなすべき道を示

している。また、社会に生きてゆく方針として、「忠恕」

（良心的で思いやりある姿勢を一貫する）という考えを

唱えている。また、松下幸之助氏は「道をひらく」の中

で、事業は社会的な存在意義が必要なこと、そして如

何に正しい方法で成果を挙げるかということを強調してい

る。そして仕事をする心がけとして、一番大事なことは、

「誠実あふれる熱意」と表現している。

　また、現在においてはＯＬＣグループ（東京ディズニー

ランドの運営会社）のホスピタリティが自社の強みを発揮

する方法として注目されている。ホスピタリティとは相手に

対する思いやり、おもてなしを相手の立場になって共に

考える気持ちと捉えられている。これをお客さまはもちろ

んのこと、職場内にも外部関係者にもそして地域に人に

も繋げている。

　これらの考え、行動の基軸にあるものは、正義、誠実、

熱意、心遣いといった、人間としての倫理観にあるので

はないかと感じる。

　近い将来、社会に羽ばたかれる学生諸君には、当た

り前のことを、無意識に行動できる『心』を養ってもらい

たいと願っている。

株式会社 中国銀行
取締役頭取

宮長　雅人氏

モラルとホスピタリティ
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三好教授：それでは定刻になりましたので、ただいまより
岡山商科大学公開講演会「創造的過疎への挑戦～ヒト
ノミクスから考える地域の未来～」を開始させていただき
たいと思います。本日はお足元の悪い中、多数のご来場
をいただきまして誠にありがとうございます。私は、本日司
会をさせていただきます経営学部商学科の三好です。ど
うぞよろしくお願いいたします。
　なお、この講演会でございますが、主催は本学でござ
いますけれども、多数の団体の方から後援をちょうだいし
ております。岡山県、岡山市長会、岡山県町村会、岡山県
経済団体連絡協議会、岡山県商工会議所連合会、岡山
県経営者協会、岡山経済同友会、岡山県中小企業団体
中央会、岡山県商工連合会様よりのご後援をちょうだいし
ております。
　なお、この講演ですが、本学会場だけでなく、テレビ会
議システムを通じまして岡山県新庄村、津山商業高等学
校、それから岡山県瀬戸内市へも、この講演の模様を配
信しております。そちらでご参加くださいました皆さまへも
厚く御礼申し上げると同時に、どうぞよろしくお願いいたし
ます。
　それでは講演に先立ちまして、岡山商科大学学長であ
ります井尻の方より簡単なご挨拶を申し上げます。

井尻学長：皆さま、ようこそお越しいただきまして、ありがと
うございます。本日は大南先生にお越しいただきまして、
素晴らしい講演をしていただくということでございます。司
会の方から申し上げましたように、「創造的過疎への挑
戦」ということで、ふと思ったことは、私たちは資本主義社
会、市場の論理で、豊かな社会を築いてきました。大南先
生の意図するところは、そういうものに加えて、人間本位
の社会構築をやっていかなければならない、新しい展開
をしたためていっているものではないかなと思っておりま
す。
　それは経営学の中でも、資本主義社会、その成熟した
社会で、これからのあるべきものは「人本主義社会」、人
が資本であると。「人本主義社会」、そういう言葉を私たち
も使ってきているところでございまして、豊かな社会で人
間尊重の社会を築いていかなければならないということ

2014.6.18

で、過疎の町は自然豊かで、自然の懐の中で人間の能力
を精一杯発揮できる、そういう社会がやっぱりやってきて
いる。それを裏付けるのは何か、今までできなかったことが
できるということになったのは何かというと、情報化社会の
到来であるわけでございます。そういう意味で、私も非常
に関心を持って本日の講演を拝聴させていただきたいと
思います。
　なお、皆さま方に一つ宣伝させていただきます。この講
義は、下の階の教室でも受けられますが、岡山県の各市
町村に配信できるという新しい広域システムをとっている
ということです。どこの大学よりも素晴らしいシステムを設
けております。文部科学省からの補助金もたくさんいただ
いて、こういう素晴らしい設備ができていることを、ご体験
なさっていただきたいと思います。
　話が長くなりますともったいないことでございますので、
皆さまのお越しにお礼を申し上げまして開会の挨拶にさ
せていただきます。本日はどうもありがとうございます。

三好教授：それでは講師でいらっしゃいます特定非営利
活動法人グリーンバレー理事長、大南信也様の簡単な経
歴をご紹介させていただきます。
　1953年、徳島県名西郡神山町生まれ、スタンフォード大
学大学院を修了されました。1998年、日本で最初に「アド
プト・プログラム」を実施。その後、「神山アーティスト・イン・
レジデンス」、「ワーク・イン・レジデンス」等のプロジェクトを
実施するほか、ＩＴ企業10社のサテライトオフィスを誘致さ
れ、地域の資源は「モノ」ではなく「ヒト」だと考え、国内外
から多様なヒトが集う「せかいのかみやま」づくりを目指さ
れています。
　それではよろしくお願いいたします。

　皆さんこんにちは。徳島県神山町から参りました、ＮＰＯ
法人グリーンバレーの理事をやっています大南と言いま
す。こういう席で、例えば３年ぐらい前に「徳島県神山町
から参りました」と話をすると、大概の人は勘違いされて、

「ああ、あのおばあちゃんが葉っぱを売る町か」ということ
で、お隣の上勝町とよく間違われておりました。最近になる
と、「ああ、あのＩＴベンチャーの人たちが川原に足をつけ
て東京の本社とテレビ会議で仕事してる町だな」というふ
うに、結構知名度が上がってきたのかなというふうに思い
ます。
　元 と々いうか、私、本業は建設業とか、あるいは生コンク
リート製造会社なんかをやっています。公共工事で飯を
食ってきた人間です。1979年にアメリカから帰ってきたの
ですけれども、あんまり能力がなかったので他の会社で働
かずに、直接家業である建設業に入っていきます。当時、
日本の地方でよく行われていたのは、結局、山の上の集
落の人たちが「うちの場所は道路がない。道路がないか
ら不便だから生活ができない」という話がよく持ち上がっ
てます。それで、当時の日本の国も、まあお金があると思わ

創造的過疎への挑戦
特定非営利活動法人グリーンバレー理事長

大南　信也氏～ヒトノミクスから考える地域の未来～
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れていた時代です。結局は借金だったわけだけれども、
住民の人たちが町とか県とかに陳情に行くわけです。そ
うすると、そこに計画ができてくる。その道路の建設工事
というのを僕らが請け負うというかたちになるわけです。そ
れで、２、３年に区切って、山の上の集落まで道路がつきま
した。そうすると、そこに住んでおられる人たちがもうキラ
キラ輝いてくる。これでうちの場所も便利になるからここで
生活すると。
　ところが、それから２年、３年、４年、５年たったときに、ぽ
つりぽつりと引っ越しが始まります。最初10戸あったような
集落でも、７、８年したら１戸か２戸に減っていきます。さら
に、独居老人の方、あるいは老夫婦が住んでいるというよ
うなことで、取り残されるわけです。
　これって、結局は過疎対策のために道路をつけるわけ
です。それが、過疎を助長するような形になっているわけ
です。自分自身もこの建設工事で飯を食いながら、反面、
何かちょっと満たされないものを感じ始めていたわけで
す。過疎の問題というのは、人の気持ち、意識の変革で、
それをお金をはりつけて留めようとしても、これは留まらな
いのではないかなと。だから公共工事で飯を食いながら、
公共工事に頼らないような、何か違う地域づくりのあり方
があるんじゃないかなということで、少しずつ地域づくりの
活動の方に重点を置いていったわけです。
　今は自分時間の約９割ぐらいはＮＰＯの方ばっかりやっ
ていて、前は「大南さんは忙しい。本業のかたわらや」と
言われていましたが、全く言われないようになりました。今
はＮＰＯのことばかりやっているというようなところです。
　今日の話のポイントは３つかなと思います。１つは「サテ
ライトオフィス」、それからもう一つは「ワーク・イン・レジデン
ス」、そして「創造的過疎」、この３つかなと思います。
　では、神山で今起こっているサテライトオフィス、この動き
をどういうふうに使うのかという話です。ただ単に企業誘
致という考え方じゃなく、これを教育に使います。
　神山のような山間地、中山間地に住む子どもたちは、小
さいときから「君らは大きくなっても神山には仕事がない。
だから一所懸命勉強して、東京とか大阪の会社で働け」
というような形で送り出していくわけですね。だから最初か
らふるさとに帰るというような刷り込みがないままに育って
いきます。じゃあこのサテライトオフィスをどういうふうに使う
のか。子どもたちをサテライトオフィスに連れていく。「君ら
は周りの人たちとかあるいは家庭で、神山に仕事がない
と言われてるよね。でも、このサテライトオフィスで働いてい
る人たちは、何のために神山にやって来ていますか。見て
ください。ガチで仕事してるでしょ。ということは、神山に仕
事がないっていうことですか。あるやないですか。だからこ
れからは一所懸命勉強して、サテライトオフィスで働くよう
な職種であれば君らも神山に帰ってこられるということだ」
というような教育ができるのかなと思います。そうすること
によって、地域における世代間の循環とかを少しずつや
はり取り戻していく必要があるんじゃないかなと思っていま
す。
　ところが、その世代間の循環というのは、非常にいま日
本の地方ではか細くなってきています。当然この地域に
住んでいる人間だけでこの地域を持続させようと思うと、
なかなか難しい状況です。当然、他所から若い人たちに
入ってきてもらう必要があります。ところが、そのときにもま
た、仕事の問題が頭をもたげてきます。自分たちの地域に

は雇用がない、仕事がない。だから移住者を迎え入れよう
と思っても、その人たちが生活の糧を得るための術がな
いということで、日本の地方ほとんどが壁に当たります。
　じゃあ、その仕事の問題を、神山では何で解決するか。
これが「ワーク・イン・レジデンス」。「ワーク・イン・レジデンス」
というのは、単純に地域に雇用がない、仕事がないので
あれば、仕事を持った人に移住してきてもらえればこの問
題は解決するのではないかなという考え方です。今、神山
では、たとえばクリエイターの人たち、あるいは起業者の方
を、どんどん都市部から、とくに若い人たちに入ってきても
らうような動きを進めているということです。
　で、３番目には創造的過疎。過疎の問題というのは、普
通、数字だけにとらわれて考える場合が多いです。わが
町の人口は、今後10年間に15％減少するから大変だと。
数だけにとらわれるわけです。日本全体がもう人口減少の
時代になっているから、当然、過疎というのはなかなか止
めることはできません。止めることはできないんだけども、そ
の過疎のなりようというのを何かコントロールできないかな
と。つまり、その内容、「質の過疎」というのを求める必要
があるのではないかなあというのが、創造的過疎の考え
方です。
　だから、たとえば若い人たちにたくさん入ってきてもらっ
たり、あるいは普通は「神山のような中山間地だったら、産
業は農林業だよね」という見方でいるのだけれども、そうい
う場所においてもいろんな働き方ができるということを示す
ことによって、地域というのは持続できるんじゃないかなあ
というような考え方です。一言で「神山プロジェクト」の目
指すところを言えば、今、日本の国で起こっている、若い人
たちあるいはＩＴベンチャーの人たちの中で、働く場所とか
働き方が劇的に変化しています。そのあたりを地域の振
興に使えないかなというのが、「神山プロジェクト」の一番
大事な部分じゃないかなと思います。
　じゃあこれからスライドを使いながら説明を進めていき
たいと思います。
　この「ヒトノミクス」という言葉を去年の7月から使ってい
ます。何かというと、神山で今起こっていること、たとえば
サテライトオフィスの動きにしても行政、神山町が多額の
予算を投入してこれを起こしているということではないと
いうことです。少なくとも今までこの誘致にかけたお金、神
山町の予算額はゼロです。でも、10社もの会社が入ってき
ている。それは何かと言ったら、いろんな都市部から、思
いのある、あるいはアイデアのある人たちが神山に入って
きて、その思いとかアイデアとかが一緒に紡がれることに
よっていろんな動きが起こってくるというところだと思いま
す。
　徳島県神山町は徳島市から車で約40分。人口は、今
は約6,000人です。1955年、昭和の大合併で町ができた
ときには2万1,000人。だから３割以下に激減しているわけ
で、本当に典型的な過疎の町です。それで、この過疎の
町に起こった「二つの異変」ということで、いま多少全国
的に注目をされているかなと思います。
　１個目の異変、2011年度の社会動態人口。社会動態
人口というのは、「転入者の数マイナス転出者の数」で
す。当然、過疎の町なので転出する人がずっと昭和30年
代から多かったわけです。ところが2007年に「神山町移
住交流支援センター」というのが置かれます。神山の場合
はこの「移住交流支援センター」を役場自身が運営する
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のではなく、民間の団体に、いわゆるグリーンバレーに任せ
ました。このあたりから効果を発揮したのかどうか、その後
数字が改善をしていきます。2011年度には、初めて転入
者が転出者をわずか12名だけれども上回ってきます。特
殊な要因がなしにこういうことが起こる町というのは珍し
いんじゃないかということで、全国でも注目をされておるの
かなと思います。
　では、その後はどうなのか。2012年、13年と、またマイナ
スが上回ったんだけども、マイナス28、マイナス23です。だ
から、何もやらなかったときは毎年100人以上転出者の方
が多かったわけですので、明らかにこのあたりで改善をさ
れてきているということと、ここの時期に入ってくる人たち
ですよね。これ、2010年から13年度に神山町移住交流支
援センター経由の移住者です、58世帯、105名、そのうち、
子ども27名。じゃあこの人たちの一番大きな特徴は何かと
いったら、平均年齢が30歳前後。非常に若い層の人たち
が入ってきているのです。だから、この内容的なものを見
れば、改善がされていっているのではないかというように
考えられます。
　ちなみに、毎年の神山町からグリーンバレーへの移住
センターの委託料は150万円です。それもほとんどが支援
に回しているので、多分グリーンバレーが事務費としてい
ただいているのは月に３万円ぐらい、年間36万円くらいで、
これぐらいの実績がある。多分、日本一効率のいい移住
支援センターじゃないかなと思います。
　ではもう一個。ＩＴベンチャー企業など10社がサテライト
オフィスを設置したり、あるいは小さな会社だけども本社を
移転してくる。で、さらにはサテライトオフィスの関係で新会
社なんかも生まれてきている、というところです。去年の秋
ぐらいから新しい動きが出ているのはYahoo!。Yahoo!な
んかも神山にサテライトオフィスを置いているわけではな
いのだけれども、わざわざ東京から高い航空運賃を払っ
て、一泊二日の合宿に神山までやってきてます。どういうこ
とが起こっているのかというと、Yahoo!は、一昨年の６月に
社長が井上さんから宮坂学さんという人に替わりました。
その宮坂さんになった途端に、とにかくYahoo!自体もＩＴベ
ンチャー時代に持っていたような活力というものをもう一
回取り戻していこうと考えた。そうするためにはとにかくで
きることは何でもやってやろう。失敗してでもとにかくやって
しまおうというような中で、わざわざ東京から神山までやっ
てくることになりました。こういうようなＩＴの大手の会社ま
で、こういうような働き方について大きな関心を寄せている
ということは、これは神山だけのチャンスではなしに、岡山
県内にあるいろんな市町村のチャンスだと思います。
　では、グリーンバレーは何から始まったのかというお話か

ら始めたいと思います。スタートは１体の人形です。1927
年にアメリカから日本に送られてきた友好親善の使者、青
い目の人形と言われています。当時、日米関係は非常に
悪かったので、そのあたりを少しでも緩和させようというの
で、アメリカの方で１セント募金というのが行われました。
で、1万2739の人形が仕立てられ、日本の子どもたちにと
いうことでプレゼントとして贈ってもらいました。送られてき
たときは、珍しい人形だったからもう大歓迎されたわけで
す。ところが1941年に太平洋戦争が始まりました。そのた
め、敵国から送られてきた人形だから焼いてしまえ、壊し
てしまえ、竹槍で突け、みたいなキャンペーンが行われ、ほ
とんどの人形が壊されました。今日本に現存しているのは
約300体ぐらいです。そのうちの１体が、私の母校である
神山町の神領小学校というところに残っておりました。
　1990年になると、私も子どもが幼稚園に行き始めたの
で、ＰＴＡの役員会に行くようになったわけです。それで十
何年かぶりで久しぶりに学校を訪れると、この人形が廊
下に飾られていました。校長先生にいろいろ見せてもらい
ましたら、人形がパスポートを持っていました。パスポート
に出身地が書かれています。アメリカ、ペンシルベニア州、
ウィルキンスバーグという町の名前でした。当時、63年前
に贈られてきた人形です。もし10歳の女の子が贈ってく
れたとすれば、その人は73歳。まだ生きておられるかもわ
からんなという思いがあり、そのウィルキンスバーグ市長さ
んにお願いをして、誰が贈ってくれたのか探し出してほし
いという依頼をしました。そうすると向こうの方で半年ぐら
い探してくれた結果、見つかりましたという連絡がありまし
た。それで、じゃあ、見つかったんだったら、この人形を一
度里帰りさせてあげようということで、「アリス里帰り推進
委員会」というのを1991年の３月３日に作りました。その５カ
月後に、30名の民間の訪問団を結成して、内10名につい
ては小学校、中学校、高校の子どもたちの代表です。この
方たちの旅費・滞在費は全て神山町役場に出していただ
きました。ところが随行の20名は全て自費で、三十数万円
のお金を払ってこの人形を里帰りさせるために一緒に推
進してくれたということなのです。
　そして、そのときの５名、後にグリーンバレーの中心にな
るようなメンバーが、この同じ体験をしたというのが非常に
大きなことにつながってきます。たとえば、写真のこれが38
歳ぐらいの私で、髪も黒 し々ていますが、僕だけがこれに
参加していたら、仲間にどういう里帰りだったかというのを
説明する段に、なかなか説明しきれないわけですよ。「どう
だった？」「いや、面白かった」「どんなに？」「とにかく面白
かった」と言ったって通じません。ところが、同じ企画に参
加していた５名の中では、「あのときとにかく面白かったよ
な」というので通じるわけです。これは何かというと、感覚
の共有です。だから多分、町づくりの一番最初のスタート
というのは、こういうような一つの成功体験というのを複数
で、できれば５名ぐらいで同じ体験をすることが一番重要
になってくるのではないかなと思います。
　それから、今度は翌年になるとこの会を発展させて、民
間で「神山町国際交流協会」というのを作りました。どうし
ても田舎の子どもたちはこの国際交流の機会に恵まれな
いから、その人形でひとつきっかけができたから、そういう
ような機会をぽんぽん作っていこうということでスタートを
します。最初はこれの人形が一つのいいテーマだから、
人形をもう少し深掘りしていったら、神山をわくわくさせるよ
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うな場所に変えられるんじゃないかなということで、いろい
ろ仕掛けていくわけです。ところが３年たっても４年たって
もあんまり変わりません。「ああ、うちの町はやっぱり地域づ
くりのようなことをやってもあかんのかな」と思っていたとき
に、転機が訪れます。
　1997年、それはどういう転機か。徳島県が新長期計画
を発表します。1997年から2006年の間の10年の計画。
その中に「神山町を中心とした地域に徳島国際文化村
を作ります」という新聞報道が、わずか３行、その記事が
載ったのです。この記事を見たときに国際交流協会のメン
バーで話し合ったことは、これから国とか県とか町とかが
作ったような施設であっても、10年後、20年後を考えれば、
住民自身が管理運営するような制度になるだろう。そうだ
とすれば、与えられたものだったらうまく運営できるはずだ
と。じゃあ「自分たちはこういうような国際文化村が必要だ
と思う」ということを徳島県の方に提案をしようという動き
を、このときに始めました。それで、「国際文化村委員会」
というのを作りまして、この中でいろいろ議論を進めていき
ました。
　それでは、なんでこれが転機になったかといったら、今
までの神山の町づくりは、たとえばこの人形もそうだけど
も、イベントとかプロジェクトを続けていればその向こう側
に何かが見えてくるという発想でやっていたわけです。だ
からフォアキャスティングという考え方でやっていた。予想
であったと。ところが、見えてこなかった。じゃあ今度ここに
至って考えたのは、まず未来の姿を思い浮かべた。将来、
こういう姿になるはずだと。そうだとすれば、ここから逆算
をして、今何をやっておかないといけないのかというのを
考えようと。町を見る立ち位置が、今までは現在からばか
り見ていたけれども、未来から見始めたらちょっと違う姿
が見えてきましたよ、というところなんです。結果的に、ここ
でいろいろ議論したことがプロジェクトが育っていって、最
終的に2004年にＮＰＯグリーンバレーが生まれましたという
ところにいくのです。
　ところが、この国際文化村委員会を開いたときに、困っ
たことが起きました。困ったことが起きるというのは、困った
人がこの会合に現れてきます。誰が現れてきたか。「アイ
デアキラー」と呼ばれる人たち。アイデアキラーって皆さん
わかりますか。アイデアを破壊する人です。じゃあどういう
ようなことか。過去の失敗などを例に挙げながらアイデア
を破壊する人です。趣味みたいにする人もおります。たと
えば１割５分とか２割ぐらいの人がそんなことをする。どう
いうことをやるか。たとえば誰かが「俺、こういうことやった
らいいと思う」、「ああ、あんたが言いよることな、７年前に
出てきよったんや。あんときはうまいこといかんかった。うま
いこといかんかった理由は、いいないいな言うたけども誰
も先頭に立たんかった」と。違う人がまた違うアイデアを出
す。「ああ、あんたが言いよるのは５年前に出てきとる。あの
とき駄目だった理由は、予算がない、お金がないと言って、
うまくスタートできんかった」と。とにかく出てくるアイデアを
自分たちの過去の失敗の経験に照らし合わせて、結果論
として否定していく人がおります。これは、結構説得力が
あります。なぜかと言ったら、この失敗の経験というのはみ
んな共有しているわけですね。その傷口にあらためてス
ポットライトを当てて、「だから駄目だ」と言うと、結構説得さ
れるのです。
　このアイデアキラーには特徴があります。どういうような

言葉を出すか。二言目
には言う言葉が「難し
い！」「無理だ！」「できな
い！」。これで新しい可能
性を全て廃棄してしま
うということです。もしア
イデアキラーが会社な
んかでやるとどういうこ
とになるか。「俺は聞い
てない！」「誰が責任を取るんだ！」、これもアイデアキラーの
常套句です。さらには「前例がないから」、これもアイデア
キラーです。普通、人間が前例のないことに直面したら、
困ったなあと考えます。なぜ困るのか。前例がないから、そ
れに対処するマニュアルがないわけです。このときはこう
しなさい、というのがないわけです。だから困ったなと考え
る。ところがこの前例のないことというのは、別に「困ったな
あ」ではなしに、自分に時代の歯車を回すチャンスが巡っ
てきたというふうにとらえるべきだと思います。なぜか。この
前例のないことを静かにずっと見つめていたら、いつか必
ず前例って作られてます。ということは、これに直面した人
が、なぜこれを解決しておかないかということです。この、
自分で新しい前例を作ることによって、結局それが社会を
変えていくというところにつながっていくのだと思います。
　じゃあアイデアキラーというのは、会議とか組織だけに
現れるのか。そんなことはないのです。私たちの人間、個
人にも現れます。じゃあ、どういう言葉を出すのか。「うちの
場所は山奥やけん、島やけん、雪が降るけんあかんのや」
と、こう決めつける。これもただ理由探しをしているだけで
す。自分が行動しないための理由探しをしてるだけです。
人間は臆病だと思われたくないので、「こんなんだから、
どっちみちやってもあかんのや」と納得させるためにこうい
う言葉を使います。これもアイデアキラーです。ですから自
分自身のアイデアを、こういうことで壊していくというところ
です。アイデアキラーが組織に、あるいは会合に現れたら、
やはりやっつける必要があります。
　じゃあ神山グリーンバレーの場合は何を使ったか。２つ
の言葉を使いました。１つは「できない理由よりできる方
法」。で、その方法が見つかったら「とにかくやってしまお
う」。この「できない理由よりできる方法」というのは、単な
る物の見方だけです。同じものを見たときに、最初から決
めつけてできないと思って見るのか、「いや、できないでき
ないと思っとるけども何かいい方法あるんと違うかな」とい
うふうに見るか。全く結果は違ってきます。人間はオープ
ンで開放的に物事を考えたらいいアイデアが浮かんでく
る。ところが駄目だ駄目だ駄目だという形で閉塞していった
ら、絶対いいアイデアは浮かばないんです。
　ところがこのいいアイデアが浮かんだだけではどうにも
あかんのです。もしこの方法が見つかったらとにかくやっ
てしまう。やることによって、いろんな問題点をあぶり出す。
課題をあぶり出し、それを一つ一つつぶしていくほうが、
物事というのはスムーズに効率的に進みますよということ
です。結構、この２つの言葉というのは効果があります。だ
から、皆さん方の会合で、何かアイデアキラーが出てくると
いうようなときは、物の見方というのを少し変えることによっ
て見え方が全く違ってくるということになります。
　それで、この国際文化村プロジェクトで目指したことが
あります。それは神山町のイメージを変えてやろうと。それ
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までの神山町のイメージは、たとえば1970年代、80年代、
徳島市内の人たちが神山という言葉を聞いたら何を連想
していたかという話です。案外単純です。「山やなあ」、そ
れでおしまい。だから子どもたちが神山から徳島市内へ、
たとえば進学して高校へ行ったら、「あんたどっから来た
ん？」「神山から来ました」「ああ、山から来たんやな」で、
もうこれでおしまい、他は何もない。だから山としか呼ばれ
ないような場所を、このプロジェクトを使って「先端的」「斬
新」「オープン」「国際的」と呼ばれるような場所にしよう
と。
　そこで、環境と芸術、２つの柱を立てます。環境につい
ては、アメリカ生まれの道路清掃プログラム。アメリカで非
常に効果を発揮しているのだけれども、日本の国のどこで
もやられてない。それを神山で導入することにして、日本
のモデルを神山で作ってやろうと。そして、もう一個、芸術
については、国際芸術家村を作ろうという話になったわけ
です。
　それで、この「アドプト・プログラム」なのですけども、1989
年、平成元年にアメリカ旅行中、カリフォルニアで１枚の道
路標識を見つけました。前の年も同じ場所に行ったんだ
けど、前の年に立ってなかった看板でした。何が始まった
のかなと。散乱ゴミの清掃をやってますよ。これより２マイル
の区間、3.2キロです。これは「アドプト・ア・ハイウェイ」と呼
ばれるプログラムですよということが書いてあり、一番驚い
たのはここに書かれていたことです。ここには企業名が書
かれていたのです。「あれ？」と思いました。日本の国だっ
たら、高速道路の清掃は国土交通省がやる。あるいは県
管理だったら岡山県。行政でやるのが当たり前です。とこ
ろがアメリカではその高速道路を２マイルの区間に区切っ
て、区間ごとに企業なんかのスポンサーを当てはめて、そ
の人たちが行政に代わってこの清掃の活動をやっている
のです。こういう仕組みというのは将来必ず日本でも必要
になるだろうというふうに直感をいたしました。で、いつかこ
れをやってやろうと思っていたわけです。
　ちょうど「国際文化村」という切り口が出てきたので、
じゃあ文化の町ってどういう町だろう、そういう他所から
文化の町に入ってきて、散乱ゴミが山積みになっているよ
うな状態を見て、入ってきた人は文化って感じられるだろ
うかということです。それで、このアメリカで面白い方法が
あって、日本のどこでもやれるんじゃないか。これを国際文
化村プロジェクトの中で実現していこうということになりまし
た。
　このアドプト（adopt）というのは、住民や企業が道路・河
川等の公共物を養子とみなし、区間を定めて定期的に散
乱ゴミの清掃等を行うプログラム。じゃあということで、徳
島県の方に提案に行く。アメリカで実績を上げた面白い
方法で、日本のどこでもやられてない方法があるから、こ
れを神山で徳島県と一緒になって試験実施をやりません
か、という提案を持っていきました。そうすると、すぐに答え
が返ってくる。「駄目ですよ」と。なぜか。スポンサー名、企
業名が入っているから駄目。なぜか。道路法で、道路の商
活動での利用が禁止されている。だからこの企業名が入
ることによって企業のコマーシャル、ＰＲになるから、それは
道路にはできないという話です。いくら担当者に説明して
も、うんと言ってくれないわけ。その担当者は、このプログラ
ム自体に全く興味がないわけですね。要するに、それは何
かといったら、前例がないからです。見たこともないから、

やっぱり恐いわけです。それで、うんと言ってくれないわけ
です。それでずっと交渉をするけれども、もう埒が明かな
いので、仕方がないなあということで、前例を作ろうという
ことになります。
　それで、今度は前例づくりの作戦。７カ所にこういうよう
な看板を立てていきます。表向きは民有地に立てますよ。
民有地にはいろいろ病院の看板とか立ってますよね。あ
れと同じにする。表向きというのはマスコミ向けです。とこ
ろがこの民有地に看板を立てるのは普通どこでもあるこ
とだから、これは前例にならない。要は道路区域に看板を
立てられるということを神山で証明する必要があります。
だから内３カ所については道路区域にこういうふうに看板
を立てていくわけです。
　僕自身は道路の工事なんかよくやっているので、一般
の人たち、住民の人たちが、ここは道路区域でないと思わ
れているけれども、実は道路区域という場所が分かるわ
けです。そういう場所を選んで３カ所看板を作りました。
　こういうようなことをやるときに、いつやるかというのは非
常に大切です。６月20日、あんまり重要じゃない。土曜日、こ
れ非常に重要です。なぜ土曜日にこれをやるか、皆さんわ
かりますか。土曜日はこの道路パトロールの車がおらんの
です。中に乗っている人が休んでいるわけです。もしこれ
をウィークデーに立てると、この車が来たら、今、野球いろ
いろやってますけれども、野球は三振するのに空振りは３
回要求されます、ワンアウト取られるのに。ところが道路区
域にこういうふうに看板を立てようとしてこの車が来たら、
ワンストライク・アウトです。もう問答無用で「あんた方、何し
よんで」と。「あんた方が看板立てようとしている場所は道
路区域でしょ。道路区域に立てよるってことは、県が道路
占用許可出しとるはずやろ。出しなさい。これ抜け（無許
可）でやっとるんなら、持っとるはずない。じゃあ手前に立っ
とった２カ所、全部で３カ所、即刻撤去しなさい」となって、
ワンストライク・アウト、それでおしまい。ところが土曜日に看
板を立てたら、中に乗っている人が休んでいるわけです。
ということは、少なくとも月曜日まではこの状態で置いとける
ということです。ということは時間稼ぎができるわけです。
　今度、こういうようなことをやるときには、いろいろプラン
Ａ、Ｂ、Ｃと考えるわけです。トラブったときはプランＢ。じゃあ
どういうようなプランＢを考えていたかというと、今度は居
直ろうと。指摘を受けて、撤去しなさいと言われたら、「い
や、撤去しますけども、撤去命令出してください」と、要す
るに居直ろうと思ったわけです。それで撤去命令をもらっ
たら、神山町国際交流協会のメンバーの中で涙もろい連
中を５名ぐらい選抜する。それで、今度テレビ局から新聞
社、全部呼んできて、「いや、実は、この神山で自分たち住
民が、自分たちの町を通っている道路を自分たちで綺麗
にしたいんです。それにスポンサーを付けたいだけです。
ところが徳島県はこれが道路法に違反するから駄目だと
言います。で、他のテレビをご覧の方、新聞を読まれている
方はどういうふうに感じられますか」ということで、涙もろい
連中が涙を浮かべながらこの看板を撤去する姿というの
を報道してもらおうと思っていました。
　そうすると、やっぱり月曜日になったら電話がかかってき
ました。絶対これは怒られると思って身構えていたわけで
す。そうしたら、「いや、大南さん、これから神山の道路を
綺麗にしてくれてありがとう。ところが１カ所の看板だけ15
センチ、道路にこの看板がはみ出しとる。これはちょっと都

8



OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.24

▼
公
開
講
演
会

合悪いから、すぐひっかけてしまうと道路管理者の責任に
なるから、どうにかしてください」。だから全部見回ってい
た。で、この３カ所についてもずっと見回ったのだけれども、
それについては指摘なしと。だからまあ、住民がいいこと
を始めたんだから、交通安全に気をつけてやってくれたら
よかろうと、ある意味見逃してくれたんだと思います。で、
黙認の状態が続いたわけですよね。
　ところが黙認は前例にならないわけです。それで今度
はどうしたかといったら、今度は新聞社を呼ぶわけです。
新聞社を呼んで、「実は徳島県は道路に看板ついてたら
いかんて言うたけれども、神山のアドプトというのは、最初
やり始めたときからもう既に道路に看板を立ててやりよっ
たんですよ」というのをリークするわけです。そうすると社
会面にどかっと大きく載ります。そこで議会が大きく動い
て、徳島県ももうそのまま問題として放置できないわけで
すね。新聞でこれだけ大きく載ってしまったから。それで神
山との話が始まります。最終的に平成11年の10月に、「徳
島県ＯＵＲロードアドプト事業」として、もう県がこれに積極
的に関与しましょうというようなところで、看板の費用も県
が全部負担してということで、ここで認められます。前例が
できたわけです。前例ができた途端に、全国47都道府県
全ての県でこれが始まったということです。だから、前例と
いうのは非常に重要になっていきます。
　じゃあアートのプログラムはどういうふうにスタートしたの
かということです。「神山アーティスト・イン・レジデンス（ＫＡＩ
Ｒ）」というのを始めたのです。1999年、だから今年で16回
目を迎える。どういうことをやるか。芸術家３名、日本人１名
と外国人２名を神山に招待してきます。その人たちが作
品を制作するわけですけれども、それを住民として支援を
していこうというプログラムです。今このアートによる町づく
りというのは、日本で大流行しています。インフルエンザな
んです。で、そのときに二つの手法があるのかなと思いま
す。ほとんどの自治体が向かうのは一番目の方法です。
見学に訪れる観光客を呼び込もうということです。この観
光客が落っことしていってくれるお金で地域を活性化さ
せていこうというものを組み立てます。当然、観光客を呼
び込もうと思えば、評価の定まった、つまり有名なアーティ
ストにやってきてもらって、その人たちに作品を作ってもらう
というようなものになります。
　ところが神山のプログラムは、大きな２つの弱点を抱え
ています。１番目は資金が潤沢でないということ。だから有
名な人に来てもらえない。それとともに、地域の人間が始
めたプログラムですので、アート教育をきちんと受けた専
門家がいないのです。専門家がいないということは、アート
を評価するシステムを自分たちが持っていないということ
です。言葉を換えれば、自分たちの手でアートを高めようと
思っても、これは高められないということです。
　じゃあ、そこで発想を転換します。アートは高められなく

ても、アーティストは高められるんじゃないかなあという方
向に見ていきます。だから、観光客を呼び込もうというモデ
ルではなしに、制作に訪れる芸術家自身をターゲットにし
ていこうという方向に。じゃあどのような場所を作るのかと
いったら、欧米のアーティストたちが日本に制作に行くん
だったら神山だよね、よんでもらえるような場所を作ろうとい
う。当然、やってきた芸術家の滞在の満足度を上げていき
ます。「俺はオーストラリアでもヨーロッパでもアメリカでも作
品を作ってきたけど、この神山ほど気持ちよくできた場所
はないよ」って言わせること。この満足度を上げていく。そ
うすることによって、神山の「場の価値」を高めようというこ
とに注力をしていくわけです。
　このプログラムを７年、８年ぐらい続けてきた中で、そろ
そろ愛好会的、同好会的な、半分お遊びのアートから、も
うちょっとビジネス展開をできないかなあという方向を模索
し始めました。そこで、ビジネス展開をしようと思えば、やっ
ぱり情報発信の必要が出てくるというところで、ウェブサイ
トを作ることになりました。ちょうど総務省のモデル事業を
2007年から2008年にかけてもらって、ウェブサイト「イン神
山」というサイトを作ります。サイトを作ったときに手伝っても
らったデザイナーが、西村佳哲さんとトム・ヴィンセントという
イギリス人。当然、これはアートでビジネスを起こしていこう
というわけですから、アート関連の記事を一生懸命作り込
んでいくわけです。ところが、2008年の６月４日にこのサイト
が公開されると、意外なことが起こるのです。一番よく読ま
れるのがアート関連の記事じゃなかったのです。
　じゃあ何が読まれたのか。ここの部分、「神山で暮らす」
というところ。「神山で暮らす」というのは、神山の古民家
情報です。「この家が２万円で借りられますよ」「この家は
傷みが激しいから手をいれても大家さんは許してくれます
よ」、というような情報が、他のアートのコンテンツなんかの
５倍から10倍よく閲覧される事実がわかりました。それで、
今までＩターン者のほぼいなかった神山に、ここから移住
需要が顕在化していったということです。
　それでは、神山の移住の歩みをちょっと振り返ってみま
す。1999年にこの「アーティスト・イン・レジデンス」、アートの
プログラムをやり始めました。これ以前の神山には、Ｉター
ン者ほぼいなかった町です。私はずっと神山に住んでま
すが、私の知っている限り、Ｉターン者は２組。1980年代初
頭に、陶芸家一家と画家の夫妻がＩターンしてきただけで
す。だからＩターン者ほぼいないです。ところがこのアートの
プログラムをやったことによって、ここに招待されたアーティ
ストたちが、２～３年後からぽつりぽつりと、引き続きこの町
へ住みたいということで残り始めたのです。それで、こうい
う人たちのための空き家探しをやったり、あるいは大家さ
んと交渉したり、さらには引っ越しのお手伝いをするうち
に、このグリーンバレーの中に移住支援のノウハウというも
のが少しずつ蓄積をされていきました。
　そうして、今度、2007年になると、神山町に移住交流支
援センターというのが置かれることになりました。当時、日本
の国には2008年問題というのがあったと思います。2008
年になると団塊の世代の人たちが大挙して退職を迎え
る。その世代の人たちは比較的退職金をもらっている世
代ですので、お金も持たれている。そういう人たちを地方
に呼び込む、地方を利用することによって、地域を活性化
させていこうという動きが全国であったわけです。徳島県
でも同様の動きがあった。それで、この移住のワンストップ

9



OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.24

▼
公
開
講
演
会

サービスを確立するために、「移住交流支援センター」と
いうのを県内の市町村に置いていこうということになった
わけです。
　当時８つの市町村にこのセンターが置かれました。とこ
ろが神山以外の７つの市町村は、全て市役所・町役場・村
役場の中にこのセンターを置いたのです。神山だけ僕に
言われた、「今までアーティストの人たちの移住のお世話も
やりよるし、役場が運営するよりもうまくいくはずだから、委
託するから、これを運営してください」。この運営委員たち
のお鉢がうちの方に回ってきたのです。そのときにグリーン
バレーで得たものは何かというと、移住者の個人情報に合
法的にアクセスできる権利を得たということです。普通、移
住情報は個人情報なので、たとえば市役所とか町役場が
運営している限り、僕ら地域づくりの活動をやっていたら、
どういう人が入ってきたいのかというのは非常に知りたい
情報です。そういう人たちが戦力になっていくから。でも、
市役所・町役場に行って、どういう人が今申請してますか
と聞いたときに「いや、教えてあげたいけど、これは個人情
報だから教えられません」と。ところが自分たちが運営して
いるから、常に情報の管理は徹底するにしても、こういう情
報をいつもつかめるということになります。
　このセンター運営にあたって、全国の市町村が備えて
いる移住希望者に対する情報登録用紙というのをイン
ターネットで調べてみました。そういう市町村がどういう情
報をこの移住希望者から取っているのかということがわか
ります。大体普通の市町村は２つのことになります。「家族
構成」を教えてというのと、「物件」の希望を次に聞きます。

「どういうようなコミュニティに住みたいですか」ということ
を聞いている。ここで物件の希望を聞くということは、市町
村も、普通は不動産屋さんと同じような発想の中で、空き
家というものを一不動産物件として見ている。だからこれ

を聞くわけです。
　じゃあ神山はこの登録用紙の中から何をつかみたいの
かということです。これは別に入ってくる人の物件の希望
調査ではありません。これは入ってくる人自身の人間の情
報が欲しいわけです。だから違う部分。「あなたの夢は何
ですか？」「志は？」、あるいは「どういうような能力を持って
いますか」。さらには、「今までどういうような仕事をされて
いますか」。さらに「10年後、神山ではどういうような生活を
しているか」、「どういうような職種から何割ぐらいの収入
を得ていますか」、という生活設計のビジョンを聞きます。
　事前に、一番最初にこの人間の情報をつかむことに
よって、冒頭でお話をした「ワーク・イン・レジデンス」が機能
し始めます。「ワーク・イン・レジデンス」というのは、地域に
は雇用がない、仕事がない。そうだとすれば仕事を持った
人に移住してきてもらえれば、この問題って解決するでしょ
う、という考え方。
　具体的にいうと、こういうことです。町の将来に必要にな
ると思われるような働き手とか起業家を、空き家を一つの
武器にしてピンポイントで逆指名しようという考え方です。
じゃあどういうふうにするか。たとえば「この神山には石釜
で焼くパン屋さんがないんですよね」とします。そういうパ
ン屋さんができたら、地域の人たちも毎朝おいしいパンが
食べられる。神山にやってきた観光客の人もおみやげに
それを買って帰る。じゃあこのおうちは、パン屋さんをオー
プンする人だけに貸し出しますよということで、最初から入
口を絞ってしまうということなのです。また、この家につい
ては、このインターネットの時代になっているのに神山には
ウェブのデザイナーがいない。でもそういう人は必ず町に
必要になるから、この家はデザイナーさんだけに貸し出し
ますよということで、最初から入口を絞ってしまうという方
法です。
　普通、移住は結果です。移り住んできた移住者が、結
果的にある人はパン屋さんをオープンするのであって、あ
るいはデザイナーさんだったってことを、後で知るのが普
通です。ところが、事前にこのことを知ることによって何が
できるのかというと、今度は町がデザインできるということに
つながっていきます。
　これは1955年の神山にある商店街の地図です。当時、
38のお店屋さん、あるいは石屋さん、酒屋さん、桶屋さん
みたいな職人さんがこの商店街に住んでいた。ところが、
これがまさに人口が減っていくのと、徳島市内周辺にたと
えば量販店とかスーパーなんかがどんどんできて買い物
の人は利用していくので、当然ここの商店街が寂れてい
くわけです。そのため、1955年に38軒あったお店が、この
ワーク・イン・レジデンスを始める前には、道の駅ができ、神
山温泉もリニューアルされたにもかかわらず、６軒までにお
店が減っていった。
　じゃあここに先ほどのワーク・イン・レジデンスで誘致して
きた人たちを埋めいく。埋め始めると、これって、商店街に
ワーク・イン・レジデンスをずっと継続的に導入していけば、
住民の人たちがこういう商店街を作りたいねというのもの
を、ほとんどコストもかけずに、入ってくる人と空き家店舗の
マッチングだけで、住民の理想とするような商店街ができ
るんじゃないかなあというふうに思い込み始めたのです。
　そこで、グリーンバレーが足を一歩踏み出しました。「オ
フィス・イン神山」というプロジェクトをここでやり始めたわけ
です。何をやるかといったら、こういう２軒つながりの長屋
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のここをグリーンバレーが借りるわけです。借りて、地域活
性化センターから200万円の助成金をもらって、グリーンバ
レーも200万円お金を出資して、400万円でこれを改修し
ていく。この改修については、東京芸術大学の建築学科
の学生・院生・助手、さらには首都圏の建築系の学生た
ちが、2010年の夏休みに、延べで250人ぐらい手弁当で
やってきてくれて、大工さんも一緒にこれを改修していっ
た。こんな感じで改修が進んでいきました。そして、こんな
かっこいいオフィスが誕生します。これを借りてくれたのは
トム・ヴィンセントというイギリス人。「ブルーベアオフィス神
山」という名前のオフィスに生まれ変わりました。
　実は、この神山で今起こっているサテライトオフィスとい
うのは、今の空き家改修のこのプロセスの中で生まれてい
くということになります。神山には毎日、毎週、全国のいろん
な市町村から視察に来られます。そういう人たちが一様
に持っておられるイメージというのは、「神山はシリコンバ
レーかどこかでサテライトオフィスというアイデアを見つけ
てきて、神山にサテライトオフィスを作ってやろうということ
から始めたんでしょう」と、そう思われている人が結構多い
です。
　いや、全然違います。第一「サテライトオフィス」という
言葉も知りませんでした。じゃあ何が起こったのか。これは

「ヒトノミクス」。じゃあどういうことか。これ2008年の６月に
「オフィス・イン神山」が完成します。そうすると４カ月後、こ
の年の10月に１組の建築家夫婦が神山にやってきます。
家を借りに。坂東幸輔君という。坂東（幸輔）君は徳島市
内出身で、東京芸大の建築学科を出て、ハーバード大学
のデザインスクールを出て、ニューヨークで建築家の仕事
をやっていたのです。じゃあなんでこの子が神山にやって
きたのか。やってきた１カ月前にリーマンショックがニュー
ヨークを襲った。それで、一夜にして、坂東君の仕事の全
てのプロジェクトがストップした。俺らはもうニューヨークに
住めんかもわからんなと。家賃にしても15万から20万かか
る。もう収入ない。でも、この坂東君は徳島県の出身だっ
たので、神山のことを知ってたわけです。このサイトの公開
も知ってて、やっぱり建築系の子なので古民家に興味が
あったので、この「神山で暮らす」の古民家のことも読んで
くれていたのです。
　神山に行ったら２万ぐらいで家が借りられると書いてあ
る。俺自身は建築家だから改修するのは得意だと。まあ、
徳島に里帰りしたついでに、ちょっと神山を覗いてみようと
いうことでやってきてくれたわけです。ところが、どう考えて
もこれは超エリートなクリエイターのカップルです。来てくれ
るようなら嬉しいけれども、君らが活躍できるようなことがま
だ神山にないということになった。リーマンショックというのも
しばらくすれば落ち着くはずだから、もう一度ニューヨーク
へ帰って頑張ったらというわけで、お引き取りを願ったわけ
です。
　ところがちょうど１年後、坂東君からまたメールが来ます。

「実は、ニューヨークを引き払うことになった」という内容。
東京芸大の助手のポストが空くようになったから、2010年
の４月から教授がもう帰ってこいと言う。それで、帰ってく
ると。「いや、坂東君、帰ってくるんだったら、芸大の学生
たち、たくさんおるよな」。実は、このときには神山にもう先
ほどの長屋の改修の計画ができていたわけです。ところ
が神山は誰とも建築家と手を組んでなかったわけです。

「じゃあ、帰ってくるんだったら、坂東君、君と一緒にこれ

を改修しようや」という話になります。それで彼が手伝って
くれて、こんな改修が進むことになるわけです。
　ところが、その話とは全く今度は関係なしに、2010年の
４月になると、トム・ヴィンセントからメールが来ます。実はブ
ルーベアオフィスを作りたいという話をこちらに持ち掛けて
くるわけです。「トムさん、どういう場所にブルーベアオフィ
スを作りたいわけ？」と聞きます。「この長屋の東側に駄菓
子屋さんがあるでしょう。ああいうふうな雰囲気大好きだか
ら、俺はああいうような場所に作りたい」という話です。「実
は今度、こちら側を坂東君と一緒にやるんです」という話
になった。結果的に、トムさんのブルーベアオフィスがここ
にできることになったわけです。
　設計が進んで、模型なんかもできます。そうするともう一
人の建築家の子がニューヨークから帰国します。ニュー
ヨーク時代の坂東君の友達で、須磨一清さんと言いま
す。須磨さんは慶応ＳＦＣを出てコロンビア大学の大学院
を出て、ロックウェル（Rockwell）という設計会社に10年間
ぐらい働いていた。でも子どもも生まれてニューヨークを引
き払うという。引き払うんだけれども、10年間も日本を離れ
ていたから、日本に帰ってきてもお客さんがいないわけで
す。仕事がないから、「坂東君、神山に行ってこの改修を
やるんだったら、俺も一緒に行って手伝うよ」ということで、
この２人が一緒に手伝ってくれることになったわけです。
　で、学生たちが頑張ってここの改修が進んできます。
ところがこの須磨さん、神山にやってきても全く改修を手
伝いません。部屋の隅っこでなにかパソコンばかりいじっ
ているわけです。「あんまり手伝わんよな」と、みんなが冷
たい目で見ていた。じゃあこの人何をやるのか。この須磨
さんの帰国のとき、慶応時代の同期で神山に初めてサ
テライトオフィスを置いたSansan（サンサン）というＩＴベン
チャーの社長の寺田さんが、「須磨、お前、日本に帰ってき
たのか。でもお前、仕事ないんだろ。でもSansanは2010年
の11月に本社を九段下に移転する。その本社のインテリ
アの仕事を誰にもデザイン発注してないから、お前それや
れよ」ということで、仕事をもらっていたのです。それを神山
でしこしこやっていたから、この人は改修を手伝わないわ
けです。で、学生たちが頑張ってこの改修がほぼ完成し
たので、一度東京に引き上げていた須磨さんと坂東君も、
2010年６月26日、27日（土日）に、最後の仕上げに神山に
やってくることに決まりました。
　この話をぽろりと須磨さんが寺田さんにしたわけです。

「俺、今、四国へ行ってるんだ」という話をします。「なん
でそんなど田舎に行ってるんだ」という話になる。「実は長
屋をオフィスに変えるということをやってる。神山というのは
田舎だから、自然が一杯で水も空気もおいしい」と。さらに

「その神山は各家庭に光ファイバーが通っていて、ネット
の速度がめちゃくちゃ速い」という話をします。それにこの
人が反応するわけです。
　なぜ反応したのかといったら、寺田さんは慶応を出た
あと三井物産に就職をしています。で、2000年から2001
年にかけてシリコンバレーの配属になる。シリコンバレーで
の寺田さんの業務は、現地にある100社ぐらいのＩＴベン
チャー企業の調査業務。だから三井物産としての投資
先・提携先を選定するための業務にあたっていた。そこ
で、シリコンバレーでの新しい働き方、テレワークについて
もつぶさに見ている。日本の国だったら、いまだに東京の
本社に社員全部を集めて仕事をするというワークスタイル
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がほとんどだけれども、もうシリコンバレーではテレワーク全
盛期です。在宅勤務があったり、モバイルワーカーだった
りサテライトオフィス勤務というのが一般的になっている。
それとともに、シリコンバレーで働いている人と東京で働い
ている人の顔を見比べたら、断然シリコンバレーの人たち
が元気で楽しそうに、しかも生活をエンジョイしていた。そ
れで仕事をするときはがっつりと仕事をしている、という状
況を見ていたのです。
　それで、今度は本社に帰って2007年の５月いっぱいで
三井物産を退社します。そして、６月にSansanという名刺
管理の会社を作りました。作ったときの会社のミッション、理
念は、働き方を革新するというミッションで会社を作ったの
です。「須磨、お前の言う神山というのは、俺がシリコンバ
レー以来ずっと探し続けてきた場所だから、俺も一緒に連
れていけよ」ということで、一緒にやってきました。ほぼ即決
です。もう二十日後には、Sansanの社員３名がここで働い
ていたというようなところです。
　だからこのサテライトオフィスというアイデアを神山で実
現したというのではなしに、結局神山に入ってくるこういう
ような建築家とかクリエイター、デザイナー、それからＩＴベ
ンチャーの社長なんかの思いとかアイデアとかを神山で
一緒に実現していたら、結果的に神山にサテライトオフィ
スが自生してきたと。だから非常にすわりのいいものが今
できてます。
　こういうような動きの中で、あともう１社が神山に進出
することになって、結果的に２社になった段階でＮＨＫ
がさっと動き始めました。で、この１枚の画像です。これが

「ニュースウォッチ」や「クローズアップ現代」に流れたわ
けです。この１枚の画像だけで町を変えてしまったと言っ
ても過言ではないのです。ですから、映像の力ってめちゃ
くちゃ強いのです。神山温泉の横の小川のせせらぎに足
をつけて、ダンクソフトの社員がMacBookを開いて東京
の本社との間でテレビ会議をやっている。この時期という
のは2007年ぐらいから神山町とグリーンバレーなんかで
Wi-Fiの電波を飛ばしたりしていた。だからやらせでなく
て、現実の姿としてこういう姿がテレビに流れた。これが六
本木ヒルズに住む人、あるいはミッドタウンで仕事をするＩＴ
ベンチャー企業の人たちに衝撃を与えた。日本にもこうい
う場所があったんだと。それ以来、神山へのＩＴベンチャー
の流れは、ずっと今も続いているということになります。
　じゃあ、実際どういうような場所で仕事をしているか。こ
れはSansanのサテライトオフィスです。こう見てみたら、こ
ういう場所って、岡山県の山間部ではいくらでもありますよ
ね。そういう古民家が今、オフィスになる可能性があるとい
うことです。内装はどういうふうか。こんな感じに多少改築
します。これ、ここに本社のテレビのモニターが映っていま
す。このサテライトオフィスの動きというのは、テレワークの
動きは、1990年代に一度日本にも多かったことがあるそう
です。ところがこのテレビ会議のインフラが当時数千万円
も投資がかかったから、これはうまく定着しませんでした。
ところが今、Skypeを使えばほぼ24時間つなぎっぱなし
でも無料。あるいはマイクロソフトのLyncのシステムを使
えば、250カ所つないでも月々 の使用料は数百円です。だ
からこういうインフラが非常に安くなっているので、こういう
ような働き方が、これから日本の地方でも一般的になるん
じゃないかなと言われてきていると思います。
　それから少し疲れたら、今回はハンモックの上で仕事を

しています。先ほどのオフィスはここの納屋のほうを開け
ばさっきのオフィスが広がっているというところです。こうい
う場所、岡山県にもいくらでもあるはずです。
　それから、単身者だけではなく家族とか子どもなんかが
一緒に滞在できるような仕組みを作ったり、あるいはこの
会社は今、表参道に本社があるけども、４月１日、入社式９
時から始まる。で、入社式を終えた新入社員たちは、ネクタ
イを締めたまま羽田空港に行きます。羽田空港から徳島
空港へ、そして神山までやってくる。２週間神山でこういう
ような新入社員の研修もやっている。
　また、この男の子の職種は何か。プログラマーではあり
ません。この人は営業をやってます。神山のような山の中
で営業までできるということになれば、これは本当に劇的に
これから日本の地方、中山間が変われる可能性がありま
す。プログラマーだけだったら人数は少ない。ところが営
業をやっている人は非常に数が多いわけです。で、こうい
うような働き方がもしかしたら一般的になったらということ
です。これはやっぱり注目しておくべき事象だと思います。
　最初、このサテライトオフィスは、2009年の10月に始まっ
たときは、本社の人間がぐるぐる回ってくるだけだから、雇
用は生まないし、移住者も生まれない。さらには新会社を
作るわけではないから、固定資産税も町には落ちないと
言われていました。しかし、ことごとくその予想を裏切って、
いろんなところがその会社の中で移住者が生まれて、神
山の中に住みながらこのオフィスで働いている。あるいは
ここを開発拠点化しようとしているので、今５名ぐらいのシ
ステムエンジニアを募集したりというようになった。だから
やっぱりやってみないとわからない。手前であんまり考えす
ぎたら物事というのは始まりませんよということです。
　ドローイングアンドマニュアルという会社があります。菱
川勢一さんという人が社長です。ＮＴＴドコモの『森の木
琴』のコマーシャルとか、ＪＲ東日本の『東京駅復原』のＣ
Ｍを作った人です。で、いや、知らんなと。知らんならこの

『八重の桜』のタイトル、去年の大河ドラマがありました
ね、これは菱川さんの作品。だからずっと見ていったら菱
川勢一・タイトルバックが出てきます。で、綾瀬はるかさんが
出てくる、磐梯山をかたどった会津の和傘、桜をテーマに
した和傘をここに出して、ここまでが菱川さんの作品なわ
けです。
　大河ドラマの『八重の桜』をご覧になった方は思い出し
てほしいのですが、タイトルバックは冒頭、二部構成になっ
ています。菱川さんの作品にサンドイッチされる形で他の
クリエーターが月替わりで自分の作品を入れていきました。
じゃあ去年の11月に何が起こったか。去年の11月はタイト
ルに和蝋燭のシーンが出てきたと思います。これをずっと
見ていったら、知った名前がある。トム・ヴィンセントがなん
でこんなところに出てきてるんだという話ですが、なぜかと
いったら、これ、一昨年の８月に菱川さんが神山にサテライ
トオフィスを探しに来て、そのときに同じような映像の作品
をやっているトム・ヴィンセント──トム・ヴィンセントは日産
自動車のリーフの海外向けのＣＭなんかを作っています
が、そのトムと菱川さんを会わせたら面白いことが起こるか
もわからないなということで、徳島県庁の東京に滞在して
いる人に、二人をちょっと東京で会わせてくれと（頼んで）
会わせたわけです。そうすると、もう１年後には、トムがこん
なところに登場しているということになったのです。
　これは何かというと、これが過疎の力です。普通、過疎

12



OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.24

▼
公
開
講
演
会

とか人口が少ないと言うと、みんなマイナスに見ます。とこ
ろが全ての事柄って、マイナスの中にプラスというのが必
ずあります。じゃあこの人口が少ないことのプラス面は何
かというと、これは人が出会いやすいということです。東京
で菱川さんとトムが会う確率は1,300万人分の２です。とこ
ろが人口6,000人の神山にやってきたら、それぞれの人が
何ができるかというのがよりくっきりと浮かび上がるから、２
人を会わせやすい。そういうような「マイナスの中にあるプ
ラス」というものを探すべきだと思います。ここにいろんなヒ
ントが隠されてます。そのプラスが町の展開を変えていく
ということです。
　プラットイーズという会社は、最近話題になっている会社
なのですけれども、テレビの番組情報を放送局に配信す
る事業をやっています。一昨年の11月に、この古民家と土
地を手に入れました。去年の１月からそれの改修を始め
ています。こんな感じでオフィスを改修していくわけです。
それでこれが出来上がります。こんな格好いいオフィスに
なっているわけですね。ここの向こうには蔵があって、蔵も
オフィスになっています。内部を見たらこんな感じです。も
う最先端です。東京の恵比寿の本社の縮小コピーしたよ
うで、同じ業務ができるように今目指しています。
　さらには、ここでは、若者にとって魅力的な職場が誕生
しています。20名の新規雇用をして、町内からは６名。若
い子たちが雇用されているのが非常に大きかったかなあ
と思います。じゃあこれに対して神山町は、予算の執行
は、先ほど申し上げたようにゼロです。何も予算を立てず
にこういうようなことが起こっているということです。
　夕方になるとこういう情景になるわけですが、こういう情
景を今度、六本木ヒルズの人、ミッドタウンの人が見たら、
ノックアウトされるわけです。俺もああいうところで仕事をし
てみたいということで、一回こういう場所で仕事をしたら、
このゆるやかに流れる時間というのを感じたら、あの満員
電車に揺られるのが苦痛になってくる。だからこういう場
所って、岡山県にもいくらでもあるじゃないですか。だから
こういうところがポイントとなる可能性があるということで
す。
　じゃあこの会社。えんがわオフィスとサーバー棟と蔵オ
フィスと出来上がる。今このアーカイブ棟というのをやって
いる。このアーカイブ棟で何をやるのか。最近話題のあれ
です。スーパーハイビジョンの映像。４Ｋ、８Ｋという言葉を
聞いたかと思います。それの事業をここで初めてやりま
す。今、４Ｋ、８Ｋの場というのは東京以外にどこにもありま
せん。だから、西日本で初めて神山にこういうものが出来
上がったということです。あんまり関係ないだろうと、割と自
分なんかは感じますが。
　サッカーのワールドカップ、ＮＨＫは８Ｋで今パブリック
ビューイングというのをやってます。ＮＨＫは８Ｋの機械４機
しかありません。３つまではすぐに決まります。東京・横浜・
大阪はすぐに決まったわけです。ところが４カ所目をどこで
やるのかというのは、綱引きをやるわけです。普通入るの
だったら、たとえば札幌とか名古屋とか福岡が出ていくの
ですが、なぜか徳島。徳島がこれに入っているわけです。
なんで徳島が入っているのかといったら、ここにこういう４
Ｋ、８Ｋの場ができたからです。最先端の場ができたから、
パブリックビューイングまでできるような場で、前に進みつつ
あるということです。
　このオフィスの前に道路が走っているわけですよね。旧

道が走ってます。この赤の部分にビストロができました。
元 こ々ういうような酒屋さんだった。古民家ですけれども。
この通りには、昔はたくさん飲食店があったんだけれども、
今は飲食店とかコーヒー飲む場というのはゼロになってし
まいました。神山町役場もすぐ近くにあるにもかかわらず
ゼロになった。地域の人たちからは、飲食店を作る話を計
画してくださいよという話で、ワーク・イン・レジデンスで２年
間かけてようやく大手のコンピューター会社に勤めている
女性がこれに目を付けて、中を改修して、ビストロができた
のです。地域の人たちはこれ、飲食店誘致してよという話
なので、多分うどん屋ぐらいは作ってほしいという話だった
と思うのだけれども、いきなりビストロができてきたということ
です。こんな感じです。格好よく改修して、中はこんな感じ
で、結構はやってます。昼はもうほとんど満員。やっぱり町
外からたくさんの人たちが来られます。だからそういう時
代になっているわけですよね。昔だったら食堂は町内だけ
だろうという見方だったけれども、これは他所から来てくれ
るというようなことで、こんな感じで非常においしい料理も
出してくれます。
　夜になると、こんな形で、ここに新たな出会いが生まれる
わけです。この人も東京から来ている人です。こういうとこ
ろで今神山に住んでいる、あるいは神山にサテライトで来
ている人たちが、ここで出会いができる。結果的にそういう
ところから変化が生まれていくということになります。
　この寄井商店街、元 こ々れがプラットイーズのえんがわ
で、ここがオフィス棟です。灰色で塗りつぶしてあるのは、
３年前までは空き家、空き店舗だった場所です。ここにオ
フィスとかクリエーターを集積することによって、人の流れ
の土台から商店街に小さな人の動きを作り出してやろう
と。で、プラットイーズのオフィスをここに設けました。ビスト
ロはここにオープン。映像作家はここに家族３人で住んで
ます。鎌倉からやってきたサテライトオフィスも、ここに２年
前オープンしました。東京からやってきている映画の予告
屋さんも、ここに移住をしてきました。さらに今年の３月21日
にはGoogleにも籍を置いている男の人が４人家族でここ
に移住してきました。さらには演出家の女性がここにオフィ
スを設けようとしています。こういうふうに空き家を埋めてい
くわけです。
　今度、ここで一つの人の流れができるので、こうした中
で、あるいは他にこの商店街に住んでいる他の住民の人
たちにとって、次はどういうような条件があったら便利に
なっていくのかなあというところで、これをワーク・イン・レジ
デンスで埋めていくということになります。
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　また、「サテライトオフィス・コンプレックス」というのも作っ
ています。これは何かというと、コワーキングが集積してい
る。ここの部分です。元縫製工場で、これをグリーンバレー
が300万、徳島県が300万、神山町が300万円お金を出し
て、中を改修しています。このオフィスを改修しようというと
ころで、たとえばダンクソフトさんなんかはこういうような形
で仕事をしている。さらにはヤフージャパンの人たちもやっ
てきたらこんな感じで合宿をするわけですね。ここで仕事
をする。ところが神山って結構車がなかったら動きの取り
にくい場所です。ヤフーの人たちも宿舎は２キロ半か３キ
ロぐらいここから離れてます。歩いて行くというわけにはな
かなかいきませんので、この近くに宿舎があったらいいの
になあというふうに思っていたのだけれども、結果的にそ
れができることになりました。これが今のコンプレックスで
す。このコンプレックスの前に90年の古民家があります。こ
こに今度、総務省の地域経済循環創造事業という交付
金が入って、それでここがサテライトオフィスの体験宿泊
施設に変わります。この事業の主体となっているのは、神
山神領という民間で作った新会社です。サテライトオフィ
スの社長がここの会社の社長というところで、結構やっぱ
り神山は行政自身がいろいろなつながりで乗り出していく
のではなく、民間がいろいろ始めていくというスタイルとい
うのがここでも貫かれているというところがあります。
　もう一つ、「神山塾」という事業をやっています。これは
人材育成事業です。６カ月間の職業訓練。これは厚生労
働省所管の事業になっています。今６期目をやってます。
５期が終わりましたけれども、今までに66人がこの学校を
卒業しています。大体こういうような感じの人たちが多い
です。一度何か働いていて壁に当たったり、あるいは自分
の人生を転換させようというような若い子たちが多い。こ
の子たちは結構、編集ができたりデザインができたり、ある
いはカメラを回せるというようなクリエイター系の子たちが
結構多い。こんな形で６カ月間学びます。この写真は卒業
式の模様です。今まで66人ここを出ていった中で、最終
的には、内４割が移住者としてそのまま神山に残っていま
す。今、神山に起こっているいろいろな変化の多分３分の
１ぐらいは、この子たちが起こしている変化です。さらには
この残った子たちの中から、サテライトオフィスで雇用され
る子たちも出てきはじめてます。だから、ここで人材育成し
て職業訓練して、そのまま出口を持つということは、これは
非常に最強の職業訓練です。さらに講習のときに、職業
訓練をやっているにもかかわらず、カップル６人が出てい
る。だから婚活にもなっているわけですね。何やっとんやと
いう話ですけども、このあたりに職業訓練プラス婚活にな
るというのは、今ちょうど厚生労働省も非常に注目をして、
今度やっぱり神山になんでそういうことが起こるのかとい
うのを調べに来るらしいです。
　ちょっとまとめてみます。芸術・文化による地域再生。今
まで神山は何をやってきたかという話です。
　芸術を持ってきます。現代アートです。訳が分かりませ
ん。地域の人たちは1999年、急に現代アートが町に降り
立つ。訳分からんから「あんな訳の分からんことをやって
も何もならんのになあ」と冷たい目で見ます。ところが冷た
い目で見られたら、活動している人間には、やはりつらい
ものがあります。だけどもさっきも言ったように、マイナスの
中に必ずプラスがあります。冷たく見られることのプラスと
は何かといったら、これは邪魔をされないということです。

関心があることだったら、田舎では必ず邪魔をされます。
訳の分からないことは邪魔する気にもならないということ
です。だから邪魔されない。邪魔されないということは、自
分たちの思うような形に育てられるというプラス面がありま
す。何もならんと思われるようなことでも、５年、10年、15年
と続けてきていたら、これが一つ価値を生んで、地域の魅
力が向上してきた。
　ここに魅力が向上してきたら、必ず起こることがありま
す。そこには人が集結し始める。このあたりが非常に大き
なポイントになります。今、神山ではこれの連鎖と循環をし
たから、人が人を呼ぶという現象を起こしている。それとと
もに、今まで住んでいた旧住民と新しく移入してきた人の
間で、知恵と経験の融合が起こる。ここで新しい製品が生
まれてきているというのが現状です。
　じゃあ地域づくりについて、これから一番大事な部分。
それは、今まではそこに何があるか。モノに注目をしてい
た方が多い。もっと大事なのは、そこにどんな人が集まる
かです。これによって、これからの地域の価値が決まってく
るような気がします。集まった人によってこの「何」というの
は、ここから生まれるというふうに考えるべきではないかな
あと思います。多分、地域住民の人たちには、自分たちの
町をどういう町にしたいかというのがまずあるのだと思い
ます。その次に、そういう町に住むためにはどういう人に集
まってもらったらいいのか。そしてこういう人たちを集める
ためには、この人たちの心に刺さるような情報発信、この
人たちが揺さぶられるような情報発信はどういうふうにし
たらいいかというような順番になるべきかなあと思います。
　もう一個、創造的過疎による地域再生。どういうことか。
現在があって、未来があるわけです。ところが未来はぼん
やりしてます。当然です、まだ起こってないことだから。皆さ
ん方の未来もぼんやりしてます。とくにこの過疎の問題は
ぼんやりする傾向にあります。なぜかといったら、過疎と聞
いたらみんな感情で考えることですよね。情緒的にとらえ
ます。過疎ってつらいよね、かわいそうだよね、困るよね、み
たいな感情を交えてしまう。だから実像がぼやけてきます。
　では何が必要なのかといったら、多分、過疎の数値化
という部分。数値化することによって、もう少しくっきりとし
た未来を描けます。ここから現在に向かって逆算をする。
逆算に合わせていろいろな計画をしていくことによって創
造的な過疎が実現できる。創造的過疎の一番基本的な
考え方は、過疎を止めてやろうと考えることをやめる。過疎
にはなります。なるから、過疎をいったん受け入れてくださ
い。受け入れた上で何ができるかというのを考えないとい
けない。何をやるかといったら、人口構成の健全化と働き
方の多様化になります。中山間は農林業だよねという見方
をやめるということです。中山間でもＩＴの人たちも働ける
し、いろんな働き方ができるという状況を作りあげることに
よって、非常にバランスのとれた町ができるというふうに考
えます。
　では一つモデルを説明します。神山町の年少人口の
推計値です。どういうことかといったら、たとえば今、433人
の年少人口が神山にある。何もしなかったら推定どおりに
減っていったら、2035年頃には187人になりますよというこ
とです。ところがこの年少人口というのはちょっとくせ者で
す。なぜくせ者かといったら、年少人口、０歳児から14歳
児までの固まりというものを頭の中で皆さんイメージしてく
ださいと言われても、これはできないわけです。できません。
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じゃあ、14歳児までではなく16歳児まで含めた形でちょっ
と考えてみると、これ差別化できないわけですね。だからこ
ういうぼんやりしたイメージの言葉で考えていたら、ちょっ
とピンときません。じゃあ何をやったらいいかというと、15で
割るのです、単純に。15で割ったら何が分かるかというと、
１学年あたりの子どもの数が出てきます。神山町民の皆さ
ん、今は神山には28.9人の１学年あたり子どもたちがいる
んですよ。それが何もしなかったら、2035年に12.5人には
なりますよということ。これを聞いた途端に、何が起こるの
かというのが明確に分かります。だからこの物事を考えら
れるデータが初めてここで与えられたということです。年
少人口が、神山町の皆さん、今433で187になりますよなん
て言われても、分からないわけです。分からない数字で考
えろというのは無理です。だから分かりやすく12.5人。
　じゃあこの2035年には、１学年12.5人の神山でいいで
すかと。そうすると、もうちょっとよくしたい。たとえば減るん
だけれど１学年20人ぐらいにはしたい。15を掛けた年少
人口は300人。ここから現在に至る、先ほども申したように
逆算をする。今度は何をやるか。今現在ここですから、こ
の上のラインに乗せて過疎化を進めていくのです。そうす
れば2035年には１学年20人の神山ができるはずです。
　そこでモデルの子育て世代というのを考えます。４人家
族で子ども２人の世帯ですね。この上のラインで過疎化を
進めようと思ったら、いったいモデルの子育て世帯に毎年
何世帯ずつ神山に移住してきてもらえればいいのかとい
うのを、計算で出します。これが答えです。これは徳島大
学の人口問題をやっている石田先生という方に試算をお
願いしました。295だからニアリーイコール300だから、１学
年約20人の神山ができるわけです。
　じゃあモデル世帯は何世帯か。５世帯20人、内子ども
10人、これが今とりあえず神山としての一つの目標になっ
ています。
　ここで目標設定ができたら、今度はより政策が明確に
なってきます。この人たちが住むための住居がいりますよ
ね、ということです。神山町移住交流支援センターで空き
家の発掘を進めてます。ところが毎年４戸しかこの空き家
は発掘できないと仮定しましょう。５戸要るわけだから、１戸
足りません。じゃあ１戸どうしますか。そこで今度は行政部
の出番です。神山町役場が毎年若者転入住宅を１棟ず
つあてていけば、これで５棟できるわけです。だからモデ
ル的にはこれがうまく成立する。
　いずれにしても、この住居の問題はお金で解決がつき
ます。空き家は全く発掘できなくても、５棟ずつ若者の定
期住宅を町が計画的に作っていくことはできます。借金し
ようが何しようが、お金で片の付く問題です。
　ところが、日本の田舎はこの２番目の仕事の問題で壁に
当たります。移住者を迎え入れたけれども、うちの町には
雇用も仕事もない。だから移住者がやってきても、その生
活の糧を得るための術がないといって壁に当たる。やっぱ
りこのモデルも使えないよねということになるのだけど、じゃ
あこの問題は何で解決するか。ワーク・イン・レジデンスで
す。雇用がない、仕事がないんだったら、仕事を持った人
に移住してきてもらえればこの問題って解決つくでしょとい
うことです。ところが現実には、仕事はいります。ワーク・イ
ン・レジデンスで全てバラ色になるほど世の中は甘くはな
い。ところが１つの問題点、人間の持つ問題点は、何かの
阻害要因、仕事がないという阻害要因があれば、これは

仕事の問題を考えるときに阻害要因越しにしかこの問題
を見られないということなのです。だから常に仕事がない
ということが目障りな状態で仕事の問題を見ているから、
まっすぐ向き合えない。だからワーク・イン・レジデンスという
都合のいい言葉で、この阻害要因を視界から強制的に
排除してまっすぐ見ましょう。じゃあそんな脳天気な話で仕
事が生まれますか、という話になってきますけれども、じゃ
あ考えましょうと。
　2010年の10月、神山にサテライトオフィスが初めてでき
たとき、神山町民も町議会の人も町役場の人たちもマスコ
ミも含めて、サテライトオフィスの本社の人間が循環してく
るだけだから雇用を生まないと言ってたんですよ。ところ
が現実にどうですか。なんにも町の予算を入れずに、三十
幾つの雇用がそこに生まれてきている。ということは、物事
はやってみなかったら分からない。やる手前でとにかく駄
目だと決めつけること自体が、もう自分たちの可能性を閉
じてしまっているということ。とにかくやってみることによって
いろんな問題点をあぶり出していくということが必要かな
と。
　今、１時間半ぐらいで25年間に起こったことを話しまし
た。どうしてもこれは全部理解するのは難しいと思うので、
日経BP社の方から『神山プロジェクト』という本が出てま
す。これをお読みいただいたら、結構、今神山で何が起
こっているか、その変化を起こしたのは誰か、という話がよ
く出てくると思います。大方の人たちは勘違いします。神
山は大南がおるからこないなっとるんだという話を信じ込
みます。だけど、この本を読んだら、こういうことは違うんだ
なと、いろんな人たちがいて今神山が出来上がっている
んだなあということが分かると思います。
　これも最後のスライドになりますけれども、「ぼくのわたし
のすきな場所」、皆さん方にも好きな場所があると思いま
す。岡山県、大好きですよね。大好きなはずです。でも、こ
の好きな岡山県を好きなまま置いておいても何も変化はな
い。じゃあどうやるんでしょう。それは、「すきな岡山をすてき
な岡山に」してあげましょう。難しいですか。案外難しい内
容ですかね。「すきなすてきな、すてきな」と入ってる。じゃ
あ「すき」に何を加えたら「すてき」な岡山になりますか。

「て」を加えるんです。「手を加える」ということは、皆さん
方が行動を起こすということです。いい方向に行動を起こ
したら、絶対に町はいい方向に行きます。とにかく小さいこ
との積み重ねです。こんなことどうにもならんやろと思われ
るようなことでも、10年、20年、30年続けてきたら、これが一
つの価値を生んでいくということになるのだと思います。
　もう今さらから素敵にしなくても、岡山はもう素敵だとい
うふうに私も思います。「晴れの国」だし。だけども、やっぱ
りもっと素敵にできるはずだと思います。時々、鉄道で車
で、岡山を私も通り過ぎますけれども、そういうようなことで
来るたびにもっともっと素敵な岡山が見たいなあというとこ
ろで、私の話を終わりたいと思います。どうもありがとうござ
いました。

三好教授：大南さん、どうもありがとうございました。とても
興味深いお話で、こちらを元気にさせてくれるような話で
あったかと思いますが、若干お時間の方がありますので、
どなたかお聞きになりたい質問等がございましたら挙手
のほうをしていただきまして、お願いいたします。マイクが
行きますので、こちらから。
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質問者１：すみません、失礼いたします。本当にエネル
ギーあふれるお話ありがとうございました。新しくオフィスな
りレストランが出店されたりというお話があったと思うので
すけれども、そのときの空き家を所有されている方との契
約といいますか、そういうような、空き家を活用する上で何
かトラブルとか、そういうようなことはなかったのでしょうか。
そういったあたりを教えてください。

大南：全くないと言えばそんなことはないですけれども、
神山みたいな過疎が急激に進んだ場所というのは、みん
なが結構諦めていることというのがあるんですね。地域
の人たちも、「何やってもあかんわ。今までもずっとあかん
かった」というようなところで諦めているところがあるので、
現象的に今の神山のように新しいことがいろいろ起こると
いうことになれば、自分自身が諦めていた場所がどうにか
なるんだと。それに自分自身も入っていけたり、その一部と
なれるというような意識というのは、結構今、町民に出てき
ているんじゃないかなあと思います。だから割と今やりや
すい状況にはなってきていると思います。
　要するに一番大事なのは、口でこうなったらこうなるん
ですよという話をいくらしても、人間は納得しないわけで
すよね。それで何をやるのかといったら、結果を先に見せ
てしまうわけです。だから結局、10年、20年、ずっとやって
きたことで、結局こんな形で変わってきたでしょというのを
見て、それでその人が納得したらすごく協力してくれやす
い状態というのが生まれてくると思います。僕らの場合は
体を動かして、全部結果を見せていくというようなことを、
結構重点にしています。口で説得するのではなく、それを
ずっと積み重ねていくことですよね。

質問者１：ありがとうございました。

質問者２：私、製造業をしているのですけれども、今、日本
というものをもう一回見直してみますと、人件費が非常に
高い。なかなか日本で製造業で食っていくのは難しい状
態。借金を考えるよりも、移転するしかないんだろうなと。そ
の後のお話、人口バランスが逆三角形ですか、そういう負
の問題の中で、本当に根本的に日本はどうあるべきかとい
うことを考えるべきだと思って。それを考えると、私が今回
来たのは、基本的に、自然に回帰して、農業をこの日本で、
今の日本人のこの高い人件費で、これだけ借金まみれ
の、おそらくこの日本でも借金をしても、本当に家を建てよ
うと思うと、もっと基本にかえって、企業が半分、医療も半
分、年金も半分、それで生活できるような生活設計をして
いかなきゃいけないんじゃないかなと。そういうことを今回
目指されて、本当は農業とかそういうことも多分、もういっ
ぺん人間として本当に何が一番大切なのか、そういうこと
を考えていった上で、どう日本人は生きていくかということ
を模索をされているのかなあというのを期待して来たんで
すけど。そのへんはどうなんでしょうか。

大南：何というかな。多分、たとえば過疎地とか中山間が
非常に寂れていると。この状況はなぜ生まれているのかと
いったら、多分、残って一所懸命中山間の農業のことを考
えたり過疎地のことを考えたりしている人もたくさんいるわ
けですよね。ところが、絶対数が今少なくなりすぎていると
思います。それを考えている人たちに手に余るような問題

がたくさんありすぎて、手が付けられないという状況になっ
ていると思います。
　一方で、やっぱり、戦後日本人が求めてきたのは、便利
になりたいということだと思うのです。とにかく便利になりた
い。その便利を追求していったら、結局都市に集中するこ
とが便利なんですね。貨幣でいろいろな問題が解決でき
るという中では、やはり都市の方が便利になってくるので
すね。で、集中していったら不便になります。それで今度、
今東京でやられているのは、たとえば渋谷で一昨年の10
月に東急と地下鉄をつなぎました。これで便利になりまし
た。便利になったら、また人間が集中します。そうしたら、ま
たこれが不便になる。また新線作ろうかなということになっ
て、これは何をやるかといったら、とにかく便利という言葉
を求めて、回し車の中のハツカネズミが次から次へと便利
になろうと思ってくるくる回っている状態です。いくらこれを
追求しても、結論が得られないと思います。
　今度はちょっと考え方を変えて、集中することの便利か
ら、今度は東京から分散することによって、東京に空きを
作ることによって、住んでいる人自身ももっと広い面積を享
受できるし、それから今まで人が減ってきたこの中山間地
にも人の手、目が入ることによっていろんな問題というのが
ここで解決できるんじゃないかなあというふうな気がしてい
ます。
　当然、中山間、僕は農林業が大事だと思います。だけど
もこの農林業をやってきた人たちだけが見た農林業と、全
くそのベースのないＩＴベンチャーの子たちがまっさらの状
態で見た中山間の条件ふりすてての農林業というのは、
違うふうに映ると思います。だから今まで経験のない子た
ちが、もしかしたら、何かわれわれが全く今まで気付かな
かったようなブレークスルーを起こす発見をするんじゃない
かなあというふうな期待をしています。だからサテライトオ
フィスは、神山では企業誘致とは言いません。これは人材
誘致です。だから都市のまっさらな目を、もっともっとそこに
さらけ出すことによって、今まで気付かなかった形の答え
が得られるんじゃないかなというような形の動き方をしてい
るということです。どうも抽象的ですみませんけれども。

三好教授：質問も多々あろうかと思いますが、ちょっと時
間の方がまいっておりますので、サテライト会場の方で何
かお聞きしたいことはございますでしょうか。よろしいでしょ
うか。
　はい、それではもう時間がまいりましたので、大変恐縮
ではございますが、これで講演会のほうを終わらせていた
だきたいと思います。
　最後にもう一度、大南さまに感謝の意を表しまして拍手
をしたいと思います。どうもありがとうございました。

P R O F I L E

特定非営利活動法人グリーンバレー　理事長 大南　信也

1953年、徳島県名西郡神山町生まれ。スタンフォード大学大学院修了。
1988年、日本で最初に「アドプトプログラム」を実施。その後、「神山アーティスト・イン・
レジデンス」、「ワーク・イン・レジデンス」を実施するほか、「IT企業9社のサテライトオ
フィス」を誘致。
地域の資源は「モノ」ではなく「ヒト」だと考え、国内外から多様なヒトが集う「せかいの
かみやま」づくりを目指している。
日経BP社から『神山プロジェクト』が2014年3月発刊。
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（基調講演）
「グローバル時代の元気印企業」
　岡山商科大学
　　経営学部教授　近藤 一仁

「萩原工業の現状と将来」
　萩原工業株式会社
　　代表取締役社長　萩原 邦章 氏

Ｑ＆Ａ（萩原工業株式会社）

「日本取引所Ｇの現状と将来」
　日本取引所グループ
　　広報・ＩＲ部長　多賀谷 彰 氏

Ｑ＆Ａ（日本取引所グループ）

12：50～13：40

13：45～14：30

14：30～14：45

15：50～15：35

15：35～15：50

10/25（土）

（基調講演）
「地域活性化に挑む元気印企業」
岡山商科大学
経営学部教授　近藤 一仁

「Ｅ・Ｊホールディングスの現状と将来」
Ｅ・Ｊホールディングス株式会社
代表取締役社長　小谷 裕司　氏

Ｑ＆Ａ（Ｅ・Ｊホールディングス株式会社）

12：50～13：40

13：45～14：30

14：30～14：45

10/26（日）

17

2014.10.2
5〜26

　去る2014年10月最後の週末二日間、岡山商科大学
　秋の大学祭において初めての『投資家と学生のため
の会社説明会』を開催することができました。
　この商大レビュー24号では、以下で二日間の「投資家
と学生のための会社説明会」での講演の全てにわたり、
その講演要旨をまとめてみました。

①「グローバル時代の元気印企業」
　（基調講演：近藤 一仁）

　冒頭、経営学部教授の近藤一仁が『グローバル時代
の元気印企業』と題した基調講演を行いました。まず、国
際企業、多国籍企業、グローバル企業と発展してきた企
業の系譜を紹介し、新聞紙上に登場するキーワード（グ
ローバル対インターナショナル）の比較からも、現在は第３
の波ともとれるグローバル企業の時代であることを示しまし
た。
　ただし、インターナショナル、グローバルというキーワード
を社命に冠した企業で好業績な企業は意外に少なく、最

近上場したサントリー
食品インターナショナ
ルやフジシール・イン
ターナショナルがグ
ローバル化で成果を
上げつつ、フジシール
からインターナショナ
ルを付加して社名変
更した事例などが例

外的な成功事例であることを述べました。特に、フジシール
に関しては、その知名度・認知度が意外に低いため、登壇
した演台の手元にあったペットボトルの「シュリンクラベル」
を実際に示しながら、そのニッチな事業内容やユニークな
技術力について力説しました。
　その後、日本企業のグローバル化を促進する要因やグ
ローバル化を阻む要因について分析し、阻害要因として
は言葉や文化の違い、ビジネスの習慣やスタイルの違い、
為替や景気の状況の違い、思わぬカントリーリスクや法制
度の変更など克服すべき課題の多さにも触れました。
　特に、グローバル企業のランキングをみると、中国企業や

新興国の台頭の裏側に、アメリカ企業や日本企業の
相対的な地位の低下が認められることを示しました。
なぜ、そのようになってきたかという背景の一つに、日
米の「大企業病」が存在することが挙げられると説
明しました。
　その大企業病というのは、主に大企業でみられる
非効率な企業体質のことで、日本では京都・立石電
機の創業者である立石一真氏が昭和58年（1983）、
創業50周年の年頭の記念式典で『大企業の仲間入
りをした立石電機は、大企業病にかかっている。大
死一番、意識革命に徹し、創業の精神に還り、徹底
的分権により中小企業的な組織と簡潔な制度で活

『投資家と学生の
   ための会社説明会』 岡山商科大学　経営学部

近藤　一仁
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性化を図ることこそ、五十周年にふさわしい大仕事であ
る。全員でこれに挑戦してほしい』と警告したのが、大企
業病の語源であることなどを説明しました。そして、その大
企業病に罹患していない企業こそ『グローバル時代の元
気印企業』であると述べ、見事に大企業病を克服した丸
紅を事例研究として取り上げ、具体的な業績動向に触れ
つつ、説明しました。
　バブル崩壊後、1998年、2001年と巨額な赤字や特別損
失を計上した丸紅。株価は一時58円（2001年12月）まで売
り込まれるまでになり、「崖っぷち経営」に遭遇しました。こ
うした中、大幅な組織および人事制度の改革、財務体質
の改善、事業会社のリストラを徹底し、それは「聖域なしリ
ストラ」と言われるものであったことも付け加えました。
　リストラ終了後は、役員・社員ともに危機感を共有し、収
益の拡大と株主資本の拡充に力点を置いた中期経営計
画「@action21」をスタート。リスク・リターンを計量化して把
握する資本コストの概念を用いた経営指標「PATRAC」
を導入し、ポートフォリオ経営を推進。収益体質の筋肉質
化と収益基盤の拡充を図って大躍進を遂げ、2013（平成
25）年度の東証主催「企業価値向上表彰」で大賞に選
ばれるまでに回復してきていることを強調しました。
　最後に、現状の株式市場に触れて、PER（株価収益
率）は諸外国と比べても大きな差はないものの、PBR（株
価純資産倍率）がやっと１倍を越えて、1.4というレベルに
なっているのは、何と言ってもROE（自己資本純利益倍
率）の低さに原因を求めることが出来ると力説しました。グ
ローバルスタンダードとして、投資家からはROE（自己資
本純利益率）を重視した企業価値を高める経営戦略が
求められていると指摘しました。こうしたニーズに対応し
て、今年、東証から発表された新指標「JPX日経インデッ
クス400」について説明し、ROEを高める経営戦略こそ第
一義的に重要であり、企業価値向上に成功した暁には、
適切な企業価値評価がなされるようなIR活動やSR（既存
株主向けIR活動）が重要であると結んで、大学生にももっ
と上場企業が行っているIR活動に注意を払うことを啓蒙
して講演を終えました。　　　

②「萩原工業の現状と課題」
　（萩原 邦章 代表取締役社長）

　『グローバル時代の元気印企業』と題した基調講演の
続きに相応しく、元気な萩原社長が登壇され、熱弁を振る
われました。会社説明会用の配布資料の表紙には「おも
しれぇ　直ぐやってみゅう」というのが口癖であった父　
賦一氏の書を掲げ、萩原工業の積極的な経営理念を感
じさせるものがありました。

　冒頭、萩原工業のルーツである萩原商店について、明
治25年（1892）、祖父である創業初代　賦一、昭和23年

（1948）に株式会社組織に転換し、昭和39年（1964）萩

原株式会社に改称
した二代目である父
　賦一、三代目（昭
和52年、1977）として
株式会社萩原を継
承した長兄　賦一
の代に触れつつ、昭
和37年（1962）に創
業した萩原工業の
創業から、今日に至る歴史と事業展開について、地元岡
山の産業の歴史を重ね合わせて熱く語られました。
　講演の内容は、まず萩原工業の沿革に触れ、い草花ご
ざ（御座）の綿タテ糸をPEフィラメントで代替した歴史的
経緯から始めて、フラットヤーンの成長発展、インドネシア
への早期の進出、2001年に東京証券取引所市場第二
部へ株式上場、青島・上海と中国への展開、そして今年
2014年5月に東京証券取引所市場第一部へ株式の上場
を果たしたことを説明しました。続いて、参加者にも分かり
やすく、萩原工業を理解してもらうための創意工夫を施し、

「フラットヤーンってどんなもの」を実物（配布資料の中に
もフラットヤーンの見本素材が封入されていました）を手に
取らせ、参加所に実際に伸縮させるなどして具体的に詳
しく説明しました。フラットヤーンは、ピクニックの時のござ、
荷造りのテープ、建築現場の防塵シート、災害時のブルー
シートなど我々の身近なところで活躍していることを挙げま
した。　
　また、フラットヤーンの「バルチップ」は、社会インフラの
建設の現場である鉄道高架化工事、トンネルの覆工コンク
リート、道路や崖の法面工事、斜張橋の主塔部など各種
の工事でも複合材料として使われていることを強調しまし
た。
　また、萩原工業はフラットヤーンに関連した機械部門で
も「切る」、「伸ばす」、「巻く」の3つの中核技術を生かし、
上下２軸センタードライブスリッターやサーフェイスワイン
ダーなどの機械分野でもユニークな展開をしていることを
説明しました。特に、その機械が生み出す製品は、レシー
トロール紙、ラップフィルム、軟包装材料、CCL（銅張積層
版）などがあり、それを切ったり、巻いたりする時にもスリッ
ター技術が使われ、この技術はユーザーであるフジシー
ル・インターナショナル（ペットボトル用の熱収縮シュリンクラ
ベルの印刷・素材メーカー）などからも高く評価されている
と説明しました。
　萩原工業が提供する「機能と役割」は「敷く」、「覆う」、

「包む」、「運ぶ」等々、我々の日常生活のあらゆる場面で
その「機能」を発揮していると解説しました。しかし、「本当
の役割」は環境保護、快適、安全・安心、企業競争力、信
用、経済性、効率性、省エネなどの分野でその役割は大
変に大きなものであると強調しました。
　また、萩原工業の優位性は、①経営面における優位
性、②技術製品面における優位性の二つに分けられ、特
に前者では国内シェア40%、強いコスト競争力、インドネシ
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ア・中国への展開などに表れていることや技術製品面に
おける優位性では、脱塩ビなど環境に配慮した製品の供
給、高い技術開発力に支えられた内製化、一貫生産化体
制により様々な用途や市場への適用力に表れていること
を強く訴えました。
　萩原社長は、続いて連結経営構造に触れ、当社と連結
子会社の概要を詳しく説明しました。特に海外展開ではイ
ンドネシア、ジャカルタへの進出で「なぜインドネシアに進出
を決めたのか」という点について詳細に語られました。
　グローバルな展開に際して、中国、タイ、ベトナム、インドネ
シアなどをまず進出先として検討し、結果的には市場、技
術力、原材料調達、コスト、税制、治安、日本人の生活の利
便性などを総合的に判断してインドネシアに最終決定した
プロセスを丁寧に説明されました。また、中国では青島に
青島萩原工業有限公司、上海に萩華機械技術有限公司
の2社を設立し、労働集約型製品の強い価格競争力を構
築、中国市場への拠点づくりに布石を打っていると説明。
機械部門でも上海での部品調達拡大により、コストを低減
し中国市場での販路拡大に努めていると述べました。
　プレゼンテーションの後半では、萩原社長は近年の業績
と経営指標に触れ、安定した売り上げの拡大と利益の増
加を達成していることを強調しました。
　特に経営指標では、自己資本比率が60％台後半に乗
せるなどの優れた点、ROE（自己資本純利益率）が約10
～11％と良好な水準にあることについても触れました。

　更に、業績を拡大するための経営方針や重要指針とし
ては、新たな創業を牽引し、現状を打破するために「販売
力の強化」を第一に掲げ、主要な戦略を結集し遂行する

ことを強調しました。
続いて、セグメント別
業績予想に触れ、合
成樹脂事業とエンジ
ニアリング事業の売
上構成比や利益率
について触れ、特に
エンジニアリング事業
の利益率が高水準

にある点は、大学祭参加者の注目を集めました。
　続いて、４つのトピックスに触れ、

（１）2014年5月21日　東京証券取引所第一部に株式
上場　（２）遮熱シートを開発上市　（３）耐用年数シー
トの展開拡大　（４）包装業界の国際的な展示会である
「PROPAK  ASIA2014」（開催地タイ）にスリッター、検
品器を出展したことなどのトピックスに触れました。　
　最後に、中期経営計画「MI53」（2011／11～2015／
10）に触れ、経営思想図の中で「企業文化（開発先行、
失敗を恐れない！）」の重要さを強調しました。萩原工業の

「我々の夢」として、世界のトップブランドを築くこと、フラッ
トヤーンなら萩原工業に聞け、製品も機械も常に進化をし
続ける、などの夢を挙げ、「スローガン」としては、超フラット

ヤーン！革新した次世代の技術と製品こそが会社を変え
る、それを創り出すのは我 し々かいないとして、①マーケ
ティング、②マネジメント、③イノベーションの3つの領域か
ら多くの具体的な改革への施策を示しました。
　中期経営計画の具体的な数値として、まもなく期末を迎
える2014年10月期が既に公表している目標を十分達成で
きるものとしつつ、来2015年10月期には売上高230億円、
営業利益25億円、うち合成樹脂事業として売上高178.3
億円、営業利益18.5億円、更に内訳としてエンジニアリン
グ事業の売上高51.7億円、営業利益6.5億円を掲げ、引
き続き安定した増収増益の見通しであることを強調しまし
た。
　萩原工業の中期経営計画の将来イメージとしては、事
業基盤の強化、事業領域の拡大、人材育成の3つを挙
げ、他社にない高付加価値製品の提供、海外市場の更
なる拡大をめざし、国際化対応人材の育成とあらゆる職
種での女性の活躍を追求すると強調しました。最後に株
価にも触れ、2009年5月期から着実な株価の回復が示さ
れているとはいえ、適正な評価に至っていないと訴えまし
た。
　プレゼンテーションの終盤では具体的な投資尺度であ
るPER（株価収益率：8.18倍）、PBR（株価純資産倍率：
0.73倍）の2つの指標にも触れつつ、依然として市場から
の評価が低く、偶然ながら当日（2014年10月25日）の日本
経済新聞・朝刊のコラムにおいても萩原工業の株価の割
安さが示された記事が掲載されていることをタイミングよく
引用しました。
　最後に、配布資料の巻末では、経営理念や社是にも
触れ、最後に当日の「大学生と投資家のための会社説明
会」の参加者への御礼とこのような機会を与えてくれた岡
山商科大学の関係者への感謝の言葉を述べ、プレゼン
テーションを締めくくりました。　　　　　　　　　　　
　　

③「日本取引所グループの現状と課題」
　（多賀谷 彰 広報・IR部長）

　「萩原工業」の萩原社長のプレゼンテーションに続き、
株式会社日本取引所グループ（東証一部　証券コード 
8697）広報・IR部長の多賀谷 彰氏が登壇しました。
　
　日本取引所グループの知名度が十分ではないとしな
がら、昨年2013年1月、東京証券取引所と大阪証券取
引所が経営統合し、金融商品市場を運営する持株会社

“JPX”が誕生したと解説しました。
　JPXの組織に関しては、持株会社の参加には現物取
引を担う東京証券取引所、デリバティブ取引を担う大阪取
引所（2014年3月24日に商号変更、デリバティブ取引、証
券以外のものも取り扱っていく）、自主規制を担う日本取引
所自主規制法人（上場する会社の審査、不公正な売買
の審査など）、清算を担う日本証券クリアリング機構（売買
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されたお金とものの受
け渡しを履行するた
めの会社）が存在す
ることを詳述しました。
　「グローバル時代
の元気印企業」とい
う当日のテーマに即し
て、世界の中のJPX
市場の地位を解説
し、東証は世界で上場時価総額、売買代金ともに第三
位の大きな市場であること、また大証は現物市場もあった
が、世界第13位のデリバティブ取引高を示し、今後は日経
平均先物、日経平均オプションで強みを発揮していく方向
で、更なる競争力の改善が必要であると課題を付け加え
ました。
　そして、この経営統合によって株式からデリバティブま
で総合的な市場サービスを提供できるようになったことに
期待感を明らかにしました。
　金融商品取引所の役割としては、企業には「機動的な
事業資金調達機会」を、投資家には「有効な資産運用機
会」の提供を、社会全体には「フェアな価格形成」（経済
の体温計）を提供しつつ、株式市場に「流動性という付加
価値」をもたらすことが重要であることを強調しました。
　JPXの企業理念としては、『金融インフラとして公共性
がある事業であるので、信頼性の確保、利便性、効率性、
および透明性の高い市場基盤の構築ならびに市場の持
続的な発展を図ることで豊かな社会の実現に貢献する』
ということが掲げられていることを訴えました。
　JPXのビジネスモデルとしては、グループ全体で有価証
券等の上場、売買、清算、決済から情報サービスに至るま
で総合的なサービス提供を行うとともに、現物市場、デリバ
ティブ市場等多種多様な商品を幅広く提供し、これらの
市場運営の対価として、①取引参加料金（証券会社から
取引参加料金）、②証券決済関係収入（証券決済関係
の手数料）、③上場関係収入、④情報関係収入（情報ベ
ンダーへの情報配信）などを受け取り、その収入構造はト
レーディング関係の営業収益（収入）が75％、売買が増え
ればそれだけ増えることを強調しました。　
　残る営業収益の25％の内訳は、情報ベンダーからの情
報関係収入が14％、その他が11％となっていることを詳
述。一方、営業費用面では、全体的に固定的なものが多
く、人件費が23％。システム関連費用が39％、不動産賃貸
料が9％、のれん償却費が5％といったものが中心で、売買
が増えたとしても費用が増えることはないが、変動的な収
入が業績変動の基本にあることを指摘し、最近の業績は、
アベノミクスの恩恵で収益増が支えとなっていることを付
け加えました。
　次に、中期経営計画（2013-2015）における重点戦略に
触れ、アジア地域で最も選ばれる取引所となることをビジョ
ンに掲げ、JPXの目線はグローバルに向けていることから、
当社に相応しいテーマと共感して、東京から岡山商科大

学の大学祭に参加したことを表明しました。
　長期的な市場拡大の施策として、国際的な市場間の
競争は激しい中で、世界の中のメジャーな金融センター
として魅力を高めなければならないと強調し、良い金融
商品があるから投資してもらえることを基本戦略と訴えま
した。

　基本戦略として、第一は、現物、日本株を魅力的に！第
二に、デリバティブ市場の拡大！第三に、取引所ビジネス領
域の拡大（OTC清算分野の拡大を軸に収益源の多様化
を！）を各々掲げました。
　更に、東証と大証の経営統合効果を追求し、合併前は
それぞれ現物、デリバティブを持っていたが、統合すること
で利便性を上げることを模索し、2013年、現物市場を東
京に統合。2014年、デリバティブ市場を大阪に統合して布
石を着実なものとしたことを訴えました。

　具体的な施策として、日本株のさらなる魅力発信に向
けては、ROE（自己資本純利益率）の高い会社ほど、株
価上昇率も高い傾向にあることを実証した統計（最近10
年間の株価騰落とROE）を示し、諸外国のROE（米国：
15.0％、英国17.3％、ドイツ10.2％、中国14.2％、世界平均
12.3％）に対して、日本の4.1％（1645社平均）が相対的に
低い状況の改善も訴えました。
　そうした状況下で、2014年1月6日から資本の効率的活
用や投資家を意識した経営観点など、グローバルな投資
基準に求められる諸条件を満たした「投資者にとって投
資魅力の高い会社」で構成される新しい株価指数『JPX
日経インデックス400』を算出。日本企業の魅力を国内外に
アピールするとともに、持続的な企業価値向上を促す試み
にも着手した旨を説明しました。
　2012年末までの株価指数は10年間横ばいで、不況が
続いていたが、その中でもROEが高い会社は株価も上昇
し、株価が上昇した会社は6割超、2倍以上に上昇した会
社は2割超に達したことも強調しました。
　ROEは株価の上昇と相関があり、ROEを企業経営者
が意識して貰えれば日本株の価値が評価されることや、
JPX日経インデックス400の指数に組み入れる銘柄を選ぶ
際には、ROEの値を選定要素として加えていることを詳述
しました。
　最後に、成長戦略への取組みとして、個人投資家の裾
野の拡大を挙げ、外国に比べ、日本は株式投資率が低
い状態が続いていたが、新政権・アベノミクスによって個
人投資家の市場回
帰も起こりはじめてお
り、更に投資家育成
策としてのNISAも順
調であることを解説
しました。
　1,675兆円もの個
人金融資産の大半
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を占める預貯金を投資に回すことによって、世の中の流
れが変わり、経済の活性化につながることを強調。証券
投資が株式、投信、債券を合わせても10％程度である現
状の打破を目指し、2012年以降取り組んでいる「＋YOU
プロジェクト」（ニッポン応援全国キャラバン）として、「長期
投資」をテーマとした個人向けセミナーを全国各地でプロ
モーション活動を実施していることにも触れました。特に、
当地岡山では2014年8月24日～27日の4日間にわたり、初
日の岡山商科大学の近藤一仁の基調講演からスタート
し、さわかみ投信の澤上篤人会長の基調講演が続き、翌
日から萩原工業、ハローズ、中国銀行、JFEなど９社が説
明会に参加したことを紹介しました。
　参考資料として巻末に用意した資料にも触れて、JPX
の株価の推移を示しつつ、今後のコスト構造の変革、重
複するシステムの統合、事業拠点の整理・見直し、全社レ
ベルでの業務効率化などにより2015年度中に85億円以
上のコスト削減を目指すことなどで、更なる業績改善に向
けた努力を重ね、配当（配当性向40％）と株主優待のよる
株主還元が6000円強となる見通しから、利回り採算から
も適切な判断をいただき、新たに株主として応援してもら
えることを参加者に訴えて、大学祭初日の講演を締めくくり
ました。

④「地域活性化に挑む元気印企業」
　（基調講演：近藤 一仁）

　大学祭の二日目
には、経営学部教授
の近藤 一仁が『地
域活性化に挑む元
気印企業』と題した
基調講演を行いまし
た。冒頭、日本の経
済成長率の推移を
示し、バブル経済の

崩壊後、成熟・停滞の20年を経て、「成長戦略」が問われ
る時代に突入していると解説しました。特に、新聞紙上で
「成長戦略」というキーワードが紙面を賑わすようになっ
たのは、高度成長期ではなく、「停滞の20年」と言われるよ
うになった最近のことであることも統計で示しながら解説
しました。

　続いて、安倍晋三内閣が日本経済再生のための成長
戦略として掲げる「アベノミクスと三本の矢」について説
明。第一の矢である異次元の金融緩和、第二の矢である
機動的な財政政策が奏功し、円安、株高は達成されたも
のの、今後は第三の矢である成長戦略が本当に実行でき
るか否かという正念場を迎えており、岩盤規制の改革、財
政再建、社会保障改革、地方活性化への取り組みが持
続的な経済成長のカギになると指摘し、各分野の新たな

施策を紹介しました。
　これらの政策は、特定の利権集団による反対によって
実行が阻まれており、こうした勢力と戦うには強いリーダー
シップが必要であることも付け加えました。中でも、今回は

「地域活性化～地方の成長戦略～」に着目し、9月に地
方創生担当大臣として就任した石破 茂氏への期待感を
表明しました。
　しかし、地方から東京圏への人口流出、特に若い女性
の流出により、2040年には896市区町村（全国の49.8％）
が消滅の危機に直面するという日本創生会議の試算と
問題提起を紹介しつつ、東京一極集中の是正と、魅力あ
る地方の拠点都市づくりの必要性とその難しさも訴えまし
た。特に、日本創生会議の増田寛也氏が指摘する若い
女性の都会への流出により、地方での婚姻機会の減少
による人口減少は深刻であり、多くの地方自治体が深刻な

「存亡の危機」に直面しており、「過疎」というような従来
の定義や認識ではすまされない状況であると指摘し、この
岡山県も安泰である保証はないことも訴えました。
　また、岡山商科大学では、去る2014年6月18日に徳島県
神山町のNPO法人「グリーンバレー」の理事長である大
南信也氏を公開講演会に招き、同町の地域活性化につ
いて学んだことを紹介しつつ、島根県海士町、秋田県大
潟村、長野県下條村、また地元の岡山県で地域活性化
に挑戦する矢掛町など５町村の地域活性化への取り組
みを詳しく解説しました。そして、この基調講演後に登壇さ
れるE・Jホールディングス　代表取締役社長の小谷 裕司
社長が更に詳しく岡山県矢掛町での同社の取り組みに
触れると事前のご紹介をしました。最後に地方の成長戦
略に必要な要素として、①地方優先の国家戦略特区の
指定、②地方でのベンチャー企業育成策、③誕生お祝い
金や教育費助成などの少子化対策、④女性や高齢者が
働きやすくなる時短や職場環境の改善、⑤海外人材の活
躍促進戦略、⑥観光資源の再開発や地方空港の稼働
率向上策等を挙げましたが、同時に、地域活性化に成功
した５つの事例を単にマネするだけでは必ずしも成功に
は結びつかない可能性が高いことを指摘しました。
　なぜなら、地域活性化に成功した事例に共通する重
要な要因は、①島根県海士町では、山内町長という強い
リーダーシップが同町の活性化に大きく貢献したことや徳
島県神山町では大南理事長らの貢献があり、各々の地
域の実情に詳しく、強いリーダーシップを発揮できる人物
が不可欠であること、また、②その地域に都会から流入し
てくる住民を「よそ者」扱いせず、温かく迎え入れる地方
の土壌や風土が必要であること、③都会からどのような
職能や能力を持った人材に来てもらいたいかというターゲ
ティング戦略があってこそ、成功につながる可能性が高い
と締めくくって、基調講演を終えました。
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⑤「E・Jホールディングスの現状と課題」
　（小谷 裕司社長）
　
　『地域活性化に挑む元気印企業』と題した近藤一仁の
基調報告に続いて、岡山商科大学に最も至近距離に本
社があるE・Jホールディングスの小谷裕司社長が登壇し、
大学祭最後の講演を飾りました。
　最初に、E・Jグループの沿革に触れ、1955年島根県松
江市に「八雲測量社」として創業した当社は、1967年に
岡山に進出し、1970年現在の北区津島京町に現本社を
建設、1984年にはエイトコンサルタントに社名変更（あいう
えお順だと後の方になるので、八雲の八を社名に冠し、
読み順でもエイトと前の方にくるように）したこと、重要な出
来事としては2005年に東京・中野に本社のある日本技術
開発が夢真ホールディングスから敵対的買収を受けた
際、それに対抗するためエイトコンサルタントがホワイトナ
イト（白馬の騎士）として登場し、友好的な資本・業務提携

（TOB）を実施し、2006年日本技術開発を連結子会社
化、2007年に共同持ち株会社としてE・Jホールディングス
が設立されたことを説明しました。
　特に、現在の本社のことに触れて『岡山商大の隣の土
地に移ってきたのは1970年に移ってきました。そこからもう
40年、商大さんの歴史とともにあるという状況です』と感慨
深く、述べられました。

　経営統合後のグループの業界地位は、業界トップの日
本工営、業界２位のパシフィックコンサルタンツ、業界３位
の建設技術研究所に次いで、業界上位の企業規模へ飛
躍するとともに、西日本地区のみならず東日本地区をも含
む全国展開を目指せる企業として脱皮したことを強調しま
した。
　この点に関しては、小谷社長は当時を振り返り、『エイト
コンサルタント、日本技術開発はどちらも中堅企業であっ
たわけです。市場が大きく低迷する中で中堅企業は淘汰
されていくという危機感があったわけです。少なくとも上位
10社に残らないと企業の淘汰は進んでいくだろうというこ
とから、お互いの強みを活かし、エイトは西日本主体、日本
技術開発は東日本主体でお互いに統合することによって
さらに強みになり、上位の企業に変化していきました』と回
顧しました。そして、学生には、現在、持株会社であるE・J
ホールディングスは、実際に事業は行っておらず、グループ
会社の事業の統括管理をしている業態で進んでいること
も解説しました。
　次いで、経営環境と基本戦略について触れ、予想を超
えて加速する経営環境に対応するため、少子高齢化によ
る人口の減少防止策や安全・安心を追及する環境エネル
ギー対策の必要性や、様々な社会インフラの長寿命化に
対応するため、現状のビジネスの延長線では成長が限定
的であるとして経営環境を自分たちで変えていく攻めの
姿勢が必要であると強調しました。
　更に、先を見据えた成長シナリオを展開し、どのような時

代においても社会が衰退しない国土と地域を創造する企
業として展開することを基本戦略であることを強い口調で
述べました。
　そして、E・Jグループの企業理念に即した行動規範とし
て、①イノベーション、②プロフェッショナリズム、③誠実、④
チームワークの4つを掲げ、第３次中期経営計画基本方
針を「グローカルチャレンジ2016」と命名し、①グループ連
携の強化、②主力分野の強化、③新たな価値を創造する
人材力強化、④安定的な経営基盤の確立のもと、新分野
へのチャレンジと弱点領域への進攻を図り、未来につなが
るブランドの構築を目指していると語りました。　
　特に、小谷社長は、

『E・Jというブランド
を作っていかないと
我々はダメだ』と力説
され、そのためには
ブランドをいかに構
築するかを真剣に検
討されている様子で
した。グループの連
携を更に強めるための事業というのは「事業開発事業」
であるとし、『自分たちで掘り起こして事業を創造し、そし
て実際のコンサルティング、計画設計監理等の様 な々こと
を実行し、当然ながら同じようなことを海外でもやる。完成
したものを維持管理、運営管理までをやる。この一連の流
れをつくる』と解説し、そのためにはグループの連携が必
要であると強調されました。
　実際にどのような仕事を行っているかに関して、小谷社
長は、『ワンストップ・ソリューション』の概念図を示しながら、
その業務内容が①交通・通信基盤、②住宅生活環境基
板、③国土保全基盤、④教育訓練基盤、⑤農林漁業基
盤、の5つの基盤であることや、『最初の計画があり、そこ
に新たな施設をつくることで、現在の価値が更に上るとい
うような企画構想があるとすると、それが本当に実現可能
かどうか、判断することが業務であり、具体的に調査し、設
計を行い、工事監理し、運営の手伝いをしていく。我々は
全てに関わっているが、実際の施工はしません。ワンストッ
プのソリューションは全国にもあまりない。これが当社の強
みです』と基本的な概念を説明しました。
　更に、具体的にどういう仕事をやっているかに敷衍し、

『我々は単に絵に書いたものを作るのではなく、資本投
資をしながら、やってそれが本当に成功するかしないか各
地域で試しながら、分担して展開している』として、このグ
ループ事業戦略の各 を々丁寧に説明しました。

１． グループ事業戦略の「事業開発事業」
① 地球環境対策への取り組みを挙げ、当社の廃棄物事
業というものにも強い実績があることに触れ、バイオをつ
かって電気を作れる、埋め立てのゴミからメタンを作る、と
いった事業を東南アジアでは強力に推進していることを
強調しました。特に、中国・青島でメタンが発生、そのメタン
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を採取して電力を作る事業やフィリピンでは、もみ殻をつ
かってボイラーを燃やす（バイオマス発電事業）ことで発電
し、その工程で発生する蒸気を飲料水やボトルの洗浄に
も使うなどの事業を展開していることを解説しました。
② 続いて、秋田県仙北市では、主な産業が炭鉱と農林
業しかないことに触れ、農業といっても米作しかないことか
ら、地域活性化のために「夏イチゴ」の栽培に取り組んで
いることを紹介しました。『気候が北の方なのでそれほど
暑くない、夏のイチゴはほとんど輸入なので国内産は需要
がある。冬イチゴは6～700円／㎏、夏イチゴは2～3,000円
／㎏。地元の新たな農業を作り上げている。まだ生産量
はそれほど多くない。夏イチゴも冬イチゴと同じくらいの糖
度がある』と採算面での優位性にも触れました。
③ また、徳島県那賀町では、『木粉製造事業』への取り
組みを紹介し、『ここは9割が林業。木は豊富。品質の高
い木粉を土木・建築材料として知られる「ウッドプラスチッ
ク」に変えることで地域の活性化に貢献しようとしていま
す』と、将来は自動車の車内の椅子などの原料を那賀町
で作ろうと今年2014年12月から工場が稼働する予定を
公表しました。

２． グループ事業戦略の「建設コンサルタント事業」
　続いて、小谷社長はＥ・Ｊホールディングスのメイン事業
である建設コンサルタント事業について、幾つかの事例紹
介をしながら解説しました。
① 広島南道路　太田川大橋を紹介しましたが、『これは
2009年、国際コンペで当社のデザインが最優秀賞をとっ
た事業で設計から施工管理まで一体で請け負い、2014
年3月に完成。めったにない非常にスピーディーに完成し
た事業だ。厳島と大橋をともに引き立たせる、見晴らしのよ
い橋として地元からも評判が良い橋である』ことを強調し
ました。
② 次に、群馬県みなかみ町矢瀬親水公園　小水力発
電実施設計に触れて、上水道の施設の余剰水を利用し
て、落差のエネルギーを使って発電し、公園内の夜間照
明や電気自動車の充電スタンドとして有効利用されている
という興味深い紹介がありました。
③ 更に、岡山県他で行っている地震被害想定調査に触
れて、地震の被害予想を作っていることや、東日本大震
災、津波災害で街が壊滅状態にある中で、岩手県の宮
古、山田町、陸前高田、宮城県の気仙沼、東松島等で進
めている震災復興事業への関わりを紹介しました。

３． グループ事業戦略の「海外コンサルタント事業」
① 海外でも、アフリカを中心に建設コンサルタント事業を
進めていることを解説しました。また、今後は東南アジアへ
の展開も強く進めていくことやタジキスタンでは安全な水
不足ということで、水道施設整備事業に取り組んでいるこ
とを紹介しました。
② 更に、2014年6月にアジアの閣僚級の災害リスク軽減
会議があり、当社が会社ブースを出展し、実際にどのよう

に災害対応していくのか、技術内容をプレゼンテーション
したことにも触れました。

４． グループ事業戦略の「インフラ・マネジメント事業」
① 指定管理者制度による農業公園の運営
　今まで地方自治体が作ってきた施設の運営状況が思
わしくない施設がある中で、当社は岡山県矢掛町で3年く
らい前から指定管理の形で果樹農園の運営を行ってい
ることを紹介しました。
　2013年（平成25年）4月から運営を開始した「水車の里
フルーツトピア」（Ｅ・Ｊホールディングスの子会社エンジョイ
ファームの運営）、について、小谷社長は『実際に蓋を開
けてみたら今までの生産量がわかる資料が全くない、品
質の良い果実は売れるけれど、B級品は捨てていた。農
園では梨が採れる、ブドウが採れる、自然薯が採れる、ほと
んどが地産地消に
なっている。付加
価値をつける加工
が非常に重要。B
級品をA級品とし
て付加価値をつけ
て売りこむ。「矢掛
町」をブランド化す
る。地域で起こしていく。先月９月にはPRを岡山空港でも
やった。　
　岡山駅構内でもやって、商品のPRと矢掛町という街を
アピールする。それ以外にも、地元が出資して「やかげ宿」
という会社を作っている。昔の山陽道の宿場町をどのよう
に活気づかしていこうか、特産品を売り込みながら活性
化を進めていく。11月の第二日曜は大名行列が行われる。
是非ご参加ください』と力説しました。

　講演の最後に、小谷社長はE・Jホールディングスが
「CSR活動」を積極的に行っていることや東日本大震災
の被災地である岩沼市での植樹祭、八雲環境科学振興
財団の設立、11月5日の「防災セミナー」の紹介（岡山でも
災害が起きる予測が出ていることを警告）などの紹介を行
いましたが、投資家が参加していることにも配慮され、当
社の業績動向も忘れずにコメントしました。
　受注高、地域別の受注高の動向にも触れ、その主流は
西日本主流だが、関東・東北でも受注していることを説明
し、冒頭の経営統合の成果を強調しました。
　利益については、2013年5月期から回復基調に戻り、当
期の経常利益が約10億円（948百万円）、次期の2014年
5月期は約20億円（1,986百万円）。注目されているROEで
も、13年5月期10.1% 14年５月期が14.1％、徐々に経営状
況が改善していることを解説しました。そして、第４次の中
期経営計画では、しっかりとした「E・Jブランド」を作るという
ことで、特に、東京オリンピックの開催を迎える2020年には
受注高300億円規模の企業体を作っていこうという方針
を明らかにしました。

23
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　最後に、今後もIR方針は積極的に行う方針であること
や、特に株価の状況をみると、数年前に比べると大きく改
善しているものの、先週の金曜日（10月24日終値）は1110
円であったが、PERではまだ７倍、PBRでも0.5倍と本来の
企業価値が充分伝えきれていないのが課題であると訴え
て、講演を締めくくりました。

おわりに
　去る2014年10月最後の週末二日間、岡山商科大学　
秋の大学祭における初めての『投資家と学生のための会
社説明会』の一部始終をご報告しました。
　おわりに、どのような経緯で、大学祭でこのような企画が
実り、多くの教職員の皆さんの協力を得て、『投資家と学
生のための会社説明会』を開催することができたかをご
報告しておかなければなりません。
　私自身は、2014年4月から岡山商科大学 経営学部 教
授として着任したばかりですが、上場企業と投資家（大き
く機関投資家と個人投資家に大別できます）の信頼関係
を築くためのIR（Investor Relations：インベスター リレー
ションズ）の分野で、約40年ばかり民間企業で活動してき
ました。
　IRに関心を持ったきっかけは、1971年から野村総合研
究所でアナリスト業務に携わってきましたが、1985年にアメ
リカ駐在となり、アメリカの上場企業を調査するため医薬
品やバイオテクノロジーの企業を中心に多くの企業訪問
を行っていた際に、アメリカのほとんどの企業がその会社
組織の中に「IR部門」を持っていたことでした。その後、こ
の30年間、日本でも上場企業のIR活動は、かなり普及して
きましたが、大学で本格的にIRを講義するところはまだ少
数ですし、大学祭で学生や投資家のための「会社説明
会」を行うところは皆無と言ってよいのではないかと思いま
す。
　現在、私は、岡山商科大学で企業論、企業分析入門、
証券化商品論（セキュリタイゼーション、J-REIT）などの講
義を通じて、学生の皆さんに「IR」の重要性を伝え、企業
のHPの「採用情報」ばかりを見ず、「IR情報・投資家情
報」をしっかりと読んで、特に経営者からのメッセージなど
にも直接触れて、是非、「IR就活」を行うように指導したい
と思っています。
　それには、学生にはまずIRの現場を数多く見てもらい、
見聞を広めることが早道ではないかと思い、2014年の前
期の「企業論Ⅰ」では、東京から地盤ネット株式会社の山
本 強社長に、後期の「企業論Ⅱ」では地元から株式会社
ハローズの佐藤 利行社長に各々ゲストスピーカーとして
ご登壇いただくことができました。
　その中間にあたる2014年夏には、東証主催の「+YOU
ニッポン応援全国キャラバンin岡山」（2014年8月24日～27
日の四日間）が開催され、主催者である東京証券取引所

（上場企業としては、日本取引所グループ）と岡山商科大
学の後援が実現し、これがイベント終了後のディスカッショ
ンを経て、秋の大学祭での二日間の「投資家と学生のた

めの会社説明会」の開催につながりました。
　大学祭に至るまでの経緯を辿れば、最初に「日本取引
所グループ」の広報・IR部長である多賀谷 彰氏のご登
壇が決まり、次に地元から「萩原工業」の萩原 邦章社長と

「E・Jホールディングス」の小谷 裕司社長のご登壇が決ま
りました。
　大学祭といえば、毎年恒例の「模擬店」や「ライブコン
サート」等の企画・運営が忙しく、興味や関心はあっても

「投資家と学生のための会社説明会」に学生全員が参
加することは難しかったようですが、学生以外にも証券会
社からご案内のあった個人投資家や地元企業でIR業務
の携わっている方や岡山の大学コンソーアムが講師を派
遣している「吉備創生カレッジ」（市民大学講座）の聴講
生の方など数多くの聴衆に、企業経営者から生の声を聴
いていただくことができました。
　2015年、岡山商科大学は創立50周年を迎え、ますます
の発展を期待される中、そのUSR（大学の社会的責任）
を果たすべく、様々な分野で新たな試みに挑戦できれば
と考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　

P R O F I L E

1. 近藤 一仁（1948年７月31日生まれ、66歳）

岡山商科大学 経営学部 商学科 教授。
1971年3月　横浜市立大学商学部経済学科　卒業
1971年４月　野村総合研究所（アメリカ、ドイツ駐在などを経て、役員待遇）
1994年６月　いちよし経済研究所（代表取締役社長、理事長、顧問）
2007年７月　宝印刷（常務執行役員、現　顧問）
2014年4月から現任。
著書は、「IR入門」（東洋経済新報社、共著）、「図解IRがわかる本」（PHP研究所、
共著）、「投資家・アナリストの共感をよぶIR」（東洋経済新報社、共著）、「企業価値
向上のための経営情報戦略～IRの本質について～」（中央経済社、単著）、「企業
価値評価改善のための財務・IR＆SR戦略」（中央経済社、共著）ほか多数。

2. 萩原 邦章 (1953年8月19日生まれ、61歳)

萩原工業株式会社 代表取締役社長 社長執行役。
1976年3月　駒澤大学経営学部　卒業
1976年３月　萩原工業入社（取締役、常務取締役）
1984年より、 当社　代表取締役社長、
2001年2月　岡山経済同友会　入会
2010年より　代表取締役社長　社長執行役（現任）
2010年11月～2013年10月　倉敷商工会議所副会頭
　　　　　　趣味：読書、版画、夜行か、鈍行で旅行

3. 多賀谷 彰 (1968年1月25日生まれ、46歳)

日本取引所グループ 広報・IR部長。　　　　
1990年3月　上智大学法学部法律学科　卒業
1990年４月　東京証券取引所　入所
2012年　　 （株）東京証券取引所グループ　渉外広報部長
2013年　　 （株）日本取引所グループ　広報・IR部長（現任）
　　　　　　趣味：旅行、音楽（ギター）

4. 小谷 裕司（1957年11月25日生まれ、57歳）

E・Jホールディングス 代表取締役社長（岡山大学より工学博士）。
1984年3月　中央大学大学院理工学研究科　卒業
1990年９月　エイトコンサルタント入社（常務取締役 社長室長）
1996年８月　エイトコンサルタント代表取締役
2007年６月　E・Jホールディングス　代表取締役（現任）
　　　　　　趣味：スキューバーダイビング、ゴルフ
（公財）八雲環境科学振興財団理事長
（一社）全国地質調査学連合会　常任理事
中国地質調査学協会理事長
（一社）建設コンサルタンツ協会　中国支部副支部長
全国測量学厚生年金基金理事・代議員
（一社）国際建設技術協会理事　他
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■他人事にしない
　私は，阪神淡路大震災が起きた平成7年4月に弁護士
になった。震災当時は司法修習生だった。そのときは埼玉
県の寮について，慣れ親しんだ地域が火の海に包まれる
のをテレビで傍観していたことに罪悪感を抱き，それがトラ
ウマのように残っている。
　テレビ画面の中の出来事は私には我が事だったが，見
ている仲間たちにとっては他人事だった。私は，同じような
ことが起きた時は，できる限り我が事としてとらえようと決意
した。後日，柳田邦男氏から「2．5人称の視点」という言葉
を聞いた。1人称は被害者本人，2人称はその家族，3人称
は専門家などの第三者。第三者は他人事としてモノを見
るのであるが，結果的に真実や事件の本質に迫れない。
大事なのは2人称と3人称の間にある2．5人称だと聞いて
腑に落ちた。
　神の見えざる手で世の中うまくいくというのが新自由主
義の論拠だが，それを説いたアダム・スミスは，別の本で「道
徳感情論」を説き，人間の本性は他人に同情するところで
あり，それと自由主義が混ざって社会が成り立つという。憲
法も大事なのは想像力。その立場に置かれた人の気持ち
や状況にどう想像力を働かせるかがポイントである。

■一人ひとりを尊重する復興
　憲法の中で最も重要な条文は13条である（「すべて
国民は，個人として尊重される。生命，自由及び幸福追求
に対する国民の権利については，公共の福祉に反しない
限り，立法その他の国政の上で，最大の尊重を必要とす
る。」）。
　冒頭にある「すべて」という言葉に注目したい。これは
全体主義のイメージではなく，逆に，一人ひとりを大切にしよ
うという意味である。もう少しかみ砕いて言うと「一人ひとり
の人間は，誰もが同じだけの価値がある。だから，誰もが等
しく尊重されなければならない」ということとともに「誰もが
違う，その違いを尊重しよう」ということでもある。この二つを
重ねて「すべて」と言っているのである。
　災害復興の場面でも道理は同じである。一人ひとりを
尊重するプロセスが震災復興である。これができていない
のではないか。
　たとえば，災害時は秩序維持が大事だといわれる。憲法
13条にも「公共の福祉に反しない限り」とあり，人権と人権
の衝突の調整は大事である。実際，日本国憲法が成立し
た翌年に審議された災害救助法について，国会では，たと
え災害時であっても人権の制限はまずいのではないかと
議論していた。ところが，今のご時世は全くその逆。制限す

る方向の施策は疑問もなく通っていく。問題はむしろその
後の復興に向けた営みであり，個人の尊重があまりに軽視
されている点にある。
　「関連死」とは，津波や地震で亡くなった直接死とは異
なり，一命を取り留めたにもかかわらず，その後にすべきこ
とを怠ったために命が奪われた「人による死」である。こ
の関連死が，東日本大震災では平成26年3月31日時点で
3089人にのぼっている。福島県の場合，直接死1607人に
対して関連死1704人で関連死が上回っている。これは，
一人ひとりの生命に対するケアを怠った結果であり，実態
調査など真剣な取り組みが必要だ。

■幸福追求と自己実現
　憲法13条には

「幸福追求」とい
う言葉もある。災
害復興のミッション
は「絶望の中に希
望を見いだし，あき
らめずに求めてい
くこと」である。そ
れが幸福追求権
の中身。これを「最大限尊重」すると書いてある。自己決
定権を徹底的に尊重しようとしていると読み解くことができ
る。被災者は自分自身の自立を求めるべきであり，何かをし
てもらうとか与えられるという受動的な姿勢ではうまくいか
ない。
　これを実践しているのが新潟県中越地震の被災地で
ある。決して人口が戻ってきたわけでもなく，地域産業が回
復したわけでもなく，むしろ過疎も高齢化がはなはだしい。
しかし，復興はうまくいったと皆さん胸を張っている。自分た
ちの地域に埋もれていた価値を震災をきっかけに再発見
し，自尊心とやり甲斐を持って零細農業に励んでおり，人々
の表情に屈託のない明るさを感じることができる。
　逆に，自分の考えを抑えて同調する復興が多く展開さ
れているのが東北の被災地である。たとえば牡鹿半島に
ある雄勝町はもともと漁業の町で，人口約4300人のうち約
3千人が津波被害に遭い，死者不明者も約100人にのぼ
る。復興方針について，海辺を捨てて高台に移る計画を
市が決め，1回目の集会で裁決を取った。「賛成しない人
は関係ありません，賛成する人は一緒に考えましょう，さあ
手を挙げてください」とやったところ9割が手を挙げた。し
かし，実際に計画を進めてみると，帰って来る人は2～4割し
かいない。後の6～8割の人々はどうなったのか。聞いてみ

大災害と法の役割
弁護士

津久井　進

2015.1.8

─被災者目線で災害復興と
　　　そのミッションに光を当てる
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ると，自分が反対して遅れるとよくないと思った，自分さえ我
慢すればよいと思ったとのことだった。そういう人が半数を
占めていた。自分の考えを抑えて同調することは，決して正
しいことではない。
　郡山から山形に避難した中村美紀さんという女性が，
平成26年9月11日，SNSにこんなことを書いた。「復興って，
自分が幸せになることなんじゃないかって。そのために，が
んばることなんだ，たぶん。…あのときたまたま福島にいた
私たちが，ひとりひとり幸せになることが復興なんだ」これを
みてハッと気付いた。「どうせ」自分たちのまちなんて，「どう
せ」見捨てられている，高齢者だけでは「どうせ」無理だ，な
どなど‥自尊感情を取り戻せていない所に問題があるの
ではないか。
　憲法には，この自尊感情を取り戻すための手法が書い
てある。それを災害バージョンに変換したものが必要。そ
れが，私たちが提唱する災害復興基本法案である。実は，
東日本大震災の直後に国会議員らにこれを考えて欲しい
と申入れたが，彼らは「今は理念とか大所高所の話はは
いらない，具体的実務的な法案がほしい」といった。そのと
きは，そんなものかと思った。しかし3年経ってみると，やはり
こうした明確なミッションが欠けていたのが一番の間違い
だったと思う。理念なき復興は必ずどこかで間違う。

■繰り返される情報統制
　関東大震災を
振り返ってみる。
1823年からまだ
約90年しか経って
いない。震災から2
日後の9月3日の号
外には「朝鮮人の
暴徒が起こって
横浜，神奈川を経

て八王子に向かって盛んに火を放ちつつあるのを見た」
とか，「不逞鮮人一千名と横浜で戦闘開始」などという見
出しが躍っている。情報媒体が限られていた時代だから，
国民はこの情報を信じたであろう。その結果，中国人や朝
鮮人あるいは社会思想家たちが虐殺された。当時の刑
事裁判の判例をみると，外国人の人々が助けを求めて警
察署に避難したところ，民間自警団たちが押し寄せて殺し
たりしている。治安維持の名目でこういうことが起きるのは
なぜだろうか。こうしたデマはどこから出たのだろうか。記
録によると，海軍省船橋送信所が9月3日午前8時15分，次
のように全国に打電している。「東京付近の震災を利用
し，朝鮮人は各地に放火し，不逞の目的を遂行せんとし，現
に東京市内に於いて爆弾を所持し，石油を注ぎて放火す
るものあり。現に東京府下には一部戒厳令を施行したる
が故に，各地に於いて十分周密なる視察を加え，鮮人の
行動に対しては厳密なる取締を加えられたし」
　先ほどの新聞とほぼ同じだ。こうした誤った情報を流す
のはたいてい政府や中央であるというのが関東大震災の

貴重な教訓である。
　あまり知られていないが，戦争中には大災害がたくさん
発生し，死者数が千人を超えるような惨事が立て続いた。
当時，防災に全く国費を使わず，防空壕はあっても災害に
対する避難は考えていなかった。それが被害拡大の一つ
の原因である。注目すべきは昭和19年と20年に起きた東
南海地震と三河地震だ。今，警戒されている南海トラフ地
震の直前の地震である。
　とりわけ悲惨だったのは，被害が隠されたことである。半
田市では，航空機工場で学徒動員の若者たちが働いて
いたが，繊維工場の壁をぶちぬいて窓を閉め切って入口
も1カ所に封鎖して働かせていたから，地震が来たとき，壁
がないからつぶれ，入口が1カ所しかないから逃げられず，
工場の下敷きになって女学生や中学生など150人ほど亡
くなった。そうした事実も含めて政府の方針で隠された。
朝日新聞は「東海地方に地震，被害最小限度に防止」，読
売新聞は「中部地方に地震，重要施設の被害僅少」。両
紙とも「死傷者は極めて少なく」と報道した。三重県九鬼
町，今の尾鷲市で回された回覧板には，「軍事上ノ必要カ
ラ，被害ノ情況ヲ知ラスコトハ禁ゼラレテオリマス」などと書
かれていた。
　災害時，いかに情報が操作されるか，という一つの表れ
である。東日本大震災の直後の原発事故に関する情報
が出されなかったことを想起していただければ，今も本質
は何ら変わっていないことに気付くだろう。自然災害が起き
ると，弱いところが現出し，社会の課題が濃縮して前倒しで
発生するのである。

■「住宅再建に公金」は違憲なのか
　阪神大震災における最大の課題は住宅復興だった。
政府は，私人の住宅に公金を使うのは私有財産制度の否
定となり憲法違反で，財政法上も認められないし，国民が
納得しない，と強調した。被災者は，そんな馬鹿な話はない
と運動を起こし，作家の小田実さんを中心にした市民活動
により，2482万8964筆（国民の5人に1人）の署名を集め，震
災から3年経った平成10年5月に「被災者生活再建支援
法」が成立した。
　振り返ってみると政府の主張は理論的にも間違いが多
かった。例えば住宅再建支援は私有財産制度に反すると
いっていたが，そのような法律などなかった。この点を喝破
したのが鳥取県知事（当時）の片山善博氏で，鳥取県西
部地震の住宅再建支援として300万円を拠出する補助
金制度を設けたところ，霞ヶ関から猛反対を受けた。しかし，

「憲法違反だからやめろ」との主張に対し，「憲法何条に
書いてあるのか教えてほしい」と反論し，簡単に論破した
とのことだった。そもそも憲法は国民の人権保障のために
政府に義務を課する法であり，これに反する解釈がなり立
つはずがない，というのが片山さんの認識だった。憲法の
ミッションを把握していたからこその施策だったといえる。
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■国家緊急権はいらない
　レベッカ・ソルニット著「災害ユートピア」が東日本大震災
の前年にベストセラーになった。その中に「エリートパニッ
ク」について説明がある。ハリケーン・カトリーナの時に米国
の州知事が，治安維持のため射殺を許可したとたん，被災
者救助中の黒人男性たちが誤殺されたという。パニックに
陥るのは大衆ではなく権力者や為政者だ。
　災害時には法の支配が必要だが，人の支配は場合に
よっては害悪となる。だから国家緊急権はいらない。国家
緊急権は，緊急事態が起きた時に権力者に権限を集中さ
せるという仕組みである。東日本大震災の時，私権制限は
やむを得ないという意見が国民の8割だったし，憲法調査
会や中央防災会議でも大災害時の特別権限が必要だと
言うが，そんなことはない。
　他国をみると，有事法制がベースになっている国（独，仏
など）や，有事法制と災害法制が輻輳している国（韓，米な
ど）があるが，日本のように周到な自然災害対策法が設け
られている国はない。日本で自然災害時にわざわざ国家
緊急権を設ける必要などない。国家緊急権を政府が握る
と悪いことが3つある。①混乱防止の名目で重要なことを
隠す。②情報統制で「大丈夫だ，落ちつけ」と連発する。
③私権制限をする。そして，全体主義に向かう。
　大切なのは法律のミッションを重視することである。災害
救助法の運用原則で，平等の原則を誤って，実際には，隣
の避難所も我慢しているからこちらの避難所も我慢しろと
いう。必要即応の原則を誤って，必要がなくなったら引き上
げるという。現物支給の原則を誤って，金を出さない根拠と
されている。災害救助法は人を救うための法律だ。人命
を最優先に，生活再建につなげ，被災者中心に考える運
用をしなければならない。
　個人情報保護法も「個人の権利利益を保護することを
目的とする」とあるのに，情報を守るために個人を犠牲にし
ている。復興予算流用問題は，東日本大震災復興基本法
の中に「日本の再生」「日本のあるべき姿を目指す」と書い
てしまったため，堂 と々流用された。こういうことは「ショック・
ドクトリン」（ナオミ・クライン著）で「惨事便乗型資本主義」
と表現されている。

■市民の自発性を活かす
　平時の「お任せ民主主義」の延長線上の「お任せ復
興」となると，復興は立ち往生する。うまくいっている地域も
ある（岩手県田野畑村，宮城県東松島市など）。いずれも
市民が自発的に関与をしている。福島県新地町は人口8
千人程度なので，町長は「すべての世帯の名前が言える」
というレベルで，直接民主主義的に物事を進め，うまくいっ
ている。
　一方，宮城県名取市は最も早く計画を立てたが，認可が
下りたのは最後になった。市が一方的に復興計画を出し
て大反発が起きたからで，復興の現場で民主主義を軽ん
じるとこうなってしまう。住民が主役になり，他人の意見に
耳を傾け，的確な情報に基づき，多様性を尊重しながら熟

議を尽くす。時間はかかるかもしれないが，決まった後の執
行はかえって早くなる。だから，こうした民主的な合意形成
のプロセスが災害復興では大事なのである。
　この合意形成の反対が二者択一だと思う。神戸の被
災地の中でも，特にマンションで多く見られた。復旧か建て
替えかの選択を迫られ，紛争が起き，裁判になった。兵庫
県宝塚市の分譲マンションでは，震災から15年を経て再建
されたが，もともと131世帯あったうち1世帯しか戻らなかっ
たという。何のための再建だったのかを問い直さざるを得
ない。
　ボランティア活動も同じ。ボランティアとは市民の，市民に
よる，市民のための活動である。これが行政の下請けとな
ると，戦時下の隣組と同じことになってしまう。作法を強調し
たり，組織化したりするのではなく，自由，自主，無償という本
来の役目に立ち，自由にボランティア活動をさせるべきだ。
憲法前文の「日本国民は」という主語を「ボランティアは」
に置き換えたら，そのまますべて当てはまると思う。

■メッセージ
　阪神淡路大震
災から20年目を迎
え，これまでの20
年を振り返って20
の教訓をメッセー
ジとして 伝えた
い。
　 ①あきらめな
い、②がんばらない」、③がまんしない、④わすれない、⑤
みとめあう、⑥なぐさめあう、⑦つながりあう、⑧かんがえぬ
く、⑨たちあがる、⑩よせあつめる、⑪深刻さをわらいあう、
⑫絶望をこわがらない、⑬過去をよくふりかえる、⑭制度を
やわらかくする、⑮自分の力でやる、⑯人の話を聞く、⑰急
がば回れ、⑱己を知り限界を知る、⑲行政は頼らず頼られ
ず、⑳誰のため何のためかを考える。
　このメッセージは、災害復興の教訓だが、普段の生活
や活動でも当てはまることだと思う。絶望の中から生まれ
たポジティブメッセージとして活かしていただければ幸い
である。
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アナログഔମを利༻したۚ༥経ࡁ教ҭのための
ௐࠪ研究ૅجにؔする࡞の੡ࡐけ教޲ಐࣇ

ܞ࿈׭ֶ࢈▼
ηϯλーڞಉ

ڀݚ

̍ɽڀݚͷ໨త
　印刷産業10団体で設立された日本印刷産業連合会
は、『印刷産業は「情報価値創造産業」として大きく変貌
しており、製造業としての印刷技術の革新を積極的に推
進し、情報サービス産業として新しい領域でのビジネスを
創出している』と印刷産業の技術の広がりを紹介してい
る。��

　平成22年12月から平成26年9月までの共同研究では、
地域の印刷事業は、需要・供給両サイドのプレイヤーが多
様化、流動化している。産業・市場の構造変化に対応す
るため①競合企業間の業務提携や買収・合併の拡大で
発生した空白地帯へのアプローチ②顧客ニーズに併せ
た組織の見直しと命令系統の簡素化③ルーティン業務か
ら「場」を捉えて提案を行う情報発信手段や基地局設置
など、事業変革の必要性が明らかになってきた。�2

̎ɽڀݚͷഎܠ
　経済産業省は、国民の暮らしぶりの向上と経済の活性
化のため、『日本人の感性を活用したものづくり・サービス
活動を「感性価値創造イニシアティブ ��」』という提言にま
とめ、平成20（�08）年度から平成22年度を「感性価値創
造イヤー」と位置づけ、感性価値創造の実現に向けた施
策に取り組んだ。
　感性価値創造イニシアティブでは、感性価値を『「感性
が経済価値を持つものとして可視化され、共感されたも
の」、感性は多様で、それ自身を定義することは困難であ
るが、感性価値は「一つの経済価値として」定義可能で
あり、これを実現できれば、高機能、高品質を超えた価値́
対価を実現し、同時に、ものやサービスに対する生活者の
愛着や固定的なߪ買層を֫得できる。素材・部材から最
終製品までの広がりを持った工業製品全般、流通、サー
ビス、コンテンツ、農産品まで共通して、新たな日本のもの
づくりやサービスを考える上で、「感性価値」の創造が普
ว的に重要』としている。

̏ɽௐࠪํ๏
　2025年を迎えるに当たり、若い世代への新たな情報価
値の提案場所として「夢の資料ؗ」を構築するため、岡
山商科大学担当教員とＦＰコース生が行っている、児童
への金融経済教育�� と保護者の自己啓発や世代間学
習を意識した家族向けプログラムに注目しながら、教育を
通じての効果を明らかにする。

̐ɽௐࠪ݁Ռ
　金融経済教育プログラム「キッズマネー教室」を整理す
ると、小学校低学年、おおむね10歳未満の児童とその家
族を対象にしたロールプレイングタイプのボードゲームで、

学校行事やクラブ、コミュニティ活動などのライフイベントを
反映させて財政計画の重要性を示し①共通目標の設定
と資金計画や収支管理②消費行動の判断や優先順位
の選択基準③ゲームを通じたグループ活動での学びの
過程やプロセス、などをゴール結果から理解させ、保護者
にはゲーム進行に沿った児童相互の関わり方や参加意
欲、選択行動の背景と一般的な考え方を説明している。
　また、開催環境や時間制限による影響は少なく、小規
模会場・事前募集と1,000人規模・不特定どちらのタイプで
も、参加者は小遣いの有無や時期、金額などへの関心が
金融経済教育とともに高く①ボードゲームの手軽さ、人
数、時間などのඍ調整のॊ軟性②他家族との価値観、対
処方法等の差異③学習効果と継続性の可能性について
好意的な反応が見受けられ、若い世代への情報発信手
段の方向性としては一定の成果があがっていると考える。

̑ɽ·ͱΊ
　携帯情報端末を使った新たな学習形態は枚挙にいと
まがないが、アナログゲームを使用した世代・家族間学習
ツールは感性・情報価値創造への方法として期待出来
る。ただし、単年度調査だけで結論づけるには早計であ
り、今後さらに時間をかけ進展を見守りたい。

共同研究

��　一ൠ社ஂ๏人೔本ҹ࢈࡮業࿈合会（೔ҹ࢈࿈（+'1I））、
)0.& � ҹ࢈࡮業のٕज़ � ҹ࡮の基本 広がるҹ࢈࡮業のٕ
ज़、KGQJ�PS�KQ�UFDIOPMPHZ�BDU�JOEFY�IUNM、アクηε2����2��
�2　高ྛ౳、஍ํ౎市にお͚る中ݎҹٴ࡮び、ಉؔ࿈࢈業の業
ଶ変ֵについてのγφリΦख๏を用いた戦略構ஙのڀݚ、঎大レ
Ϗϡー WPM�22 QQ�2�Ŗ2�、Ԭࢁ঎Պ大学 2�����
��　経࢈ࡁ業ল、ੑײՁ஋૑଄イχγアティϒ、
XXX�NFUJ�HP�KQ�DPNNJUUFF�NBUFSJBMT�EPXOMPBEpMFT�H��
���B��K�QEG、アクηε2��������
��　小஑୓ࣗ、੨গ年をめ͙ るॾ໰୊総合調ࠪ報ࠂ書　ۚ༥経
、ہࠪߟびཱ๏ٴ会ਤ書ؗ調ࠪࠃཱࠃ、��ҭ　QQ���Ŗڭࡁ
2����2

ݙจߟࢀ

੢ඌ૯߹ҹ࡮株式会社　ઐ຿取締役　಺藤 ޭ一 

営業部࣍長　઒井 อ༟　営業部՝長　੺໦ ج७
૯຿部　੢ඌ 雅٢

経営学部।教授　∁ྛ ޺一
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पظ࢈ҩྍମ੍と地域ҩྍࢪઃ
　第３次岡山県地域医療再生計画��及び、周産期医療体制
整備計画�2では、周産期体制ついて6箇所の総合・地域周産
期母子医療センターと43箇所の病院・਍療所、助産所で分ส
を取り扱っているが一般施設は減少傾向にあり、人口10万人
あたりの産科医師数9.3人では全国を上回り、助産師数はやや
下回っている。周産期死亡率は低下し、リスクの高い೛産婦や
低出生体重児の出生割合が増加しており「ᾇ周産期医療機
関相互の連携強化ᾈ周産期医療機関と消防機関との連携
強化ᾉ医師、助産師等の育成及び確保ᾊＮＩＣＵ�� 退院児に
対する適切な療育・療養環境の確保ᾋ೛婦の健康管理、など
の周産期医療ネットワークの整備が必要である。正常分สや
低リスク分ส、೛婦検਍などは地域の病院・਍療所での受信
を誘導し、切迫早産や帝王切開などのハイリスク೛৷を周産
期母子医療センターが取り扱うなどの機能分担と連携を図りな
がら、分ส施設の重点化・集約化をさらに進めるべきだ」との
方針を打ち出している。

ݴの地域ภࠩղফへのఏࢣ຿ҩۈਓՊ්࢈
　日本産婦人科医会（医会）では産婦人科勤務医師の待遇
改善と女性医師の就労環境の現状に関する調査を実施、検
討し、産婦人科医療の専門家団体として日本産科婦人科学
会（学会）と共に次のような緊急の提言を行っている。��

˔都道府県は、地域࿮・਍療科࿮の活用を含め、産婦人科新
　規専攻医の増加のための施策を緊急に実施すること。
˔都道府県は、地域で産婦人科医を養成し、技術習得を支援
　し、専門性向上の機会を提供することのできる体制を緊急
　に整備し、地域格差の改善に努めること。
˔地域の基幹分ส取扱病院は、重点化・大規模化をਝ速に
　推進し、勤務医の当直回数の削減、当直明け勤務緩和、交
　代制勤務導入等の勤務条件の改善が可能な体制とするこ
　と。

೛්࢈ɺՈ଒のڥ؀มԽ
　生活習慣、家族との関係、ワーク・ライフ・バランスなどのライ
フスタイルが多様化し、産院選びを従来からの専門検査機器、
施設内連携、実績を重視する೛産婦もいる反面、正常೛৷・
分ส、人工೛৷中絶などは保ݥ਍療対象外で೛婦健਍も保
�、個室や居室性、カルチャー教室�਍療には含まれないためݥ
実施、割引制度や駐車場の広さなどを病院選びの条件に加
える೛産婦も増加傾向にある。
　社会保障制度改革国民会議をはじめ、様々な機関が医療
資源の効率化について、地域包括ケアシステム、総合਍療医
や「かかりつけ医」確立と育成、ゲートキーパー機能的体制の
必要性を論議しているが、女性患者や೛産婦は医療費負担

の一部を೛婦健਍の受਍料一部無料化や出産育児一時金
（平成27年1月から40.4万円）や出産手当金・祝い金の拡充な
ど現金支給されており、医療費の抑制や患者の誘導はあまり
機能していない現状である。

पظ࢈ҩྍのܦӦ՝୊
　共同研究の医療法人は、昭和47年、岡山県南西部保健医
療圏域に個人開業し、産婦人科・小児科を標ᒗ、平成14年か
らは事業承継者が院長に就任、産科医2名助産師8名他、年
間350例を越える分ส取り扱いのある医療施設である。倉敷
地域では平成12年22施設から平成26月12月現在9施設と分
ส取り扱い停止や閉鎖する施設が相次ぎ、井ּ地域でも同様
なためઙ口市周辺、玉島・児島地区からの初਍೛婦健਍や分
ส予約が増加している。出産医療を担う医療機関が減少した
ことで、೛婦がԕ隔地の病院・਍療所で出産するケースや、予
約制により分ส数を制限する病院が見られるなど、「೛産婦」
を取り巻く現状は深刻である。
　今後の取り組みでは、周産期医療制度において「一般病
院・਍療所」「೛産婦・女性患者」の現状について、人口動態
調査や立地、周辺施設などのデータ調査と聞き取り調査を検
討し、体系的に整理・分析を行い問題の所在と克服すべき課
題を明らかにしていく。

��　Ԭݝࢁอ݈෱ࢱ部、ୈ３࣍Ԭݝࢁ஍Ҭҩྍ࠶生ܭը・
　ฏ成2�年2݄変ߋ、
　XXX�QSFG�PLBZBNB�KQ�VQMPBEFE�MJGF�������@�������@
　NJTD�QEG、2�����
�2　Ԭݝࢁอ݈෱ࢱ部、Ԭݝࢁपظ࢈ҩྍମ੍੔උܭը・
　ฏ成2�年�݄発表、
　XXX�QSFG�PLBZBNB�KQ�VQMPBEFE�MJGF������@������@NJTD�QEG、
　2�����
��　/FPOBUBM IOUFOTJWF $BSF 6OJU・৽生ࣇಛఆ集中ࣨྍ࣏、そのଞにも
　฼子・଻ࣇ集中ྍ࣏ ・ࣨ.'I$6、ճ෮ྍ࣏ظ ・ࣨ($6がありઐ໳ҩྍを
　２４時間ମ੍で͏ߦ 。設ࢪ
��　ެӹ社ஂ๏人೔本්࢈人Պҩ会、Θがࠃの්࢈人Պҩྍ࠶建のため
　のٸۓఏݴ・ฏ成2�年�2݄発表、
　XXX�KTPH�PS�KQ�TUBUFNFOU�QEG�LJOLZV@UFJHFO@2����2���QEG、
　2����2
��　೔本࢈Պ්人Պ学会2ࢽࡶ���年（ୈר��ୈ�߸）、
　ଔݚޙमプϩグラϜ「��อݥ਍ྍについて」、ฏ成��年�݄、
　GB�LZPSJO�DP�KQ�KTPH�SFBE1%'�QIQ pMF�UP��������
　,+�������2����QEG、2����2
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ΤϦアɾϚʔέςΟϯグにؔするௐࠪ研究
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1��2�11೥大࿈Ξンέʔτௐࠪ
　
　株式会社ビートシステムサービスとの共同研究「中国人
向け金融サービスの研究」では、中国人がどのような金融
サービスを求めているのかについて検討するために、日中
及びその周辺国で基ૅ的調査を行い、最終的に、留学や
ビジネス・観光等で来日する中国人に対して、金融・流通業
者等がとるべき戦略について提言することをૂいとしてい
る。本ߘでの研究はその一部として行っている。
　さて、中国の方 と々の交流を深めると「中国人は借金し
てまで何かを買ったりしない」という意見をよく耳にする。こ
れは単なるଏ説なのだろうか、それとも真実なのだろうか。も
し真実だとすれば、中国人はローンに対して相当な఍抗感
を持っているということであり、消費者信用の利用を阻害す
る要因のひとつになっているのではないだろうか。

ਤ１　大࿈Ξンέートௐࠪ
 

　2011年9月に中国・大連市において、大連外国語大学の
協力を得て実施したアンケート調査では、その一部で「消
費者信用の利用に対する人々の考え方」を知るために、

「なんでもお金をためてから買うべきだと思っていますか？」
という質問を行った。図１にあるように、全体の78％が「は
い」と回答しており、「中国人は借金してまで何かを買ったり
しない」という意見はある程度真実であることが裏付けられ
た。ただし、この調査を年代別にみると、「はい」と回答した
比率が50代94％、40代84％と相当高率なのに対して、30代
74％、20代70％というように若い世代ほどその比率が低くな
る結果が得られた。すなわち、年齢が上の世代になればな
るほど「中国人は借金してまで何かを買ったりしない」という
説が当てはまり、逆に、若い世代になればなるほど借金に対

する఍抗感がബれてきていることが判明した。このことか
ら、将来世代交代が進むにつれて、この意識の差は消費
者信用需要の増加をもたらす要因となることが推測され
た。

2��2�1�೥঎大Ξンέʔτௐ ʢࠪશσʔλʣ
　
　2011年大連アンケート調査での「なんでもお金をためて
から買うべきだと思っていますか？」という質問に対して、全
体の78％が「はい」と回答していた。この時点では、日本で
同様の調査を行った場合、この比率は低下するのではな
いだろうかと予想した（以下、これを「予想」とする）。なぜな
ら、日本では中国と比較して様 な々消費者信用の仕組みが
充実しており、クレジットカードの普及率、消費者信用市場
規模も相当に大きい。例えば、一般社団法人日本クレジット
協会の調査によれば、2013年3月末の日本でのクレジット
カード発行枚数は、2億5,979万枚であり、国民1人当たりで
は約2枚所有している。また、同協会の調査によれば、販売
信用と消費者金融を合わせた消費者信用の規模は2012
年が59兆5,773億円である。
　上記の「予想」を確認するために、2014年11月、岡山商
科大学の流通システム論Ⅱを受講している学生を対象とし
て「学生の意識調査アンケート」を行った。したがって、無作
為のデータではないことを断っておく。商大アンケート調査
においては、国籍や性別の基本的な質問に加え、クレジット
カードや電子マネー等に関係するいくつかの質問を質問
ථに学生自身が回答する方式で行った。本調査での基本
的なデータ属性は、図２に示されるように、国籍については
日本57％、中国40％、その他3％である。また、性別は男性
56％、女性44％である。さらに、本調査の全データの平均年
齢は21.2歳、日本人は20.3歳、中国人は22.1歳であり、20代
に限定した調査である。

ਤ２　商大Ξンέートௐࠪ、σータのࠃ੶とੑผのߏ੒

 
　さて、商大アンケート調査においても、その一部で大連ア
ンケート調査と同じく「なんでもお金を貯めてから買うべきだ
と思っていますか？」という設問を設定した。図３に示すよう
に、全データの58％が「はい」と回答している。この結果を、
大連アンケート調査での20代の結果70％と比較すると10％
以上低い比率となっている。さらに、本調査対象の日本国
籍の比率が57％であることを考えると、一見、「予想」は正し
かったかのように見える。しかし、この「予想」は全く的外れ
であった。
　また、これを性別で見ると、「はい」は男性が64％、女性が
49％であり、借金をすることに対しての఍抗感が男性の方
が強いと言えるが、後述するように、これは日本人について
のみ当てはまっている。

ਤ３　商大Ξンέートௐ （ࠪ全σータ）
 

3��2�1�೥঎大Ξンέʔτௐ ʢࠪࠃ੶ผσʔλʣ

　同じ設問に対して、日本人データと中国人データを別々
に集計すると、図４に示されるように、「はい」と回答した日本
人は全体で69％、男性が72％、女性が57％である。これを
大連アンケート調査での20代の結果70％と比較すると、男
性ではその比率が若干であるが上回っており、日本人全体
でもその比率はほぼ同等であり、「予想」は全く外れている
と言わざるを得ない。
　さらに、図５に示されるように、「はい」と回答した中国人
は全体で44％であり、集計結果についての男女間の性差
はほとんどなく男性が44％、女性が45％である。これを大連
アンケート調査での20代の結果70％と比較すると、全体で
26％も低い結果となっている。
　すなわち、商大アンケート調査では、ローンに対してより఍
抗感を持っているのは中国人よりも日本人であり、「予想」と
は全く逆の結果が示されている。

ਤ̐　商大Ξンέートௐ （ࠪ日本人）
 

ਤ̑　商大Ξンέートௐ （ࠪதࠃ人）
 

���大࿈Ξンέʔτௐࠪと঎大Ξンέʔτௐࠪのࠩҟ

　20代の中国人について、大連アンケート調査と商大アン
ケート調査の結果が大きく異なるのはなぜだろうか。いくつ
かの原因が考えられる。
　まず、データの属性が異なるという点が原因として考えら
れる。大連アンケート調査では大連外国語大学の学生の
友人・知人や家族・親せきなどに電話をかけて聞き取り調査
を行った。データ全体の平均年収は94,333元であり、中国
統計年ؑ2010の都市部の最高クラス（上位10％）の一人
当たり平均年収51,349元（2009年の数値）を大きく上回っ
た。これは調査に協力してくれた学生の保護者が、大学に
子を通わせることができる経済力を持っている非常に裕福
な層であることを意味していると推測された。しかし、商大
調査ではそれよりもさらに裕福な中国人の層が調査対象に
なったと考えられる。なぜなら、岡山商科大学の１年間の学
納金（ほぼ100万円）だけでも2014年12月現在の為替レー
ト１元約19円で換算して５万元以上の価値があり、留学生
としての生活費も考慮すれば、都市部の最高クラスの一人
当たり平均年収51,349元（2009年の数値）をはるかに上回
る。それを子供だけに使っているのであるから、大連調査と
比較して、より裕福な層が対象となっている可能性がある。
実際に、「家族の年収はどれだけですか？自分の国のお金
で答えてください」という設問に対して中国人の平均回答
は211,282元（有効回答率57％）であった。
　次に、大連アンケート調査と商大アンケート調査の時間
差約３年間に大きな環境変化があり、それが中国人の回答
に大きな差異を生じさせたのではないだろうか。例えば、広
瀬真人、ཥஐܛ「転換期を迎える中国の消費金融サービ
ス」知的資産創造2013年11月号によれば「2012年末まで
に中国の消費財・サービス向けの貸出残高は10兆2700億
元に達し、1997年末より約600倍も増えた。・・・2001年から12
年の約10年間 の消費関連貸付残高は急激に増加して約
15倍となり、約29%の年成長率」である。単純に考えると、
消費関連貸付残高が３年間でほぼ２倍となる大きな環境
変化があったことを示している。
　ただし、以上の議論はまだまだ不完全なものであり、原因
と考えられるどちらも直ちに両調査結果の差異の原因であ
るということはできない。これを改善し両調査結果の差異の
原因を探ることは非常に興味深い今後の課題である。
　最後に今回の商大アンケートに協力していただいた学
生のみなさんに感謝します。
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1��2�11೥大࿈Ξンέʔτௐࠪ
　
　株式会社ビートシステムサービスとの共同研究「中国人
向け金融サービスの研究」では、中国人がどのような金融
サービスを求めているのかについて検討するために、日中
及びその周辺国で基ૅ的調査を行い、最終的に、留学や
ビジネス・観光等で来日する中国人に対して、金融・流通業
者等がとるべき戦略について提言することをૂいとしてい
る。本ߘでの研究はその一部として行っている。
　さて、中国の方 と々の交流を深めると「中国人は借金し
てまで何かを買ったりしない」という意見をよく耳にする。こ
れは単なるଏ説なのだろうか、それとも真実なのだろうか。も
し真実だとすれば、中国人はローンに対して相当な఍抗感
を持っているということであり、消費者信用の利用を阻害す
る要因のひとつになっているのではないだろうか。

ਤ１　大࿈Ξンέートௐࠪ
 

　2011年9月に中国・大連市において、大連外国語大学の
協力を得て実施したアンケート調査では、その一部で「消
費者信用の利用に対する人々の考え方」を知るために、

「なんでもお金をためてから買うべきだと思っていますか？」
という質問を行った。図１にあるように、全体の78％が「は
い」と回答しており、「中国人は借金してまで何かを買ったり
しない」という意見はある程度真実であることが裏付けられ
た。ただし、この調査を年代別にみると、「はい」と回答した
比率が50代94％、40代84％と相当高率なのに対して、30代
74％、20代70％というように若い世代ほどその比率が低くな
る結果が得られた。すなわち、年齢が上の世代になればな
るほど「中国人は借金してまで何かを買ったりしない」という
説が当てはまり、逆に、若い世代になればなるほど借金に対

する఍抗感がബれてきていることが判明した。このことか
ら、将来世代交代が進むにつれて、この意識の差は消費
者信用需要の増加をもたらす要因となることが推測され
た。

2��2�1�೥঎大Ξンέʔτௐ ʢࠪશσʔλʣ
　
　2011年大連アンケート調査での「なんでもお金をためて
から買うべきだと思っていますか？」という質問に対して、全
体の78％が「はい」と回答していた。この時点では、日本で
同様の調査を行った場合、この比率は低下するのではな
いだろうかと予想した（以下、これを「予想」とする）。なぜな
ら、日本では中国と比較して様 な々消費者信用の仕組みが
充実しており、クレジットカードの普及率、消費者信用市場
規模も相当に大きい。例えば、一般社団法人日本クレジット
協会の調査によれば、2013年3月末の日本でのクレジット
カード発行枚数は、2億5,979万枚であり、国民1人当たりで
は約2枚所有している。また、同協会の調査によれば、販売
信用と消費者金融を合わせた消費者信用の規模は2012
年が59兆5,773億円である。
　上記の「予想」を確認するために、2014年11月、岡山商
科大学の流通システム論Ⅱを受講している学生を対象とし
て「学生の意識調査アンケート」を行った。したがって、無作
為のデータではないことを断っておく。商大アンケート調査
においては、国籍や性別の基本的な質問に加え、クレジット
カードや電子マネー等に関係するいくつかの質問を質問
ථに学生自身が回答する方式で行った。本調査での基本
的なデータ属性は、図２に示されるように、国籍については
日本57％、中国40％、その他3％である。また、性別は男性
56％、女性44％である。さらに、本調査の全データの平均年
齢は21.2歳、日本人は20.3歳、中国人は22.1歳であり、20代
に限定した調査である。

ਤ２　商大Ξンέートௐࠪ、σータのࠃ੶とੑผのߏ੒

 
　さて、商大アンケート調査においても、その一部で大連ア
ンケート調査と同じく「なんでもお金を貯めてから買うべきだ
と思っていますか？」という設問を設定した。図３に示すよう
に、全データの58％が「はい」と回答している。この結果を、
大連アンケート調査での20代の結果70％と比較すると10％
以上低い比率となっている。さらに、本調査対象の日本国
籍の比率が57％であることを考えると、一見、「予想」は正し
かったかのように見える。しかし、この「予想」は全く的外れ
であった。
　また、これを性別で見ると、「はい」は男性が64％、女性が
49％であり、借金をすることに対しての఍抗感が男性の方
が強いと言えるが、後述するように、これは日本人について
のみ当てはまっている。

ਤ３　商大Ξンέートௐ （ࠪ全σータ）
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　同じ設問に対して、日本人データと中国人データを別々
に集計すると、図４に示されるように、「はい」と回答した日本
人は全体で69％、男性が72％、女性が57％である。これを
大連アンケート調査での20代の結果70％と比較すると、男
性ではその比率が若干であるが上回っており、日本人全体
でもその比率はほぼ同等であり、「予想」は全く外れている
と言わざるを得ない。
　さらに、図５に示されるように、「はい」と回答した中国人
は全体で44％であり、集計結果についての男女間の性差
はほとんどなく男性が44％、女性が45％である。これを大連
アンケート調査での20代の結果70％と比較すると、全体で
26％も低い結果となっている。
　すなわち、商大アンケート調査では、ローンに対してより఍
抗感を持っているのは中国人よりも日本人であり、「予想」と
は全く逆の結果が示されている。

ਤ̐　商大Ξンέートௐ （ࠪ日本人）
 

ਤ̑　商大Ξンέートௐ （ࠪதࠃ人）
 

���大࿈Ξンέʔτௐࠪと঎大Ξンέʔτௐࠪのࠩҟ

　20代の中国人について、大連アンケート調査と商大アン
ケート調査の結果が大きく異なるのはなぜだろうか。いくつ
かの原因が考えられる。
　まず、データの属性が異なるという点が原因として考えら
れる。大連アンケート調査では大連外国語大学の学生の
友人・知人や家族・親せきなどに電話をかけて聞き取り調査
を行った。データ全体の平均年収は94,333元であり、中国
統計年ؑ2010の都市部の最高クラス（上位10％）の一人
当たり平均年収51,349元（2009年の数値）を大きく上回っ
た。これは調査に協力してくれた学生の保護者が、大学に
子を通わせることができる経済力を持っている非常に裕福
な層であることを意味していると推測された。しかし、商大
調査ではそれよりもさらに裕福な中国人の層が調査対象に
なったと考えられる。なぜなら、岡山商科大学の１年間の学
納金（ほぼ100万円）だけでも2014年12月現在の為替レー
ト１元約19円で換算して５万元以上の価値があり、留学生
としての生活費も考慮すれば、都市部の最高クラスの一人
当たり平均年収51,349元（2009年の数値）をはるかに上回
る。それを子供だけに使っているのであるから、大連調査と
比較して、より裕福な層が対象となっている可能性がある。
実際に、「家族の年収はどれだけですか？自分の国のお金
で答えてください」という設問に対して中国人の平均回答
は211,282元（有効回答率57％）であった。
　次に、大連アンケート調査と商大アンケート調査の時間
差約３年間に大きな環境変化があり、それが中国人の回答
に大きな差異を生じさせたのではないだろうか。例えば、広
瀬真人、ཥஐܛ「転換期を迎える中国の消費金融サービ
ス」知的資産創造2013年11月号によれば「2012年末まで
に中国の消費財・サービス向けの貸出残高は10兆2700億
元に達し、1997年末より約600倍も増えた。・・・2001年から12
年の約10年間 の消費関連貸付残高は急激に増加して約
15倍となり、約29%の年成長率」である。単純に考えると、
消費関連貸付残高が３年間でほぼ２倍となる大きな環境
変化があったことを示している。
　ただし、以上の議論はまだまだ不完全なものであり、原因
と考えられるどちらも直ちに両調査結果の差異の原因であ
るということはできない。これを改善し両調査結果の差異の
原因を探ることは非常に興味深い今後の課題である。
　最後に今回の商大アンケートに協力していただいた学
生のみなさんに感謝します。
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OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.24

　岡山南高校の商業クラブは，農産物を活かした商品
化による地域活性化に取り組んでいます。これまで，ԫニ
ラを利用した「カマボゴ」の商品化に成功し，販売量も確
実に増やしています。本レビューでは，新庄村にある特産
物を活用して地域活性化に取り組んだ生徒が，活動を通
して考え学んだことと，それらに対して与えられた結果に
ついて報告します。

৽ঙଜͷੑ׆Խ
঎業Պ�年　　ઙҪ　Үࢤ
　私はこの新庄村を活性化させるプロジェクトを通じて，
様々なことを学ぶことができました。まず，新庄村という村
を知らなかったので，村そのものを知ることができました。
そして，この活動を通じて，様々な人が支え合うことで，一
つの地域を活性化させることができるということに，私は
感動しました。　　
　もちろん，新庄村の特産物に注目して，活性化させよう
と立ち上がったのは私たちです。しかし，私たちだけの力
で商品を開発し，テレビやラジオでその活動が報道され
ることはなかったと思います。
　この商品開発を通じて，私は人と人とが支え合うことの
大切さを，改めて実感することができました。それに，商品
を販売する際，売る場所や売る人によってもその売り上げ
が異なることに興味を持ちました。
　ところで，私たち商業クラブの主な目的は，岡山を知り，
岡山に貢献し，岡山を全国に発信することです。例えば，
岡山を知ることで岡山に貢献するために何をすべきか
が，見えてくると思います。逆に考えれば，岡山のことを知

らなければ，岡山に貢献することはできないということにな
ります。
　そこで，私は新庄村のことをしっかりと理解することで，
活動が活発になるのではないのかと考えました。そのため
に，部員が一緒になって新庄村のことを調べ，多くの人々
に村の良さをどうすれば知ってもらうことができるかを，何
度も話合いました。
　その特産物についても，特性を理解し，どの様に販売
していくかを，部員同士で考え話し合いました。時には，部
員の意見がそれぞれ異なり，組織で動くことの難しさもよく
分かりました。さらに，商品を自分たちで販売することの難
しさを知り，苦労もしました。一方で，お客さんに商品をたく
さん買ってもらった時に，喜びを感じることもできました。私
たちの活躍を見て，買いに来て下さる方も多くいて本当に
嬉しかったです。
　私たちの活動がテレビやラジオで取り上げられることに
より，新庄村の知名度も高まり，僅かですが，活性化に貢
献することができたと感じました。それ以上に，テレビやラ
ジオに出演することにより，私たちの商品開発に対する意
欲が高まりました。
　その結果，新庄村の商品開発をシリーズ化することが
できました。第2弾の商品化は，皆で話し合って「ひめら
て」を甘味料として開発したラスクでした。その後，これを
販売することにより，新庄村の活性化につながっているこ
とが，村の方からいただいた手紙などから分かりました。
　この様に，より多くの人に新庄村を知ってもらうために
取り組んだ商品開発のプロジェクトが，村の知名度を上
げ，新庄村を活性化させることに役だったのです。私たち

部員はこの成果をތりに思っています。これからも，私た
ちの取り組みで元気になる人が増え，岡山県内の地域の
活性化につながることを願っています。

஍Ҭͷੑ׆Խ
঎業Պ�年　　Ѩ部　४໵
　私は商業クラブのトップマネジメント講座に所属しなが
ら，地域の特産品を使って町おこしをしていく活動に携わ
ることができ，非常に良かったと思っています。1ŋ2年生の
時は部活動で急がしく，なかなか参加できないこともあり
ました。しかし，部活動を引退してから初めて販売実習に
参加することができ，そこでいろんな経験をしました。
　実際に実習を通じて，販売することの大変さを知りまし
た。一方で，商品を生産し，接客から販売にいたるまでの
流れを学ぶことができました。1回の実習でしたが，様々な
立場の人がそれぞれやるべきことや，生産から加工，そし
て，販売が一つの流れになっていることを感じました。
　販売の時に私も初めはஏずかしさで，声を出すことが
できませんでした。しかし，そういういろいろな人の思い
や，私たちの活動に協力してくれている新庄村のことを思
うと次第に声がでてきました。また，お客様にしっかりと新
庄村のことを伝え，上手に説明することもなかなか出来ま
せんでした。その様なとき，お客様から「よく頑張っている
ね」とか「岡山南高校の生徒だから買っていこうかな」と
声をかけてもらい，販売をやって良かったと感じました。
　今回の取り組みは，村の特産品「ヒメノモチ」から生産
される甘100％߿の天然甘味料「ひめらて」を使っての商
品開発でした。「ひめらて」は生産性とコストパフォーマン
スが低く，加工食品としては不向きと思われました。しか
し，࠭ 糖に比べてカロリーが低いにもかかわらず栄養価
が高いことと，天然甘味料である特徴は，消費者の健康
志向にうってつけでした。
　そこで，私たちは少量の「ひめらて」で甘味をつける

「肉ᖱめのたれ」と「ごまドレッシング」を企画しました。そし

て，生きた天然߬母で天然ৢ造にこだわる河野ਣ味઻
製造工場へ試作をお願いし，商品化しました。近年，高ま
る健康志向に加え，本物志向も満たせる商品を目指した
のです。　
　同様に，私たちは他にも新たな商品開発をしようと考え
ました。たくさんのアイデアの中から，「ひめらて」を使った

「ひめらてラスク」という商品を開発しました。ここでも専門
業者の意見を参考にしながら，新しい商品を作り出すこと
ができました。
　私たちは今回，「ひめらて」をサポートできる商品を誕生
させるとともに，村との信頼関係を築くため，一生懸命に
村民とも交流を続けました。それは計画を実行し，村の真
の活性化を目指すためでした。
　私たちは，学校から往復220kNのԕ距離にある，新
庄村で開催されるイベントに参加しました。一方で，県内
で開催された村の特産品販売会でも，関係者や来訪者
との交流を深めました。また，村のシリーズ化した商品開
発や様々な交流事業を，マスコミで取り上げてもらいまし
た。
　この様な私たちの活動は，周りのたくさんの人の支えが
あったからこそ，できたものだと思います。これからも感謝
の気持ちをもって，岡山南高校の商業クラブ生として，たく
さんの期待と応援に応えていきたいと思います。

　新庄村を含め，岡山県内の市町村で様々な地域活性
化事業に取り組んでいる岡山南高校の商業クラブは，
2014年度に開催された第22回全国高等学校生徒商業
研究発表大会で2位の成績に相当する優秀賞を受賞し
ました。受賞にあたっては，過疎化が進む地域の活性化
に、村と企業の橋渡し役を商業クラブの高校生が担った
ことが高く評価されました。
　さらに，この受賞により岡山県教育委員会から商業クラ
ブへ「岡山県学校文化関係表彰」が贈られました。

Ԭࢁ೶ࢁଜ஍Ҭڀݚॴ　代表ཧ事　ଜ্　ਐ௨
ԬཱݝࢁԬࢁೆ高౳学校　ڭ　་　　೤ా　Έちる
Ԭࢁ঎Պ大学୲౰ڭһ
経営学部　　　　　　　ڭ　त　　ా؛　๕࿕

ԬཱݝࢁԬࢁ南ߴ౳学校の঎ۀクラブが
取り組んだ地域׆性Խ
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　岡山南高校の商業クラブは，農産物を活かした商品
化による地域活性化に取り組んでいます。これまで，ԫニ
ラを利用した「カマボゴ」の商品化に成功し，販売量も確
実に増やしています。本レビューでは，新庄村にある特産
物を活用して地域活性化に取り組んだ生徒が，活動を通
して考え学んだことと，それらに対して与えられた結果に
ついて報告します。

৽ঙଜͷੑ׆Խ
঎業Պ�年　　ઙҪ　Үࢤ
　私はこの新庄村を活性化させるプロジェクトを通じて，
様々なことを学ぶことができました。まず，新庄村という村
を知らなかったので，村そのものを知ることができました。
そして，この活動を通じて，様々な人が支え合うことで，一
つの地域を活性化させることができるということに，私は
感動しました。　　
　もちろん，新庄村の特産物に注目して，活性化させよう
と立ち上がったのは私たちです。しかし，私たちだけの力
で商品を開発し，テレビやラジオでその活動が報道され
ることはなかったと思います。
　この商品開発を通じて，私は人と人とが支え合うことの
大切さを，改めて実感することができました。それに，商品
を販売する際，売る場所や売る人によってもその売り上げ
が異なることに興味を持ちました。
　ところで，私たち商業クラブの主な目的は，岡山を知り，
岡山に貢献し，岡山を全国に発信することです。例えば，
岡山を知ることで岡山に貢献するために何をすべきか
が，見えてくると思います。逆に考えれば，岡山のことを知

らなければ，岡山に貢献することはできないということにな
ります。
　そこで，私は新庄村のことをしっかりと理解することで，
活動が活発になるのではないのかと考えました。そのため
に，部員が一緒になって新庄村のことを調べ，多くの人々
に村の良さをどうすれば知ってもらうことができるかを，何
度も話合いました。
　その特産物についても，特性を理解し，どの様に販売
していくかを，部員同士で考え話し合いました。時には，部
員の意見がそれぞれ異なり，組織で動くことの難しさもよく
分かりました。さらに，商品を自分たちで販売することの難
しさを知り，苦労もしました。一方で，お客さんに商品をたく
さん買ってもらった時に，喜びを感じることもできました。私
たちの活躍を見て，買いに来て下さる方も多くいて本当に
嬉しかったです。
　私たちの活動がテレビやラジオで取り上げられることに
より，新庄村の知名度も高まり，僅かですが，活性化に貢
献することができたと感じました。それ以上に，テレビやラ
ジオに出演することにより，私たちの商品開発に対する意
欲が高まりました。
　その結果，新庄村の商品開発をシリーズ化することが
できました。第2弾の商品化は，皆で話し合って「ひめら
て」を甘味料として開発したラスクでした。その後，これを
販売することにより，新庄村の活性化につながっているこ
とが，村の方からいただいた手紙などから分かりました。
　この様に，より多くの人に新庄村を知ってもらうために
取り組んだ商品開発のプロジェクトが，村の知名度を上
げ，新庄村を活性化させることに役だったのです。私たち

部員はこの成果をތりに思っています。これからも，私た
ちの取り組みで元気になる人が増え，岡山県内の地域の
活性化につながることを願っています。

஍Ҭͷੑ׆Խ
঎業Պ�年　　Ѩ部　४໵
　私は商業クラブのトップマネジメント講座に所属しなが
ら，地域の特産品を使って町おこしをしていく活動に携わ
ることができ，非常に良かったと思っています。1ŋ2年生の
時は部活動で急がしく，なかなか参加できないこともあり
ました。しかし，部活動を引退してから初めて販売実習に
参加することができ，そこでいろんな経験をしました。
　実際に実習を通じて，販売することの大変さを知りまし
た。一方で，商品を生産し，接客から販売にいたるまでの
流れを学ぶことができました。1回の実習でしたが，様々な
立場の人がそれぞれやるべきことや，生産から加工，そし
て，販売が一つの流れになっていることを感じました。
　販売の時に私も初めはஏずかしさで，声を出すことが
できませんでした。しかし，そういういろいろな人の思い
や，私たちの活動に協力してくれている新庄村のことを思
うと次第に声がでてきました。また，お客様にしっかりと新
庄村のことを伝え，上手に説明することもなかなか出来ま
せんでした。その様なとき，お客様から「よく頑張っている
ね」とか「岡山南高校の生徒だから買っていこうかな」と
声をかけてもらい，販売をやって良かったと感じました。
　今回の取り組みは，村の特産品「ヒメノモチ」から生産
される甘100％߿の天然甘味料「ひめらて」を使っての商
品開発でした。「ひめらて」は生産性とコストパフォーマン
スが低く，加工食品としては不向きと思われました。しか
し，࠭ 糖に比べてカロリーが低いにもかかわらず栄養価
が高いことと，天然甘味料である特徴は，消費者の健康
志向にうってつけでした。
　そこで，私たちは少量の「ひめらて」で甘味をつける

「肉ᖱめのたれ」と「ごまドレッシング」を企画しました。そし

て，生きた天然߬母で天然ৢ造にこだわる河野ਣ味઻
製造工場へ試作をお願いし，商品化しました。近年，高ま
る健康志向に加え，本物志向も満たせる商品を目指した
のです。　
　同様に，私たちは他にも新たな商品開発をしようと考え
ました。たくさんのアイデアの中から，「ひめらて」を使った

「ひめらてラスク」という商品を開発しました。ここでも専門
業者の意見を参考にしながら，新しい商品を作り出すこと
ができました。
　私たちは今回，「ひめらて」をサポートできる商品を誕生
させるとともに，村との信頼関係を築くため，一生懸命に
村民とも交流を続けました。それは計画を実行し，村の真
の活性化を目指すためでした。
　私たちは，学校から往復220kNのԕ距離にある，新
庄村で開催されるイベントに参加しました。一方で，県内
で開催された村の特産品販売会でも，関係者や来訪者
との交流を深めました。また，村のシリーズ化した商品開
発や様々な交流事業を，マスコミで取り上げてもらいまし
た。
　この様な私たちの活動は，周りのたくさんの人の支えが
あったからこそ，できたものだと思います。これからも感謝
の気持ちをもって，岡山南高校の商業クラブ生として，たく
さんの期待と応援に応えていきたいと思います。

　新庄村を含め，岡山県内の市町村で様々な地域活性
化事業に取り組んでいる岡山南高校の商業クラブは，
2014年度に開催された第22回全国高等学校生徒商業
研究発表大会で2位の成績に相当する優秀賞を受賞し
ました。受賞にあたっては，過疎化が進む地域の活性化
に、村と企業の橋渡し役を商業クラブの高校生が担った
ことが高く評価されました。
　さらに，この受賞により岡山県教育委員会から商業クラ
ブへ「岡山県学校文化関係表彰」が贈られました。
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▼ϑΟーϧυ
ελσΟ

フィールドスタディの
取り組み
　本学は、「地学地就」、つまり地域に関する知識を有する人材育成及び学生の現場力、地域力を高めることな
ど、実践教育活動を必要欠くべからざるものと考えています。こうした考えにもとづき地域実践活動を学生参画
型で行うことにより、本学の学生の実践教育、教員の教育・研究活動をより多くの方に知っていただき、地域のみ
なさまとのさらなる連携を実現していきたいと思います。

韓国

グアム

岡山県

西粟倉村

�研究演習3年
2014.6.21日～22日　香川県直島町、高松市
商学科6名
˔௚ౡの家プϩジΣクト΍஍中ඒज़ؗでのݟ学΍、ࠃ࢛ଜにお͚るϢχ

όーサルデβインを௨じた企ը開発΍デβインの学習。
経営学部　ౡా　৳෉　।ڭत

�発想法ワークショップ
2014.7.19　岡山商科大学
商学科3名
ಉ૊合をର৅としたϒڠ工事נ˔

レーンεトーミングのํ๏を学Ϳ場
にࢀՃし、社会人とのަྲྀをਤり
ながらアイディア出しを͏ߦ 。

経営学部
അ෵　Ωϊエ　ಛ೚ڭत
तڭ　޺　޷ࡾ

�第10回温泉かけ流しサミットの支援
2014.6.25～26　岡山県真庭市湯原温泉
経営学科1名　商学科3名
˔サミットのቭঁ役としてߦ事の
ԉと४උࢧ　
˔࿐ఱ風࿊΍ंࢁの૟আ
経営学部　ా؛　๕࿕　ڭत

�エコナイト「七夕ライトダウンin岡山」
2014.7.6　岡山駅東口広場
学生有志35名
˔エコΩϟンドル੍作౳のイϕントࢀ

Ճ。
˔ύネルలࣔ、コンテφにアヒルを

し、市ຽが৮れ合えるϒーεࣂ์
を設ஔ。アヒル೶๏で作られたถ
の販売を͏ߦ 。

経営学部　ా؛　๕࿕　ڭत

�福岡の市の販売業務とイベントへの参加
2014.12.28　瀬戸内市長船町
経済学科1名　商学科2名
交換留学生2名

˔小౾໫の販売と会ܭॲཧ。
˔໫౤͛ߦ事の౤͛खとして出演。
経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�発想法ワークショップ
2014.10.11　岡山商科大学
経営学科1名　商学科4名
˔Ԭࢁ঎工会ٞॴをର৅としてϒ

レーンεトーミングのํ๏を学Ϳ場
にࢀՃし、社会人とのަྲྀをਤり
ながらアイディア出しを͏ߦ 。

経営学部
അ෵　Ωϊエ　ಛ೚ڭत
तڭ　޺　޷ࡾ

�講義「商学特殊講義Ⅱ（フィールドスタディⅡ）」
2015.2.4～14　アメリカ合衆国　グアム島
法学科2名　商学科6名
˔グアϜౡにお͚るޫ؍Ϗジネεの

೶Ԃにお͚る実習をޫ؍、と࡯ࢹ
௨じた೶Ԃ経営にؔ͢る஌ࣝ֫
ಘと経営改ળのఏҊを実ࢪ。

経営学部　ా؛　๕࿕　ڭत

�投資家と学生のための会社説明会
2014.10.25～26　岡山商科大学
約50名
˔本学の大学祭において実ࢪ れ͞

た学生と౤ࢿ家のための会社આ
໌会、講演会を学生が企ը・ӡ営
͢る。

˞આ໌会の಺༰についてはެ開講
演会��ϖージߟࢀ。

経営学部
近藤　一仁　ڭत

�講義「観光サービス実習」
2014.9.2～11　ホテル現代木浦（韓国）
商学科6名
˔ϕットメイΩング΍ϗールの४උな

Ͳ、ϗテルでの業務ମݧ΍経営
ऀとの࠙ஊ会を௨じて、࢈ޫ؍業
にؔ͢る஌ࣝをमಘ͢る。

経営学部　ι　Ϣンκン　講ࢣ

�第９回京山地区ESDフェスティバル
2015.1.31～2.1　岡山市立京山公民館
31日学生4名（うち留学生3名）　1日学生1名
ଓՄೳな開発のための࣋）4%&˔

ҭ）΁のཧղをਐめるためにԬڭ
会ٞڠ஍۠&4%ਪਐࢁژ市ࢁ
なͲとڞに中ࠃ文Խの発表΍ε
タンプラリーを実ࢪ。

経営学部
大⃻　ߛ一　ڭत

�発想法ワークショップ
2015.3.8　岡山商科大学
商学科6名
˔Ԭࢁ঎工会ٞॴをର৅としてϒ

レーンεトーミングのํ๏を学Ϳ
場にࢀՃし、社会人とのަྲྀをਤ
りながらアイディア出しを͏ߦ 。

経営学部
അ෵　Ωϊエ　ಛ೚ڭत
तڭ　޺　޷ࡾ

�福岡の市の行事の支援
2014.6.22
瀬戸内市長船町
商学科5名

˔෱Ԭの市のߦ事のࢧԉ。
˔උલ෱Ԭの市���ճه೦フΥー

ラϜのख఻い。
経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�商学特殊講義Ⅰ（フィールドスタディーⅠ）
2014.9.3～5　岡山県新庄村
経営学科1名
˔৽ঙଜ役場΍೶業ै事ऀと࿈

੓にؔ͢ߦ業΍࢈のݩし、஍ܞ
るମݧ活ಈを௨じて೶ࢁଜ஍Ҭ
にお る͚ݱঢ়と՝୊を学習͢る。

経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�ＦＰコース・会社見学会
2014.9.12
SMBC日興証券岡山支店、日本銀行岡山支店
商学科3名
˔೔本ۜߦԬࢧࢁళ、4.#$೔ڵ

ᨽ݊にお͚る企業ݟ学会を実ࢪ
し、ূ ݊会社の業務΍Ԭݝࢁの
経ࡁಈ޲について学習͢る。

経営学部
तڭ　ߊ　Լࡔ
近藤　一仁　ڭत
海ๅ　ݡ一࿠　講ࢣ

�講義「商学特殊講義Ⅰ」（フィールドスタディⅠ）
2014.8.22～25　岡山市東区上松農園
経営学科2名
˔೶業ै事ऀとఏܞし、೶業にؔ͢るମݧ活ಈを௨じて、೶業にؔ͢る

஌ࣝをमಘ͢るとともに、ݱঢ়と՝୊をߟえる。
経営学部　ా؛　๕࿕　ڭत

�+YOUニッポン応援全国キャラバン
2014.8.24～27　ちゅうぎん駅前ビル
商学科15名
˔౦݊ূژ取引ॴओ࠵のશࠃΩϟ

ラόンを本学がޙԉ。その一؀と
して஍ݩ企業の会社આ໌会およ
び講演会΁ࢀՃ。

経営学部
तڭ　ߊ　Լࡔ
近藤　一仁　ڭत
海ๅ　ݡ一࿠　講ࢣ

�日ようびこども大学「キッズマネー教室」
2014.6.1　岡山県生涯学習センター
経営学商学科FPコース生13名

・ըのཱҊܭೖߪ、ಐをର৅にࣇ˔
൑அ、ۚ મ的な஌ ・ࣝཧղを਎に
つ͚ることができるήーϜγφリΦ
を੍作し、༧ߦ演習をॏͶ、ήー
Ϝを実ࢪ。　

経営学部　∁ྛ޺一　।ڭत

�「『地域における子育て支援サービスの充実』
　活動」キッズマネー教室
2014.8.7　吉備信用金庫・本店
経営学部商学科FPコース生9名
˔٢උ৴用ۚݿ、総社市こͲも՝

ଞओ࠵のࢧԉ事業΁のࢀՃ。
・ըのཱҊܭೖߪ、ಐをର৅にࣇ˔

൑அ、ۚ મ的な஌ ・ࣝཧղを਎に
つ͚ることができるήーϜγφリΦ
を੍作し、༧ߦ演習をॏͶ、ήー
Ϝを実ࢪ。　

経営学部　∁ྛ޺一　।ڭत

�商学特殊講義Ⅰ（フィールドスタディーⅠ）
2014.8.27～30　岡山県新庄村
経営学科4名　商学科1名
˔৽ঙଜ役場΍೶業ै事ऀと࿈

੓にؔ͢ߦ業΍࢈のݩし、஍ܞ
るମݧ活ಈを௨じて೶ࢁଜ஍Ҭ
にお る͚ݱঢ়と՝୊を学習͢る。

経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�商学特殊講義Ⅰ（フィールドスタディーⅠ）
2014.8.7～10　岡山県真庭市湯原温泉
経営学科3名　商学科3名
˔Թઘཱྀؗにおいてཱྀؗ業務にࢀ

Ճし、Ճえてपล஍Ҭの࢈業΍文
ԽなͲを学び、ମ͢ݧることによっ
てޫ؍஍の実ଶを学習͢る。

経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�商学特殊講義Ⅰ（フィールドスタディーⅠ）
2014.8.18～21　岡山県新庄村
経営学科3名　商学科3名
˔৽ঙଜ役場΍೶業ै事ऀと࿈ܞし、஍ݩの࢈業΍ߦ੓にؔ͢るମ

ଜ஍Ҭにおࢁ活ಈを௨じて೶ݧ る͚ݱঢ়と՝୊を学習͢る。
経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�新しい金融システム
　（クラウドファンディング）を活用した
　地域活性化についての実態調査
2014.9.6～17　英田郡西粟倉村
商学科8名
（経営学部商学科FPコース）
˔৿ྛにお͚るクラ΢ドファン

ディングを活用した஍Ҭৼڵ
の取り૊Έ΍໦ࡐՃ工੡඼
のݱ場を࡯ࢹし、஍Ҭ活ੑԽ
を୳͢ٻる。

経営学部
तڭ　ߊ　Լࡔ
海ๅݡ一࿠　講ࢣ
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�テーマパークデザイン論
2014.9.11～17　徳島県神山町
商学科10名
˔ਆࢁொにお͚る஍Ҭづくりの

実ଶを学び、஍Ҭづくりのํ
๏をཧղ͢るとともに、஍Ҭで
ಇくことのҙٛ΍՝୊につい
て学習͢る。

˞ಙౡݝਆࢁொについてはެ
開講演会�ϖージߟࢀ。

経営学部
അ෵　Ωϊエ　ಛ೚ڭत
ι　Ϣンκン　講ࢣ
大ੴ　و೭　講ࢣ
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フィールドスタディの
取り組み
　本学は、「地学地就」、つまり地域に関する知識を有する人材育成及び学生の現場力、地域力を高めることな
ど、実践教育活動を必要欠くべからざるものと考えています。こうした考えにもとづき地域実践活動を学生参画
型で行うことにより、本学の学生の実践教育、教員の教育・研究活動をより多くの方に知っていただき、地域のみ
なさまとのさらなる連携を実現していきたいと思います。

韓国

グアム

岡山県

西粟倉村

�研究演習3年
2014.6.21日～22日　香川県直島町、高松市
商学科6名
˔௚ౡの家プϩジΣクト΍஍中ඒज़ؗでのݟ学΍、ࠃ࢛ଜにお͚るϢχ

όーサルデβインを௨じた企ը開発΍デβインの学習。
経営学部　ౡా　৳෉　।ڭत

�発想法ワークショップ
2014.7.19　岡山商科大学
商学科3名
ಉ૊合をର৅としたϒڠ工事נ˔

レーンεトーミングのํ๏を学Ϳ場
にࢀՃし、社会人とのަྲྀをਤり
ながらアイディア出しを͏ߦ 。

経営学部
അ෵　Ωϊエ　ಛ೚ڭत
तڭ　޺　޷ࡾ

�第10回温泉かけ流しサミットの支援
2014.6.25～26　岡山県真庭市湯原温泉
経営学科1名　商学科3名
˔サミットのቭঁ役としてߦ事の
ԉと४උࢧ　
˔࿐ఱ風࿊΍ंࢁの૟আ
経営学部　ా؛　๕࿕　ڭत

�エコナイト「七夕ライトダウンin岡山」
2014.7.6　岡山駅東口広場
学生有志35名
˔エコΩϟンドル੍作౳のイϕントࢀ

Ճ。
˔ύネルలࣔ、コンテφにアヒルを

し、市ຽが৮れ合えるϒーεࣂ์
を設ஔ。アヒル೶๏で作られたถ
の販売を͏ߦ 。

経営学部　ా؛　๕࿕　ڭत

�福岡の市の販売業務とイベントへの参加
2014.12.28　瀬戸内市長船町
経済学科1名　商学科2名
交換留学生2名

˔小౾໫の販売と会ܭॲཧ。
˔໫౤͛ߦ事の౤͛खとして出演。
経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�発想法ワークショップ
2014.10.11　岡山商科大学
経営学科1名　商学科4名
˔Ԭࢁ঎工会ٞॴをର৅としてϒ

レーンεトーミングのํ๏を学Ϳ場
にࢀՃし、社会人とのަྲྀをਤり
ながらアイディア出しを͏ߦ 。

経営学部
അ෵　Ωϊエ　ಛ೚ڭत
तڭ　޺　޷ࡾ

�講義「商学特殊講義Ⅱ（フィールドスタディⅡ）」
2015.2.4～14　アメリカ合衆国　グアム島
法学科2名　商学科6名
˔グアϜౡにお͚るޫ؍Ϗジネεの

೶Ԃにお͚る実習をޫ؍、と࡯ࢹ
௨じた೶Ԃ経営にؔ͢る஌ࣝ֫
ಘと経営改ળのఏҊを実ࢪ。

経営学部　ా؛　๕࿕　ڭत

�投資家と学生のための会社説明会
2014.10.25～26　岡山商科大学
約50名
˔本学の大学祭において実ࢪ れ͞

た学生と౤ࢿ家のための会社આ
໌会、講演会を学生が企ը・ӡ営
͢る。

˞આ໌会の಺༰についてはެ開講
演会��ϖージߟࢀ。

経営学部
近藤　一仁　ڭत

�講義「観光サービス実習」
2014.9.2～11　ホテル現代木浦（韓国）
商学科6名
˔ϕットメイΩング΍ϗールの४උな

Ͳ、ϗテルでの業務ମݧ΍経営
ऀとの࠙ஊ会を௨じて、࢈ޫ؍業
にؔ͢る஌ࣝをमಘ͢る。

経営学部　ι　Ϣンκン　講ࢣ

�第９回京山地区ESDフェスティバル
2015.1.31～2.1　岡山市立京山公民館
31日学生4名（うち留学生3名）　1日学生1名
ଓՄೳな開発のための࣋）4%&˔

ҭ）΁のཧղをਐめるためにԬڭ
会ٞڠ஍۠&4%ਪਐࢁژ市ࢁ
なͲとڞに中ࠃ文Խの発表΍ε
タンプラリーを実ࢪ。

経営学部
大⃻　ߛ一　ڭत

�発想法ワークショップ
2015.3.8　岡山商科大学
商学科6名
˔Ԭࢁ঎工会ٞॴをର৅としてϒ

レーンεトーミングのํ๏を学Ϳ
場にࢀՃし、社会人とのަྲྀをਤ
りながらアイディア出しを͏ߦ 。

経営学部
അ෵　Ωϊエ　ಛ೚ڭत
तڭ　޺　޷ࡾ

�福岡の市の行事の支援
2014.6.22
瀬戸内市長船町
商学科5名

˔෱Ԭの市のߦ事のࢧԉ。
˔උલ෱Ԭの市���ճه೦フΥー

ラϜのख఻い。
経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�商学特殊講義Ⅰ（フィールドスタディーⅠ）
2014.9.3～5　岡山県新庄村
経営学科1名
˔৽ঙଜ役場΍೶業ै事ऀと࿈

੓にؔ͢ߦ業΍࢈のݩし、஍ܞ
るମݧ活ಈを௨じて೶ࢁଜ஍Ҭ
にお る͚ݱঢ়と՝୊を学習͢る。

経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�ＦＰコース・会社見学会
2014.9.12
SMBC日興証券岡山支店、日本銀行岡山支店
商学科3名
˔೔本ۜߦԬࢧࢁళ、4.#$೔ڵ

ᨽ݊にお͚る企業ݟ学会を実ࢪ
し、ূ ݊会社の業務΍Ԭݝࢁの
経ࡁಈ޲について学習͢る。

経営学部
तڭ　ߊ　Լࡔ
近藤　一仁　ڭत
海ๅ　ݡ一࿠　講ࢣ

�講義「商学特殊講義Ⅰ」（フィールドスタディⅠ）
2014.8.22～25　岡山市東区上松農園
経営学科2名
˔೶業ै事ऀとఏܞし、೶業にؔ͢るମݧ活ಈを௨じて、೶業にؔ͢る

஌ࣝをमಘ͢るとともに、ݱঢ়と՝୊をߟえる。
経営学部　ా؛　๕࿕　ڭत

�+YOUニッポン応援全国キャラバン
2014.8.24～27　ちゅうぎん駅前ビル
商学科15名
˔౦݊ূژ取引ॴओ࠵のશࠃΩϟ

ラόンを本学がޙԉ。その一؀と
して஍ݩ企業の会社આ໌会およ
び講演会΁ࢀՃ。

経営学部
तڭ　ߊ　Լࡔ
近藤　一仁　ڭत
海ๅ　ݡ一࿠　講ࢣ

�日ようびこども大学「キッズマネー教室」
2014.6.1　岡山県生涯学習センター
経営学商学科FPコース生13名

・ըのཱҊܭೖߪ、ಐをର৅にࣇ˔
൑அ、ۚ મ的な஌ ・ࣝཧղを਎に
つ͚ることができるήーϜγφリΦ
を੍作し、༧ߦ演習をॏͶ、ήー
Ϝを実ࢪ。　

経営学部　∁ྛ޺一　।ڭत

�「『地域における子育て支援サービスの充実』
　活動」キッズマネー教室
2014.8.7　吉備信用金庫・本店
経営学部商学科FPコース生9名
˔٢උ৴用ۚݿ、総社市こͲも՝

ଞओ࠵のࢧԉ事業΁のࢀՃ。
・ըのཱҊܭೖߪ、ಐをର৅にࣇ˔

൑அ、ۚ મ的な஌ ・ࣝཧղを਎に
つ͚ることができるήーϜγφリΦ
を੍作し、༧ߦ演習をॏͶ、ήー
Ϝを実ࢪ。　

経営学部　∁ྛ޺一　।ڭत

�商学特殊講義Ⅰ（フィールドスタディーⅠ）
2014.8.27～30　岡山県新庄村
経営学科4名　商学科1名
˔৽ঙଜ役場΍೶業ै事ऀと࿈

੓にؔ͢ߦ業΍࢈のݩし、஍ܞ
るମݧ活ಈを௨じて೶ࢁଜ஍Ҭ
にお る͚ݱঢ়と՝୊を学習͢る。

経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�商学特殊講義Ⅰ（フィールドスタディーⅠ）
2014.8.7～10　岡山県真庭市湯原温泉
経営学科3名　商学科3名
˔Թઘཱྀؗにおいてཱྀؗ業務にࢀ

Ճし、Ճえてपล஍Ҭの࢈業΍文
ԽなͲを学び、ମ͢ݧることによっ
てޫ؍஍の実ଶを学習͢る。

経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�商学特殊講義Ⅰ（フィールドスタディーⅠ）
2014.8.18～21　岡山県新庄村
経営学科3名　商学科3名
˔৽ঙଜ役場΍೶業ै事ऀと࿈ܞし、஍ݩの࢈業΍ߦ੓にؔ͢るମ

ଜ஍Ҭにおࢁ活ಈを௨じて೶ݧ る͚ݱঢ়と՝୊を学習͢る。
経営学部
तڭ　๕࿕　ా؛

�新しい金融システム
　（クラウドファンディング）を活用した
　地域活性化についての実態調査
2014.9.6～17　英田郡西粟倉村
商学科8名
（経営学部商学科FPコース）
˔৿ྛにお͚るクラ΢ドファン

ディングを活用した஍Ҭৼڵ
の取り૊Έ΍໦ࡐՃ工੡඼
のݱ場を࡯ࢹし、஍Ҭ活ੑԽ
を୳͢ٻる。

経営学部
तڭ　ߊ　Լࡔ
海ๅݡ一࿠　講ࢣ

�

�
�

�

�
�

�

�

��
�

��

��� ���

▼
ϑ
ỹ
ồ
ϧ
υ
ε
λ
σ
ỹ

�テーマパークデザイン論
2014.9.11～17　徳島県神山町
商学科10名
˔ਆࢁொにお͚る஍Ҭづくりの

実ଶを学び、஍Ҭづくりのํ
๏をཧղ͢るとともに、஍Ҭで
ಇくことのҙٛ΍՝୊につい
て学習͢る。

˞ಙౡݝਆࢁொについてはެ
開講演会�ϖージߟࢀ。

経営学部
അ෵　Ωϊエ　ಛ೚ڭत
ι　Ϣンκン　講ࢣ
大ੴ　و೭　講ࢣ
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　この様に2011年から，౬原温泉の行事における商大
生の行動をみてきた地元観光協会にとって，今や商大生
はなくてはならない存在になっています。毎年，会場の音
響を担当している業者にも，「今年も，商大生が来てくれ
てありがとう」という言葉をかけてもらい，受講生の顔には
সみがこぼれていました。

৽ঙଜの୩田࣪ݪにお る͚地域資ݯの
২生ҡ࣋にݙߩし࢝めた商大生
　新庄村の人口は岡山県下で最少人数の914人で，高
齢化率は最も高く39.6％です。村民の高齢化に伴い，美
しい田園風景とໟ無山を中心に，自然の豊かさをތる新
庄村では，里山の景観維持に支障をきたしつつあります。
　さらに，景観を維持できないばかりでなく，生態系内に
外部から草丈の高い植物が৵入し始め，四ંق に々 き࡙
乱れていた山野草の生態系にも影響を与えています。例
えば，そこに生ଉする貴重な動植物である「ノハナショウ
ブ」・「コオニユリ」・「ミズトンボ」等を絶滅の危機にさらしつ
つあります。
　その様な状況にあって，2014年度に村民から新庄村で
フィールドスタディを受講する商大生に対し，谷田࣪原の
植生を維持するための支援要請がありました。その内容
は࣪原の草מりでした。受講生にとって，大学では経験
することのない，鎌や草מり機を使用する作業でした。し
かし，初めての経験にも関わらず，8月から9月に3回に分
けて，11名の受講生が草מり作業に挑戦しました。
　その作業時間数は12時間にも及びました。作業内容
は草מりだけでなく，࣪ 原に生ଉする草丈の短い植物を

保護するため，מり取った草をその場からൖ出するなど
の体力を必要とするものもありました。にもかかわらず，商
大生は見事にそれらの作業をやり遂げました。
　この新庄村でフィールドスタディを開校した時，実践学
習の内容や場所は，村作りに関わる行政サービスや農業
の生産現場を対象としていました。その対象となる場所と
内容も広がりはじめ，村内の山中にある谷田࣪原なども
含まれるようになってきました。かつて，この࣪原は山野草
や小動物の宝庫でした。今後，商大生が継続的に࣪原
を手入れすることによって，生態系を回復させる可能性が
あります。
　このような自然豊かで暮らしやすい新庄村には，県内
の他市町村に比べ，次世代へ継承すべき産業だけでな
く，自然，歴史，文化，伝統，ڷ土食が豊富にあります。先
述した地域社会の教育力を活用した商大の取り組みが，
新庄村で育まれてきた産業や自然等を次世代へ繋ぐ，
起爆ࡎになることを期待しています。

「お౬取りのّ」༧ߦ演習

͸͡ Ίʹ
　商大では，2012年から学生教育の充実を図るため
フィールドスタディとインターンシップを本格的に導入しまし
た。その受け入れ先は，国内では岡山県・徳島県，海外
では中国・韓国・フィリッピン・カンボジア・アメリカ等と広がっ
てきています。
　受講生は，講義室で学ぶことのできない実学を，地域
社会の教育力によって培う機会を得ています。実際には，
大学での受動的な学習から見も知らぬ地域社会に飛び
込み，学生はそこに実存する現象や課題を自分の目で観
察し考え，行動することに戸࿭います。
　しかし，地域社会では誰一人として，商大生に救いの
手を伸ばしてはくれません。なぜなら，地域社会は，学生
が自らの存在を社会に対して何らかの方法で示し，主張
しなければ，相手にしないからです。
　この様な状況の中で，商大生は着実に地域社会から
受け入れられ始めています。本報告では，岡山県内の事
例を取り上げながらその実態を紹介します。

西日本最大のݯઘֻ͚ྲྀしԹઘڷ・౬ݪにお る͚
商大生のଘײࡏ
　2011年からは，౬原温泉ڷでフィールドスタディを開講
しています。当初，受入側の౬原観光協会は，商大に対
する配慮から，大学から提案された内容を重視していま
した。地元の行事運営に関して商大生はお客さんであり，
手伝い役的存在で，その運営には直接関わることが出
来ませんでした。
　しかし，2013年から，行事を運営する構成員として迎え
られるようになりました。例えば，毎年8月に開催される「は
んざき祭り」では山車の引き手として，夜の祭りでは模擬
店の担当を任されるようになりました。

　そして，2014年の6月と8月に開催された「露天風࿊祭
り」と「はんざき祭り」では，数多くの役割を担うまでになりま
した。6月の「露天風࿊祭り」は，第10回源泉かけ流し全
国温泉サミットin౬原温泉と同時に開催されました。
　その同時開催において商大生は，当日，全国から参加
した関係者への資料の整理と封౵٧めの準備を委託さ
れました。当然，商大生は一連の作業工程を考えながら，
準備を進めました。そして，それらの作業を終了して間も
なく，担当者と連携しながら「お౬取りのّ」の予行演習
を行いました。
　その成果が翌日の本番に現れたことは言うまでもありま
せん。午前5時30分頃から，ቭ女とቭ᧱のّ式のҥ装に
着替えた5名の商大生は，౬原温泉薬師堂にある源泉か
ら神事用の桶に温泉水を入れる神事を無事にやり遂げま
した。その後に，式場まで厳かに歩を進め式典に参加し，
桶の温泉水を露天風࿊に納めました。
　さらに，8月の「はんざき祭り」では，実に多くの祭り事の
役割を担いました。具体的には，当日の会場で，簡қトイ
レの整備や෣台の組み立てをしてから，祭りのችの準備
と固定をし，テントの設営を次 と々こなしました。それらを
終了させてから，「はんざき」山車の掃除をし，祭りが始
まってからは山車の引き手なり，夜店では売り子を任され
ました。

地域にࠜ͟した商大生によるフィールドスタディ（౬ݪ温泉ڷɺ新ঙଜ）

経営学部　ڭत　ా؛ ๕࿕
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フィールドスタディを受講する商大生に対し，谷田࣪原の
植生を維持するための支援要請がありました。その内容
は࣪原の草מりでした。受講生にとって，大学では経験
することのない，鎌や草מり機を使用する作業でした。し
かし，初めての経験にも関わらず，8月から9月に3回に分
けて，11名の受講生が草מり作業に挑戦しました。
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は草מりだけでなく，࣪ 原に生ଉする草丈の短い植物を
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の体力を必要とするものもありました。にもかかわらず，商
大生は見事にそれらの作業をやり遂げました。
　この新庄村でフィールドスタディを開校した時，実践学
習の内容や場所は，村作りに関わる行政サービスや農業
の生産現場を対象としていました。その対象となる場所と
内容も広がりはじめ，村内の山中にある谷田࣪原なども
含まれるようになってきました。かつて，この࣪原は山野草
や小動物の宝庫でした。今後，商大生が継続的に࣪原
を手入れすることによって，生態系を回復させる可能性が
あります。
　このような自然豊かで暮らしやすい新庄村には，県内
の他市町村に比べ，次世代へ継承すべき産業だけでな
く，自然，歴史，文化，伝統，ڷ土食が豊富にあります。先
述した地域社会の教育力を活用した商大の取り組みが，
新庄村で育まれてきた産業や自然等を次世代へ繋ぐ，
起爆ࡎになることを期待しています。

「お౬取りのّ」༧ߦ演習
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　商大では，2012年から学生教育の充実を図るため
フィールドスタディとインターンシップを本格的に導入しまし
た。その受け入れ先は，国内では岡山県・徳島県，海外
では中国・韓国・フィリッピン・カンボジア・アメリカ等と広がっ
てきています。
　受講生は，講義室で学ぶことのできない実学を，地域
社会の教育力によって培う機会を得ています。実際には，
大学での受動的な学習から見も知らぬ地域社会に飛び
込み，学生はそこに実存する現象や課題を自分の目で観
察し考え，行動することに戸࿭います。
　しかし，地域社会では誰一人として，商大生に救いの
手を伸ばしてはくれません。なぜなら，地域社会は，学生
が自らの存在を社会に対して何らかの方法で示し，主張
しなければ，相手にしないからです。
　この様な状況の中で，商大生は着実に地域社会から
受け入れられ始めています。本報告では，岡山県内の事
例を取り上げながらその実態を紹介します。
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しています。当初，受入側の౬原観光協会は，商大に対
する配慮から，大学から提案された内容を重視していま
した。地元の行事運営に関して商大生はお客さんであり，
手伝い役的存在で，その運営には直接関わることが出
来ませんでした。
　しかし，2013年から，行事を運営する構成員として迎え
られるようになりました。例えば，毎年8月に開催される「は
んざき祭り」では山車の引き手として，夜の祭りでは模擬
店の担当を任されるようになりました。
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れました。当然，商大生は一連の作業工程を考えながら，
準備を進めました。そして，それらの作業を終了して間も
なく，担当者と連携しながら「お౬取りのّ」の予行演習
を行いました。
　その成果が翌日の本番に現れたことは言うまでもありま
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　経営学部商学科では、本年度より「テーマパークデザイ
ン論」を開講し、徳島県神山町において2014年9月11日か
ら17日までの７日間でフィールドスタディを実施した。受講
生は移住者との࠙ஊや地元住民との農作業体験等を通
じて、神山町における地域づくりの仕組みを学ぶとともに、
将来「地域」という場で働く学生自身の生き方や働き方に
ついて考え、そのためには現在の自分に何が必要かを考
えることを目的とした。
　徳島県名西郡神山町は徳島市から西に約25ᶳの山
間地域に位置し、2014年の人口は約5,400人で、農業を主
要産業とする自治体である。神山町では、2007年ごろから
NPO法人グリーンバレーが中心となって、働き手や起業家
など地域にとって必要な人材を積極的に移住させるとい
う、他地域とは異なった移住支援活動を実施してきた。そ
の結果、飲食店やIT企業のサテライトオフィスなど様々な
業種の経営者が移住し、2011年には社会人口動態が増
加に転じた。このNPOによる取り組みの特徴は、他の多く
の自治体では行政が中心となって実施してきた地域づくり
を民間組織が進めてきたという点に加え、地域の資源は
「ヒト」であるという考えの下、様々な場面で人と人とを結
びつけることを重視している点にある。例えば、IT企業と
デザイン企業が共に神山町にサテライトオフィスを設ける
ことにより、新たなビジネス機会が生まれるといった例や、
地元農家と都市住民による交流の機会を設けることに
よって、それが神山町の情報発信に生かされるといった例
などがある。近年、こうした取り組みはテレビや新聞など
様々なメディアに取り上げられ、行政や企業など多くの
人々が全国から視察に訪れている。
　実習期間中、受講生は最初にNPO法人の代表から講
演を聞き、神山町における地域づくりの経緯や、現在の取
り組みについて学んだ。その後、実習の前半では、神山町
に移住した経営者と࠙ஊし、カフェを経営したり、IT企業

のサテライトオフィスを
設置して経営したり
と、様々な業態の人々
が、いかなる理由で神
山町に移住し、現在ど
のような活動をしてい
るのかについて話をう

かがった。実習の後半
では、神山町に住む地
域住民がどのような活
動をしているのか、アド
プトプログラムと呼ば
れる特定の範囲を決
めて企業が道路清掃
を実施する取り組みの

体験、あるいは、すだちङり体験や਋割り体験を通じて、
地域住民によるまちづくりの取り組みや地域産業の実態
について学んだ。さらに、実習の最後には神山町での職
業訓練プログラムであ
る「神山塾」に参加し
た若者たちとの࠙ஊを
実施し、学生と年齢の
近い人たちが、地域で
働き、暮らすことをどう
考えているのかについ
て学ぶ機会を持った。
　今回の実習では、地
域の産業やไ仕活動
を体験するという内容
に加え、移住者からの
話を聞くというプログラ
ムを構成したため、学
生によってはその内容
が十分に理解できな
いという状況も散見さ
れた。また、教員にとっ
ても初めて実施する
フィールドスタディで
あったことから、様々な
場面で不慣れな点も多く、プログラムの内容や期間など、
今後の課題は大きい。とはいえ、一週間のフィールドスタ
ディにおいて、普段の生活では体験することのできない、
いわゆる「田舎暮らし」の経験によって受講生が学んだこ
とは大きく、今後の学生の成長につながればと考えてい
る。来年度も受講生にとってよりよい実習となるよう、現在も
受入先との連携を進めている。

ಙౡݝਆ山ொにおけるフィールドスタディの実ࢪ

カフΣを経営͢るҠॅऀとの࠙ஊ

͢ ちͩङりମݧ

ਆࢁक़のଔ業生との࠙ஊ

アドプトプϩグラϜ（ਗ਼૟作業）のମݧ

I5 企業を経営͢るҠॅऀとの࠙ஊ

経営学部　講ࢣ　大ੴ　و೭
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▼แׅڠఆ▼แׅڠఆ

����年౓แׅڠ定
උલࢢとのแׅڠఆʹ͍ͭて
　本学は、平成26年3月28日（金）に備前市との間で包括
協定を締結しました。
　調印に当たり、㖊村武司備前市長から、これまで様々な
審議会への本学教員による参加のお礼と、これからの教
育によるまちおこしへの協力をお願いしたいとのご挨拶が
ありました。
　備前市とは、これまでも経営学部岡本輝代志教授、同 
田中潔教授、経済学部多田憲一郎教授等が審議会の委

員として積極的な協
力を行っており、これ
からは、インターン
シップ、災害時の学
生ボランティア、離島
活性化の調査研究
など複数の分野でも
連携活動を実施し

ていくこととなります。また、実践教育の場として、備前市へ
のフィールドスタディへの広がりも期待されます。
　平成26年10月1日からは、新たに経営学部大東正ދ।
教授が備前市公共交通会議委員に委৤されています。
　（˞備前市との包括協定は2013年度ですが、未掲載の
為、本号で掲載します。）

Ԭࢢࢁとの๷ڠࡂఆʹ͍ͭて
　本学は、平成26年5月21日（水）岡山市役所に大森խ
夫市長を訪ね、岡山市との間に「災害時における避難所
の指定等に関する協定」を締結しました。
　協定では、災害時における大学施設の一部を避難場
所として提供すること、避難生活の長期化が予測されると
きは、学生ボランティアを募集し、避難所の運営補助や救
援物資運ൖなどで協力することになっています。
　平成27年1月8日（木）には、岡山商科大学学会の主催
で、「大災害と法の役割」と題した公開講演会を開催しま
した。講演会では、本来、人を助けるための法が、緊急を
要する災害発生時から復興までの課程で十分にその役
割を果たせていないことについて長年災害復興に深く関
わってこられた弁護士の津久井進氏から説明がありまし
た。氏は、その理由
を災害発生毎に場
当たり的に法律が
制定されてきた問
題を語り、今後の改
善するべき内容に
ついて明らかにさ
れ、学生を始め、地

方自治体の関係者などが熱心に耳を傾けていました。

๷ࡂ৘ใ഑৴ϝʔϧͷొ࿥Λʂ
　岡山市では、津波情報・避難ק告等の緊急情報を各携
帯電話会社と連携し、市域内にある携帯電話に対し、ۓ
଎ใʢΤϦΞʣϝʔϧとして配信します（申し込み不ٸ
要）。配信があった場合は岡山市からの情報に注意して
下さい。
　また、岡山県でも、๷ࡂ৘ใϝʔϧ഑৴αʔϏεの提
供を行っています（要登録）。警報・注意報、地震・津波情
報、土࠭災害警戒情報などを選んで登録できます。登録
は、検索サイトから「岡山県　防災」で検索して下さい。
平素から、災害への備えを行い、緊急時には速やかに行
動できるようにしてください。

௡ࢢࢁとのแׅڠఆʹ͍ͭて
　本学は、平成26年5月26日に津山市との間で包括協定
を締結しました。
　津山地域ではこれまで、Ѩ波地区において、地域課題
についてのフィールドスタディを行い、࡭子『商大生が見た
Ѩ波地区の現状と今後の課題』として取りまとめる活動を
行いました。その活動をきっかけに平成25年度には「あば
ファンクラブ」が結成され、地域の寄り合いに参加し、Ѩ波
納ྋ祭りの準備やイベントスタッフとして参加するなどの活
動を行いました。
　また、平成25年4月には、岡山県立津山商業高校と包
括協定を締結し、
本学留学生と生徒
が相互に訪問して
の交流行事や、海
外研修ツアーを実
施しました。また岡
山情報ハイウェイに
より接 続している
T7会議システム（商大サテライト）を活用して、留学生と
高校生によるライブ型アクティブラーニングプログラムを実
施しました。
　さらに、津山市の中心市街地の活性化のため、商店街
などが計画した経済産業省「地域商業再生事業」にかか
る調査分析事業に、本学学生・教員と津山商業高校の生
徒が住民へのアンケート調査に取り組み、本学教員が中
心となり調査内容の計画と分析・まとめをしました。協定の
調印式では、宮地昭範津山市長から、「雇用の場の創出
や子どもを産み、育てやすい環境づくり、地産地消・農商
工連携などの推進などで連携を行っていきたい」とのご挨
拶がありました。
　平成26年12月からは、新たな中心市街地活性化の取り
組みに向けて、調査事業が再スタートしています。
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研究छ໨・ظ間 研　究　՝　୊ 研究ऀ（ॴଐ）

　ฏ成2�年౓࠾୒中のՊݚඅ　

೔本企業のコラボレーγϣンとイϊϕーγϣン：
৽੡඼開発のダイφミクε

小・中学生の社会的ߟࢥ ・ྗ൑அྗの発ୡに
基づく社会त業Ϟデルの開発ڀݚ

Θがࠃ企業の経営活ಈの中ࠃల開とコεト・
マネジメントのϋイϒリットԽの実ଶと՝୊

Θがࠃ企業の経営活ಈの中ࠃల開とコεト・
マネジメントのϋイϒリットԽの実ଶと՝୊

戦ޙ೔本企業とٕज़的஌ࣝにؔ͢る実ূڀݚ

஍ํのΦンリーϫンܕ中小企業の企業家活ಈと
ઘݯ૪ྗのڝ

Պ学ٕज़੓ࡦと࢈業クラεターのଘଓにؔ͢る
ܞ学࿈׭࢈と࢈生࠶企業家：ڀݚൺֱࡍࠃ

イΪリεのެ๏改ֵにお る͚ීวੑとݻ༗ੑの
૬࠶܎ؔޓฤにؔ͢る総合的ൺֱ๏ڀݚ

学ྺと௞ۚ構଄のࡍࠃൺֱ

ඇネーター܈と؀܈の原ੑ࢝のڀݚ

઒合　一ԝ
（経営学部・講ࢣ）

લా　݈一
（経ࡁ学部・ڭत）

Ҫ্　৴一
（経営学部・ڭत）

ဋ　ྞ
（経営学部・।ڭत）

઒合　一ԝ
（経営学部・講ࢣ）

ဋ　ྞ
（経営学部・।ڭत）

ဋ　ྞ
（経営学部・।ڭत）

ҏ藤　࣏඙
（๏学部・ڭत）

ل谷　௚ࡾ
（経ࡁ学部・ڭत）

੢中߃࿨
（経営学部・ڭत）

▼Պֶڀݚ
අิॿۚ

Պ学ڀݚඅॿ੒ۀࣄへの取り組Έ
　科学研究費助成事業とは、わが国の学術振興を図るため、人文・社会科学から自然科学分野まで、あらゆる分野における
独創的・先駆的研究の発展を目的とする文部科学省による研究助成費です。
　大学等の研究者又は研究グループが自発的に計画する多様な学術研究のうち、学術の動向に即して、特に重要なものを
取り上げて研究を助成するものです。学術研究を推進し、わが国の研究基盤を形成するための基幹的な経費として、その任
を果たしています。（平成26年度予算額2,276億円）
　本学からも、毎年多数の研究者が申請を行っており、平成26年度では以下のテーマで研究費の交付を受けています。研究
分担者としての参画も増えており、研究活動の広がりが࢕えます。

　ෆਖ਼ߦҝ、ෆਖ਼࢖༻の๷ࢭにͭいて
　文部科学省では、公的研究費を適切に使用するための指針である「研
究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」を平
成26年2月18日に改正し、研究機関に公的研究費の使用に当たっての適切
なルールの制定と運用を求めています。また、平成26年8月26日には「研究
活動の不正行為への対応等に関するガイドライン」が制定され、研究活動
における不正行為が発生しないよう、倫理教育の徹底と、発生した場合の
適切な対応を求めています。
　本学では、関連規程を整備し、研究活動の不正行為の防止、研究費の
不正使用の防止に向けて取り組みを進めています。関連して、平成26年9
月24日には科研費採択者向けに公的研究費の使用ルールについての説明
会を開催しました。

2������2�　ެ的ڀݚඅෆਖ਼࢖用๷ࢭઆ໌会の
༷子

基൫ڀݚ（"）
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

基൫ڀݚ（$）
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

基൫ڀݚ（$）
�代表ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

基൫ڀݚ（$）
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

๖ժڀݚ
�代表ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

基൫ڀݚ（$）
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

基൫ڀݚ（#）
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

基൫ڀݚ（"）
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

基൫ڀݚ（$）
�代表ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

基൫ڀݚ（$）
�代表ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>
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ฏ੒2�೥౓

私立大学等改革総合支援事業の採択
　ฏ੒2�年౓のࢧԉࣄ業は、タΠϓ１（教ҭの࣭తస׵）、タΠϓ２（地域ൃల）、タΠϓ３（࢈業ք・ଞ大学との
࿈ܞ）、タΠϓ （̐άϩーバルԽ）の4ͭのタΠϓがࣔ Ε͞、ೳಈత教ҭで る͋Ξクティϒラーχンά（"-）のߦえる
教ҭࢪઃをத৺にして、本学の教ҭのಛ৭をߋにߴめるためのࢪઃをਃ੥した。
　しかし、ฏ੒2�年౓から、࢈学׭࿈ܞと、ࠃ಺ଞ大学との࿈ܞにؔするධՁ߲໨でߏ੒ Ε͞るタΠϓ３（࢈業
ք΍ଞ大学との࿈ܞ）では、࢈学׭࿈ܞのධՁ߲໨は、ରԠできているが、ࠃ಺ଞ大学との࿈ܞにؔしては、́
とΜͲがରԠできていͳいのがݱঢ়で る͋。そのため、ධՁ఺がわͣかにٴ͹ͣ、ਃ੥したࢪઃの࠾୒は͞ Εͳ
か たͬ。しかし、ฏ੒2�年౓に͚޲て、ಛにࠃ಺ଞ大学との教ҭ、研究׆ಈの࿈׆ܞಈをૣٸにਪਐする。
　そこで、以下では࠾୒ Ε͞た�ͭのタΠϓのࢪઃ಺༰ٴͼ教ҭޮՌにͭいてུ֓をࣔすことにする。

１． タイプ１「教育の質的転換」（建学の精神を生かした大学の教育の質向上）
　タイプ１は、平成25年度から継続されているので、本学に於いて「教育の質的転換」に関しては、積極的に取り
組んでいるので、申請した施設は採択された。
ɹ1ʣ࠾�୒ࢪઃɹ：ɹʮϏδωス教ҭ"-3ʢΞクςΟϒϥʔχンάϧʔϜʣʯ�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹの੔උ
ɹ2ʣ�৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗ1֊ɹ�12教 ʢࣨਤ1ʣ
ɹ3ʣػ� ث ౳ɹ�　（1） タブレット型端末：52台
　　　　　　　　 （2） プロジェクターシステム4セット
　　　　　　　　 （3） タッチパネルディスプレイ（65型）： １セット
　　　　　　　　 （4） 端末管理システム：1セット
　�ʣظ�଴される教ҭޮՌ
　社会科学系のＩＴ教育の基本は、MOSの習得である。更に、データ解
析手法、ビジネスモデルを使用した教育、WeCの作成・維持管理手法の
教育、スマホ用のアプリの開発の教育と、多様な内容の教育を同一の
設備を使用して実施できる。
　平成26年度から能動的教育であるアクティブラーニング（AL）を導入することにより、その効果が大きいことから、
ビジネス教育においても、与えられた課題に対して、オープンデータの収集、分析、結果の発表のための分かりқい
形式で表現、さらに必要であればアプリの開発までもできるようになり、自主的にまとめ、発表する技能をも身に付け
させることができる。その際、個人差を考慮して、能力別にグループ化し、それぞれに課題を与えるとともに、共同で
課題解決ができるので、教育効果をかなり高く保つことができる。

２． タイプ２「地域発展」（特色を発揮し、地域の発展を重層的に支える大学づくり）
　この申請では、地方自治体との協議をした内容を踏まえて、教育施設
の整備をすることが要求されていた。本学の法学部は、岡山県内の私立
大学には唯一設置されていることから、学生、一般の方々に、法学の実
践教育である裁判を模擬体験させる施設を設置することについて、岡山
県県民生活部からは、特に県民の安心・安全にかかわる実践活動、人
材（担い手）教育において、特に消費者教育に関する模擬裁判や、講義
への参加、講演会の開催を特に依頼された。そこで、以下の様に法学の
実践教育のできる場として、模擬法ఊを申請し採択された。
ɹ1ʣ�ઃஔࢪઃɹ：ɹʮ࣮ફ的๏学教ҭのͨΊの໛ٖ๏ఊʯの੔උ
ɹ2ʣ�৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗ2֊ɹ�32教 ʢࣨਤ2ʣ

ɹ3ʣػ� ث ౳ɹ�ɹ（1） 模擬法ఊ：裁判官୎、書記官୎、
　　　　　　　　　　 原告側・被告側୎、証言台、傍聴席等
　　　　　　　　  （2） D7D録画システム 、模擬裁判内容の収録分析

ɹ�ʣɹظ଴される教ҭޮՌ
　法学部では、法律学の重要な分野の知識と、人文・自然・社会の幅広い教養を組み合わせることにより、より質の
高いリーガルマインドである、客観的に物事を分析、し、様々な意見を調整しながら、合理的な解決を導くだけでな
く、それを理論的に説明し、関係者の納得を得ようとする法的な発想や態度、を養うことを教育目標としている。
　この教育目標を達成するする手段の一つとして、学内で多様な模擬訴ু、調停等を実施できることは、学生に
とって日常的に実際の状況に直接かかわることができ、理論と実践を交互に実施することにより、より理解や態度を
養うことができる。
　また、岡山県が推進している岡山県消費者教育推進計画（ライフステージに応じた体系的な消費者教育の推
進）や൜罪被害者等支援条例に基づき、本学においても消費者教育の実施や、൜罪被害者の講演会を開催し、
多くの学生が参加できる。これらの中で、൜罪の防止、加害者の刑の確定と共に、被害者の家族・Ҩ族の方々の抱
える問題についても、取り組むことができる。

３． タイプ４「グローバル化」（グローバル化への対応）
　平成26年度から、グローバル化が独立のタイプとなり、本学は国際化への対応を行なっているために、施設の申
請は採択された。
ɹ1ʣɹ࠾୒ࢪઃɹ：ɹʮάϩʔόϧ教ҭ"-3ʢΞクςΟϒϥʔχンάϧʔϜʣʯ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹの੔උ
ɹ2ʣɹ৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗɹ�֊ɹ��� ʢࣨਤ3ʣ
ɹ3ʣɹػ ث ౳ɹ��ɹ（1） ص・椅子　：　可動式のص・椅子（40席）
　　　　　　　　　（2） コンピュータ（英語しゃべれる機能付き） ： 20台
　　　　　　　　　（3） e-learningソフト：「英語入門コース」
　　　　　　　　　　　（アルク教育社）
　　　　　　　　　　　「PowerWordsコースプラス（語ኮ習得）」
　　　　　　　　　　　（アルク教育社）

ɹ̐ ʣظ଴される教ҭޮՌ
　これまでの語学教育では、従来全て学生が“話すこと”が本来であるが、話す機会の少ない学生にとっては、人
に話せなかったらどうしょうと躊躇して、話す機会が益々少なくなり、会話ができなくなってしまうという悪循環に陥る。
　本学の整備する「グローバル教育ALR」では、タブレット端末や各自のスマホに話す機能を付加することにより、
最低限の会話を補助をする機能を持たせる。このことにより、少しでも話す機会を増やすことにより、語学教育を促
進する。
　また、ALRにすることにより、少人数教育となっている語学教育を、更に少人数グループに分ྨすることにより、グ
ループ毎の課題のプロジェクターによる提示と指導により能力に合わせた語学教育が可能となる。
　また、当施設を使用して、TOEIC、TOEFLの練習がでるソフトを整備するので、語学能力の外部評価を支援す
ることができる。

（෭学長　大࡚ ߛ一）

ਤ��  ̓ ҭ"-RڭϏジネε　ࣨڭ１２

ਤ2�  ̒ ໛ٖ๏ఊ　ࣨڭ３２
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研究छ໨・ظ間 研　究　՝　୊ 研究ऀ（ॴଐ）

　ฏ成2�年౓࠾୒中のՊݚඅ　

೔本企業のコラボレーγϣンとイϊϕーγϣン：
৽੡඼開発のダイφミクε

小・中学生の社会的ߟࢥ ・ྗ൑அྗの発ୡに
基づく社会त業Ϟデルの開発ڀݚ

Θがࠃ企業の経営活ಈの中ࠃల開とコεト・
マネジメントのϋイϒリットԽの実ଶと՝୊

Θがࠃ企業の経営活ಈの中ࠃల開とコεト・
マネジメントのϋイϒリットԽの実ଶと՝୊

戦ޙ೔本企業とٕज़的஌ࣝにؔ͢る実ূڀݚ

஍ํのΦンリーϫンܕ中小企業の企業家活ಈと
ઘݯ૪ྗのڝ

Պ学ٕज़੓ࡦと࢈業クラεターのଘଓにؔ͢る
ܞ学࿈׭࢈と࢈生࠶企業家：ڀݚൺֱࡍࠃ

イΪリεのެ๏改ֵにお る͚ීวੑとݻ༗ੑの
૬࠶܎ؔޓฤにؔ͢る総合的ൺֱ๏ڀݚ

学ྺと௞ۚ構଄のࡍࠃൺֱ

ඇネーター܈と؀܈の原ੑ࢝のڀݚ

઒合　一ԝ
（経営学部・講ࢣ）

લా　݈一
（経ࡁ学部・ڭत）

Ҫ্　৴一
（経営学部・ڭत）

ဋ　ྞ
（経営学部・।ڭत）

઒合　一ԝ
（経営学部・講ࢣ）

ဋ　ྞ
（経営学部・।ڭत）

ဋ　ྞ
（経営学部・।ڭत）

ҏ藤　࣏඙
（๏学部・ڭत）

ل谷　௚ࡾ
（経ࡁ学部・ڭत）

੢中߃࿨
（経営学部・ڭत）

▼Պֶڀݚ
අิॿۚ

Պ学ڀݚඅॿ੒ۀࣄへの取り組Έ
　科学研究費助成事業とは、わが国の学術振興を図るため、人文・社会科学から自然科学分野まで、あらゆる分野における
独創的・先駆的研究の発展を目的とする文部科学省による研究助成費です。
　大学等の研究者又は研究グループが自発的に計画する多様な学術研究のうち、学術の動向に即して、特に重要なものを
取り上げて研究を助成するものです。学術研究を推進し、わが国の研究基盤を形成するための基幹的な経費として、その任
を果たしています。（平成26年度予算額2,276億円）
　本学からも、毎年多数の研究者が申請を行っており、平成26年度では以下のテーマで研究費の交付を受けています。研究
分担者としての参画も増えており、研究活動の広がりが࢕えます。

　ෆਖ਼ߦҝ、ෆਖ਼࢖༻の๷ࢭにͭいて
　文部科学省では、公的研究費を適切に使用するための指針である「研
究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」を平
成26年2月18日に改正し、研究機関に公的研究費の使用に当たっての適切
なルールの制定と運用を求めています。また、平成26年8月26日には「研究
活動の不正行為への対応等に関するガイドライン」が制定され、研究活動
における不正行為が発生しないよう、倫理教育の徹底と、発生した場合の
適切な対応を求めています。
　本学では、関連規程を整備し、研究活動の不正行為の防止、研究費の
不正使用の防止に向けて取り組みを進めています。関連して、平成26年9
月24日には科研費採択者向けに公的研究費の使用ルールについての説明
会を開催しました。

2������2�　ެ的ڀݚඅෆਖ਼࢖用๷ࢭઆ໌会の
༷子
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私立大学等改革総合支援事業の採択
　ฏ੒2�年౓のࢧԉࣄ業は、タΠϓ１（教ҭの࣭తస׵）、タΠϓ２（地域ൃల）、タΠϓ３（࢈業ք・ଞ大学との
࿈ܞ）、タΠϓ （̐άϩーバルԽ）の4ͭのタΠϓがࣔ Ε͞、ೳಈత教ҭで る͋Ξクティϒラーχンά（"-）のߦえる
教ҭࢪઃをத৺にして、本学の教ҭのಛ৭をߋにߴめるためのࢪઃをਃ੥した。
　しかし、ฏ੒2�年౓から、࢈学׭࿈ܞと、ࠃ಺ଞ大学との࿈ܞにؔするධՁ߲໨でߏ੒ Ε͞るタΠϓ３（࢈業
ք΍ଞ大学との࿈ܞ）では、࢈学׭࿈ܞのධՁ߲໨は、ରԠできているが、ࠃ಺ଞ大学との࿈ܞにؔしては、́
とΜͲがରԠできていͳいのがݱঢ়で る͋。そのため、ධՁ఺がわͣかにٴ͹ͣ、ਃ੥したࢪઃの࠾୒は͞ Εͳ
か たͬ。しかし、ฏ੒2�年౓に͚޲て、ಛにࠃ಺ଞ大学との教ҭ、研究׆ಈの࿈׆ܞಈをૣٸにਪਐする。
　そこで、以下では࠾୒ Ε͞た�ͭのタΠϓのࢪઃ಺༰ٴͼ教ҭޮՌにͭいてུ֓をࣔすことにする。

１． タイプ１「教育の質的転換」（建学の精神を生かした大学の教育の質向上）
　タイプ１は、平成25年度から継続されているので、本学に於いて「教育の質的転換」に関しては、積極的に取り
組んでいるので、申請した施設は採択された。
ɹ1ʣ࠾�୒ࢪઃɹ：ɹʮϏδωス教ҭ"-3ʢΞクςΟϒϥʔχンάϧʔϜʣʯ�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹの੔උ
ɹ2ʣ�৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗ1֊ɹ�12教 ʢࣨਤ1ʣ
ɹ3ʣػ� ث ౳ɹ�　（1） タブレット型端末：52台
　　　　　　　　 （2） プロジェクターシステム4セット
　　　　　　　　 （3） タッチパネルディスプレイ（65型）： １セット
　　　　　　　　 （4） 端末管理システム：1セット
　�ʣظ�଴される教ҭޮՌ
　社会科学系のＩＴ教育の基本は、MOSの習得である。更に、データ解
析手法、ビジネスモデルを使用した教育、WeCの作成・維持管理手法の
教育、スマホ用のアプリの開発の教育と、多様な内容の教育を同一の
設備を使用して実施できる。
　平成26年度から能動的教育であるアクティブラーニング（AL）を導入することにより、その効果が大きいことから、
ビジネス教育においても、与えられた課題に対して、オープンデータの収集、分析、結果の発表のための分かりқい
形式で表現、さらに必要であればアプリの開発までもできるようになり、自主的にまとめ、発表する技能をも身に付け
させることができる。その際、個人差を考慮して、能力別にグループ化し、それぞれに課題を与えるとともに、共同で
課題解決ができるので、教育効果をかなり高く保つことができる。

２． タイプ２「地域発展」（特色を発揮し、地域の発展を重層的に支える大学づくり）
　この申請では、地方自治体との協議をした内容を踏まえて、教育施設
の整備をすることが要求されていた。本学の法学部は、岡山県内の私立
大学には唯一設置されていることから、学生、一般の方々に、法学の実
践教育である裁判を模擬体験させる施設を設置することについて、岡山
県県民生活部からは、特に県民の安心・安全にかかわる実践活動、人
材（担い手）教育において、特に消費者教育に関する模擬裁判や、講義
への参加、講演会の開催を特に依頼された。そこで、以下の様に法学の
実践教育のできる場として、模擬法ఊを申請し採択された。
ɹ1ʣ�ઃஔࢪઃɹ：ɹʮ࣮ફ的๏学教ҭのͨΊの໛ٖ๏ఊʯの੔උ
ɹ2ʣ�৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗ2֊ɹ�32教 ʢࣨਤ2ʣ

ɹ3ʣػ� ث ౳ɹ�ɹ（1） 模擬法ఊ：裁判官୎、書記官୎、
　　　　　　　　　　 原告側・被告側୎、証言台、傍聴席等
　　　　　　　　  （2） D7D録画システム 、模擬裁判内容の収録分析

ɹ�ʣɹظ଴される教ҭޮՌ
　法学部では、法律学の重要な分野の知識と、人文・自然・社会の幅広い教養を組み合わせることにより、より質の
高いリーガルマインドである、客観的に物事を分析、し、様々な意見を調整しながら、合理的な解決を導くだけでな
く、それを理論的に説明し、関係者の納得を得ようとする法的な発想や態度、を養うことを教育目標としている。
　この教育目標を達成するする手段の一つとして、学内で多様な模擬訴ু、調停等を実施できることは、学生に
とって日常的に実際の状況に直接かかわることができ、理論と実践を交互に実施することにより、より理解や態度を
養うことができる。
　また、岡山県が推進している岡山県消費者教育推進計画（ライフステージに応じた体系的な消費者教育の推
進）や൜罪被害者等支援条例に基づき、本学においても消費者教育の実施や、൜罪被害者の講演会を開催し、
多くの学生が参加できる。これらの中で、൜罪の防止、加害者の刑の確定と共に、被害者の家族・Ҩ族の方々の抱
える問題についても、取り組むことができる。

３． タイプ４「グローバル化」（グローバル化への対応）
　平成26年度から、グローバル化が独立のタイプとなり、本学は国際化への対応を行なっているために、施設の申
請は採択された。
ɹ1ʣɹ࠾୒ࢪઃɹ：ɹʮάϩʔόϧ教ҭ"-3ʢΞクςΟϒϥʔχンάϧʔϜʣʯ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹの੔උ
ɹ2ʣɹ৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗɹ�֊ɹ��� ʢࣨਤ3ʣ
ɹ3ʣɹػ ث ౳ɹ��ɹ（1） ص・椅子　：　可動式のص・椅子（40席）
　　　　　　　　　（2） コンピュータ（英語しゃべれる機能付き） ： 20台
　　　　　　　　　（3） e-learningソフト：「英語入門コース」
　　　　　　　　　　　（アルク教育社）
　　　　　　　　　　　「PowerWordsコースプラス（語ኮ習得）」
　　　　　　　　　　　（アルク教育社）

ɹ̐ ʣظ଴される教ҭޮՌ
　これまでの語学教育では、従来全て学生が“話すこと”が本来であるが、話す機会の少ない学生にとっては、人
に話せなかったらどうしょうと躊躇して、話す機会が益々少なくなり、会話ができなくなってしまうという悪循環に陥る。
　本学の整備する「グローバル教育ALR」では、タブレット端末や各自のスマホに話す機能を付加することにより、
最低限の会話を補助をする機能を持たせる。このことにより、少しでも話す機会を増やすことにより、語学教育を促
進する。
　また、ALRにすることにより、少人数教育となっている語学教育を、更に少人数グループに分ྨすることにより、グ
ループ毎の課題のプロジェクターによる提示と指導により能力に合わせた語学教育が可能となる。
　また、当施設を使用して、TOEIC、TOEFLの練習がでるソフトを整備するので、語学能力の外部評価を支援す
ることができる。

（෭学長　大࡚ ߛ一）

ਤ��  ̓ ҭ"-RڭϏジネε　ࣨڭ１２

ਤ2�  ̒ ໛ٖ๏ఊ　ࣨڭ３２
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　ฏ੒2�年౓のࢧԉࣄ業は、タΠϓ１（教ҭの࣭తస׵）、タΠϓ２（地域ൃల）、タΠϓ３（࢈業ք・ଞ大学との
࿈ܞ）、タΠϓ （̐άϩーバルԽ）の4ͭのタΠϓがࣔ Ε͞、ೳಈత教ҭで る͋Ξクティϒラーχンά（"-）のߦえる
教ҭࢪઃをத৺にして、本学の教ҭのಛ৭をߋにߴめるためのࢪઃをਃ੥した。
　しかし、ฏ੒2�年౓から、࢈学׭࿈ܞと、ࠃ಺ଞ大学との࿈ܞにؔするධՁ߲໨でߏ੒ Ε͞るタΠϓ３（࢈業
ք΍ଞ大学との࿈ܞ）では、࢈学׭࿈ܞのධՁ߲໨は、ରԠできているが、ࠃ಺ଞ大学との࿈ܞにؔしては、́
とΜͲがରԠできていͳいのがݱঢ়で る͋。そのため、ධՁ఺がわͣかにٴ͹ͣ、ਃ੥したࢪઃの࠾୒は͞ Εͳ
か たͬ。しかし、ฏ੒2�年౓に͚޲て、ಛにࠃ಺ଞ大学との教ҭ、研究׆ಈの࿈׆ܞಈをૣٸにਪਐする。
　そこで、以下では࠾୒ Ε͞た�ͭのタΠϓのࢪઃ಺༰ٴͼ教ҭޮՌにͭいてུ֓をࣔすことにする。

１． タイプ１「教育の質的転換」（建学の精神を生かした大学の教育の質向上）
　タイプ１は、平成25年度から継続されているので、本学に於いて「教育の質的転換」に関しては、積極的に取り
組んでいるので、申請した施設は採択された。
ɹ1ʣ࠾�୒ࢪઃɹ：ɹʮϏδωス教ҭ"-3ʢΞクςΟϒϥʔχンάϧʔϜʣʯ�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹの੔උ
ɹ2ʣ�৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗ1֊ɹ�12教 ʢࣨਤ1ʣ
ɹ3ʣػ� ث ౳ɹ�　（1） タブレット型端末：52台
　　　　　　　　 （2） プロジェクターシステム4セット
　　　　　　　　 （3） タッチパネルディスプレイ（65型）： １セット
　　　　　　　　 （4） 端末管理システム：1セット
　�ʣظ�଴される教ҭޮՌ
　社会科学系のＩＴ教育の基本は、MOSの習得である。更に、データ解
析手法、ビジネスモデルを使用した教育、WeCの作成・維持管理手法の
教育、スマホ用のアプリの開発の教育と、多様な内容の教育を同一の
設備を使用して実施できる。
　平成26年度から能動的教育であるアクティブラーニング（AL）を導入することにより、その効果が大きいことから、
ビジネス教育においても、与えられた課題に対して、オープンデータの収集、分析、結果の発表のための分かりқい
形式で表現、さらに必要であればアプリの開発までもできるようになり、自主的にまとめ、発表する技能をも身に付け
させることができる。その際、個人差を考慮して、能力別にグループ化し、それぞれに課題を与えるとともに、共同で
課題解決ができるので、教育効果をかなり高く保つことができる。

２． タイプ２「地域発展」（特色を発揮し、地域の発展を重層的に支える大学づくり）
　この申請では、地方自治体との協議をした内容を踏まえて、教育施設
の整備をすることが要求されていた。本学の法学部は、岡山県内の私立
大学には唯一設置されていることから、学生、一般の方々に、法学の実
践教育である裁判を模擬体験させる施設を設置することについて、岡山
県県民生活部からは、特に県民の安心・安全にかかわる実践活動、人
材（担い手）教育において、特に消費者教育に関する模擬裁判や、講義
への参加、講演会の開催を特に依頼された。そこで、以下の様に法学の
実践教育のできる場として、模擬法ఊを申請し採択された。
ɹ1ʣ�ઃஔࢪઃɹ：ɹʮ࣮ફ的๏学教ҭのͨΊの໛ٖ๏ఊʯの੔උ
ɹ2ʣ�৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗ2֊ɹ�32教 ʢࣨਤ2ʣ

ɹ3ʣػ� ث ౳ɹ�ɹ（1） 模擬法ఊ：裁判官୎、書記官୎、
　　　　　　　　　　 原告側・被告側୎、証言台、傍聴席等
　　　　　　　　  （2） D7D録画システム 、模擬裁判内容の収録分析

ɹ�ʣɹظ଴される教ҭޮՌ
　法学部では、法律学の重要な分野の知識と、人文・自然・社会の幅広い教養を組み合わせることにより、より質の
高いリーガルマインドである、客観的に物事を分析、し、様々な意見を調整しながら、合理的な解決を導くだけでな
く、それを理論的に説明し、関係者の納得を得ようとする法的な発想や態度、を養うことを教育目標としている。
　この教育目標を達成するする手段の一つとして、学内で多様な模擬訴ু、調停等を実施できることは、学生に
とって日常的に実際の状況に直接かかわることができ、理論と実践を交互に実施することにより、より理解や態度を
養うことができる。
　また、岡山県が推進している岡山県消費者教育推進計画（ライフステージに応じた体系的な消費者教育の推
進）や൜罪被害者等支援条例に基づき、本学においても消費者教育の実施や、൜罪被害者の講演会を開催し、
多くの学生が参加できる。これらの中で、൜罪の防止、加害者の刑の確定と共に、被害者の家族・Ҩ族の方々の抱
える問題についても、取り組むことができる。

３． タイプ４「グローバル化」（グローバル化への対応）
　平成26年度から、グローバル化が独立のタイプとなり、本学は国際化への対応を行なっているために、施設の申
請は採択された。
ɹ1ʣɹ࠾୒ࢪઃɹ：ɹʮάϩʔόϧ教ҭ"-3ʢΞクςΟϒϥʔχンάϧʔϜʣʯ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹの੔උ
ɹ2ʣɹ৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗɹ�֊ɹ��� ʢࣨਤ3ʣ
ɹ3ʣɹػ ث ౳ɹ��ɹ（1） ص・椅子　：　可動式のص・椅子（40席）
　　　　　　　　　（2） コンピュータ（英語しゃべれる機能付き） ： 20台
　　　　　　　　　（3） e-learningソフト：「英語入門コース」
　　　　　　　　　　　（アルク教育社）
　　　　　　　　　　　「PowerWordsコースプラス（語ኮ習得）」
　　　　　　　　　　　（アルク教育社）

ɹ̐ ʣظ଴される教ҭޮՌ
　これまでの語学教育では、従来全て学生が“話すこと”が本来であるが、話す機会の少ない学生にとっては、人
に話せなかったらどうしょうと躊躇して、話す機会が益々少なくなり、会話ができなくなってしまうという悪循環に陥る。
　本学の整備する「グローバル教育ALR」では、タブレット端末や各自のスマホに話す機能を付加することにより、
最低限の会話を補助をする機能を持たせる。このことにより、少しでも話す機会を増やすことにより、語学教育を促
進する。
　また、ALRにすることにより、少人数教育となっている語学教育を、更に少人数グループに分ྨすることにより、グ
ループ毎の課題のプロジェクターによる提示と指導により能力に合わせた語学教育が可能となる。
　また、当施設を使用して、TOEIC、TOEFLの練習がでるソフトを整備するので、語学能力の外部評価を支援す
ることができる。

（෭学長　大࡚ ߛ一）

ਤ��  ̓ ҭ"-Rڭグϩーόル　ࣨڭ４̑

　（４）基४�（ࣗݾ఺ݕ・ධՁ）
　自己点検・評価の適切性、誠実性、有効性に関する評価項目であり、通常自己点検・評価委員会で所ঠしている
事項であるので、自己点検・評価委員会で取りまとめを行った。
　ᶚ　大学が࢖ ・໋໨తにͮجいてಠࣗにઃఆしたج४にΑるࣗ ݾ
ධՁ　（ج४"）
　本学での中長期展開目標に記載している4つの活動の内、特色が
あり成果の出ている2つの活動について、記載し自己評価を行った。
　特に著しい成果の出ている地域との連携による実践的教育

（フィールドスタディ）、大学院進学による国際交流の推進について、支
援体制、具体的な取り組みについて記載し、「自己評価」、「改善・向
上施策」について、取りまとめた。
　「平成26年度大学機関別認証評価　自己点検評価書」は、全体
を100頁に取りまとめ、評議会、理事会の承認を受け、6月初旬に日本
高等教育評価機構に提出した。

地ௐࠪݱ ．２
　平成26年10月22日（火）～23日（水）に「現地調査」が行われた。団長以
下4名の審査員と事務担当者１名により、責任者面ஊ、基準2、基準3、基準
4、基準A、学内視察が実施された。
　特に現地調査において、教育に関する基準２が最も重要と考え、質問を
担当部署で受け、丁寧な回答をしたために、時間が不足し、追加に時間を
設定して審査委員からのすべての質問に対応した。
　
３． ௐࠪใࠂॻҊ
　現地調査の後、12月18日付で、（公財）日本高等教育評価機構から、自
己点検評価書と現地調査を踏まえて、調査報告書案が送付された。
　内容的には、現地審査と同様に、基準2の入学者の確保、施設設備の安全性について、基準3の評議員会に関
する指摘があり、対応について自己点検・評価委員会で検討し、平成26年度4月以降50周年リニューアル計画の
推進により10月23日までに施設に関する取り組み状況について、追加資料の提出を決定し、1月15日に送付した。
　特に優れた点として、「将来構想検討委員会」を組織し、社会の変化に対して、自らの使命や目的を随時見直
し、学内に於ける情報の共有、学内の意思統一を図り、将来構想を機動的に協議・検討していることが取り上げら
れた。

　本年度の認証評価書をまとめる中で、大学の最も基本である学生の確保の
ために、教職員全員が真᎜に取り組んで、今後さらに高校生の人数が減少する
中で、本学の特色を生かした教育研究を進めなければならないことを痛切に感
じた。その他の教育研究活動については、概ね良好であり、特に中長期展開目
標に示すテーマについては、本学の特色を示す教育研究活動であり、学生の
みならず地域への貢献も大きいことから、次の７年目に向けて目標設定をしなが
ら日々 のஎまぬ活動を進めていく必要がある。
　審査の最終結果は、平成27年3月10日に開催された（公財）日本高等教育評価機構の大学評価判定委員会及
び理事会で審議され、当機構が定める大学評価基準に適合していると認定された。
　最後に、認証評価に当たりご協力いただいた全教職員に感謝する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（෭学長　大࡚　ߛ一）

ฏ੒2�೥౓

大学ؔػผೝূධՁのड৹
　ฏ੒1�（200�）年のୈ1ճ（ࡒ）日本ߴ౳教ҭධՁߏػ（౰࣌）にΑる大学ؔػผೝূධՁのड৹以߱、教ҭ
研究、地域׆ݙߩಈのΤビσンスを੔උするମ੍がཱ֬できている。このج本ମ੍は、「ཱࢲ大学౳վֵ૯߹
。にਐาしているߋ、業」΁のਃ੥をਐめることにΑりࣄԉࢧ
　ฏ੒2�（2014）年౓ୈ2ճのड৹においては、できるͩ ͚全学తͳऔり૊みでରԠするために、ಛఆのҕһ会
はઃஔͤͣ、本学の教ҭのධՁを୲౰しているࣗ ؔ、ධՁҕһ会をத৺にஔき、学部、大学Ӄ・ݕ఺ݾ ࿈部ॺと
࿈ܞをしͳがらධՁॻの࡞੒、ݱ地ௐࠪのରԠ、ௐࠪใࠂॻ΁のରԠをߦ たͬ。
࢖、本ཧ೦جいて大学のͮج学のਫ਼ਆにݐճのධՁでは、大学のࠓ　 ・໋໨త、大学のੑݸಛ৭をج本にし
て、大学のࣗݾධՁ、教ҭ಺༰、؅ཧମ੍、ಛ৭ る͋教ҭ׆ಈをத৺にした4ج४、͞らに֤大学がಠࣗにઃఆし
たج४にΑるࣗ ४とͳͬج�ධՁのݾ ており、その಺༰にͭいてׅ֓する。

１． ฏ੒��೥౓大学ؔػผೝূධՁɹࣗݾ఺ݕධՁॻの಺༰
　ᶗ　ݐ学のਫ਼ਆ・大学のج本ཧ೦、࢖ ・໋໨త、大学のݸ ・ੑಛ৭
　平成24年から、本学の建学の精神に基づく教育研究活動の基本となる、基本理念、使命・目的、中長期目標に
ついて検討し、学部・大学院の教育目標を含めて、「建学の精神」から、中長期展開目標までを、見える化して、「岡
山商科大学基本方針」にまとめ、学則の別表として示し、報告書の内容もこの図に合わせて記載した。
基本方針には、3つのポリシー、教育目標、中長期計画が含まれているので、次の7年に向けて改正をする必要があ
る。
　ᶘ　Ԋֵとݱঢ়　
　平成27年には、創立50周年になることから、沿革、本学の状況を記載した。
　ᶙ　ධՁߏػがఆめるج४にࣗͮ͘ج ධՁݾ
　主として、評価をされるのが、基準１～基準４であり、基準内の評価項目ごとに、「事実の説明」、「自己評価」、

「改善・向上方策（将来計画）」を現在までに実行し、エビデンスのある活動について記載することになっている。
　（１）基४１（࢖ ・໋໨的౳）
　この基準では、大学の使命・目的の明確性、文章化、使命・目的及び教育目的の適切性及びそれらの有効性に
ついての評価項目となっている。「岡山商科大学基本方針」を策定していたので、これらの評価項目に対する記載
は、エビデンスとの対応を考慮して記載できた。また、有効性の評価項目には、教育研究組織の構成との整合性に
ついても記載が必要であり、本学の組織を、教育・研究組織、事務組織、各種委員会組織（学生支援、地域貢献）、
CSR組織とした組織図で表示することにより、簡潔に説明ができた。
　（２）基४２（学मとڭत）
　本学の教育活動を、指定された9基準項目（学生の受入れ、教育課程及び教授方法、学修及び授業の支援、単
位認定、卒業・修了認定等、キャリアガイダンス、教育目標の達成状況の評価とフィードバック、学生サービス、教員
の配置・職能開発等、教育環境の整備）についての取り組み内容を、エビデンスを付して記載することが要求され
た。そこで、各学部学科、部局に執筆を依頼し、教育の現状、特徴などを明確に３８頁にわたって記載した。
　全ての評価項目について、私立大学等総合改革支援事業での「教育の質の向上」への申請を含めて、日々 努
力をしているので、エビデンスを含めて対応ができた。
　（３）基४３（経営・؅ཧとࡒ務）
　経営の規律と誠実性、理事会の機能、大学の意思決定の仕組み及び学長のリーダーシップ、コミュニケーション
とガバナンス、業務執行体制の機能性、財務基盤と収支、会計が評価項目であり、基本的に学校法人吉備学園が
所ঠする事項であるので、本学総務企画課と共同で、取りまとめを行った。
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　ฏ੒2�年౓のࢧԉࣄ業は、タΠϓ１（教ҭの࣭తస׵）、タΠϓ２（地域ൃల）、タΠϓ３（࢈業ք・ଞ大学との
࿈ܞ）、タΠϓ （̐άϩーバルԽ）の4ͭのタΠϓがࣔ Ε͞、ೳಈత教ҭで る͋Ξクティϒラーχンά（"-）のߦえる
教ҭࢪઃをத৺にして、本学の教ҭのಛ৭をߋにߴめるためのࢪઃをਃ੥した。
　しかし、ฏ੒2�年౓から、࢈学׭࿈ܞと、ࠃ಺ଞ大学との࿈ܞにؔするධՁ߲໨でߏ੒ Ε͞るタΠϓ３（࢈業
ք΍ଞ大学との࿈ܞ）では、࢈学׭࿈ܞのධՁ߲໨は、ରԠできているが、ࠃ಺ଞ大学との࿈ܞにؔしては、́
とΜͲがରԠできていͳいのがݱঢ়で る͋。そのため、ධՁ఺がわͣかにٴ͹ͣ、ਃ੥したࢪઃの࠾୒は͞ Εͳ
か たͬ。しかし、ฏ੒2�年౓に͚޲て、ಛにࠃ಺ଞ大学との教ҭ、研究׆ಈの࿈׆ܞಈをૣٸにਪਐする。
　そこで、以下では࠾୒ Ε͞た�ͭのタΠϓのࢪઃ಺༰ٴͼ教ҭޮՌにͭいてུ֓をࣔすことにする。

１． タイプ１「教育の質的転換」（建学の精神を生かした大学の教育の質向上）
　タイプ１は、平成25年度から継続されているので、本学に於いて「教育の質的転換」に関しては、積極的に取り
組んでいるので、申請した施設は採択された。
ɹ1ʣ࠾�୒ࢪઃɹ：ɹʮϏδωス教ҭ"-3ʢΞクςΟϒϥʔχンάϧʔϜʣʯ�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹの੔උ
ɹ2ʣ�৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗ1֊ɹ�12教 ʢࣨਤ1ʣ
ɹ3ʣػ� ث ౳ɹ�　（1） タブレット型端末：52台
　　　　　　　　 （2） プロジェクターシステム4セット
　　　　　　　　 （3） タッチパネルディスプレイ（65型）： １セット
　　　　　　　　 （4） 端末管理システム：1セット
　�ʣظ�଴される教ҭޮՌ
　社会科学系のＩＴ教育の基本は、MOSの習得である。更に、データ解
析手法、ビジネスモデルを使用した教育、WeCの作成・維持管理手法の
教育、スマホ用のアプリの開発の教育と、多様な内容の教育を同一の
設備を使用して実施できる。
　平成26年度から能動的教育であるアクティブラーニング（AL）を導入することにより、その効果が大きいことから、
ビジネス教育においても、与えられた課題に対して、オープンデータの収集、分析、結果の発表のための分かりқい
形式で表現、さらに必要であればアプリの開発までもできるようになり、自主的にまとめ、発表する技能をも身に付け
させることができる。その際、個人差を考慮して、能力別にグループ化し、それぞれに課題を与えるとともに、共同で
課題解決ができるので、教育効果をかなり高く保つことができる。

２． タイプ２「地域発展」（特色を発揮し、地域の発展を重層的に支える大学づくり）
　この申請では、地方自治体との協議をした内容を踏まえて、教育施設
の整備をすることが要求されていた。本学の法学部は、岡山県内の私立
大学には唯一設置されていることから、学生、一般の方々に、法学の実
践教育である裁判を模擬体験させる施設を設置することについて、岡山
県県民生活部からは、特に県民の安心・安全にかかわる実践活動、人
材（担い手）教育において、特に消費者教育に関する模擬裁判や、講義
への参加、講演会の開催を特に依頼された。そこで、以下の様に法学の
実践教育のできる場として、模擬法ఊを申請し採択された。
ɹ1ʣ�ઃஔࢪઃɹ：ɹʮ࣮ફ的๏学教ҭのͨΊの໛ٖ๏ఊʯの੔උ
ɹ2ʣ�৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗ2֊ɹ�32教 ʢࣨਤ2ʣ

ɹ3ʣػ� ث ౳ɹ�ɹ（1） 模擬法ఊ：裁判官୎、書記官୎、
　　　　　　　　　　 原告側・被告側୎、証言台、傍聴席等
　　　　　　　　  （2） D7D録画システム 、模擬裁判内容の収録分析

ɹ�ʣɹظ଴される教ҭޮՌ
　法学部では、法律学の重要な分野の知識と、人文・自然・社会の幅広い教養を組み合わせることにより、より質の
高いリーガルマインドである、客観的に物事を分析、し、様々な意見を調整しながら、合理的な解決を導くだけでな
く、それを理論的に説明し、関係者の納得を得ようとする法的な発想や態度、を養うことを教育目標としている。
　この教育目標を達成するする手段の一つとして、学内で多様な模擬訴ু、調停等を実施できることは、学生に
とって日常的に実際の状況に直接かかわることができ、理論と実践を交互に実施することにより、より理解や態度を
養うことができる。
　また、岡山県が推進している岡山県消費者教育推進計画（ライフステージに応じた体系的な消費者教育の推
進）や൜罪被害者等支援条例に基づき、本学においても消費者教育の実施や、൜罪被害者の講演会を開催し、
多くの学生が参加できる。これらの中で、൜罪の防止、加害者の刑の確定と共に、被害者の家族・Ҩ族の方々の抱
える問題についても、取り組むことができる。

３． タイプ４「グローバル化」（グローバル化への対応）
　平成26年度から、グローバル化が独立のタイプとなり、本学は国際化への対応を行なっているために、施設の申
請は採択された。
ɹ1ʣɹ࠾୒ࢪઃɹ：ɹʮάϩʔόϧ教ҭ"-3ʢΞクςΟϒϥʔχンάϧʔϜʣʯ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹの੔උ
ɹ2ʣɹ৔ɹɹॴɹ：ɹ�߸ؗɹ�֊ɹ��� ʢࣨਤ3ʣ
ɹ3ʣɹػ ث ౳ɹ��ɹ（1） ص・椅子　：　可動式のص・椅子（40席）
　　　　　　　　　（2） コンピュータ（英語しゃべれる機能付き） ： 20台
　　　　　　　　　（3） e-learningソフト：「英語入門コース」
　　　　　　　　　　　（アルク教育社）
　　　　　　　　　　　「PowerWordsコースプラス（語ኮ習得）」
　　　　　　　　　　　（アルク教育社）

ɹ̐ ʣظ଴される教ҭޮՌ
　これまでの語学教育では、従来全て学生が“話すこと”が本来であるが、話す機会の少ない学生にとっては、人
に話せなかったらどうしょうと躊躇して、話す機会が益々少なくなり、会話ができなくなってしまうという悪循環に陥る。
　本学の整備する「グローバル教育ALR」では、タブレット端末や各自のスマホに話す機能を付加することにより、
最低限の会話を補助をする機能を持たせる。このことにより、少しでも話す機会を増やすことにより、語学教育を促
進する。
　また、ALRにすることにより、少人数教育となっている語学教育を、更に少人数グループに分ྨすることにより、グ
ループ毎の課題のプロジェクターによる提示と指導により能力に合わせた語学教育が可能となる。
　また、当施設を使用して、TOEIC、TOEFLの練習がでるソフトを整備するので、語学能力の外部評価を支援す
ることができる。

（෭学長　大࡚ ߛ一）

ਤ��  ̓ ҭ"-Rڭグϩーόル　ࣨڭ４̑

　（４）基४�（ࣗݾ఺ݕ・ධՁ）
　自己点検・評価の適切性、誠実性、有効性に関する評価項目であり、通常自己点検・評価委員会で所ঠしている
事項であるので、自己点検・評価委員会で取りまとめを行った。
　ᶚ　大学が࢖ ・໋໨తにͮجいてಠࣗにઃఆしたج४にΑるࣗ ݾ
ධՁ　（ج४"）
　本学での中長期展開目標に記載している4つの活動の内、特色が
あり成果の出ている2つの活動について、記載し自己評価を行った。
　特に著しい成果の出ている地域との連携による実践的教育

（フィールドスタディ）、大学院進学による国際交流の推進について、支
援体制、具体的な取り組みについて記載し、「自己評価」、「改善・向
上施策」について、取りまとめた。
　「平成26年度大学機関別認証評価　自己点検評価書」は、全体
を100頁に取りまとめ、評議会、理事会の承認を受け、6月初旬に日本
高等教育評価機構に提出した。

地ௐࠪݱ ．２
　平成26年10月22日（火）～23日（水）に「現地調査」が行われた。団長以
下4名の審査員と事務担当者１名により、責任者面ஊ、基準2、基準3、基準
4、基準A、学内視察が実施された。
　特に現地調査において、教育に関する基準２が最も重要と考え、質問を
担当部署で受け、丁寧な回答をしたために、時間が不足し、追加に時間を
設定して審査委員からのすべての質問に対応した。
　
３． ௐࠪใࠂॻҊ
　現地調査の後、12月18日付で、（公財）日本高等教育評価機構から、自
己点検評価書と現地調査を踏まえて、調査報告書案が送付された。
　内容的には、現地審査と同様に、基準2の入学者の確保、施設設備の安全性について、基準3の評議員会に関
する指摘があり、対応について自己点検・評価委員会で検討し、平成26年度4月以降50周年リニューアル計画の
推進により10月23日までに施設に関する取り組み状況について、追加資料の提出を決定し、1月15日に送付した。
　特に優れた点として、「将来構想検討委員会」を組織し、社会の変化に対して、自らの使命や目的を随時見直
し、学内に於ける情報の共有、学内の意思統一を図り、将来構想を機動的に協議・検討していることが取り上げら
れた。

　本年度の認証評価書をまとめる中で、大学の最も基本である学生の確保の
ために、教職員全員が真᎜に取り組んで、今後さらに高校生の人数が減少する
中で、本学の特色を生かした教育研究を進めなければならないことを痛切に感
じた。その他の教育研究活動については、概ね良好であり、特に中長期展開目
標に示すテーマについては、本学の特色を示す教育研究活動であり、学生の
みならず地域への貢献も大きいことから、次の７年目に向けて目標設定をしなが
ら日々 のஎまぬ活動を進めていく必要がある。
　審査の最終結果は、平成27年3月10日に開催された（公財）日本高等教育評価機構の大学評価判定委員会及
び理事会で審議され、当機構が定める大学評価基準に適合していると認定された。
　最後に、認証評価に当たりご協力いただいた全教職員に感謝する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（෭学長　大࡚　ߛ一）

ฏ੒2�೥౓

大学ؔػผೝূධՁのड৹
　ฏ੒1�（200�）年のୈ1ճ（ࡒ）日本ߴ౳教ҭධՁߏػ（౰࣌）にΑる大学ؔػผೝূධՁのड৹以߱、教ҭ
研究、地域׆ݙߩಈのΤビσンスを੔උするମ੍がཱ֬できている。このج本ମ੍は、「ཱࢲ大学౳վֵ૯߹
。にਐาしているߋ、業」΁のਃ੥をਐめることにΑりࣄԉࢧ
　ฏ੒2�（2014）年౓ୈ2ճのड৹においては、できるͩ ͚全学తͳऔり૊みでରԠするために、ಛఆのҕһ会
はઃஔͤͣ、本学の教ҭのධՁを୲౰しているࣗ ؔ、ධՁҕһ会をத৺にஔき、学部、大学Ӄ・ݕ఺ݾ ࿈部ॺと
࿈ܞをしͳがらධՁॻの࡞੒、ݱ地ௐࠪのରԠ、ௐࠪใࠂॻ΁のରԠをߦ たͬ。
࢖、本ཧ೦جいて大学のͮج学のਫ਼ਆにݐճのධՁでは、大学のࠓ　 ・໋໨త、大学のੑݸಛ৭をج本にし
て、大学のࣗݾධՁ、教ҭ಺༰、؅ཧମ੍、ಛ৭ る͋教ҭ׆ಈをத৺にした4ج४、͞らに֤大学がಠࣗにઃఆし
たج४にΑるࣗ ४とͳͬج�ධՁのݾ ており、その಺༰にͭいてׅ֓する。

１． ฏ੒��೥౓大学ؔػผೝূධՁɹࣗݾ఺ݕධՁॻの಺༰
　ᶗ　ݐ学のਫ਼ਆ・大学のج本ཧ೦、࢖ ・໋໨త、大学のݸ ・ੑಛ৭
　平成24年から、本学の建学の精神に基づく教育研究活動の基本となる、基本理念、使命・目的、中長期目標に
ついて検討し、学部・大学院の教育目標を含めて、「建学の精神」から、中長期展開目標までを、見える化して、「岡
山商科大学基本方針」にまとめ、学則の別表として示し、報告書の内容もこの図に合わせて記載した。
基本方針には、3つのポリシー、教育目標、中長期計画が含まれているので、次の7年に向けて改正をする必要があ
る。
　ᶘ　Ԋֵとݱঢ়　
　平成27年には、創立50周年になることから、沿革、本学の状況を記載した。
　ᶙ　ධՁߏػがఆめるج४にࣗͮ͘ج ධՁݾ
　主として、評価をされるのが、基準１～基準４であり、基準内の評価項目ごとに、「事実の説明」、「自己評価」、

「改善・向上方策（将来計画）」を現在までに実行し、エビデンスのある活動について記載することになっている。
　（１）基४１（࢖ ・໋໨的౳）
　この基準では、大学の使命・目的の明確性、文章化、使命・目的及び教育目的の適切性及びそれらの有効性に
ついての評価項目となっている。「岡山商科大学基本方針」を策定していたので、これらの評価項目に対する記載
は、エビデンスとの対応を考慮して記載できた。また、有効性の評価項目には、教育研究組織の構成との整合性に
ついても記載が必要であり、本学の組織を、教育・研究組織、事務組織、各種委員会組織（学生支援、地域貢献）、
CSR組織とした組織図で表示することにより、簡潔に説明ができた。
　（２）基४２（学मとڭत）
　本学の教育活動を、指定された9基準項目（学生の受入れ、教育課程及び教授方法、学修及び授業の支援、単
位認定、卒業・修了認定等、キャリアガイダンス、教育目標の達成状況の評価とフィードバック、学生サービス、教員
の配置・職能開発等、教育環境の整備）についての取り組み内容を、エビデンスを付して記載することが要求され
た。そこで、各学部学科、部局に執筆を依頼し、教育の現状、特徴などを明確に３８頁にわたって記載した。
　全ての評価項目について、私立大学等総合改革支援事業での「教育の質の向上」への申請を含めて、日々 努
力をしているので、エビデンスを含めて対応ができた。
　（３）基४３（経営・؅ཧとࡒ務）
　経営の規律と誠実性、理事会の機能、大学の意思決定の仕組み及び学長のリーダーシップ、コミュニケーション
とガバナンス、業務執行体制の機能性、財務基盤と収支、会計が評価項目であり、基本的に学校法人吉備学園が
所ঠする事項であるので、本学総務企画課と共同で、取りまとめを行った。
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　（４）基४�（ࣗݾ఺ݕ・ධՁ）
　自己点検・評価の適切性、誠実性、有効性に関する評価項目であり、通常自己点検・評価委員会で所ঠしている
事項であるので、自己点検・評価委員会で取りまとめを行った。
　ᶚ　大学が࢖ ・໋໨తにͮجいてಠࣗにઃఆしたج४にΑるࣗ ݾ
ධՁ　（ج४"）
　本学での中長期展開目標に記載している4つの活動の内、特色が
あり成果の出ている2つの活動について、記載し自己評価を行った。
　特に著しい成果の出ている地域との連携による実践的教育

（フィールドスタディ）、大学院進学による国際交流の推進について、支
援体制、具体的な取り組みについて記載し、「自己評価」、「改善・向
上施策」について、取りまとめた。
　「平成26年度大学機関別認証評価　自己点検評価書」は、全体
を100頁に取りまとめ、評議会、理事会の承認を受け、6月初旬に日本
高等教育評価機構に提出した。

地ௐࠪݱ ．２
　平成26年10月22日（火）～23日（水）に「現地調査」が行われた。団長以
下4名の審査員と事務担当者１名により、責任者面ஊ、基準2、基準3、基準
4、基準A、学内視察が実施された。
　特に現地調査において、教育に関する基準２が最も重要と考え、質問を
担当部署で受け、丁寧な回答をしたために、時間が不足し、追加に時間を
設定して審査委員からのすべての質問に対応した。
　
３． ௐࠪใࠂॻҊ
　現地調査の後、12月18日付で、（公財）日本高等教育評価機構から、自
己点検評価書と現地調査を踏まえて、調査報告書案が送付された。
　内容的には、現地審査と同様に、基準2の入学者の確保、施設設備の安全性について、基準3の評議員会に関
する指摘があり、対応について自己点検・評価委員会で検討し、平成26年度4月以降50周年リニューアル計画の
推進により10月23日までに施設に関する取り組み状況について、追加資料の提出を決定し、1月15日に送付した。
　特に優れた点として、「将来構想検討委員会」を組織し、社会の変化に対して、自らの使命や目的を随時見直
し、学内に於ける情報の共有、学内の意思統一を図り、将来構想を機動的に協議・検討していることが取り上げら
れた。

　本年度の認証評価書をまとめる中で、大学の最も基本である学生の確保の
ために、教職員全員が真᎜に取り組んで、今後さらに高校生の人数が減少する
中で、本学の特色を生かした教育研究を進めなければならないことを痛切に感
じた。その他の教育研究活動については、概ね良好であり、特に中長期展開目
標に示すテーマについては、本学の特色を示す教育研究活動であり、学生の
みならず地域への貢献も大きいことから、次の７年目に向けて目標設定をしなが
ら日々 のஎまぬ活動を進めていく必要がある。
　審査の最終結果は、平成27年3月10日に開催された（公財）日本高等教育評価機構の大学評価判定委員会及
び理事会で審議され、当機構が定める大学評価基準に適合していると認定された。
　最後に、認証評価に当たりご協力いただいた全教職員に感謝する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（෭学長　大࡚　ߛ一）

ฏ成2�年౓　大学ؔػผೝূධՁ
エϏデンε集	ࢿྉฤ


ฏ成2�年౓
大学ؔػผೝূධՁೝఆূ

ฏ成2�年౓
大学ؔػผೝূධՁ
ධՁ書ݕ఺ݾࣗ

ฏ成2�年౓
大学ؔػผೝূධՁ
エϏデンε集（データฤ）

　ฏ੒1�（200�）年のୈ1ճ（ࡒ）日本ߴ౳教ҭධՁߏػ（౰࣌）にΑる大学ؔػผೝূධՁのड৹以߱、教ҭ
研究、地域׆ݙߩಈのΤビσンスを੔උするମ੍がཱ֬できている。このج本ମ੍は、「ཱࢲ大学౳վֵ૯߹
。にਐาしているߋ、業」΁のਃ੥をਐめることにΑりࣄԉࢧ
　ฏ੒2�（2014）年౓ୈ2ճのड৹においては、できるͩ ͚全学తͳऔり૊みでରԠするために、ಛఆのҕһ会
はઃஔͤͣ、本学の教ҭのධՁを୲౰しているࣗ ؔ、ධՁҕһ会をத৺にஔき、学部、大学Ӄ・ݕ఺ݾ ࿈部ॺと
࿈ܞをしͳがらධՁॻの࡞੒、ݱ地ௐࠪのରԠ、ௐࠪใࠂॻ΁のରԠをߦ たͬ。
࢖、本ཧ೦جいて大学のͮج学のਫ਼ਆにݐճのධՁでは、大学のࠓ　 ・໋໨త、大学のੑݸಛ৭をج本にし
て、大学のࣗݾධՁ、教ҭ಺༰、؅ཧମ੍、ಛ৭ る͋教ҭ׆ಈをத৺にした4ج४、͞らに֤大学がಠࣗにઃఆし
たج४にΑるࣗ ४とͳͬج�ධՁのݾ ており、その಺༰にͭいてׅ֓する。

１． ฏ੒��೥౓大学ؔػผೝূධՁɹࣗݾ఺ݕධՁॻの಺༰
　ᶗ　ݐ学のਫ਼ਆ・大学のج本ཧ೦、࢖ ・໋໨త、大学のݸ ・ੑಛ৭
　平成24年から、本学の建学の精神に基づく教育研究活動の基本となる、基本理念、使命・目的、中長期目標に
ついて検討し、学部・大学院の教育目標を含めて、「建学の精神」から、中長期展開目標までを、見える化して、「岡
山商科大学基本方針」にまとめ、学則の別表として示し、報告書の内容もこの図に合わせて記載した。
基本方針には、3つのポリシー、教育目標、中長期計画が含まれているので、次の7年に向けて改正をする必要があ
る。
　ᶘ　Ԋֵとݱঢ়　
　平成27年には、創立50周年になることから、沿革、本学の状況を記載した。
　ᶙ　ධՁߏػがఆめるج४にࣗͮ͘ج ධՁݾ
　主として、評価をされるのが、基準１～基準４であり、基準内の評価項目ごとに、「事実の説明」、「自己評価」、

「改善・向上方策（将来計画）」を現在までに実行し、エビデンスのある活動について記載することになっている。
　（１）基४１（࢖ ・໋໨的౳）
　この基準では、大学の使命・目的の明確性、文章化、使命・目的及び教育目的の適切性及びそれらの有効性に
ついての評価項目となっている。「岡山商科大学基本方針」を策定していたので、これらの評価項目に対する記載
は、エビデンスとの対応を考慮して記載できた。また、有効性の評価項目には、教育研究組織の構成との整合性に
ついても記載が必要であり、本学の組織を、教育・研究組織、事務組織、各種委員会組織（学生支援、地域貢献）、
CSR組織とした組織図で表示することにより、簡潔に説明ができた。
　（２）基४２（学मとڭत）
　本学の教育活動を、指定された9基準項目（学生の受入れ、教育課程及び教授方法、学修及び授業の支援、単
位認定、卒業・修了認定等、キャリアガイダンス、教育目標の達成状況の評価とフィードバック、学生サービス、教員
の配置・職能開発等、教育環境の整備）についての取り組み内容を、エビデンスを付して記載することが要求され
た。そこで、各学部学科、部局に執筆を依頼し、教育の現状、特徴などを明確に３８頁にわたって記載した。
　全ての評価項目について、私立大学等総合改革支援事業での「教育の質の向上」への申請を含めて、日々 努
力をしているので、エビデンスを含めて対応ができた。
　（３）基४３（経営・؅ཧとࡒ務）
　経営の規律と誠実性、理事会の機能、大学の意思決定の仕組み及び学長のリーダーシップ、コミュニケーション
とガバナンス、業務執行体制の機能性、財務基盤と収支、会計が評価項目であり、基本的に学校法人吉備学園が
所ঠする事項であるので、本学総務企画課と共同で、取りまとめを行った。

ฏ成2�年౓
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　平成26年6月1日（日）に、岡山県生֔学習センターにおいて大学コ
ンソーシアム岡山主催による「日ようび子ども大学」が開催され、本学
からは恒例となった「キッズマネー教室」を出展しました。「日ようび子ど
も大学」には昨年の約1,500名を大幅に上回る約1,900名の参加があ
りました。
　キッズマネー教室は、年間行事の代表的なイベントを例に出し、自分
が欲しい物を手に入れるまでの計画を立案し、手に入れるまでの課程
で、お金についての知識・理解を身につけることを目標としています。学

生13名がゲーム内
容について説明し、
来場した児童とその保護者135名が楽しくゲームに参加していました。児童
にとってわかりにくいお金についての教育を、シナリオゲームを用いてわかり
やすく伝えるキッズマネー教室は児童とその保護者に好評で毎年参加者を
増やしています。

　平成26年7月6日（日）に岡山駅東口広場において、県内１６大
学が参加しエコについて考えるイベント「エコナイト」が開催され
ました。
　本学からは、昨年度に引き続き、本学が包括協定を結ぶ瀬戸
内市や新庄村で積極的に取り組まれている「アヒル農法」に関
する展示を行いました。農薬と化学ං料を使用しないアヒル農法
は、経営学部؛田๕࿕教授が普及に努めているアヒルがࡶ草
や害஬を駆除する環境に配慮した農法です。
　当日はあいにくのӍ模様となりましたが、本学から参加した35

名の学生は積極的に街行く
方々に声をかけ、展示をもとに
環境についての説明を行いま
した。アヒルの਽は特に人気で、
多くの方々が足を止め写真を
影し、さらに興味を持たれたࡱ
方は、アヒル農法により作られた
有機米をߪ入されました。

「日ようび子ども大学」

環境について考える「エコナイト」
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岡山商科大学キャリアセンター
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　2016年3月卒業予定者の就職解禁時期が12月から3
月へ、企業の採用試験開始時期が4月から8月へ後ろ倒
しされます。企業の動向を確認したところ３月解禁につ
いては९守する傾向があるものの、８月試験について
は大多数の企業が8月以前に採用試験を実施するとの
ことです。ところで、企業は解禁時期が３か月遅れるこ
とによる焦りを感じているようです。そこで考えたのが
短期間インターンシップ。12月から2月末にかけて大手
企業ばかりか地元の中小企業までもが開催します。こ
れは、一日でも早く学生と接触し、気になる学生には早
めに声をかけて自社の印象を強くさせたいという企業
側のૂいがあります。つまり、解禁前のこの時期にイン
ターンシップの名を借りて会社説明会を開催しようとす
る企業の究極のテクニックです。そう考えると学生達は
これを利用しない手はありません。
　企業は自分の会社を気に入ってもらうため様々な工
夫をڽらしてインターンシップを開催
するでしょう。その企画力の良し悪し
で企業の内情が見えてくるかもわか
りません。本来の会社説明会等で聞
く人事担当者の話だけでなく実際に

働いている現場の　社員の方 と々話をしり、その仕事ぶ
りを観察して職場環境をチェックできるビックチャン
ス。本学の３年生達には積極的に参加してもらいたい
と思っています。なお、これらのインターンシップの申し
込みはリクナビ、マイナビ等の就職サイトや自社ホーム
ページからのとなります。

　

৽چब৬׆ಈεέδϡʔϧ

ۚ༥ؔػのインターンγップޫ景（2���年�݄）

ब活εέジϡールはマイφϏ2���からൈਮ

会社説明会  
実ࡍにಇいているݱ場の社һ
のํʑから࿩をฉいたり、その
を֬ؾ事Ϳり΍会社のงғ࢓
かめることができ·͢ 。

͸ݧࢼ༺࠾
݄͔̏Β࣮͔ࢪ  
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ಈ͕͘ۀاΖ౗しɾɾɾޙಈ͕׆༺࠾ ��
Πンλʔンγοϓ͕ձࣾઆ໌ձ  
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１．はじめに
　本校は昭和３２年創立の岡山県では唯一の全日制の市立商業高等学校です。地域から「市商」の愛称で呼ばれており、地

域に根ざしたビジネス教育、地域から信頼され愛される学校として歩んできました。各学年４クラスからなり、商業高校では珍し

く男女ほぼ同数で、生徒数は約４６０名です。在校生の８割以上が玉野市内７中学校からの進学者です。本校では、ＰＴＡや

同窓会、地域の方 に々支えられながら商業高校ならではの取り組みを行っています。

２．地域と連携した取り組みの紹介
　平成２６年度の取り組みから主なものを紹介します。

（１）たまの港フェスティバル

　毎年５月下旬に２日間、宇野港を中心に行われる「船とみなとの大きなお祭り」です。

平成２６年で第１８回目を向かえ、今年は５月２４日（土）、２５日（日）の両日で８万５千人の

来場者がありました。本校からは、本校の定番となった「穴子焼きそば」をはじめとする

模擬店や一般ボランティアなど延べ４００名以上

の生徒が参加しました。ＰＴＡからの出店も恒例

になっています。今では本校の生徒の参加がな

いとこのイベント自体成り立たないくらいになって

います。

（２）キッズビジネスタウンたまの

　今年度で第３回を迎えた「キッズビジネスタウンたまの」は、“子どもたちが創る子どもたちの街”の理念のもとで、「みんなで働き、

遊ぶことをとおして、共に協力しながら街を運営し、社会の仕組みを学ぶ」キャリア教育の

一環としてのイベントです。主役である体験児童の支援に携わる高校生に対しては、①コ

ミュニケーション・スキルを向上させる、②専門科目で学習してきた知識・技術を深化させ

る、③予測不可能な問題への解決能力を育成する、という目標を掲げています。

　今年度は１１月１５日（土）に開催され、約３００名の小学生と十数名の中学生が参加

しました。保護者の方も大勢来てくださり、消費活動に大いに貢献してくださいました。

高校生は２、３年生全員約３００名がスタッフとし

て各担当に別れて参加し、充実した一日を過ごし

ました。当日の参加者のアンケート結果も例年にま

して好評であり、玉野市の一大イベントとして定

着してきたと自負しています。

ܞ大࿈ߴ▼

玉野市立玉野商業高等学校　校長　田中　雅子
教諭　佐藤　伸治

地域から愛し続けられる学校として

ボランティア生徒集合風景

本校名物「Ｃ級グルメ穴子焼きそば」 会場クリーンアップ大作戦

会場には玉野市長と“ののちゃん”も登場

焼きそばを作って販売 本格コーヒーを淹れておもてなし
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（３）ＵＮＯＩＣＨＩ～海がみえる港のマルシェ～

　ＵＮＯＩＣＨＩ（うのいち）は海の玄関口・宇野港

にて今年度から始まったイベントです。今年度は

７月と１０月の２回開催され、本校の３年生８名が

この実行委員に企画段階から加わり、最終的に

は他学年の在校生を巻き込んでの活動となりま

した。１年生「地域ビジネス」の授業と連携してア

イデアを練り、２クラス約８０名と２、３年生からも多

くの生徒がボランティアに参加しました。フライヤーやTwitter等を活用した

広報活動を行い、地元のテレビ局の生放送にも出演し来場を呼びかけまし

た。７月のＵＮＯＩＣＨＩでは、来場した高校生に地元玉野にある“岡山県下唯

一の地サイダー”を無料配布するアイデアで目標集客数１，５００名を遥かに超

える約３，０００名の集客が実現しました。また岡山商科大学経営学部教授三

好先生と有志の学生に視察を依頼し、秋開催に向けて貴重なアドバイスをい

ただきました。１０月のＵＮＯＩＣＨＩでは、新たに“家族連れがゆったりのんびりで

きるスペース”を芝生広場に創造し、約３，５００名の集客となりました。

３．授業での取り組み
　１年生では、学校設定科目「地域ビジネス」を活用し、１０月に開催された「第８回生協ふれあい祭り」に参加しました。ＵＮＯＩ

ＣＨＩ開催当日と重なったため、残り２クラス約８０名が参加しました。販売等のボランティアだけでなく、生徒たちが催し物を企画

し「クラス合唱」や「妖怪体操第一」を披露し、ちびっ子たちに大人気でした。また部活動から吹奏楽部が参加しました。このよ

うに「ＵＮＯＩＣＨＩ」や「ふれあい祭り」など地元のイベントに積極的に関わることで、地元を知り玉野を愛する気持ちを育んでい

ます。

　２年生では、「総合的な学習の時間」を利用して、地域の産業人の方から講演などを聞き、より理解を深めています。

　３年生では「課題研究」の授業でテーマ別に学習し、調査研究の他、商品開発や現場実習をとおして地域活性化に取り組

んでいます。昨年の春には、生徒が考えたスイーツが中四国のコンビニエンスストアにおいて期間限定で販売されました。若い

感性でのアイデアは未熟な面もありますが既成概念にとらわれない斬新なものもあり重宝されています。

４．おわりに
　以上紹介した以外にも、生徒は自らボランティア募集に積極的に応募し活動しています。自分が必要とされることは、生徒自身

の自己有用感を高めることに繋がります。世代の違う方 と々の交流は視野を広げ、コミュニケーション能力の向上にも繋がります。

　本校は商業高校として歩みを続け、生徒たちがいずれ地域の担い手となり地域経済を活性化できる人材育成を目標として

います。これらの取り組みが生徒にとっても地域にとってもWin-Winの関係になるようにコーディネートしていくことが学校として

の務めだと感じています。

海風と波の音が聴こえる芝生エリア高校生には幻のサイダーをプレゼント

３年生８名から広がったつながり

「ふれあい祭り」での合唱 「総合的な学習の時間」での講演 ファミマものづくりアカデミー最優秀賞
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ڐһ໔ڭ▼
ঢ়ߋ৽講श

。৬՝ఔをཤमして、人間として成長͢ることができ·したڭ　
　೔ʑの講ٛ΍経ࡁ学の஌ࣝ、ڭ৬のઐ໳஌ࣝを஝え、྆ しཱながら大学生活を͢ るにはࠔ೉があり·͢ が、それを৐りӽえて
いくྗ が෇いたことが、ࢲにとって大きいものとなり·した。
ಋҊの作成でした。しかし、一൪ࢦ、ҭ実習でۤ࿑したことはڭ。ҭ実習で͢ڭの࣍ຯは、΍はり�年ޣ৬՝ఔの一൪の୉ڭ　
΍らな͚ ればならないことは、त業で͢。ࢦಋҊは֬かに大੾なことで し͢、作らな͚ ればなり·ͤ んが、ࢦಋҊ௨りには্खくいか
ないもので͢。「ࢦಋҊがあるから」「事લにษ͢ڧるから」では௨用し·ͤ ん。人にڭえるためには、人の�ഒの஌ࣝがඞཁとよく
͢·Θれݴ 。
に、生徒に෼かり΍ߋ　 くָ͢ しくڭえる౒ྗがඞཁで͢。·た、生徒一人ͻとりの名લを֮えるهԱ とྗコミϡχέーγϣンೳྗ
がな͚ ればなり·ͤ ん。大変かもしれ·ͤ んが、ڭ৬՝ఔをཤमしな͚ れば、ຯΘ͏ ことができないୡ成ײがあり·͢ 。そのୡ成ײを
ຯΘ͏ には、事લに४උ͢ることと΍るؾを࣋つ΂きで͢。
ͤ·չ͢ることはありޙ、৬՝ఔをཤमしてڭ　 ん。しかし、్ 中で࠳ しંてし·͏ 学生もい·͢ 。൴らもࠓではޙչしているのでは
とࢥい·͢ 。たͩ、ଔ業୯Ґとはผにڭ৬の୯Ґを༨෼に取るඞཁがあるので、ཤमしな͚ ればならない講ٛが多くなり·͢ 。そ
のため、ଔ業にඞཁな講ٛとڭ৬の講ٛがॏなることもあり·͢ 。୯Ґをམと͞ ないよ͏ に৻ॏにߟえてཤमしな͚ ればならない
ので、֮ ͢·がいりޛ 。
　Ԭࢁ঎Պ大学にೖり、ڭһを本ؾで໨͢ࢦことは、ܾ してஏͣかしいことではあり·ͤ ん。ڭҭ学部のある大学にൺ΂て、ڭҭ
学部のないԬࢁ঎Պ大学でڭһになるからこそ、ૉ੖らしいのであり、تばしいことなので͢。ฏୱなಓではないからこそ、成長の
౓合いは大きいものとなるので͢。ੋ ඇ、ࢿ格の一部とߟえる人でもཤमをߟえてΈてくͩ い͞。ࣗࢲ਎も、本ؾでڭһを໨ࢦして
ୡ成ײをຯΘい·した。
͢·し、೔ʑਫ਼ਐしていきࢦһを໨ڭをしながらࢣは講ޙを生かして、ଔ業ݧはこれらのମࢲ　 。

͍ͯͭʹशߨ৽ߋঢ়ڐһ໔ڭ
　教員໔許更新制は、「その時々で教員として必要な資
質能力が保持されるよう、定期的に最新の知識技能を身
に付けることで、教員が自信とތりを持って教壇に立ち、社
会の尊ܟと信頼を得ること」を目指し、平成21年4月1日から
導入されました。
　これに伴い、岡山商科大学におきましても、毎年度、選択
領域２講座を開講してまいりました。学習指導要領にできる
だけ即したもので、高等学校の授業現場においても活用で
きる内容をご提供したいと考えております。
　ご参加の先生の中には「大学に来るのは卒業以来で、
懐かしい」とおっしゃったり、久しぶりにお顔を合わせる同窓
の先生方や、他県からご参加くださっている先生方と交流
を深められている場面もあり、授業の合間には和やかな雰
囲気となっています。
　今後も、“商大らしい・商大にしかできない”講義内容をご
提供することにより、地域の教育力向上の一助に
寄与してまいりたいと考えおります。

平成25年度
○８月８日（木）　　
　商品開発・管理会計の最新動向
　（商品開発・管理会計）　
　三好　޺ ・ 井上 信一

○８月９日（金）　　
　グローバル経済・情報管理の最新動向
　（ビジネス経済・ビジネス情報管理）
　田中　勝次 ・ 大東　正ދ

平成26年度　　
○８月８日（木）　　　
　グラフ・アルゴリズム・プログラミング、
　経済の国際化の現状と基礎知識
　（ビジネス情報処理・ビジネス経済） 
　西中　恒和 ・ 山下　ݡ二
○８月９日（金）　　　
　我が国会計制度の展開と最新動向，商品開発の
　基本的な考え方
　（簿記会計・商品開発）　内田　ߒ徳 ・ 三ツ井光晴

ฏ੒̎ ೥̒౓のत業෩ܠ

˞ฏ੒２̓ 年౓΋બ୒ྖ域２講࠲を開講する༧ఆです。 ৄࡉにͭきましては、本学Ｈ̥（IUUQ���XXX�PTV�BD�KQ）を͝ ཡͩ͘ い͞。

教৬՝ఔをཤमしͯ ʦ教һのた·͝のタϚΰʧ

経ࡁ学部経ࡁ学科�年　஑田　৻ޛ
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　ご参加の先生の中には「大学に来るのは卒業以来で、
懐かしい」とおっしゃったり、久しぶりにお顔を合わせる同窓
の先生方や、他県からご参加くださっている先生方と交流
を深められている場面もあり、授業の合間には和やかな雰
囲気となっています。
　今後も、“商大らしい・商大にしかできない”講義内容をご
提供することにより、地域の教育力向上の一助に
寄与してまいりたいと考えおります。

平成25年度
○８月８日（木）　　
　商品開発・管理会計の最新動向
　（商品開発・管理会計）　
　三好　޺ ・ 井上 信一

○８月９日（金）　　
　グローバル経済・情報管理の最新動向
　（ビジネス経済・ビジネス情報管理）
　田中　勝次 ・ 大東　正ދ

平成26年度　　
○８月８日（木）　　　
　グラフ・アルゴリズム・プログラミング、
　経済の国際化の現状と基礎知識
　（ビジネス情報処理・ビジネス経済） 
　西中　恒和 ・ 山下　ݡ二
○８月９日（金）　　　
　我が国会計制度の展開と最新動向，商品開発の
　基本的な考え方
　（簿記会計・商品開発）　内田　ߒ徳 ・ 三ツ井光晴

ฏ੒̎ ೥̒౓のत業෩ܠ

˞ฏ੒２̓ 年౓΋બ୒ྖ域２講࠲を開講する༧ఆです。 ৄࡉにͭきましては、本学Ｈ̥（IUUQ���XXX�PTV�BD�KQ）を͝ ཡͩ͘ い͞。

教৬՝ఔをཤमしͯ ʦ教һのた·͝のタϚΰʧ

経ࡁ学部経ࡁ学科�年　஑田　৻ޛ
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ίーܞ࿈׭ֶ࢈▼
σΟωーλーཆ੒

ϓϩάϥϜ

　ಉཆ੒ϓϩグラϜ
はɺお͔΍·信༻ۚݿ
とຊ学にお͍てแׅ
定Λ݁Μͩ����年ڠ
͔Β�年ؒɺお͔΍·
信༻͕ۚݿ社಺にお
͚Δ人ࡐҭ੒のため

に行 て͍ͬΔʮϚωδϝンταϙーターཆ੒क़ʯにお͍てʮ岡
山商科大学࢈学׭連携ίーσィωーターཆ੒ϓϩグラϜʯと
してࢀՃして ·͍͢ɻडߨ Ε͞たํは岡山商科大学ೝ定࢈
学連携ΞυバΠβーとして活༂で͖׭ ΔΑうೝ定 Ε͞·͢ɻ

2���年度
ʓ�月6日（ਫ）　　��໊
　ʮ経済ޮՌΛ計͠ࢉΑ͏ʯ
　　加藤　真也 （経済学部　講師）
　ʮೲ੫ऀのݖརʯ
　　加藤　友佳 （法学部　講師）
　ʮ我が国ʹ͓͚Δ੫ޮՌ会計のಛ௃ʯ
　　内田　ߒ徳 （経営学部　।教授）

　2014年8月6日に，おかやま信用金庫にて産学官連携アド
バイザー認定講座を開催しました。本講座は，若手行員が
法学・経済学・経営学の3つのジャンルを受講するというもの
です。受講した方々からはこの講座で得た知識を自分のも
のにしようとする熱意を強く感じることができ，また，受講後，多
数の質問も寄せられ，講師一同，大変有意義なものになりま
した。以下は，筆者が担当した経営学分野で実施した講座
内容を概説します。
　2000年前後の日本の銀行は不良債権処理に追われ，資
本がどんどん目減りする状況にありました。銀行には，自己資
本比率が8％を下回れば国際業務ができないというバーゼ
ル合意（バーゼルⅠ）が存在し，目減りした資本の強化が緊
急的な政策課題になっていました。
　他方，日本の会計学の世界でも2000年前後から，国際的
に通用する会計ということで次 と々会計基準が公表されま
した。その会計基準の1つに「税効果会計」があります。
　我が国の税効果会計の特徴は，܁延税金資産を計上す
る企業が極端に多い点が挙げられます。この܁延税金資
産を計上する企業が多い要因は，導入当時問題となってい
た銀行の自己資本強化の観点によるものでした。܁延税金
資産はバーゼルⅠの計算要素の分子部分を構成しており，そ
れが多ければ自己資本が改善することになります。その当
時の܁延税金資産の計上傾向は資本が੬弱な銀行であ
ればあるほど，その割合が高くなっていたとされていました。

「産学官連携コーディネーター
　　　　　養成プログラムの開催」
経営学部　।教授　内田　ߒ徳
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そのため，税効果会計導入に係る܁延税金資産の計上に
関して「会計の問題というよりは銀行の経営を反映してい
る」（Douglas J. Skinner, The Rise oG DeGerred TaY 
Assets in Japan � The Role oG DeGerred TaY Account-
ing in The Japanese Banking Crisis, Journal of Account-
ing and Economics NuNCer.46 Issues 2ɻ 3, DeceNCer 
2008, p.219.）という指摘があり，我が国の税効果会計の導
入は，銀行の救済という政策的側面が色濃いものであった
と考えられます。

�աڈの࣮ࢪঢ়گ
〇2008年度
　「๏の時代にお る͚コンプライアンε」
　　西Ӝ　 公（法学部・教授）
　「஍ํࡒߦ੓改ֵのݱঢ়と՝୊」
　　多田 憲一郎（経済学部・教授）
　「事業બ୒と市場のコントϩール」
　　川合 一央（商学部・講師）

〇2009年度
　「リεクॲཧ市場のಈ޲と൓ল」
　　大城 裕二（経営学部・教授）
　「ネットϫークのਐԽとԠ用」
　　小松原 実（経営学部・教授）
　「事業બ୒と市場のコントϩール」
　　川合 一央（商学部・講師）

〇2010年度
「から学Ϳ経営戦略࢙ྺ」　
　　川合 一央（経営学部・講師）
　「๚໰٬によるྺ࢙的ொฒΈのޫ؍஍としてのධՁ」
　　直井 ַ人（経営学部・।教授）
　「2���年中ࠃ経ࡁのల๬」
　　南部　 （ູ経営学部・教授）

〇2011年度
　「デフレーγϣンとۚ༥੓ࡦ：೔本の経ݧを中৺に」
　　井田 大輔（経済学部・講師）
　「༨ՋಡΈ：時間としての༨Ջ」
　　徐　沇ఊ（経営学部・招ᡈ講師）
　「Ԭࢁ঎Պ大学஍Ҭݙߩにؔ͢る取り૊Έ（Ծ）」
　　大⃻ ߛ一（෭学長・産学官連携センター長）

〇2012年度
　「՚（はな）と祭りと大売出し
　ʵฌݝݿԼの஍Ҭ活ੑԽに取り૊んͩ��年間をৼりฦってʵ」
　　三ッ井 光晴（経営学部・教授）
　「プラボϊで஍Ҭをؾݩに͢る
　ʙあなたは�本଍ʁ２本଍ʁそれとも３本଍ʁʙ」
　　馬෵ キノエ（経営学部・特任教授）
　「έーεで਎につ る͚マーέティング・コンηプト」
　　三好　 ޺（経営学部・教授）

〇2013年度
「えるߟ๏改ਖ਼໰୊をݑ」　
　　西Ӝ　 公（法学部・教授）
「ʵ戦લの小౾ౡの事ྫに学Ϳʵ࢙஍の発ల࢈発ে༉ޙ」　
　　天野 խ敏（大学院商学研究科・教授）
　「೶がきらめく２１ੈ と̒ل 「業Խ࢈࣍
田 ๕࿕（経営学部・教授）؛　　
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▼&4%ʢ࣋ଓ
Մೳͳ開ൃͷͨ

Ίͷڭҭʣ

　本学と岡山市との間で、2013年9月に「ESD（持続可能
な開発のための教育）」を推進するための協定を締結しま
した。以来、本学は岡山市京山地区ESD推進協議会など
が主催するESD事業の開催に協力するなどの活動を行っ
てきました。
　岡山市のESD事業は、2014年10月に「ESD推進のため
の公民ؗʵCLC国際会議」、同11月のグローバルRCE会
議、ユース・コンファレンス、ユネスコスクール世界大会が開
催され、いずれも盛況のうちに終了しました。これらの国際
会議に先立つ2014年10月8日、本学は、認定NPO法人「持
続可能な開発のための教育の10年」推進会議（ESD-J）
が行う国際ワークショップの運営を岡山市と本学経営学部
三好޺、松Ӝෙ佐子、大石貴之先生方と共に協力しました。
　国際ワークショップでは「生物多様性を踏まえたアジアの
持続可能な農山漁村社会の形成」をテーマに、アジアにお
ける生物多様性の保護と持続可能性を重視した、持続可
能な農山漁村社会（rural coNNunity）形成に向けた地
域のエンパワーメント推進方策を、インドのエコ企業

（GRAM NIDHI）プロジェクトの事例を通じて、ᾇ中間支

援NGOの役割とローカルリーダーの発見・育成、ᾈマイクロ
ファイナンシングを活用した具体的な事業推進手法という２
つの観点に特に注目して、中国、韓国、インドネシア、フィリピ
ン、インドのNGOとともに検討し、アジア各国への適用可能
性について発表・質疑応答を行いました。
 また、日本の事例として、本学と包括協定を締結する新庄
村から、三ٓ޺י氏が本学経営学部؛田๕࿕教授の協
力のもと、新庄村の地域づくり の事例紹介を行いました。
　その後のパネル討
議では、新庄村が独
自に行っている取り
組みや、本学と連携
し学生が中心となっ
て活動するフィールド
スタディの事例に関
して、高い評価の声
がありました。

ୈ��ճ��Ԭࢢࢁ๺۠ࢁژ஍۠̚ ̨̙ ϑΣεςΟόϧ
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アジアESD  NGOネットワーク  国際ワークショップ

日　　2　࣌�����年��݄�೔ 　�����ʙ�����

場　　��ॴ　Ԭྲྀަࡍࠃࢁηンター　2'ࡍࠃ会ٞ場

ϓϩグϥム

��：��ʵ　&4%にؔ͢るアジア/(0ネットϫーク（"//&）ཱ ち্͛ࣜ典

��：��ʵ　アジアの࣋ଓՄೳな೶ړࢁଜ社会のܗ成ࡍࠃϫークγϣップ
　　　　  ओऀ࠵あい͞ つ　&4%�+代表ཧ事
ϫークγϣップのഎ景આ໌ࡍࠃ  　　　　
　　　　  「生物多༷ੑを౿·えたアジアの࣋ଓՄೳな೶ړࢁଜ社会のܗ成」
　　　　  プϩジΣクトの֓ཁと本ࡍࠃϫークγϣップのҐஔづ͚

��：2�ʵ　(R". /I%)Iでの調ࠪ݁Ռ

��：��ʵ　(R". /I%I調ࠪ݁Ռを౿·えた
　　　　  トレーχング・ϞジϡールҊ（発表）

��：��ʵ　೔本の事ྫ঺հ『৽ঙଜの࣋ଓՄೳな取り૊Έ』
　　　　  Ԭݝࢁਅఉ܊৽ঙଜ ޺יࡾ （ٓॅຽ෱ࢱ՝長）

��：��ʵ　ύネル౼ٞ
「ঢ়と՝୊ݱの஍Ҭコミϡχティでの4%・&4%のࠃ֤」  　　　　
　　　　  （インドネγア、フィリϐン、ؖ ೔本）　ؚΉ会場࣭ٙ、ࠃ中、ࠃ

��：��　 　ด会

　2015年1月31日、2月1日に岡山市立京山公民ؗで開催さ
れた「第10回岡山市北区京山地区ＥＳ̙ フェスティバル」に
本学からボランティア学生4名（周᥁さん、徐ெさん、ཱུ ᖊさ
ん、石堂加奈さん）と教職員3名が参加しました。
　同フェスティバルは、ESD（持続可能な開発のための教
育）への理解を進めるために岡山市京山地区ESD推進協
議会などが中心になって行うもので、今回で10年目を迎えま
した。本学から参加した中国からの留学生はイベント「ワー
ルドカフェ・『世界のお祝いってどんなの？～世界のお菓子を
食べてみよう～』」の中で、中国の春અ、端午અ、中秋અに
ついてパワーポイントを使い発表し、中秋にまつわるお菓
子、「月໫」を来場者に食べてもらいました。また、小中学生
を対象としてスタンプラリーを前回から企画提案し、200名
ほどの子ども達に参加してもらうことが出来ました。スタンプ
ラリー達成者にはESDに関するエコグッズ等が配られまし
た。（産学官連携センター：中川ঘ子、中村裕、大㟒ߛ一）
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Δ����年�݄ڈ　 ��೔ʢ౔ʣɺຊ学と୆࿷ɾݐ国科ٕ大学と߹ಉでʮا業の国際Խ΁の౒ྗʯΛテーϚにɺʮ����年೔ຊ୆࿷国際ا
業ൃలγンϙδ΢ϜʯΛ行 ·͍したɻݐ国科ٕ大学とは����年�݄ に༑ڠ޷定Λ݁Μͩ͜ とΛ͖ ͔ͬ ͚にɺ学ੜަྲྀɺテレϏ会ٞγス
テϜにΑΔ授業ެ։等ɺ͞·͟ ·ͳ取り組みΛしてަྲྀΛਂめて͖ ·したɻདྷ年౓は୆࿷にてಉ༷のγンϙδ΢ϜΛ行う༧定で͢ɻ

　6月の中旬、台࿷の建国科技大学から「7月に商大と建国科技大学とで一緒にシンポジウムを開きませんか」とメールを௖きました。
たった１ヶ月でどれだけ準備ができるのか不安でしたが、社会総合研究所と経営学部の協力のもと、2014年7月12日、図書 ７ؗ階アクティ
ブラーニングルームにおいて、建国科技大学国際企業管理学科・応用外国語学科から20名、本学から21名の参加をもって、無事シンポ
ジウムを開催することができました。
　シンポジウムのテーマは「企業の国際化への努力」です。岡山商科大学からは経営学部長川本和則先生、建国科技大学からは国
際企業管理学科෭教授ཱུۍ芸先生が発表されました。その後、倉敷ファッションセンター᷂ジーンズソムリエプロジェクト事務局アドバイ
ザー花๪ஐ඙氏から「日本のジーンズ業界の変ભと現状」について、岡山のジーンズ産業の台࿷進出のエピソードも交えながら、お話
を௖きました。
　午後からは建国科技大学の参加者の皆さんを倉敷市児島のベティスミスジーンズミュージアムにご案内し、シンポジウムで学んだ
ジーンズ産業についての理解を深めていただきました。工場の見学もご希望でしたが、土曜休業のため、ミュージアムのみの見学となり

ました。その後、建国科技大学からの交換留学生の案内で、倉敷美観地区を観光
して一日を終えました。久しぶりに会った台࿷からの友人に、倉敷のお気に入りスポッ
トを一生懸命案内している交換留学生の姿はඍসましいものでした。
　建国科技大学とは、他にもテレビ会議システムを利用した日本文化についてのԕ
隔授業、交換留学生の派遣・受け入れ、3年次編入生のダブルディグリーなど、多角
的な交流を行っています。次回は台࿷で、同様のシンポジウムを実施したいとのこと、
本学からの学生・教職員の派遣を要望されました。今後は国際交流委員会の主導
のもと、より発展的な交流が実現することと期待しております。
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Ԭࢁ঎Պ大学ɾࠃݐՊٕ大学
日本台湾国際企業発展シンポジウム

લの෦ޕ
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ؒ　࣌

会場：アクティブラーニングルーム

開会のѫࡰ
Ԭࢁ商Պେֶ　ֶ௕　Ҫ৲ত෉　（௨༁　௠ܙః）
ୈ�ൃද　「ձܭのࡍࠃԽͱۀا」
Ԭࢁ商Պେֶ　経Ӧֶ෦௕　઒本࿨ଇ　（௨༁　௠ܙః）
ୈ�ൃද　「େ学ੜލᅳ࡞޻ೳྗ೭ഓ養ݐ�ᅳՊٕେላ೭ៃᱛ　
　　　　　ʢେ学ੜのࡍࠃԽのೳྗのҭ成ʵࠃݐՊٕେ学のྫͱͯ͠ʣ」
　管理ֶՊۀا国Պٕେֶ　国際ݐ
෭ڭत（Ԡ༻֎ֶޠՊ　ॿ理ڭत）ཱུ ࢯ　ܳۍ

（௨༁　ྛྷ՚）
ୈ�ൃද　「೔ຊのδーϯζۀքのมભͱݱঢ়」
૔ෑフΝογϣンηンλー᷂
　ジーンズιムリΤプロジΣΫτࣄ຿ہ　アυバΠβー　Ֆ๪ஐ඙　ࢯ（௨༁　௠ܙః）
ด会のѫࡰ
（௨༁　ྛྷ՚）ࢯ　խ䌢ߑ　管理ֶՊओ೚ۀا国Պٕେֶ　国際ݐ

の෦ޙޕ
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ؒ　࣌

「୆࿷ͱのࡍࠃγϯϙδ΢ムΛऴ͑ͯ」
経営学部　।教授　松Ӝ ෙ佐子

ϕςィεϛεδーϯζϛϡーδΞムɺࡋ๓޻৔ݟ学
˔日本のジーンズのྺ࢙（ղઆ・Ҋ಺）
˔ア΢τϨοτͰങ͍෺
ݧ๬ऀʹ͸スτラοプ΍ビスΛଧͭମر˔
ౡδーϯζετϦーτࣇ

ʢେ学ੜのࡍࠃԽのೳྗのҭ成ʵࠃݐՊٕେ学のྫͱͯ͠ʣ」
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「時代の“ைྲྀとਂ૚”をಡΈղく」をコンηプトに、֤ ෼野のୈ一ઢで活༂͢るڀݚ ・ऀ経営 ・ऀ文Խ人౳を講ࢣにটいて開͢࠵る
講演会『༦学（ きͤがく）ेޒ講』（ओࣜג：࠵会社ܚጯ学ज़事業会）をશࠃでݟられるサーϏεで͢。最ઌ୺のಈըデータѹॖٕज़
と҆ఆした഑৴ٕज़により、高ਫ਼౓のը࣭とഭྗある音੠でड講していた͚ͩ ·͢ 。
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2015年4月1日現在の予定です。都合により変更となる場合があります。
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ԋձߨጯؙͷ಺γςΟΩϟϯύεͷఆྫܚ

 『夕学（せきがく）五十講』（東京開催）を
　　　　　　インターネットで全国へ中継配信

ʻ����೥౓લظͷߨԋςʔϚʼ
人の力を
信じる経営

技術と戦略が
拓く近未来

文化と歴史で
世界を読み解く

社会の
問題解決に挑む

気鋭の論客に
聞く

極人に聞く

�݄�೔ʢՐʣɹ

田ଜ ࣍࿕ᴹ तڭጯٛक़大学๏学部ܚ
ϋーόード大学ަࡍࠃব学プϩグラϜ・
インターφγϣφル・アカデミック・アドόイβー

ʮʮ三ํよしʯのର࿩ྗ
ɹɹʙ問୊ղܾのための戦ུ的ަব学ೖ໳ʙʯ

▼
ܚ
ጯ
̢
̘
̘
༦
ֶ
講
࠲

＜人の力を信じる経営＞ �݄�೔ʢ໦ʣ

ਫ野 ࿨෉ᴹ೔本大学܎ؔࡍࠃ学部 ڭत

ʮࢿຊओٛのऴᖼとྺ ʯػةの࢙

＜気鋭の論客に聞く＞

�݄�೔ʢՐʣ

ઍॅ തᴹ ը家・ژ౎଄ܳܗज़大学ڭत

ʮ೔ຊのඒɺੈ քのඒʯ

＜文化と歴史で世界を読み解く＞

�݄��೔ʢ݄ʣ

山本 ༤࢜ᴹ 会社ミφέア 代表取締役ࣜג

ʮ౤ܕࢿҩ とྍいうࣾ ձイノベーションʯ

＜社会の問題解決に挑む＞

�݄�೔ʢਫʣ

山下 ༸ีᴹジϟζ・ϐアχεト、ཱࠃ音ָ大学টᡈڭत

ʮࠢのԻָ�ジャズのັྗʯ

＜極人に聞く＞

�݄�೔ʢՐʣ

ҏ౻ ݩॏᴹ ౦ژ大学大学Ӄ経ࡁ学ڀݚՊ ڭत

ʮࡁܦࡍࠃと೔ຊの՝୊ʯ

＜気鋭の論客に聞く＞

�݄��೔ʢ໦ʣ

ଜ໦ ްࢠᴹ ް生࿑ಇ事務׭࣍

ʮঁ性がいきいきとಇくࣾ ձʯ

＜社会の問題解決に挑む＞

�݄��೔ʢਫʣ

෌山 ࿨඙ᴹ ૑基൫　代表取締役$&0ڞ会社経営ࣜג

ʮ೔ຊはローカルࡁܦでᙋるʯ

＜気鋭の論客に聞く＞

�݄��೔ʢਫʣ

ԕ౻ ޭᴹ ૣҴా大学Ϗジネεεクール ڭत、
会社ϩーランド・ϕルガー　会長ࣜג

ʮݱ৔ྗを஁えるʙʮඇຌなݱ৔ʯをつくるためにʙ�ʯ

ʻ人のྗを৴ る͡経営ʼ

�݄��೔ʢۚʣ

౜஑ ߃二ᴹ۝भཱྀ٬మಓࣜג会社　代表取締役会長

ʮເみるྗがʮᔅʯをつくるʯ

＜人の力を信じる経営＞

�݄��೔ʢՐʣ

ϠマβキマϦᴹອը家

ʮลڥのないੜきํ ʯ

＜極人に聞く＞

�݄��೔ʢۚʣ

山田 ӳ෉ᴹૣҴా大学Ϗジネεεクール ڭत

ʮڝ૪しないڝ૪戦ུʯ

＜技術と戦略が拓く近未来＞

�݄��೔ʢՐʣ

೭ᴹ作家׮ ໦ޒ

ʮ とྦসいʯ

＜極人に聞く＞

�݄��೔ʢۚʣ

দ本 ߊᴹカルϏーࣜג会社　代表取締役会長݉$&0

ʮカルビーはどうやってมわったのかʯ

＜人の力を信じる経営＞

�݄��೔ʢՐʣ

઒ଜ ؾݩᴹ өըプϩデϡーサー・小આ家

ʮاըにおけるʠൃݟʡとʠൃ໌ʡʯ

＜極人に聞く＞

˞講演��෼のΈ、࣭ ٙԠ౴はあり·ͤ ん。
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▼୆࿷ࡍࠃ
γϯϙδ΢Ϝ

Δ����年�݄ڈ　 ��೔ʢ౔ʣɺຊ学と୆࿷ɾݐ国科ٕ大学と߹ಉでʮا業の国際Խ΁の౒ྗʯΛテーϚにɺʮ����年೔ຊ୆࿷国際ا
業ൃలγンϙδ΢ϜʯΛ行 ·͍したɻݐ国科ٕ大学とは����年�݄ に༑ڠ޷定Λ݁Μͩ͜ とΛ͖ ͔ͬ ͚にɺ学ੜަྲྀɺテレϏ会ٞγス
テϜにΑΔ授業ެ։等ɺ͞·͟ ·ͳ取り組みΛしてަྲྀΛਂめて͖ ·したɻདྷ年౓は୆࿷にてಉ༷のγンϙδ΢ϜΛ行う༧定で͢ɻ

　6月の中旬、台࿷の建国科技大学から「7月に商大と建国科技大学とで一緒にシンポジウムを開きませんか」とメールを௖きました。
たった１ヶ月でどれだけ準備ができるのか不安でしたが、社会総合研究所と経営学部の協力のもと、2014年7月12日、図書 ７ؗ階アクティ
ブラーニングルームにおいて、建国科技大学国際企業管理学科・応用外国語学科から20名、本学から21名の参加をもって、無事シンポ
ジウムを開催することができました。
　シンポジウムのテーマは「企業の国際化への努力」です。岡山商科大学からは経営学部長川本和則先生、建国科技大学からは国
際企業管理学科෭教授ཱུۍ芸先生が発表されました。その後、倉敷ファッションセンター᷂ジーンズソムリエプロジェクト事務局アドバイ
ザー花๪ஐ඙氏から「日本のジーンズ業界の変ભと現状」について、岡山のジーンズ産業の台࿷進出のエピソードも交えながら、お話
を௖きました。
　午後からは建国科技大学の参加者の皆さんを倉敷市児島のベティスミスジーンズミュージアムにご案内し、シンポジウムで学んだ
ジーンズ産業についての理解を深めていただきました。工場の見学もご希望でしたが、土曜休業のため、ミュージアムのみの見学となり

ました。その後、建国科技大学からの交換留学生の案内で、倉敷美観地区を観光
して一日を終えました。久しぶりに会った台࿷からの友人に、倉敷のお気に入りスポッ
トを一生懸命案内している交換留学生の姿はඍসましいものでした。
　建国科技大学とは、他にもテレビ会議システムを利用した日本文化についてのԕ
隔授業、交換留学生の派遣・受け入れ、3年次編入生のダブルディグリーなど、多角
的な交流を行っています。次回は台࿷で、同様のシンポジウムを実施したいとのこと、
本学からの学生・教職員の派遣を要望されました。今後は国際交流委員会の主導
のもと、より発展的な交流が実現することと期待しております。

▼
୆
࿷
ࠃ
ࡍ
γ
ϯ
ϙ
δ
΢
Ϝ

Ԭࢁ঎Պ大学ɾࠃݐՊٕ大学
日本台湾国際企業発展シンポジウム

લの෦ޕ

�������������

������������

�����������

�����������

�����������

ؒ　࣌

会場：アクティブラーニングルーム

開会のѫࡰ
Ԭࢁ商Պେֶ　ֶ௕　Ҫ৲ত෉　（௨༁　௠ܙః）
ୈ�ൃද　「ձܭのࡍࠃԽͱۀا」
Ԭࢁ商Պେֶ　経Ӧֶ෦௕　઒本࿨ଇ　（௨༁　௠ܙః）
ୈ�ൃද　「େ学ੜލᅳ࡞޻ೳྗ೭ഓ養ݐ�ᅳՊٕେላ೭ៃᱛ　
　　　　　ʢେ学ੜのࡍࠃԽのೳྗのҭ成ʵࠃݐՊٕେ学のྫͱͯ͠ʣ」
　管理ֶՊۀا国Պٕେֶ　国際ݐ
෭ڭत（Ԡ༻֎ֶޠՊ　ॿ理ڭत）ཱུ ࢯ　ܳۍ

（௨༁　ྛྷ՚）
ୈ�ൃද　「೔ຊのδーϯζۀքのมભͱݱঢ়」
૔ෑフΝογϣンηンλー᷂
　ジーンズιムリΤプロジΣΫτࣄ຿ہ　アυバΠβー　Ֆ๪ஐ඙　ࢯ（௨༁　௠ܙః）
ด会のѫࡰ
（௨༁　ྛྷ՚）ࢯ　խ䌢ߑ　管理ֶՊओ೚ۀا国Պٕେֶ　国際ݐ

の෦ޙޕ

��������ɿ��

��������ɿ��

ؒ　࣌

「୆࿷ͱのࡍࠃγϯϙδ΢ムΛऴ͑ͯ」
経営学部　।教授　松Ӝ ෙ佐子

ϕςィεϛεδーϯζϛϡーδΞムɺࡋ๓޻৔ݟ学
˔日本のジーンズのྺ࢙（ղઆ・Ҋ಺）
˔ア΢τϨοτͰങ͍෺
ݧ๬ऀʹ͸スτラοプ΍ビスΛଧͭମر˔
ౡδーϯζετϦーτࣇ

ጯ.$$�༦ܚ▼
͖ͤ

ֶ
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講࠲

「時代の“ைྲྀとਂ૚”をಡΈղく」をコンηプトに、֤ ෼野のୈ一ઢで活༂͢るڀݚ ・ऀ経営 ・ऀ文Խ人౳を講ࢣにটいて開͢࠵る
講演会『༦学（ きͤがく）ेޒ講』（ओࣜג：࠵会社ܚጯ学ज़事業会）をશࠃでݟられるサーϏεで͢。最ઌ୺のಈըデータѹॖٕज़
と҆ఆした഑৴ٕज़により、高ਫ਼౓のը࣭とഭྗある音੠でड講していた͚ͩ ·͢ 。
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ԋձߨጯؙͷ಺γςΟΩϟϯύεͷఆྫܚ

 『夕学（せきがく）五十講』（東京開催）を
　　　　　　インターネットで全国へ中継配信

ʻ����೥౓લظͷߨԋςʔϚʼ
人の力を
信じる経営

技術と戦略が
拓く近未来

文化と歴史で
世界を読み解く

社会の
問題解決に挑む

拓く近未来 世界を読み解く世界を読み解く

問題解決に挑む

気鋭の論客に
聞く

極人に聞く

�݄�೔ʢՐʣɹ

田ଜ ࣍࿕ᴹ तڭጯٛक़大学๏学部ܚ
ϋーόード大学ަࡍࠃব学プϩグラϜ・
インターφγϣφル・アカデミック・アドόイβー

ʮʮ三ํよしʯのର࿩ྗ
ɹɹʙ問୊ղܾのための戦ུ的ަব学ೖ໳ʙʯ
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＜人の力を信じる経営＞ �݄�೔ʢ໦ʣ

ਫ野 ࿨෉ᴹ೔本大学܎ؔࡍࠃ学部 ڭत

ʮࢿຊओٛのऴᖼとྺ ʯػةの࢙

＜気鋭の論客に聞く＞

�݄�೔ʢՐʣ

ઍॅ തᴹ ը家・ژ౎଄ܳܗज़大学ڭत

ʮ೔ຊのඒɺੈ քのඒʯ

＜文化と歴史で世界を読み解く＞

�݄��೔ʢ݄ʣ

山本 ༤࢜ᴹ 会社ミφέア 代表取締役ࣜג

ʮ౤ܕࢿҩ とྍいうࣾ ձイノベーションʯ

＜社会の問題解決に挑む＞

�݄�೔ʢਫʣ

山下 ༸ีᴹジϟζ・ϐアχεト、ཱࠃ音ָ大学টᡈڭत

ʮࠢのԻָ�ジャズのັྗʯ

＜極人に聞く＞

�݄�೔ʢՐʣ

ҏ౻ ݩॏᴹ ౦ژ大学大学Ӄ経ࡁ学ڀݚՊ ڭत

ʮࡁܦࡍࠃと೔ຊの՝୊ʯ

＜気鋭の論客に聞く＞

�݄��೔ʢ໦ʣ

ଜ໦ ްࢠᴹ ް生࿑ಇ事務׭࣍

ʮঁ性がいきいきとಇくࣾ ձʯ

＜社会の問題解決に挑む＞

�݄��೔ʢਫʣ

෌山 ࿨඙ᴹ ૑基൫　代表取締役$&0ڞ会社経営ࣜג

ʮ೔ຊはローカルࡁܦでᙋるʯ

＜気鋭の論客に聞く＞

�݄��೔ʢਫʣ

ԕ౻ ޭᴹ ૣҴా大学Ϗジネεεクール ڭत、
会社ϩーランド・ϕルガー　会長ࣜג

ʮݱ৔ྗを஁えるʙʮඇຌなݱ৔ʯをつくるためにʙ�ʯ

ʻ人のྗを৴ る͡経営ʼ

�݄��೔ʢۚʣ

౜஑ ߃二ᴹ۝भཱྀ٬మಓࣜג会社　代表取締役会長

ʮເみるྗがʮᔅʯをつくるʯ

＜人の力を信じる経営＞

�݄��೔ʢՐʣ

ϠマβキマϦᴹອը家

ʮลڥのないੜきํ ʯ

＜極人に聞く＞

�݄��೔ʢۚʣ

山田 ӳ෉ᴹૣҴా大学Ϗジネεεクール ڭत

ʮڝ૪しないڝ૪戦ུʯ

＜技術と戦略が拓く近未来＞

�݄��೔ʢՐʣ

೭ᴹ作家׮ ໦ޒ

ʮ とྦসいʯ

＜極人に聞く＞

�݄��೔ʢۚʣ

দ本 ߊᴹカルϏーࣜג会社　代表取締役会長݉$&0

ʮカルビーはどうやってมわったのかʯ

＜人の力を信じる経営＞

�݄��೔ʢՐʣ

઒ଜ ؾݩᴹ өըプϩデϡーサー・小આ家

ʮاըにおけるʠൃݟʡとʠൃ໌ʡʯ

＜極人に聞く＞

˞講演��෼のΈ、࣭ ٙԠ౴はあり·ͤ ん。
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Ӷの࿦٬にฉ͘ؾ �ઌ͕͑ݟͳ͍࣌୅の経営࿦�創଄ΛҭΉํ法࿦�
大人の教ཆ࣌�୅の෩Λड͚てテーϚ201�年度�前期�αςϥΠτ配信講ԋ࣮੷

ࣗ෼の頭で͑ߟΔ�ઌ͕͑ݟͳ͍࣌୅の経営࿦ײڞ�とڞੜのํ法࿦�
Ӷの࿦٬にฉ͘ؾ �͜ の人にฉ͘テーϚ201�年度ޙ�期�αςϥΠτ配信講ԋ࣮੷

�݄��೔（ۚ）　ʻ大人のڭཆʼ

ึଜ ߂ （΄Ήら　ͻΖし）

Վ人

「༿のਖ਼ମݴ」

� �݄�೔（ਫ）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

٠ᖒ 研फ （き͘ ͟わ　͚ΜしΎ͏ ）

तڭ ጯٛक़大学঎学部ܚ

「い·こそ経営に఩学をʂ」

�݄2�೔（ۚ）　ʻ大人のڭཆʼ

） ݾ୎ ౻ࠤ と͞͏ 　た͘ み）

तڭՊ ।ڀݚҭ学ڭ౎大学大学Ӄژ

「ຽҙのリテラγーにΉ͚ て
　　ʕ「ੈ࿦の༫࿦Խ」をߟえる」

�݄�೔（ۚ）　ʻ૑଄をҭΉํ๏࿦ʼ

෰部 ହ޺ （はͬ とり　΍すͻΖ）

ԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄࡍࠃ社会Պ学ڀݚӃ ।ڭत

「૊৫とݸ人のݟえ͟ る໿ଋ」

�݄��೔（ۚ）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

দҪ 忠ࡾ （まͭい　たͩ みͭ）

ը　代表取締役会長ܭ会社ྑ඼ࣜג

「γンプルな࢓૊Έが会社を変え、人をҭてる」

�݄2�೔（ۚ）　ʻؾӶの࿦٬にฉく̓

౻本 ོ޺ （; ΋͡と　たかͻΖ）

౦ژ大学大学Ӄ経ࡁ学ڀݚՊ ڭत、
౦ژ大学ものづくり経営ڀݚηンター長

「೔本のものづくりは「໷໌͚લ」か」

�݄��೔（݄）　ʻ時代の風をड͚てʼ

宮本 ߃༃ （み΍΋と　ͭͶ΍す）

サッカー೔本代表ओকݩ

「'I'"マεターでߟえた೔本サッカーのະདྷ஍ਤ」

�݄��೔（ۚ）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

Ҫ্ ఩ߒ （いの͏ え　 き͋ͻΖ）

तڭ Պڀݚጯٛक़大学大学Ӄ経営؅ཧܚ

「Ϗッグデータ時代のマーέティング戦略」

�݄��೔（ਫ）　ʻؾӶの࿦٬にฉく̓

本 大二郎 （はし΋と　ͩい͡ڮ Ζ͏ ）

લ高஌ݝ஌事、ܚጯٛक़大学大学ӃγεテϜデβイン・
マネジメントڀݚՊ ಛผটᡈڭत

खౢ ཾ一 （てしま　りΎ͏ いͪ）

、तڭՊڀݚጯٛक़大学大学Ӄ γεテϜデβイン・マネジメントܚ
外ަジϟーφリεト・作家

˕ରஊࣜܗの講演で͢。
と஍ํを෼ࠃ」 る͚ҙຯʙ෼ݖはなͥඞཁかʙ」

�݄2�೔（Ր）　ʻؾӶの࿦٬にฉく̓

༄઒ ൣ೭ （΍ͳがわ　のりΏき）

౦ژ大学大学Ӄ経ࡁ学ڀݚՊ・経ࡁ学部 ڭत

「からの会社にཔらないಇきํࡀ��」

�݄22೔（໦）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

খ઒ ਐ （おがわ　すすΉ）

ਆށ大学大学Ӄ経営学ڀݚՊ ڭत

「Ϣーβーイϊϕーγϣン：
　　　　　ফඅऀからはじ·るϞϊ作りのະདྷ」

�݄2�೔（ਫ）　ʻؾӶの࿦٬にฉく̓

૶୩ ߒհ （΋たに　こ͏ す͚）

һڀݚॴ　調ࠪ部ओ੮ڀݚ会社೔本総合ࣜג

「おۚにࢉ׵できないՁ஋が຾るとこΖ」

�݄�೔（໦）  　ʻ時代の風をड͚てʼ

৽ݟ ਖ਼ଇ （にいみ　ま͞ のり）

ఇژ大学ҩ学部外Պ ।ڭत

「マ΢εがڭえてくれたͤ޾な生きํ࿦」

�݄�೔（ۚ）  　ʻ大人のڭཆʼ

́̈͘） ݾ߃ ࣉۼ でら　ͭͶみ）

ྉηンター  コレクγϣンディレクターࢿՊ学ത物ؗඪ本ཱࠃ

「ਂ海のոຐ ダイΦ΢イカを௥いか͚て」�݄��೔（ۚ）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

） ༤޾ 本ࡔ か͞΋と　Ώきお）

8I/ $0/46-5"/5ࣜג会社　社長、ݩエルϐーダメϞリ（ג）社長

「エルϐーダの戦いをৼりฦって」

��݄2೔（໦）　ʻࣗ෼の಄でߟえる̓

;） ࿨ത ݪ౻ は͡ら　かͣͻΖ）

ҭ改ֵ実ફ家ڭ

「ਖ਼ղのない໰いに޲き合͏ ྗ」

��݄��೔（Ր）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

͘͞） ࢤҪ തࡩ らい　ͻΖし）

Ѵञ଄ࣜג会社　代表取締役

「ϐンνはνϟンεʂʙ「ᘕ祭」をੈքにಧ る͚ʙ」

�݄��೔（໦）　ʻࣗ෼の಄でߟえる̓

西ᖒ ௚ࢠ （にし͟ わ　ͳおこ）

तڭ ηンターڀݚጯٛक़෱ᖒܚ

「「一਎ಠཱ」して「一ࠃಠཱ」͢
　　　ʙ෱ᖒ་٢からのメッηージʙ」

�݄2�೔（ۚ）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

಺田 ࿨੒ （͏ͪ ͩ　かͣͳり）

ૣҴా大学Ϗジネεεクール ڭत

ଘ事業の๷Ӵ戦略ط」
　　　ʕ৽たな௅戦ऀにͲ͏ ରԠ͢΂きかʕ」

�݄2�೔（ਫ）　ʻײڞとڞ生のํ๏࿦ʼ

தଜ ࿨඙ （ͳかΉら　かͣͻこ）

ೆࢁ大学人文学部৺ཧ人間学Պ ڭत

「૊৫開発の͢͢め」

��݄��೔（໦）　ʻࣗ෼の಄でߟえる̓

҆෌ า （΍すとみ　͋ΏΉ）

౦ژ大学౦༸文Խڀݚॴ ڭत

「ドラッカーと࿦ޠ：ະདྷを੾り開くマネジメントのࢥ૝」

��݄2�೔（ۚ）　ʻࣗ෼の಄でߟえる̓

） ؀ ౻ࡈ い͞と͏ 　たまき）

ஜ波大学ҩ学ҩྍܥ社会ਫ਼ਆอ݈学 ڭत

「ϠンΩーԽと೔本人࿦」

�2݄�೔（ਫ）　ʻײڞとڞ生のํ๏࿦ʼ

ਫ野 学 （みͣの　まͳͿ）

クリエイティϒディレクター、ܚጯٛक़大学ಛผটᡈ।ڭत

「い·経営にඞཁなϒランディングとデβイン」

�2݄�೔（Ր）　ʻؾӶの࿦٬にฉく̓

（こまがた　てͭ΍） ࠸఩ ܗۨ

तڭ 学部ࡁጯٛक़大学経ܚ

「中ࠃの社会ओٛ市場経ࡁはଓくのか」

�2݄��೔（໦）　ʻײڞとڞ生のํ๏࿦ʼ

҆౻ ढ़հ （͋ΜͲ͏ 　しΎΜす͚）

一ൠ社ஂ๏人೔本アンガーマネジメントڠ会　代表ཧ事

「ౖりをコントϩール͢るٕज़」

��݄�೔（ۚ）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

ҏ୮ ܟ೭ （いたみ　ͻΖΏき）

౦ژཧՊ大学大学ӃイϊϕーγϣンڀݚՊ ڭत

「ଙ子に経営をಡΉ」

��݄�೔（໦）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

たかおか　こ͏） ࡾߒ 岡ߴ ͧ͏ ）

ネεレ೔本ࣜג会社　代表取締役社長݉Ｃ̚ ̤

「成ख़ઌਐࠃにお る͚ϏジネεϞデルイϊϕーγϣン
　　　　　　　　　　ʙ2�ੈܕلマーέティング」

��݄2�೔（Ր）　 こ̒の人にฉく̓

෢田 ૒Ӣ （た͚ͩ 　そ͏ Μ͏）

書ಓ家

「ϙジティϒのڭՊ書」

��݄�೔（Ր）　ʻؾӶの࿦٬にฉく̓

দ山 大ߞ （まͭ΍ま　ͩいこ͏ ）

ົ৺ࣉୀଂӃ　෭ॅ৬

「ષとグϩーόリゼーγϣン」

��݄�೔（ۚ）　ʻઌがݟえない時代の経営࿦ʼ

தݪ ३ （ͳかはら　 Ύ͡Μ）

౦ژ大学 大学総合ڭҭڀݚηンター ।ڭत

山޹ ޱ෉ （΍ま͙ ͪ　たかお）

Ӊ஦ڀݚۭߤ開発ػ構 ༗人Ӊ஦ミッγϣン本部
Ӊ஦ڥ؀ར用ηンター　ܭըマネジϟー

「リーダーγップはଌれるのかʁҭてられるのかʁ
　ʙӉ஦ඈ࢜ߦのબൈ・ҭ成γεテϜからߟえるʙ」

▼
ܚ
ጯ
̢
̘
̘
༦
ֶ
講
࠲

˞ରஊをؚΉ講演で͢。
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ʙग़લ講義ɿ講͕ࢣおۙ͘·Ͱ࢕い· ʂ͢ʙ

商大講࠲の͝Ҋ಺

▼商大講࠲

★お申し込みができるのは？
　３０名程度の聴講者が見込める、岡山県内の公共・一般団体や企業です。

★講座のプログラムは？
　次ページをご参照ください。
　１講座1時間から2時間（質疑応答含む）の構成になっております。プログラムに掲載のないテーマにも
対応させていただきますのでご相談ください。

★費用は？
　講師料は無料です。ただし、会場の手配・設営及び案内発送に係わる事務作業や費用は主催者側でお願
いします。

★申込手続は？
　お電話、ＦＡＸ、Ｅメールで下記までお問い合わせください。手続をさせていただきます。

★決定および通知
　決定通知書を担当者あてに送付します。

★開講にあたっての注意
　教員の都合等により、必ずしもご希望に添えないことがあります。

2014年度実績
���	ਫ
�
͓か΍ま信用金庫༷の͝ґཔにより実ࢪ
ʮ͓͔΍·৴༻ۚݿϚωδϝϯταϙーターཆ੒क़ʯ
　「経済効果を計算しよう」
　　Ճ౻　真໵	経済学部　ࢣߨ

　「納税者の権利」
　　Ճ౻　༑Ղ（法学部　ࢣߨ）
　「我が国における税効果会計の特徴」
　　内田　ߒ徳（経営学部　।教त）

����	౔

岡山県ڠࣄ޻נಉ૊合༷の͝ґཔにより実ࢪ
ձ場ɿ岡山商科大学
　「瓦でつくる楽しい暮らしワークショップ」
　　അ෵�ΩϊΤ（経営学部�ಛ೚教त）
（経営学部　教त）޺　　޷ࡾ　　

����	ۚ

ࢪ໺公ձಊにて実ࡾ
　「現代社会における生活習慣病とその対策」
๜඙（経営学部　教त）　ڮؠ　　

�����	౔

岡山商޻ձٞॴ༷の͝ґཔにより実ࢪ
ձ場ɿ岡山商科大学
「新商品・新サービスを発想するワークショップ」
　　അ෵�ΩϊΤ（経営学部�ಛ೚教त）
޺　　޷ࡾ　　 （経営学部　教त）
　
���	౔

岡山商޻ձٞॴ༷の͝ґཔにより実ࢪ
ձ場ɿ岡山商科大学
「新商品・新サービスを発想するワークショップ」
　　അ෵�ΩϊΤ（経営学部�ಛ೚教त）
޺　　޷ࡾ　　 （経営学部　教त）
　　　　　　　　　　　　　
岡山県Էセンター「岡山方୩क़ビδωススΫール」༷ の
͝ґཔにより実ࢪ
����	Ր

「農と食にビジネスチャンスあり！！」
田　๕࿕（経営学部　教त）؛　　
����	݄

「裁判員制度の現状」
　　খ浦　ඒอ（法学部　।教त）
����	ۚ

「中年男性の働き方の現状と課題」
　　有ར　ོҰ（経済学部　教त）

～お問合せ先～
　岡山商科大学ࣾձ૯合研究ॴ
　　 7˟00�8601�岡山市๺区௡島京町̎ɻ ̍̌ ʵ̍
　　5&-ʗF"9　̌̔ ̒ɻ ̎̑ ̒ɻ ̒̒ ̑̒ <直௨>
　　&�NBJM���TZBLFO!QP.PTV.BD.KQ
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テ　ー　マ ॴଐ学部౳ 講໊ࢯࢣ ୲౰講ٛ・ઐ໳෼野

教

　
　養

法

　
　学

経
済
学

経

　営

　・

　商

　学

Ն໨ᕸੴ
࣏ݡ୔ٶ代Պ学とݱ

؅ཧとηルフ・コントϩール߁݈・
・೔ৗ生活にお͚る生活習׳පの༧๷
戦ޙドイπにお͚る「աڈのࠀ෰」

えるָしΈߟ・えるํ๏ߟ・
・ແݶのੈք（アΩレεとカメ）
વとඞવۮ・
・γΣイクεϐア：そのݴ༿΁のҙࣝ
༿と社会：͏つපのӅᄻ表৅ݴ・

๏学部ڭत
๏学部ڭत

経営学部ڭत

経営学部।ڭत

経営学部ڭत

経営学部।ڭत

ӽஐ　ӻ子
۝َ　一人

邦඙　ڮؠ

ཬܙ　݄߳

੢中　߃࿨

দӜ ෙࠤ子

近代೔本文学
఩学
࿦ཧ学
ྙཧ学
ҭڭ߁݈
ӡಈ生ཧ学
ドイπޠ
ドイπ文学
਺学

ӳޠ学
ӳ文学

ঢ়ݱ൑һ੍౓のࡋ

ফඅ生活とܖ໿

ަ௨事ނのഛঈ໰୊
ฆ૪のॲཧについてࡍࠃ

๏学部।ڭत

๏学部講ࢣ

๏学部।ڭत
๏学部।ڭत

小Ӝ　ඒอ

૔߂　࣋

Լా　大հ
࠭઒　࿨ઘ

事ૌু๏ܐ
ࡦ事੓ܐ
ຽ๏
๏学ڭҭ
ຽ๏
๏ࡍࠃ

中年உੑのಇきํのݱঢ়と՝୊
・஍ํ෼ݖ時代の஍ํࡒߦ੓改ֵ
・ॅຽڠಇと஍Ҭづくり
Ԭݝࢁにお͚る๛か͞
ۚ༥ػةにお͚る೔ถԤのۚ༥੓ࡦ

経ࡁ学部ڭत
経ࡁ学部ڭत

経ࡁ学部ڭत
経ࡁ学部।ڭत

༗ར　ོ一
多ా ݑ一࿠

ా中　উ࣍
ஐࠫ子 ࠜࢁ

࿑ಇ経ࡁ学
஍ํࡒ੓
஍Ҭ経ࡁ
༥࿦ۚࡍࠃ
ۚ༥੓ࡦ
ۚ༥工学ೖ໳

・஍Ҭ社会の近代Խと࢈業Ҩ࢈ʵ੉ށ಺を中৺にしてʵ
・঎社からݟた೔本とΦーεトラリアの๵қ࢙
経営活ಈのグϩーόルԽとコεトマネジメントの
Ҡసࡍࠃ
中ࠃ企業のݱঢ়と՝୊

・大学との࿈ܞについて、高大࿈ܞについて
・ੈք、೔本にお͚る࢈学構଄の変Խについて
・੡଄業にお͚る生ੑ࢈について
・これからͲ͏͢る、೔本企業
・経営ऀのૉإと࣭ࢿ
・家ܭऩࢧόランεの改ળࡦ
・ॅ୐ۚࢿ設ఆ
ࣸਅとデータでݟる中ࠃ人と中ࠃ
೔本のεタートアップ企業
・೶と৯による஍Ҭづくり
　ʕ人が஍Ҭで҆৺して฻ら͢ためにʕ
・ੈքと೔本の೶と৯を取りרくڥ؀
・஍Ҭݯࢿを຾らͤない̒࢈࣍業Խ
ҭ工学と̞Ｃ̩のར用ڭ・
・Պ学・ものづくりڭҭ
・企業と৘報
・インターネットと஍Ҭ社会
・ॆ実したライフデβインと
　ΩϟリアプランγφリΦのඳきํ
・ファイφンγϟルプランχングの基ૅ஌ࣝ
戦略࢈ࡒ　
஍Ҭ΍঎ళ֗ৼڵ

・サーϏサイジング　
   ʙϞϊを売らͣにサーϏεを売るʙ
・ϫークγϣップのख๏と実ࡍ
・ಛ࢈඼の開発
ڵϏジネεのৼޫ؍・
マーέティング戦略

・Ϗジネε・エコγεテϜのマネジメント
・ෆߧۉとٕज़変Խ

経営学部ڭत

経営学部ڭत

経営学部।ڭत

経営学部ڭत

経営学部ڭत

経営学部講ࢣ

経営学部।ڭत
経営学部講ࢣ
経営学部ڭत

経営学部ڭत

経営学部।ڭत

経営学部।ڭत

経営学部ڭत

経営学部ಛ೚ڭत

経営学部ڭत

経営学部ڭत

経営学部講ࢣ

ఱ野 խහ

Ҫ্　৴一

ဋ　ྞ

大⃻　ߛ一

長ా　و仁

海ๅݡ一࿠

࿨ॏ　ו
઒合　一ԝ
๕࿕　ా؛

小দ原 実

大౦　ਖ਼ދ

一޺　ྛ∁

ా中　ܿ

അ෵Ωϊエ

ッҪޫ੖ࡾ

޺　޷ࡾ

ԣᖒ　޺޾

঎業࢙
೔本経࢙ࡁ
؅ཧ会ܭ࿦

経営࿦ࡍࠃ
経営؅ཧ࿦
ܞ࿈׭学࢈
経営工学

経営学
企業家࿦	経営ऀ࿦

ファイφンγϟルプランχング
ෆಈ࢈ӡ用設ܭ࿦
ྲྀ௨γεテϜ࿦
経営࢙
஍Ҭづくり
೶と৯

৘報ٕज़࿦
マルνメディア表ݱ・ٕज़
経営৘報
৘報؅ཧ
ファイφンγϟルプランχング

マーέティング
社会調ࠪ
࿦ݯࢿޫ؍
ফඅऀߦಈ࿦

঎඼開発
サーϏε経営
マーέティング
ྲྀ௨γεテϜ
イϊϕーγϣン・マネジメント
経営戦略࿦

『商大講座』メニュー一覧　

ʙग़લ講義ɿ講͕ࢣおۙ͘·Ͱ࢕い· ʂ͢ʙ

商大講࠲の͝Ҋ಺

2014年度 
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ҕୗۀࣄ

　岡山県では、県民のօさん͕ࣗ෼にదした学習内༰をબ୒
し、学習できるように、༷ ʑな学習ػ関͕行う࠲ߨをମܥԽし、
「岡山県生涯学習大学」を։࠵しています。
　本学では、めま͙るしいมԽを਱͛るࣾձのதで、ࣗ ෼ࣗ
਎で知り、考え、行動するためのΤοセンスをօさんに͓఻え
しています。

岡山県生涯学習大学 ʢݱ୅త՝୊ΛֶͿίʔεʣ

ʮগྸߴࢠԽͱ೔ຊࡁܦʯ
　わがࠃではগྸߴࢠԽがٸ଎にਐలしている。本講࠲では、このΑ͏ͳ人ޱಈଶのมԽが日本経済に
༩えるӨڹと੓ࡦతͳ՝୊にͭいて͞ま͟まͳ෼野のઐ໳家がわかり΍す͘講͡る。

໊࠲ߨ

本年౓は経済学部の教һが୲౰。ࢀ加ड講 ɿऀ��໊。
テレビ会ٞシステムを࢖い、αテラΠト会৔（੉ށ಺ࢢ）で΋࣮ࢪ。
ˎ最৽の৘ใにͭいては、ผ్お໰い߹わͤͩ͘͞い。

2014年度　講座೔ఔ・ςーϚ

�����ʙ�2���

�����ʙ�����

月　日 間࣌ テーマ 講　ࢣ

�݄2�೔（݄）
গ子高ྸԽと஍Ҭ経ࡁ

੓とগ子高ྸԽࡒのࠃ

経ࡁ学部・ڭत 多ాݑ一࿠

小ౢ　ण࢙

�����ʙ�2���

�����ʙ�����

�݄2�೔（Ր）
高ྸԽ社会にお͚る࢈ࢿӡ用のݱঢ়とޙࠓのల๬

高ྸऀޏ用一企業と高ྸऀのબ୒と՝୊

経ࡁ学部・।ڭत

経ࡁ学部・ڭत

ஐࠫ子ࠜࢁ

༗ར　ོ一

�����ʙ�2���

�����ʙ�����

�݄2�೔（ਫ）
গ子高ྸԽとঁ ・ੑए年のޏ用

গ子高ྸ社会とҩྍอ੍ݥ౓を८るॾ໰୊

経ࡁ学部・ڭत

तڭ・学部ࡁ経ݩ

ل谷　௚ࡾ

ࢿ⇮　Լࢁ

�����ʙ�2���

�����ʙ�����

�݄2�೔（໦） ௒高ྸ社会にお͚るհޢอݥと࿝いの֮ޛ

෱ࠃࢱ家のΏくえ

経ࡁ学部・講ࢣ

経ࡁ学部・ڭत

ྨ　　ޫࠃ

෱ా　　࿱

Voice

˔少子高齢化の諸問題を様 な々視点から講義をして頂き、参考になった。莫大な債務、社会補償の
負担を減らすのは難しいかもしれないが、各々が当事者意識をもって、自分の仕事や地域でできる
ことはある。それらを積み上げていけば、経済は活性化していくと思う。まず自分から具体的に行動
していきたい。

डऀߨ

ɹͷ੠

▼Ԭݝࢁੜ
ֶ֔श大ֶ

学部ࡁ大学経ޱࢁ
।ڭत
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著書
紹介

　時代の変革期，また不透明な時代，真の「企業家」が必要とされる。
　本書は，経営学，経済史，経営史の第一人者７名（宮本又郎・加護野忠男・橘川武郎・
角田隆太郎・金井一賴・沢井実・松島茂）の編集のもと，企業家にかかわる35テー
マに豪華執筆陣でさまざまなケースとアプローチを駆使して，その本質に迫る。
　ケースは，松下幸之助や豊田喜一郎といった著名な企業家たちはもちろん，古くは
近江商人から現代は AKB48を生み出した秋元康まで取り上げ，活き活きとした企業
家の生きざまとその思考を間近に感じられる書籍である。親切な解題付き文献ガイド，
全国企業家ミュージアムのリストなど付録も充実している。
　本書の中で、筆者（長田貴仁）は、Ⅱ「企業家の輩出基盤」において、「社内
企業家に求められる資質」を執筆した。DIC（大日本インキ化学工業）の社内ベン
チャーとして発足したスポーツクラブ・ルネサンスで会長を務める斎藤敏一氏と、32歳にしてパナソニックの社内
ベンチャー「アクティブリンク」を創業し、その後10年間陣頭指揮を執り続ける藤本弘道社長をケースとして取り
上げ、社内ベンチャーの現代的意義を説いた。
　一般的な家庭に育てば、経営者を父母、親族に持たず、経営者を育成するいわゆる帝王教育を授かること
はない。それどころか、学校教育の不備もありビジネスを意識する環境に触れることさえないかもしれない。手
元に大きな資金を持たない人が、大きなリスクを背負うことなく起業し、持続的発展を遂げていくためにはどのよ
うにすればよいか。
　それを実現するための仮説が「社内企業家（イントラプレナー）」のすすめである。あえて「起業家」ではなく「企
業家」という名詞を使ったのは、起業するだけなら諸条件が整えば誰でもできるが、起業後も持続的に発展さ
せてこそ日本経済に貢献できると考えたからである。花火を高 と々打ち上げる「起業家」は注目されがちだが、
地味に見える社内企業家の価値を再認識しうまく活用してみてはどうだろうか。
　「社内企業家」はサラリーマンにとってもチャンスだ。年功序列が崩壊するなど日本的経営の特徴の一つとさ
れてきた終身雇用も限界に近づきつつある。リストラが一般化した今、その後の人生設計を考えておかなくては
ならなくなった。一方で、65歳定年延長が法制化されたが、不満足な条件のもと、今いる会社で働き続けて本
当に幸せなのか、と自問自答し悩む現役サラリーマンも散見される。既存事業の活力が衰えてきている企業側に
とっても、収益力強化、雇用創出という面でも新規事業創出は必須の課題となってきた。
　ビッグビジネスの成長が鈍化し閉塞感が漂い業績が悪化すると、その原因として「大企業病」という言葉が
よく使われる。既存事業の先細りが分かっているのに新規事業が生まれないのも大企業病が災いしている。そ
の「症状」は主に次の三つである。

1．組織の硬直性＝新規事業、社内ベンチャーを始めようとしても組織のルールや手続きが面倒でタイミングを失う。
2．リスク回避の風土＝組織が巨大化し、減点主義の人事考課が行われるようになると 従業員は進んでリスクを
　とろうとしなくなる。
3．コンセンサス取り付けのむずかしさ＝日本企業はコンセンサスによる経営が主流。ベンチャーが対象とするリス
　クの高い新規事業に対しては、必ずといっていいほど、既存部門から反対の声が出る。

　そもそも、ベンチャーは独創的な企業家が始め、スピーディーな意思決定、大胆な行動力が求められるため
コンセンサスよりも独裁的な要素が必要だ。体質的に大企業に合っていないといえよう。とはいえ、新しい種をま
いておかないと企業の持続的発展は望めない。だからこそ工夫がいるのだ。このことは大企業に限ったことで
はなく、中小企業、商店にも当てはまる。
　業績悪化（赤字）の打開策として、近年、大量のリストラ（人員削減）が行われるようになってきた。皮肉
なことに早期退職を募集したところ、優秀な人まで辞めてしまうことも少なくない。注視してみると、余剰人員を
抱えていると思われている大企業は人材の宝庫でもある。活用しきれていない人材は多い。彼らに光を当てて
こそ活路が見出せるのではないだろうか。小さな組織でも夢とリスクの狭間で新規事業創造を躊躇している金
の卵はいる。まさに彼らは「社内企業家」の候補者である。

『企業家学のすすめ』
経営学部　教授　長田 貴仁

ձࣾ有൹ֳࣜג
（2014೥）

宮本又郎・加護野忠男・企業家研究フォーラム[編]



著書
紹介

　本書はかつて1989年に上梓した、『新カント学派の価値哲学　体系と生のはざ
ま』の新版である。19世紀半ばから20世紀前半にドイツで力をもった哲学流派、新
カント学派、そのなかでも価値を手掛かりとして展開した西南ドイツ学派にかんす
る、概括的研究書である。とくにマックス・ヴェーバーにも影響を与えたハインリッヒ・
リッカートの哲学に焦点を絞っている。
　基本的には旧著の構成を踏襲しているが以下の点を変更した。
一、 誤植・明らかな間違い・もしくは原書の綴りと違う部分・解釈上の誤り・圏点（原
　　著強調）の脱落・および修正・漢字の誤表記
二、 誤訳
三、 明らかに日本語としておかしい表現・生硬すぎる表現・冗長すぎる表現
四、 人名の表記・ドイツ語の発音・送り仮名の統一・ひらがなを漢字に統一したところ・若干の補足
　一見、些末な変更のように思われるかもしれないが、リッカート解釈の根幹にかかわる、以下のような訂正もして
いる。旧著53ページの最後から一行目は次ページにかけて以下のように続く。「……超越的客観は、三つの主観
概念をこのように定式化すると、そのいずれとも必然的な相関概念になることは決してない」（Der Gegenstand 
der Erkenntnis,2.Aufl .,S.26.）。ここは狭義の認識を行う主観(=「認識論的主観」)を旧著で論じる前の箇所だか
ら、意識内容とは独立な「超越的客観」は、かくのごとき主観に対して有意味な相関項になるのではないか、という
疑問が残る。実際、2003,『真理・価値・価値観』岡山商科大学,72ページでは「超越的客観」を、「認識論的主観」
の相関項と解している。新著53ページでは、「超越的客観」がいかなる主観とも相関概念にならないことを、強調
するため以下のように訳し直した。
　「この三つの主観概念の定式化にさいして、超越的客観〔=認識の対象〕は、どの主観概念の必然的相関概
念のなかからも、まるまる脱落している」。このように訳すと、「認識論的主観」の相関項にもなりえないことが明確に
なる。そもそも相関項としての主観側・客観側は、新カント学派のヒューム主義者エルンスト・ラースが〈意識のべった
り拡がる場〉での「区分け・陣地取り」に用いた概念であって、意識に現われる〈場〉を記述する「現象主義」と密接
に結びついているのである。とすればこのリッカートの規定は、「現象主義」と接点をもちながら、意識を超える方向
を示している。
　この論点はディルタイ全集第24巻で、生の哲学者ディルタイによるリッカートの「現象主義」へのとがめ立てに対
する、彼の側からの一つの答えになっているのである。まとめれば、「超越的客観」=認識の対象は、意識の内に
存在するものから隔たった、〈存在ならざる独自のX=価値自体〉であることが新著を執筆する過程で明らかになっ
た。これをふまえると、ディルタイとの対決・意識からの離陸のプロセスが今後の研究課題として浮上してくる。
　今年（2015年度）にはディルタイのリッカート批判にかんする論考を執筆する予定であるから、新著の成果を最
大限に生かしてゆきたいと思う。論点は「現象主義」をリッカート哲学経歴の出発点としながら、対象の主観的定立

（立てること=Position）ではなく、対象の客観的措定（根を下ろすこと=Setzung）にその哲学の要
かなめ

を求めることに
わたる。これは「定立」された表象（意識）の奥に、物自体を措定したカントと同様、ディルタイ的な実在論に接近す
るということである。新カント学派というと、ともすれば意識次第でどうにもなる「観念論」と誤解されるかもしれない。
しかしながらカントがいう「超越論的観念論者は、経験的実在論者でありうる」（Kant,I.,『純粋理性批判』,A370.）
の意味では、意外と「実在論」（個人の考えに左右されない客観性・排中律を意味する考え）の相貌をもっている。
久しぶりに出した新著をめくりながら、かような思いをめぐらすのであった。

『オンデマンド版  新カント学派の価値哲学　
　体系と生のはざま』

法学部　教授　九鬼　一人

จಊ　（2014೥）߂ձࣾࣜג
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著書
紹介

　本事典＊の企画の内容は、経営工学はどのような学問で、どのように社会に役立
つのかについて、少しでも答えるべく、また経営工学の学問的知識を紹介するだけ
でなく、知識を活用して行動する場と、その行動によって、開かれる多くの夢と楽しさ
をつたえるべく、まとめられた事典である。　
　内容は、経営工学がカバーする「対象」に着目した１０３項目、およびその「方法」
に着目した７３項目の合計１８０項目について解説している。これらはＦ.Ｗ.テイラー
以降、１００年にわたって蓄積された経営工学の知識の体系化そのものである。前
述の項目は、総論、人、もの、資金、環境、情報、確率・統計、ＩＥ・ＱＣ・ＯＲ、意思決定・
評価、情報技術の各分野から整理した項目で構成され、見開き２頁で、①用語の
解説、②歴史と課題、③活用と展開の３つの構成に分けて解説している。
　研究者、産業人、若い読者（高校生・大学生）の方々に親しんでいただける内容
に配慮しており、それは、本書の最初の方で、「企業人（実務家）のための活用ガイド」と「高校生のための活用ガ
イド」としてわかりやすく書かれている。
　企業人に向けては、理論の理解を進めると同時に活用事例を知っていただき、活用していただきたい。また高
校生に向けては、この事典との出会いをきっかけに経営工学に興味を持ってほしいと願っている。

＊：本事典の「序」、「出版にあたって」、「企業人（実務家）のための『経営工学の事典』」活用ガイド、「高校生のための『経
　営工学の事典』」活用ガイド、および帯をもとに引用改変し、本文章を構成している。

　商大レビューNo.23で紹介された「品質管理検定講座 ＱＣ検定２級模擬問題集」、「品質管理検定講座 ＱＣ
検定３級模擬問題集」の刊行の後、1級、4級が順次刊行されました。

　本書＊は、ＱＣ検定の受検者向けに書かれた本で
ある。本書の題名にも入っているＱＣ検定は、正式名
称は、“品質管理検定”である。これは日本の品質管
理を様々な組織・地域への普及するため、また組織
の品質管理の向上・発展に資することを目的に創設
された。この検定は，2005 年12 月に第1回目が始め
られ、現在、全国で年2回の試験が実施されている。
なお、2014年9月の第18回検定試験で、総申込者数
が55,956人、総合格者数が25,534人である。 
　このＱＣ検定の認定は、品質管理、標準化の考え
方や品質管理の手法（統計的方法など数理的な方法、考え方を含む）について、必要性の観点から、知識、能力
に関するレベルを設定し、筆記試験により、知識レベルを評価するもので、1級、準1級、2級、3級、4級まで、4つの級

（5つのレベル）が設定されている。

＊：本書2冊の本中の「はじめに」をもとに引用改変している。

『ものづくりに役立つ
　経営工学の事典─１８０の知識─』

「品質管理検定講座 ＱＣ検定１級模擬問題集」
「品質管理検定講座 ＱＣ検定４級模擬問題集」

経済学部教授　西　敏明

公ӹࣾஂ法人日本経営޻学ձʦฤʧ　
ձࣾே倉ॻ店（2014೥）ࣜג

<ҏ知࿠、西හ໌<ஶ࢜஛、ࡾ஛山৅、ۈ໺ࠓ、日ग़உ࡚ؠ、<໵<ฤஶࠀ୩ࡉ
ձࣾ日科ٕ連ग़൛ࣜג （ࣾ2014೥）
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　2014年3月26日、本学のアクティブラーニングルーム開設
式当日、福武財団を通じて講演させていただいたことが、
当授業を担当するきっかけでした。先生方に”7isual 
Thinking Strategies “(以下7TS)という美術ؑ賞法を、
岡山出身でWWⅡをڬんだ時期にアメリカ画壇で活躍した
国吉康雄の作品によって体験していただき、同年5月9日に
は学生150名にアクティブ・ラーニングを体験していただきま
した。
　ニューヨーク近代美術ؗで1980年代に開発された「ؑ
賞者に合った作品を、適切なファシリテーションによってグ
ループで対話しながら、ؑ 賞者自らartの本質に迫ってい
く」ؑ 賞法は、知識注入型ギャラリートークとは本質的に異
なり、artを「見る・考える・話す・他者の考えを聞くɣ また見
る」というサイクルで追究する主体的かつ協働的な方略
で、今では世界中の美術ؗで通常のプログラムに組み込ま
れつつあると聞きます。知識ภ重の講義からؑ賞者主体の

対話による追究への質
的な変換は、とりわけ日
本の教育界の٤緊の課
題ともいえるでしょう。
　artという、誰にとって
も多義的で多様性と不
思議に満ちた世界と相

対することで必然的に観察力が高まり、観察から推論を立
てて自分なりの解釈を立てるCritical Thinkingの力が求
められます。そして他者に的確に伝わるように解釈や感情
を言語化して伝えるCoNNunication能力の形成につな
がっていきます。
　現在7TSで授業構成しているのは、美術系大学やアー
トコミュニケーション学科などが中心ですが、2013年7月に
文化庁主催で芸術と一般社会をつなぐ方略に関するシン
ポジウムが開かれたように、徐々に大学や会社の研修など
に活用され始めています。
　何人かの学生・留学生がレポートに「まるで大学の授業
みたいだ。」と書いていて、Scholarへの原点回帰だとうれ
しくなりました。
　2015年度は前期後期でステップアップを図る予定です。
みる・考える・話す・聴くことを通して視野を広げ、自信を持っ
て社会に向き合いましょう。

　2014年4月から（一社）岡山経済同友会のご協力のも
と、「将来を考える経営」をテーマに経営学特殊講義を
開講しています。1996年から始まった本講義も19年目を
迎え、本年度から「アクティブラーニング」という新しい
教育形式での講義が始まりました。この新しい教育形式
は、提示された課題に対してグループ内で討論し、まと
め、そして発表までを行うことで、集団での問題解決能
力や発表力の修得を目的として取り入れました。
　2014年度前期は、公益法人福武財団事務局長・金代
健次郎氏、公益法人福武財団国吉康雄分室アドバイ
ザー・森໻生氏、岡山市商店会連合会会長・長谷川誠
氏、岡山市中之町街づくり（株）代表取締役社長・片山
進平氏、（株）岡山コンベンションセンター代表取締役社
長・藤原隆昭氏、山陽SC開発（株）代表取締役社長・押
川正大氏、備前焼作家・藤原和氏にご登壇いただきまし
た。後期では、（一社）岡山経済同友会代表幹事・Ԯ原
邦章氏、サンワサプライ（株）代表取締役社長・山田哲
也氏、（株）シーズ代表取締役社長・平川清高氏、NPO

法人輝くママ支援ネットワークぱらママ代表・藤井໻生
氏、うらじゃ振興会岡山商工会会議所スポーツ支援委員
会委員長・延原正ߒ氏、船橋寛子氏、ᖛ岡加奈子氏、岡
山中央ڕ市（株）代表取締役社長・同前裕一郎氏ら6名
に2回ずつ講義をして௖きました。

非常勤講師　৿　໻ੜ

経営学部　　౉ᬒ　ݑೋ
アクティブラーニングによる経営学特殊講義開始

社会学概論Ⅱ
ຖ೔͕ΞΫςィϒɾラーχϯグ��
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　2014年3月26日、本学のアクティブラーニングルーム開設
式当日、福武財団を通じて講演させていただいたことが、
当授業を担当するきっかけでした。先生方に”7isual 
Thinking Strategies “(以下7TS)という美術ؑ賞法を、
岡山出身でWWⅡをڬんだ時期にアメリカ画壇で活躍した
国吉康雄の作品によって体験していただき、同年5月9日に
は学生150名にアクティブ・ラーニングを体験していただきま
した。
　ニューヨーク近代美術ؗで1980年代に開発された「ؑ
賞者に合った作品を、適切なファシリテーションによってグ
ループで対話しながら、ؑ 賞者自らartの本質に迫ってい
く」ؑ 賞法は、知識注入型ギャラリートークとは本質的に異
なり、artを「見る・考える・話す・他者の考えを聞くɣ また見
る」というサイクルで追究する主体的かつ協働的な方略
で、今では世界中の美術ؗで通常のプログラムに組み込ま
れつつあると聞きます。知識ภ重の講義からؑ賞者主体の

対話による追究への質
的な変換は、とりわけ日
本の教育界の٤緊の課
題ともいえるでしょう。
　artという、誰にとって
も多義的で多様性と不
思議に満ちた世界と相

対することで必然的に観察力が高まり、観察から推論を立
てて自分なりの解釈を立てるCritical Thinkingの力が求
められます。そして他者に的確に伝わるように解釈や感情
を言語化して伝えるCoNNunication能力の形成につな
がっていきます。
　現在7TSで授業構成しているのは、美術系大学やアー
トコミュニケーション学科などが中心ですが、2013年7月に
文化庁主催で芸術と一般社会をつなぐ方略に関するシン
ポジウムが開かれたように、徐々に大学や会社の研修など
に活用され始めています。
　何人かの学生・留学生がレポートに「まるで大学の授業
みたいだ。」と書いていて、Scholarへの原点回帰だとうれ
しくなりました。
　2015年度は前期後期でステップアップを図る予定です。
みる・考える・話す・聴くことを通して視野を広げ、自信を持っ
て社会に向き合いましょう。

　2014年4月から（一社）岡山経済同友会のご協力のも
と、「将来を考える経営」をテーマに経営学特殊講義を
開講しています。1996年から始まった本講義も19年目を
迎え、本年度から「アクティブラーニング」という新しい
教育形式での講義が始まりました。この新しい教育形式
は、提示された課題に対してグループ内で討論し、まと
め、そして発表までを行うことで、集団での問題解決能
力や発表力の修得を目的として取り入れました。
　2014年度前期は、公益法人福武財団事務局長・金代
健次郎氏、公益法人福武財団国吉康雄分室アドバイ
ザー・森໻生氏、岡山市商店会連合会会長・長谷川誠
氏、岡山市中之町街づくり（株）代表取締役社長・片山
進平氏、（株）岡山コンベンションセンター代表取締役社
長・藤原隆昭氏、山陽SC開発（株）代表取締役社長・押
川正大氏、備前焼作家・藤原和氏にご登壇いただきまし
た。後期では、（一社）岡山経済同友会代表幹事・Ԯ原
邦章氏、サンワサプライ（株）代表取締役社長・山田哲
也氏、（株）シーズ代表取締役社長・平川清高氏、NPO

法人輝くママ支援ネットワークぱらママ代表・藤井໻生
氏、うらじゃ振興会岡山商工会会議所スポーツ支援委員
会委員長・延原正ߒ氏、船橋寛子氏、ᖛ岡加奈子氏、岡
山中央ڕ市（株）代表取締役社長・同前裕一郎氏ら6名
に2回ずつ講義をして௖きました。

非常勤講師　৿　໻ੜ

経営学部　　౉ᬒ　ݑೋ
アクティブラーニングによる経営学特殊講義開始

社会学概論Ⅱ
ຖ೔͕ΞΫςィϒɾラーχϯグ��
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（１）春節交流会

（２）中国文化サロン（二胡教室）

（３）端午節交流会

　2014年1月25日、中国の年中行事である春અを中国語
講座受講生や地域住民に体験してもらうため、「春અ交
流会」を開催した。参加者は޸子学院の教師や留学生達
と共にᰤ子を作った。二މ演奏「北国の春」、中国少数民
族（䍼族）෣གྷ「春の律動」、中国現代のՎ「十年」などの
出し物を楽しみながら盛んな交流を行った。中国語講座
受講生、地域住民と留学生を併せて95名の参加者が
あった。

子学院が設立されて７年目になり、これらの受講生に学習成޸　
果を発表し、他の中国語学習者と交流する機会を提供するため、
2014年6月21日に第１回中国語࿕読コンテストを開催した。書ྨ審
査を通過した9名の選手（社会人4名、学生5名）が発表した。

　2014年7月27日、「青少年
中国文化体験ツアーinԏ᪅
園」を実施した。小中学生と
保護者を併せて４０名の参
加者があった。参加者は中
国のࡶ技をؑ賞したり、中国
式庭園を見学したり、中国式
風࿊を体験したりして、楽し
い一日を過ごした。

　2014年6月22日、岡山県内の中国語教室の要請を受けて、子供向け中国文化講座を
行われた。޸子学院෭学院長の黎暁䑍は「中国はどんな国」のテーマで子供たちに中

国の人口、民族、文化など
を紹介した。その後子供た
ちは޸子学院の教師と共に
中国京劇のお面描きなど体
験した。22名の参加者が
あった。

　2014年5月18日、中国文化の普及を市民に図る事を目
的として「中国文化サロン」を開催した。
　中国文化サロンは中国伝統楽器について詳しく紹介
し、参加者は二މ演奏の体験することもできた。３７名の参
加者があった。

　2014年5月31日、中国の年中行事
である端午અを中国語講座受講生
や地域住民に体験してもらうため、

「端午અ交流会」を開催した。交流
会に先立って、޸子学院黎暁䑍෭学
院長は端午અにまつわる伝説を紹介
し、その後参加者は޸子学院の教師
や留学生達と共
にちまき作りなど
体験した。中国語
講座受講生、近
隣住民と留学生
を併せて61名の
参加者があった。

ʢ̓ʣྉཧࣨڭ

　2014年7月12日、岡山市福祉交流プラザ富原の要請を受けて、中国ᰤ子作り教室を開
催した。޸子学院教師は丁寧に参加者に説明し、ᰤ子作りを体験してもらった。そのほ

か、簡単な中国語
教室も行われた。
近隣地域から15
名の一般市民が
教室に参加した。

　2014年7月10日、岡山市福祉交流プラザѴ東の要請を受けて、太極ݓ教室を開催し
た。޸子学院෭学院長の盛֌は丁寧に参加者に太極ݓの基本知識を説明し、太極ݓを
実践してもらった。近隣
地域から15名が教室に
参加した。

ʢ̍̎ ʣதҩֶ݈߁๏࠲ߨ

　2014年11月22日、「中医学健康法講座ʕʕ耳
ツボと健康」を開催した。学校法人兵庫医科大学 
中医薬޸子学院 ෭学院長（北京中医薬大学᭥
推፤学部 教授）　邬继红先生は健康にいいپ
とされている耳のツボについて詳しく紹介し、参加
者一人一人にこれらのツボの探し方を指導した。
講座の後半、邬继红先生は参加者の質問を詳し
く説明した。約５０名の参加者があった。

ʢ̕ʣֶࢠ޸Ӄͷ೔

　中国޸子学院設立１０周年を記念して、全世界中の޸子学
院（課堂）では中国語や中国文化への理解を高めることを目的
に、様 な々イベントが行われた。
本学院では、2014年9月27日、
一日開放し、公開講座や文化
体験交流会を開催した。約
200名の参加者があった。

ʢ̍̌ ʣ఻౷ܳज़ؑ৆ձ

　2014年10月25日、
中国文化の普及を
市民に図る事を目的
として「伝統芸術ؑ
賞会」を開催した。
大連外国語大学民
族楽団の教師及び
学生による二މ、古
ᝨ、ඐഀの合奏や独
奏などが披露され、
約100名の参加者があった。

ʢ̍̍ ʣେֶࡇ

　2014年10月25日～
26日、岡山商科大学
大学祭に出店し、国
家漢弁から送られて
きた中国文化に関す
る資料を展示し、数多
くの大学祭の来場者
に޸子学院の活動を
アピールした。

ʢ̍̐ ʣ΢ΟϯλʔΩϟϯϓɾڭҭؔऀ܎๚தஂ

　2014年12月25日より30日までの6日間、「ウィンターキャンプ・高校校長訪中団」として提
携校である大連外国語学院大学に９名の学生と５名の高校校長、教頭、国際交流教育
関係者を派遣した。

ʢ̍̏ ʣ௡ࢁ঎ߍߴۀੜͱͷަྲྀձ

　2014年10月～12月、޸子学院のプロジェクト「小
中高向け中国文化普及講座」として、ԕ隔通信シ
ステムによる中国文化講座を開催した。
　最終回の2014年12月20日、岡山県立津山商業
高校で中国文化交流会を行われ、高校生たちは
。子学院の教師や留学生達と共にᰤ子を作った޸
津山商業高校校長先生も含め、教職員3名は皆さ
んと一緒に水ᰤ子を食べながら、中国の文化、生
活習慣について話をした。その後、高校生たちは太

極ݓと中国結び作りを体験しながら盛んな交流を行った。約２０名の参加者があった。
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（１）春節交流会

（２）中国文化サロン（二胡教室）

（３）端午節交流会

　2014年1月25日、中国の年中行事である春અを中国語
講座受講生や地域住民に体験してもらうため、「春અ交
流会」を開催した。参加者は޸子学院の教師や留学生達
と共にᰤ子を作った。二މ演奏「北国の春」、中国少数民
族（䍼族）෣གྷ「春の律動」、中国現代のՎ「十年」などの
出し物を楽しみながら盛んな交流を行った。中国語講座
受講生、地域住民と留学生を併せて95名の参加者が
あった。

子学院が設立されて７年目になり、これらの受講生に学習成޸　
果を発表し、他の中国語学習者と交流する機会を提供するため、
2014年6月21日に第１回中国語࿕読コンテストを開催した。書ྨ審
査を通過した9名の選手（社会人4名、学生5名）が発表した。

　2014年7月27日、「青少年
中国文化体験ツアーinԏ᪅
園」を実施した。小中学生と
保護者を併せて４０名の参
加者があった。参加者は中
国のࡶ技をؑ賞したり、中国
式庭園を見学したり、中国式
風࿊を体験したりして、楽し
い一日を過ごした。

　2014年6月22日、岡山県内の中国語教室の要請を受けて、子供向け中国文化講座を
行われた。޸子学院෭学院長の黎暁䑍は「中国はどんな国」のテーマで子供たちに中

国の人口、民族、文化など
を紹介した。その後子供た
ちは޸子学院の教師と共に
中国京劇のお面描きなど体
験した。22名の参加者が
あった。

　2014年5月18日、中国文化の普及を市民に図る事を目
的として「中国文化サロン」を開催した。
　中国文化サロンは中国伝統楽器について詳しく紹介
し、参加者は二މ演奏の体験することもできた。３７名の参
加者があった。

　2014年5月31日、中国の年中行事
である端午અを中国語講座受講生
や地域住民に体験してもらうため、

「端午અ交流会」を開催した。交流
会に先立って、޸子学院黎暁䑍෭学
院長は端午અにまつわる伝説を紹介
し、その後参加者は޸子学院の教師
や留学生達と共
にちまき作りなど
体験した。中国語
講座受講生、近
隣住民と留学生
を併せて61名の
参加者があった。

ʢ̓ʣྉཧࣨڭ

　2014年7月12日、岡山市福祉交流プラザ富原の要請を受けて、中国ᰤ子作り教室を開
催した。޸子学院教師は丁寧に参加者に説明し、ᰤ子作りを体験してもらった。そのほ

か、簡単な中国語
教室も行われた。
近隣地域から15
名の一般市民が
教室に参加した。

　2014年7月10日、岡山市福祉交流プラザѴ東の要請を受けて、太極ݓ教室を開催し
た。޸子学院෭学院長の盛֌は丁寧に参加者に太極ݓの基本知識を説明し、太極ݓを
実践してもらった。近隣
地域から15名が教室に
参加した。

ʢ̍̎ ʣதҩֶ݈߁๏࠲ߨ

　2014年11月22日、「中医学健康法講座ʕʕ耳
ツボと健康」を開催した。学校法人兵庫医科大学 
中医薬޸子学院 ෭学院長（北京中医薬大学᭥
推፤学部 教授）　邬继红先生は健康にいいپ
とされている耳のツボについて詳しく紹介し、参加
者一人一人にこれらのツボの探し方を指導した。
講座の後半、邬继红先生は参加者の質問を詳し
く説明した。約５０名の参加者があった。

ʢ̕ʣֶࢠ޸Ӄͷ೔

　中国޸子学院設立１０周年を記念して、全世界中の޸子学
院（課堂）では中国語や中国文化への理解を高めることを目的
に、様 な々イベントが行われた。
本学院では、2014年9月27日、
一日開放し、公開講座や文化
体験交流会を開催した。約
200名の参加者があった。

ʢ̍̌ ʣ఻౷ܳज़ؑ৆ձ

　2014年10月25日、
中国文化の普及を
市民に図る事を目的
として「伝統芸術ؑ
賞会」を開催した。
大連外国語大学民
族楽団の教師及び
学生による二މ、古
ᝨ、ඐഀの合奏や独
奏などが披露され、
約100名の参加者があった。

ʢ̍̍ ʣେֶࡇ

　2014年10月25日～
26日、岡山商科大学
大学祭に出店し、国
家漢弁から送られて
きた中国文化に関す
る資料を展示し、数多
くの大学祭の来場者
に޸子学院の活動を
アピールした。

ʢ̍̐ ʣ΢ΟϯλʔΩϟϯϓɾڭҭؔऀ܎๚தஂ

　2014年12月25日より30日までの6日間、「ウィンターキャンプ・高校校長訪中団」として提
携校である大連外国語学院大学に９名の学生と５名の高校校長、教頭、国際交流教育
関係者を派遣した。

ʢ̍̏ ʣ௡ࢁ঎ߍߴۀੜͱͷަྲྀձ

　2014年10月～12月、޸子学院のプロジェクト「小
中高向け中国文化普及講座」として、ԕ隔通信シ
ステムによる中国文化講座を開催した。
　最終回の2014年12月20日、岡山県立津山商業
高校で中国文化交流会を行われ、高校生たちは
。子学院の教師や留学生達と共にᰤ子を作った޸
津山商業高校校長先生も含め、教職員3名は皆さ
んと一緒に水ᰤ子を食べながら、中国の文化、生
活習慣について話をした。その後、高校生たちは太

極ݓと中国結び作りを体験しながら盛んな交流を行った。約２０名の参加者があった。

63



▼ủ
঎
େ
क़
Ứ

▼ʮ商大क़ʯ

ਤද̍ɹओཁ֨ࢿʹ͓͚Δֶ೥ผ૬ஊऀ਺

　2012年4月に開ઃした「商大क़」は�年໨をܴえ、資֨にؔする૬ஊの৔としてఆணしてきました。本年౓は、೉қ౓の
。すための૬ஊ΋૿えてきましたࢦい資֨औಘを໨ߴ

˗1�೥ؒΛ௨ͯ͡૬ஊ͕ଟ͔ͬͨ֨ࢿ
年౓は̢̨̤ʢ.JDSPTPGU 0⒏DF 4QFDJBMJTUʣࡢ　
の૬ஊ͕࠷΋ଟ͔ たͬので͕͢ɺຊ年౓はൢച士
と͍ڃ�ه΍೔商฽ڃ� たͬૅجతͳٕೳΛ਎にͭ
͚Δための֨ࢿに͍ͭての૬ஊ͕ଟ͔ たͬ と͕͜
特௃と͍ ·͑ ʢ͢ਤද� ࢀরʣɻ
　ͳ͔で΋ɺ�年࣍ੜの૬ஊ͕ଟ͔ たͬ と͕͜ ҹ৅
తで͢ɻલ年にΑ͘ ૬ஊに๚Εて͖ て͘ Εた学ੜ͕
ຊ年΋Ҿ͖ଓ ɺ͖ͦ Ε΋༑人Λ連Εてདྷて͘ Εたέ
ース͕૿ ·͑したɻ
　ຊ人は࣍のステοϓʢ্֨ࢿڃʣΛ໨ࢦしɺ༑人
に΋֨ࢿ取ಘΛਪ঑͢Δɻ࣮ 際に߹֨した学ੜ͕

ʠ஥ؒʡΛ࡞ て͍ͬ てͬ͘ ΕΔ͜ とはɺとて΋ྑ͍งғؾで し͢ɺ商大क़ ʠ͕֨ࢿαーΫルతͳ役割ʡ΋Ռたͤて͍ΔΑうに思͑
·͢ɻདྷ年΋͜ のྲྀΕ͕ܧଓ͢ΔΑうɺʮܰؾに行͚Δ૬ஊ૭ޱʯで り͋ଓ͚た と͍思 てͬおり·͢ɻ

˗େ෯ʹड૿͕ऀݕՃͨ֨͠ࢿ
ʢ໿��̀ڃ�定ݕه大෯に૿Ճしたのはɺ೔商฽͕ऀݕ年౓Αりडࡢ　 ૿ʣɺൢ ച士ݕ定ڃ�ʢ໿��̀ ૿ʣɺ経ࡁ学ݕ定ʢ໿
��̀ ૿ʣɺ経営学ݕ定ʢ໿���̀ ૿ʣɺੈ քҨݕ࢈定ʢ���̀ ૿ʣと͍ たͬ֨ࢿでしたʢਤදࢀ�রʣɻ͜ ΕΒのଟ͘ はɺؔ 連͢Δ
授業の୲౰教һ͕डݕΛѺટして͘ ͩ͞ たͬ と͕͜ 一ͭの大 ͳ͖ཁҼとͳͬ て͍Δ΋のとߟ ·͑͢ɻ
　授業で学Μͩ と͜Λଞ人にධՁして΋Βうखஈとして֨ࢿΛ取ಘ͢Δ͜ とのॏཁੑ͕ɺ授業Λ௨じて学ੜにਁ しಁて͖ た

と͜はت͹し͍ と͜で り͋·͢ɻ·たɺϑΝΠφンγϟルϓラ
ンχングʢ̛ ʣ̥ٕ ೳݕ定ͳͲの֨ࢿに͍ͭてはܧଓతに
डऀݕはଟ ɺ͘大学の授業で学Μͩ理࿦Λ֨ࢿ取ಘ

ʢٕೳのशಘʣに活͔͢ҙ͕ࣝ高·ͬ て͖ て͍ΔΑうにײ
じΒΕ·͢ɻདྷ年౓΋ɺ֨ࢿ取ಘΛਪ঑して͘ ͩ͞ Δ教һ
のࢧํޙԉ΋ؚめɺ商大क़として΋ਪ঑͢Δ֨ࢿ਺Λ૿
΍して͍͖ ɺ֨ࢿ取ಘに取り組Ή学ੜ͕૿͑Δ͜ とΛظ
଴し·͢ɻ

˗৽͍͠औΓ૊Έͱ͠ �ͯ�ʕʕ୐࠲ߨݐɾ௨ֶίʔεͷ։ߨʕʕ
　୐地ݐ෺取Ҿओ೚ ʢऀ୐ݐʣ࠲ߨに͍ͭてはɺݐஙɾෆ動ؔ࢈連のडݧに͍ڧઐ໳学校とのఏ携にΑりຖ年։ߨして
͍ΔF�ラーχングʢ̴̬ ʣίースの΄͔にɺ௨学ίースΛ৽たにՃ࠲ߨ̱ ·͑したɻͦ の݁Ռとしてɺ௨学ίースのड͔ऀߨΒ
߹֨ऀ͕�໊ग़·したɻ·たɺわ͔ͣ�఺଍りͳ͔ たͬ学ੜ΋�໊おりɺ社会人とڞに学श͢Δڥ؀に਎Λஔ͘ と͜で高͍モν
ϕーγϣンΛҡ࣋͢Δ͜ と͕ で͖ ɺྑ ͍݁Ռに݁ͼ͍ͭた΋のと思わΕ·͢ɻ
　ຊ年౓΋ଟ͘ の学ੜ͕௨学ίースで学शΛ։࢝しておりɺ֨ࢿ取ಘに͚޲たҙཉ͕͘ڧ じΒΕ·͢ɻ商大क़ではɺຊײ
年΋௨学ίースΛਪ঑して͍͖ ·͢ɻ

３೥໨をܴえた঎大क़をৼりฦり
社会総合研究所　次長

経営学部　講師　海宝 ݡ一郎
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　ຊ学はɺ࣮ ફతೳྗの取ಘ΍社会人としての教ཆΛ਎に͚ͭɺૣ Β社会人とͳΔためのҙࣝΛ高めΔΑう͔ظ
学ੜΛࢦಋして ·͍͢ɻ
　 うͦした中でɺ国Ո֨ࢿ΍ݕ定ݧࢼ΁のνϟレンδΛ学ੜにଅしɺੵ で͖ݧతにडۃ ΔΑうʮ岡山商科大学ઐ໳
学校ʯͳΒͼにʮ学校法人࢈業ೳ཰大学ʯと連携してɺ࠲ߨݧࢼ֨ࢿɾ௨信教ҭ࠲ߨ等Λ࣮ࢪして ·͍͢ɻ
　·たɺ国Ոݧࢼ֨ࢿ等に߹֨した৔߹ɺおॕ͍ۚΛ͢څࢧΔʮ岡山商科大学֨ࢿ取ಘࢧԉ੍౓ʯΛઃ͚て͍
·͢ɻ
　ຊ年౓΋ଟ਺のօ Μ͕͞ɺ国Ոݧࢼ֨ࢿɾެ ຿һݧࢼɾݕ定ݧࢼに߹֨͞Ε·したɻ

೔঎฽ݕهఆ（�級）講࠲
೔঎฽ݕهఆ（�級）௚લରࡦ講࠲
೔঎฽ݕهఆ（2級）講࠲
೔঎฽ݕهఆ（2級）௚લରࡦ講࠲
I5ύεϙートݧࢼ講࠲
（ॳ級コーε）࠲講ݧࢼ࢜੓書ߦ
（級コーε্）࠲講ݧࢼ࢜੓書ߦ

୐஍建物取引ओ೚ऀݧࢼ講࠲
୐建Fラーχング講࠲
ൿ書ݕఆ講࠲
販売࢜�級講࠲
販売2࢜級講࠲
.04ରࡦ講࠲

ʓ୐地ݐ෺取Ҿओ೚者ɹɹ1໊
ʓ೔঎฽ݕهఆ3ڃ� ɹ 2�໊
ʓ೔঎฽ݕهఆ2ڃ� ɹɹ3໊
ʓ'1ٕೳݕఆ3ڃ� ɹ 11໊
ʓ'1ٕೳݕఆ2ڃ� ɹɹ�໊
ʓ"'1ʢΞϑΣリΤΠςου�
ɹϑΝΠφンγϟϧ�ϓϥンφʔʣɹ�໊

ऀ֨߹ݧࢼ֨ࢿ

（注）岡山商科大学資格取得支援制度の詳細については社会総合研究所までお問い合わせください。

˞任期付の採用も含む。

ެ຿һݧࢼ߹֨ऀ
Ոެ຿һࠃ˓
ɹࣗӴ׭ɹɹɹɹɹɹɹɹ２໊
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ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

Ұཡ࠲講ݧࢼ֨ࢿ

ಠ学αϙʔτ（ΦϦδφϧͷݧࢼରࡦ໰୊ɾղઆ配෇）
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֨
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ݧ
講
࠲

ݧࢼ֨ࢿ▼
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˓地ํެ຿һ

ʓ.04ʢϚΠクϩιϑτ�ΦϑΟス
ɹスϖγϟリスτʣݧࢼ
ɹɾ&YDFM2�1��� ɹɹ�໊
ɹɾ8PSE2�1��� ɹɹ3໊
ʓੈքҨݕ࢈ఆ� ɹɹ13໊

ൢചڃ3࢜

ɹɹɹɹɹɹɹɹ̑׭࡯ܯ ໊ Ԭݝࢁɹ１ɹ߳઒ݝɹ１ɹಙౡݝɹ１ɹɹɹ
ฌݝݿɹ２

OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.24

ʓൢചݕ࢜ఆ 3 �ڃ ɹɹ� ໊
ʓࡁܦ学ݕఆʢϛクϩɾϚクϩʣɹ2 Պ໨
ɹ4ϥンク� � ɹɹ2 ໊
ɹ"ɹ ϥンク� � ɹɹ� ໊
ɹ"ϥンク� � ɹɹ� ໊
ʓܦӦ学ݕఆ� � ɹɹ� ໊

▼ủ
঎
େ
क़
Ứ

▼ʮ商大क़ʯ

ਤද̍ɹओཁ֨ࢿʹ͓͚Δֶ೥ผ૬ஊऀ਺

　2012年4月に開ઃした「商大क़」は�年໨をܴえ、資֨にؔする૬ஊの৔としてఆணしてきました。本年౓は、೉қ౓の
。すための૬ஊ΋૿えてきましたࢦい資֨औಘを໨ߴ

˗1�೥ؒΛ௨ͯ͡૬ஊ͕ଟ͔ͬͨ֨ࢿ
年౓は̢̨̤ʢ.JDSPTPGU 0⒏DF 4QFDJBMJTUʣࡢ　
の૬ஊ͕࠷΋ଟ͔ たͬので͕͢ɺຊ年౓はൢച士
と͍ڃ�ه΍೔商฽ڃ� たͬૅجతͳٕೳΛ਎にͭ
͚Δための֨ࢿに͍ͭての૬ஊ͕ଟ͔ たͬ と͕͜
特௃と͍ ·͑ ʢ͢ਤද� ࢀরʣɻ
　ͳ͔で΋ɺ�年࣍ੜの૬ஊ͕ଟ͔ たͬ と͕͜ ҹ৅
తで͢ɻલ年にΑ͘ ૬ஊに๚Εて͖ て͘ Εた学ੜ͕
ຊ年΋Ҿ͖ଓ ɺ͖ͦ Ε΋༑人Λ連Εてདྷて͘ Εたέ
ース͕૿ ·͑したɻ
　ຊ人は࣍のステοϓʢ্֨ࢿڃʣΛ໨ࢦしɺ༑人
に΋֨ࢿ取ಘΛਪ঑͢Δɻ࣮ 際に߹֨した学ੜ͕

ʠ஥ؒʡΛ࡞ て͍ͬ てͬ͘ ΕΔ͜ とはɺとて΋ྑ͍งғؾで し͢ɺ商大क़ ʠ͕֨ࢿαーΫルతͳ役割ʡ΋Ռたͤて͍ΔΑうに思͑
·͢ɻདྷ年΋͜ のྲྀΕ͕ܧଓ͢ΔΑうɺʮܰؾに行͚Δ૬ஊ૭ޱʯで り͋ଓ͚た と͍思 てͬおり·͢ɻ

˗େ෯ʹड૿͕ऀݕՃͨ֨͠ࢿ
ʢ໿��̀ڃ�定ݕه大෯に૿Ճしたのはɺ೔商฽͕ऀݕ年౓Αりडࡢ　 ૿ʣɺൢ ച士ݕ定ڃ�ʢ໿��̀ ૿ʣɺ経ࡁ学ݕ定ʢ໿
��̀ ૿ʣɺ経営学ݕ定ʢ໿���̀ ૿ʣɺੈ քҨݕ࢈定ʢ���̀ ૿ʣと͍ たͬ֨ࢿでしたʢਤදࢀ�রʣɻ͜ ΕΒのଟ͘ はɺؔ 連͢Δ
授業の୲౰教һ͕डݕΛѺટして͘ ͩ͞ たͬ と͕͜ 一ͭの大 ͳ͖ཁҼとͳͬ て͍Δ΋のとߟ ·͑͢ɻ
　授業で学Μͩ と͜Λଞ人にධՁして΋Βうखஈとして֨ࢿΛ取ಘ͢Δ͜ とのॏཁੑ͕ɺ授業Λ௨じて学ੜにਁ しಁて͖ た

と͜はت͹し͍ と͜で り͋·͢ɻ·たɺϑΝΠφンγϟルϓラ
ンχングʢ̛ ʣ̥ٕ ೳݕ定ͳͲの֨ࢿに͍ͭてはܧଓతに
डऀݕはଟ ɺ͘大学の授業で学Μͩ理࿦Λ֨ࢿ取ಘ

ʢٕೳのशಘʣに活͔͢ҙ͕ࣝ高·ͬ て͖ て͍ΔΑうにײ
じΒΕ·͢ɻདྷ年౓΋ɺ֨ࢿ取ಘΛਪ঑して͘ ͩ͞ Δ教һ
のࢧํޙԉ΋ؚめɺ商大क़として΋ਪ঑͢Δ֨ࢿ਺Λ૿
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経営学部঎学Պ３年　
ኳా　裕࣍

　私はＦＰ（ファイナンシャルプランニング）コースに所属しており、大学1
年生の時からＦＰに関する講義を受講していました。3級ＦＰ技能検定
では、ＦＰに関する講師の方々が当大学は充実しているため講義を
しっかりと聞くだけでも十分に合格することができますが、2級ＦＰ技能
検定はそう簡単にはいきません。そもそもＦＰ技能検定は筆記と実技の
二科目を合格してはじめて検定合格となります。また、科目も6科目あり、
覚える量はとても多いです。毎年の合格率も20～30％となっています。
そのため、大学での講義はもちろんのこと、加えて日々 の積み重ねがと
ても重要となってきます。私はあまり覚えるのが得意ではないので、大学
にいる間は、学校までの通学や講義と講義の間など、時間を見つけて
は勉強をしていました。また、自宅でもご飯を食べる時やお風࿊に入る
時など、৸る時以外は常にＦＰの参考書を持ち歩いていました。とにかく
勉強時間を相当費やしました。また、勉強の仕方もただ参考資料を読
むだけではなく、過去問題を܁り返し解き、項目ごとにポイントを絞って勉
強するなど勉強方法の工夫も大切になってきます。以上のことを毎日܁
り返しやることで合格することができました。
　人それぞれ覚えられる量など違いはありますが、これも勉強方法の
一つとして皆さんの参考になれば幸いです。興味がある方や受験をす
る方はぜひ頑張ってください。

経営学部঎学Պ４年
੺ᖒ　੟࣏

　私は2年生の時に日建学院主催の宅建eɻ ラー
ニングで勉強を始めました。いざ勉強してみると、
参考書の出題範囲が広いうえ、普段ೃછみのな
い民法や借地借家法などの法律用語が多く、同
じ箇所を何度も読み返すことになったため、なか
なか勉強がはかどりませんでした。結果は残念な
がら不合格。しかし、4年生になり、就職活動も一
段落ついたため、再挑戦することにしました。2年

生の頃は҉記を中心とする勉強をしていたため、効率が悪いだけでな
く、モチベーションも上がりませんでした。その反省をふまえて、今回は問
題文を正確に理解すること、書いてあることを頭でイメージすることを強
く意識しました。また、長い文章は図にして何が言いたいことなのかを
明確にしました。そうしなければ、過去の問題に出ていないようなひねっ
た問題には対応できないと考えたからです。もちろん、相当な量の勉強
も必要です。試験直前には過去問題10年分と予想問題10回分を6回
り返し勉強しました。そのため、合格証書がಧいた時の喜びは格別܁
でした。
　宅建は全力で挑戦し、諦めなければ必ず合格できます。また、就職
活動の際も業種によっては宅建資格により有利になる企業もあります。
宅建取得のメリットは色 と々ありますが、私が特に勉強してよかったと
思ったことは、普段大学で学んでいる商学の知識と今回の試験で身に
つけた法律の知識などを組み合わせることで、より幅広い考えを持つこ
とができるようになったことです。こうした考えを持てるようになったことは
大きな収֭であり、私の人生にもプラスに働いてくれると思っています。

೔঎฽ڃ̎ه߹֨
経営学部঎学Պ２年
্஍　࠼Ֆ

　私は商業科の高校に通っており、高校で日商฽記2級の検定を受け
たのですが、落ちてしました。大学に入学し、その落ちた経験をふと思
い出しもう1回受けてみようと思い受験しました。3月末にいきなり思った
ので学内で行う講座には間に合いませんでしたが、6月の検定で合格
したいと思い、そこから毎日勉強をしました。検定まで2ヶ月ちょっとしか
時間がなかったので、とても大変でした。また、独学は自分がやるしかな
いので、さぼりたくなる時もたくさんありました。けれど、高校であんなに
頑張ったのに落ちたことを思い出すと、これではいけないと思い直し、
頑張ることができました。私は工業฽記が苦手だったので、そこを中心
に勉強していたのですが、きちんと勉強していたら、過去問題や予想問
題で合格点をとれるようになりました。成果が出だしてからは勉強する
ことが楽しかったです。
　そして、迎えた検定当日、参考書にあった過去問題や予想問題と違
う形式の問題が！そのॠ間もうやりたくないと思いましたが、問題を丁
寧に読んで考えていたら、なんとなくできそうな気がしてきて、解くことが
できました。勉強している間にきちんと基ૅができていたということが分
かり自信を持つことができました。後から見直してみると、そこの問題は
満点とれていたので、諦めないで解いてよかったです。
　今回の試験の合格を通じて、やはり基ૅは大事だと思いましたし、過
去問題や予想問題ばかりに頼るのも駄目だと感じました。また、絶対に
合格したいと思っていたら、勉強を始めるのに遅いとかは関係なく、自
分の頑張り次第だとも実感しました。今度は฽記以外の検定にも挑戦
したいと思います。

&3&ʢݕֶࡁܦఆʣ
ϛΫϩɾϚΫϩ4ϥϯΫ߹֨

　2014年12月7日に開催された第27回経済学検定試験において、経
済学部経済学科3年の᪅ 素ᢹさん、ᚯ 陽さん2名がランクSの成績を
収めました。ランクSはわずか成績上位1%にしか与えられない、非常に
優秀な成績です。

ϚΠΫϩιϑτ
ΦϑΟε೔ຊେձ̍̌ Ґ

　2014年6月20日（金）、東京国際
フォーラムで「MOS世界学生大会
2014」日本大会表彰式が開催され
ました。大学・短期大学部門　パ
ワーポイントの部で、経営学部経営
学科4年の中村 公༞さん（岡山御
津高出身）が、10位を受賞し、表彰
を受けました。今年は、世
界90ϱ国から延べ65万
人、日本からは延べ4万5
千人がエントリーし、中村
さんは、国内10位という
MOSのスキルが評価さ
れました。
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　　社会総合研究所では、後援会を組織しています。県内外を問わず多くの個人・団体の方にご登録をいただき、会員の

皆様には、各種公開事業にご参加いただくと共に、刊行資料の配布をしています。そうした活動を通じて、寄せられたご意

見、ご感想は社会的な要請とも受け止め、展開する事業へ反映させています。

　そうした私共を支えていただいている後援会会員の中から一部の方に、中長期的かつ戦略的なご意見をいただくために、

役員としてご就任いただいています。2015年2月17日にはご意見をいただく場として「2014年度後援会理事・幹事合同役員

会」を開催いたしました。

　産業界などで活躍されている方々からのご意見は多くの示ࠦを含んでおり、これからの活動指針を定めていく上で、大変

貴重な道標を示していただきました。

　今後、こうしたご意見を無駄にすることなく、地域発展のためӶ意取り組んでいきたいと思います。

�����

岡山商科大学社会総合研究所後援会役員名簿 （2015年3月）

代表理事　岡﨑　　彬
理　　事　伊原木一衛
理　　事　宮長　雅人
理　　事　原　　憲一
理　　事　小嶋　光信
理　　事　秋山　進彦
代表幹事　武田　修一
幹　　事　服部　弘平
幹　　事　木谷　忠義
幹　　事　近藤弦之介
幹　　事　松本　光雄
幹　　事　永山　久人

岡山ガス株式会社　代表取締役社長

株式会社天満屋　代表取締役会長

株式会社中国銀行　取締役頭取

山陽放送株式会社　代表取締役社長

両備ホールディングス株式会社　代表取締役会長兼CEO

倉敷化工株式会社　相談役

株式会社廣榮堂　代表取締役会長

服部興業株式会社　代表取締役会長

株式会社さえら　代表取締役会長

太陽綜合法律事務所　代表弁護士

株式会社まつもとコーポレーション　代表取締役社長

下津井電鉄株式会社　代表取締役社長

ʢܟশུʣ

ʪ2���年２݄ ��೔　ԙ：Ԭࢁプラβϗテルʫ

ʮޙԉ会ٴͼޙԉ会役һ会に͍ͭてʯ

67



ฏ੒��年౓　活動経Ң
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～岡山商科大学ࣾձ૯合研究ॴޙԉձについて～
ʲझ　　　ࢫʳ
　ࣾ会૯合ڀݚॴは、஍Ҭࣾ会の発లにد༩することを໨తに設ཱさΕた岡山঎Պେֶのෟଐؔػです。

ʲ事　　　業ʳ
　ࣾ会૯合ڀݚॴはʮڀݚʯ、ʮࢿ料ऩूʯ、ʮֶੜֶशࢧԉʯのଞに、対֎తな�ͭの事業を਱ߦしています。
　˔公։講ԋ会・ʮܚጯ.$$༦ֶ講座ʯαテラΠτ講座・঎େ講座・通৴教ҭ講座
　˔岡山県ੜֶ֔शେ （ֶ県ҕୗ事業）等　େֶ公։事業の։催
　˔岡山঎ՊେֶֶԂhࢽ ঎େϨϏϡー のɦ発ߦ
　˔஍Ҭࣾ会の当ڀݚॴに対するχーζの೺Ѳ

ʲޙ援会૊৫ʳ
　ࣾ会૯合ڀݚॴ設ཱझࢫのపఈをਤるためにޙԉ会が設͚らΕています。ࡏݱのޙԉ会໾員は次の通りです。
　˔ཧ事　岡﨑ල（୅ද）、ҏݪ໦一Ӵ、ٶ௕խਓ、ݑݪ一、খౢޫ৴、ळ山ਐ඙
ۙ、ฏ、໦୩஧ٛ߂事　෢ాम一（୅ද）、෰෦װ˔　 （শུܟ）�ਓٱ೭հ、দຊޫ༤、Ӭ山ݭ౻

ʲ会　　　අʳ
　無料です。

ʲ会һの特యʳ
　会員は、下記のಛయがड͚らΕます。
　1ɽh঎େϨϏϡー 等ɦの希望者無料配෍
　2ɽʮ岡山঎Պେֶ公։講ԋ会ʯ、ʮ঎େ講座ʯやʮܚጯ.$$༦ֶ講座ʯ等、େֶ公։׆ಈの
　　�։催にͭいてのご案内
　�ɽࣾ 会૯合ڀݚॴおよびຊֶਤ書ؗのࢿ料（ࢽࡶ、౷ܭ書ྨ）のごར用

岡山商科大学ࣾձ૯合研究ॴ
7˟00ʵ8601岡山市๺区௡島京町2ʵ10ʵ1　ి࿩ˍF"9086ʵ256ʵ6656

͓໰い合Θͤ

ࣾձ૯合研究ॴ　ॴ長　大㟒　ߛҰ

　平成26年度は、大学機関別認証評価への対応に終始した感があります。とはӠいながらそ

の間に、津山市との包括協定の締結、岡山市で行われたESD世界大会の前座としての国際ワ

ークショップ（ESD-J）の運営協力、京山公民ؗでのESDフェスティバルへの参加など、県内地

域と世界の地域との連携も進めることができました。特にワークショップに参加して、東南アジア

の各国の方々の発表を聞いていると、地域コミュニティが非常にしっかり残っていて、「持続可能

性」について深く考える機会になりました。なぜなら、日本は豊かな国になりましたが、個人主義、

核家族、൩婚化、地域コミュニティの崩壊、限界集落など、日本人の持続可能性が最も問われているのではと感じて

います。本学では、県内外の地域へ学生を積極的に送り出し、地域の方 と々の交流（フィールドスタディ）を通して、持

続可能性の視点に気づき、地域の問題、地域の在り方、コミュニティについて学び、地域に生かせるようになってくれ

ることを信じています。大学に於いて、皆で考え、まとめ、発表する能力を向上させるために、平成26年度からアクティ

ブラーニング（能動的教育）のできる教室の整備をしており、その成果を持って地域、社会に出て活躍できる教育環

境を文部科学省の支援事業を活用して整備しています。
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　本年度も商大レビュー第２４号を無事に刊行することができました。ご協力いただいた

方々に改めて感謝を申し上げます。

　最近、ある岡山県の若手経営者が集まるイベントに参加させていただく機会がありました。

新しいビジネスへの取り組みを発表するセクションで感銘を受けたのは、ここ岡山で地域活

性化につながる新しいビジネス――それはまさに、地方都市でしか創造できないような新し

く斬新なかたちのビジネス――にチャレンジしている多くの方々の姿でした。

 「もともと持っている強みを活かす」「消費者(生活者)の声を大事にする」「ＳＮＳを最大

限活用してコストをかけずに販売網を拡大(顧客開拓)する」といったキーワードが多く出て

きており、あらためて“商売の原点”に立ち戻り、真に人が求めるモノを創造することが大切

であるということを痛感しました。

　安倍政権が掲げた「地方創生」が本格的に動き始めており、本学へも様々なお問い合わせ

を頂いておりますが、産学官が融合することで地域を活性化させる取り組みが加速化される

ことを期待しております。

　元気な岡山の若手経済人の皆さんを見ていて、「仕事があれば人は集まる！」との思いを

強くしました。地元の企業、地方自治体、高等学校などの地域社会との連携を強化し、本学

が地域の皆様とのつながりを深め、地域に貢献できる新しい取り組みを推進していくための

窓口になれるよう、社会総合研究所も活動を続けてまいりたいと思っています。（Ｋ）

編集後記
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